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第一話　旅立ちの日




「大変なことになってしまいましたね、アレク様」

「ホントだよ……魔族討伐に行く途中で外に子供と有力貴族の妻を作れって……父上はどうかしてるのか？」

「一般人ならそうかもしれませんが、貴族としてならそれほど素っ頓狂なことでもないと思いますが。というか普通です。ましてや貴方は拝命三大貴族の一つ、ギリアム家の長男、つまりは次期当主なのですから」

「とはいえだな……」

「妻ひとり子ひとりというわけにはいかないのですよ。アレク様だって顔も名前も知らない兄弟がたくさんいるでしょう？　このご時世いつどうなるかわからないのですから、代わりは重要なんです。それはアレク様の代になっても同じですよ」

　自分の屋敷の前、アレク──アレックスと仏頂面のメイドが街の方を眺めていた。

　視界の端には馬車。これからアレクが乗っていく物資搬入用の大きな荷馬車だ。荷台には色々な荷物が積まれている。馬は二頭引きで四輪馬車、上部にはホロがついていて、多少の雨風は防げるようになっていた。

　両横にはアレクの家、ギリアムの赤い紋章。太陽と剣をモチーフにしたものだ。

　よく晴れた良い日だった。緑は輝き、空は雲一つない。

　手には大きなカバン。中には旅立ちに必要なものが入っている。残りの物は馬車の荷台だ。

　どうせなら旅立つ日はこういう日がいい。飛び立つ鳥の群れを見ながらアレクは思った。

　半ば追い出されたにも近しい状況であったのが、厄介払いされたようで少し心に引っかかる。

　メイドの名前はクロエ・エヴァーグリーン。アレクと同じ一七歳だ。

　ギリアム伯爵家に代々仕える一族、エヴァーグリーン家の次女だ。元を正せばギリアム家の分家にあたる。

　本来であればメイドなどやる必要がない歴史ある名家ではあるのだが、慣習的にそうなっている。一種の花嫁修業のようなものだった。

　金色の髪をしていて、片方の目だけが綺麗な緑色をしている。もう片方は青だ。

　色素の薄い肌は日光を嫌っているかのごとく白い。

　精緻な人形のように端正な顔立ちをしているが、表情が薄く、顔だけだと何を考えているのかわかりにくいタイプだった。まるで動く人形のよう。一言で言うとクールだ。

　顔と手以外の露出は一切ない。手すら白い手袋をしていることのほうが多い。

　足はふとももまで続く白いストッキングに覆われてしまっている。スカート自体、すねの半分ほどを隠してしまっていた。

　屋敷のほかのメイドを見る限りだと、ガーターベルトのようなものでストッキングから吊られているらしい。

　アレクの小さな頃、以前いたメイドの一人が天井のシャンデリアを掃除しているときに、パンツ見たさで下から覗き込んだことがあるのだ。髪は黒く、顔もパッとしない、どちらかと言えば地味な印象のあるメイドだった。

　『もう。ダメですよ、坊ちゃん』と照れたように言われるだけで、意外にも怒られることはなかった。パンツの色は黒でレース付き、しかもかなり透けているド派手なものだった。顔とのギャップにアレクは子供ながら興奮した覚えがある。

　メイド服が屋敷支給のものであることを考えると、ストッキングも制服なのだろうことは察しがつく。つまり、クロエのスカートの中にはガーターベルトがあるのだとアレクは予想している。

　クロエはアレクとは幼馴染であり、幼少期からアレク付きのメイドをしている。年は同い年の一七歳であるが、誕生日の関係でクロエの方がほんの少しだけ年上。アレクの幼少期からアレクの部屋にいる。

　そのためか、アレクに対する態度だけは悪い。敬語も少し崩れ気味だ。身の回りの世話こそするが、ほかは失礼極まりない対応をするのだ。およそ雇われているメイドのそれではない。立ち位置の違いを除けば、ただの近所の幼馴染のような関係性だ。

　主にアレクの部屋の清掃その他を担当するハウスメイドである。

　メイドや執事を含む使用人にも指揮系統や役職が存在するのだが、名門出身であること、アレクの専属であることを踏まえ、クロエは主人家族以外の命令はあまり聞かなくていいポジションにいた。

「始まりの御三家ってやつね……なぁ、普通の人って、平民って本当に魔法使えないのか？」

「ええ。貴族の血を引いていなければ。というよりも魔法が使えないから平民なのです。現在の貴族は皆、源流に御三家のどれかの血は引いていますから魔法が使えるのですよ」

「なんで御三家のやつらだけが魔法を使えたんだろうな？　俺のご先祖様なわけだけど」

「そんなこと知りませんよ。私の家はギリアム家の分家ですし、アレク様が知らないのなら知るわけないじゃないですか」

　クロエは何を馬鹿なことを、と言わんばかりの冷たい表情でアレクを見ていた。

　主人に向けていい顔でないことだけは確かだ。

「相変わらず辛辣だ……よく真顔で言えるな？　一応主人なんだけど……」

「私は旦那様、つまり御当主様に仕えているのですよ？　──そんな自分の女みたいに言われても……」

「いやいや、そういうのじゃないから！」

　口元に手を当て、照れたふりをするクロエにアレクはツッコミを入れる。

　一瞬で元の真顔に戻ったあと、どうですかね、と鼻で笑ったクロエを見ながらアレクは考えていた。

　クロエの態度はいつもどおりなのであまり気にならない。気になるのは旅そのもの。

　──無茶な話だ。

　魔族という人類の敵に対し、一人で挑みに行く。冷静に考えてアレクは厳しい気がしていた。

　貴様ならできるはずだ、と父は言ったが親の贔屓目だ。贔屓されているのかは怪しいが。特別厳しくされているという意味では贔屓されている気もする。逆の意味で。

　アレクは自分にずば抜けた才能がないということには気づいている。何度も思い知らされたことだ。




　アレクはいわゆる『落ちこぼれ』だった。

　名門中の名門の次期当主候補として生まれたにも関わらず、突出したものを持たなかった。

　それでもできる範囲で努力は積み重ねてきたので並の魔法使い、他の貴族の比ではない実力はある。さりとてそんなものは家では何の評価も受けない。できて当然のこと。息ができるだとか、そんなレベルの扱いでしかない。

　子供を作るのも難しい。女性経験がないからである。性的な接触だけでなく口説いたこともない。

　貴族にしては珍しく、アレクは純情なタイプだ。そういうことは好きな人とだけしたいと思っている。そして、好きな人とはクロエのこと。誰がどう見たって美少女と言うクロエは、アレクにとって一番気になる異性で、一番の友人でもある。

　初めての射精、精通もクロエだった。

　ある日、一緒に勉強をしているとき、アレクは頭が真っ白になるようなむず痒い感覚を覚えてしまった。

　それ以来、思春期の男子らしく脳を焦がす快感に夢中になってしまっていた。端的に言えば、毎日自慰をしている。最低でも一日に五回は射精しないとどうにも落ち着かないのだ。

　アレクは性欲が強く、さらに元々の性質なのか、夢精もしやすいタイプだった。

　淫夢を見た時は必ずのようにパンツがべっとりしてしまう。なので溜まったものはすぐに排出しないといけない。

「外で子供を作るって相当難しくないか？　見知らぬ誰かに俺の子供を産んでくれとでも言えばいいのか？　──多分俺はモテないぞ？」

「それでいいのではないですか？　モテなくても貴族の、ましてや御三家の血なら誰だって欲しがりますよ。しかも次期当主の。正妻にはなれずとも第二夫人以降は狙えるわけですし、アレク様からの求婚なら持参金も必要ないので引く手数多でしょう」

「えぇ……そんなに金と地位が欲しいのか、みんな」

「アレク様はずっとそんな環境にいるからわからないだけですよ。世の中そんなものです。平民ならばなおさらです。──もっとも、次期当主であるアレク様は平民とは何があっても結婚できないですけどね。最低でも伯爵家以上でないと。地位というのは重要なものですよ。かくいう私もアレク様の地位や家柄に縛られているから専属メイドなわけですしね。──あ、今の『ですしね』は、デス、死ね、とかではないですよ？」

「わかってるよ！　補足されると余計にそれっぽいじゃないか！　──それにしてもなんだか人間不信になりそうな話だな……」

「誰も信じなければいいじゃないですか」

「ド、ドライだなぁ……」

「──アレク様は余計なことを考えずに本能のまま性交に励めばいいのです。貴方の子種は貴重なんですから」

　──貴重……貴重？　本当に？　毎日無駄打ちしているが……減る気配はないぞ？　増える一方だ。

　見た目や話し方と同じように、クロエはクールな態度だ。

　小さな頃、一二歳位の時からこんな感じなので慣れているものではあるが、アレクはちょっとだけ怖いと思うときもある。クロエには感情がないのではないのかと思うときもあるのだ。昔はアレクと同じように普通の子供だった、と思う。

「私は変わりませんから安心していいですよ。これまで通り罵倒もしますから」

「罵倒はいらんけどな？」

「いりませんか？　──本当に？　名残惜しかったりするのではないですか？」

「──ちょっとだけな。じゃあ俺はもう行くよ。このままここにいると行きたくなくなるからな。次に帰ってくるのはいつになることやら。もう帰ってこれなかったりしてな」

　アレクは少し泣きそうになるのをこらえ、空の方を見つめる。

　日光が目に刺さって余計に泣きそうになってしまった。

　──心細い。

　魔族を倒す。

　可能かどうかは別として挑まないわけにはいかない。貴族のスタンスとして必要なこと。それこそが権力の根底だからだ。その中で最上位の貴族でもあるアレクの宿命でもある。

　魔法を使えるのは貴族だけ。魔族を倒せるのも貴族だけ。世界安定のための軍事力を生まれ持つ存在こそが貴族。力がないならば誰も従ったりしないし、権力など認めないのである。

　しかし、アレクには足りないものがあった。それさえあれば本来できることなのだ。だからこそ一人で行くことになった。半ば荒療治に近いものだ。必要に迫られればできるだろう、と。

　何かあれば帰ってこれないかもしれない。

　こんなふうに気の抜けた空気はもう味わえないかもしれないとアレクは思う。

　──クロエと一緒にいたいのに──。

「そうですね。行きましょうか」

「え!?　クロエも行くの？」

「はい。私はアレク様付きのメイドですし、アレク様がお屋敷を出れば仕事もなくなってしまいますから。護衛も兼ねています」

「そ、そうか……」

　──やばい。超嬉しい。

　アレクは歓喜の声をあげそうになってしまう。

　ひとり旅だと思っていた。事実、アレクの父親、──現当主はそう言っていた。

　アレクは無茶だとは思ったが、父の眼を見ていると何も言えなくなる。幼少期からずっとそうだった。

　内心は不安で仕方なかった。命の危険もあるのだ。

　いつもの集団で行く比較的安全な外遊とは違う。

　それに何より、アレクはクロエと離れるのが心底嫌だった。いつも一緒にいたのだ。離れるなど考えられない。

　アレクが唯一この世界で心を許せる相手、それがクロエなのだ。一人で行動するとなると半身をもぎ取られたような気持ちになる。

　喜んでいる様子を隠しきれないアレクを、クロエはいつものように真顔で見つめる。

「洗面用具、替えの下着、防寒用のマント、それと愛用の枕。枕が替わると眠れないタイプでしょう？　これら全て忘れ物です。さっき馬車の荷台に積んでおきました。本当にアレク様は私がいないと何もできないのですから。──だから、特別について行ってあげますよ」

　ふふっ、と小さくクロエは笑う。

　呆れているような素振りではあったものの、珍しく笑顔を見せるクロエにアレクはドキリとした。

　──まったくもう……人の気も知らないで。

　同行を説得するのにどれだけ苦労したと思っているのです。護衛としてようやく認めてもらえたのですよ？

　──でもまぁ、喜んでくれているようですから許しましょう。

　クロエは隣のアレクを見ながらそんなことを思う。

　風さわやかな良く晴れた日、ふたりの冒険が始まった。







第二話　兄より優れた弟は割といる




「まずは北の街、イースレイですね。どうにも魔族が暴れまわっているようです。詳しくは知らないので適当ですけど。領主であるマイルズ男爵の私兵で抑えてはいるらしいですが、数が多いということで救援要請が出たみたいですね」

「本当に倒せるのか？　俺が？　──自信ないぞ？」

「ちょっと魔法を使えるくらいの私兵で抑えられるようなレベルなら問題ないでしょう。私でも余裕な低級だと思います。魔族童貞を捨てるにはちょうどいい相手ですよ」

「童貞って……」

「童貞でしょう？　どちらのほうも。いい加減筆おろししてもらったらどうです」

「いいんだよ、別に……」

「正妻だってそろそろ決めなくてはならないでしょう？　来年には一八。このまま行けばアレク様は次期当主としてお披露目されるのですから」

「……あれを使いこなせるようになればな」

　馬車に乗ったふたりはギリアム家の領地の北側にある街、イースレイに向かっていた。

　クロエが隣で地図を見て、馬車の運転をアレクがする。アレクは乗馬を趣味でよくするので馬の扱いには慣れたものがあった。

　風に乗ってやってくる緑の匂いが心地よく感じられた。

　どこか牧歌的な風景の中でふたりきり。ありそうでなかったもの。魔族退治などという物騒なことをしに行くのに、のんびりした空気が流れていた。

　ほかの目がないので貴族のアレックスを演じる必要もないというのも落ち着く要因だった。

　小さな頃から一緒のクロエの前ではアレクでいられるのだ。

　クロエにしてもそう。気の知れた間柄だと気を緩めていても問題ない。ほかのギリアム家の人間相手ならばかしこまらなければならないが、アレク相手なら適当でも構わない。それで怒るような人間ではないのを誰よりもよく知っている。
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　イースレイからの救援要請が来たため、アレクは旅に出ることになった。かねてから予定されていたものではあるが早まってしまった。本当は一八の次期当主お披露目を終えてから行う伝統的なものなのだ。

　ギリアムの統べる広大な土地をめぐり、魔族を退治しつつ次期当主の権威を広めていく。その過程で各土地の貴族から夫人を探していくのが伝統だった。もちろん別途縁談も進む。正妻を含む上級夫人はだいたいが縁談で決まるのだ。嫁探しは下位の夫人探しということである。

　目的地イースレイは比較的辺境の地ではあるが重要な場所でもある。

　特産品は農産物と魔導石というものが大半を占めていて、それらが国と領地の一端を支えているのだ。

　ギリアム家の領地ではあるが、統治は遠い遠い親戚であるマイルズ男爵が代行していた。

　大規模魔族討伐は本来であればギリアム家の当主、父とその親衛隊たちが行う仕事だ。だが今回は次期当主であるアレクの力を内外に見せつけるためアレクが行くことになった。

　世界の八割を支配下に置く大帝国グラウシュラウド。

　帝国というだけあって頂点には皇帝が存在し、貴族制を敷いている。少しだけ普通と違うのは、皇帝の下に拝命三大貴族という大貴族が存在すること。

　グラウシュラウドは大きく四つに分けることができる。一つは帝都を中心とした皇帝領。そしてそれを囲むように三分割されているのがギリアムを含む拝命三大貴族の領地。

　領地の中ではさらに細かく各貴族たちが統治を任されている。各貴族たちはギリアム領地内ならば全てギリアムの親類に当たる。ほかの領地も同じような形だ。彼らは自分の領地を持っておらず、貸借されているだけだった。

　拝命三大貴族は公侯伯子男の順に囚われておらず、公爵より上の扱いだ。これには国の成り立ちが大きく関係している。皇帝だけに権力が集中しないようにできているのだ。

　クロエの言うとおり、今回の敵はそれほどのものではない。アレクならば対処には苦労しない。今の実力でさえそうだ。それでも不安に思うのは自信の無さが影響している。

　比較対象が少ないのだ。ギリアムの名を持つ者で自分より下の実力の人間はいない。そのため自分にはできないと思ってしまう。

「少しは自信を持ってください。童貞でも拝命三大貴族、『赤』のギリアムの次期当主なのですから。それに秘伝を使えずとも苦労する相手ではないですよ」

「といってもなぁ……ぶっちゃけキースのほうが才能あるし。当主の座も怪しいもんだ。下手したらとって代わられる。クロエにも勝てないし」

「弟君ですか。童貞でもありませんしね」

「なっ!?」

　地図に目を落としながら、クロエはさらっと言う。

　アレクの手綱を握る手に力が入った。

「ど、どういうことだ!?　筆おろしはまだ先だろ？　あいつ一五だぞ!?」

　一六歳の誕生日、屋敷の誰かによって筆おろしを経験するのが慣習だった。アレクはずっと拒否し続けている。

　弟、キースは一五歳。まだ先の予定だった。

「どういうことも何も……普通でしょう？　私たちメイドはある程度そういう役割で存在しますし。寝屋を共にするのはメイドにしても一番の出世ルートですからね。皆アレク様に夜伽に呼ばれないか期待していましたよ。未来の当主の力にあやかりたいですから」

「じゃ、じゃああれか、キースのやつはメイドの誰かで卒業したわけか」

「はい。一〇歳くらいの時じゃないかと思います。今でも毎晩誰かしら呼ばれていますよ。このままいけばいつかは全員が孕まされるのではとメイド内で言われてるくらいに。今のところは皆静観しているようですが」

「一〇歳……カ、カサンドラさんとかも……？」

　カサンドラというのはギリアム家のメイド長だ。

　既婚者でふたりの子供もいる。年は五〇半ばで、かなり体格がいい。──要するに太っている。男のような豪快さで、屋敷の家事一切を取り仕切っている豪傑。女性だが、豪傑。

　現当主、アレクの父が当主でなかった時からギリアムに仕えている。父よりも年上だ。

　メイドは既婚者であっても主人家族の呼び出しには逆らえない場合が多い。既婚者でメイドをしているということは金銭的に裕福でないということの場合が多いからだ。寝所を共にすると特別手当が出るのである。

　貴族といっても全員が全員裕福ではないのだ。爵位の低い貴族の次男以降などは生まれの良い平民のようなもの。そんなものと結婚したとして経済的に恵まれはしない。長男が全て継ぐのが貴族の慣習だからだ。

　そのため、長男以降に呼び出された場合は避妊の魔法を後からかける。キースの相手をしたメイドは全員使用していた。次期当主がアレクになるかキースになるか現段階ではわからないからだ。

　貴族の屋敷には「避妊師」という特殊な魔法を使う使用人がいることが多い。クロエも含め、貴族出身のメイドも使えるものがいる。

　もっとも、ほとんどの未婚のメイドは最終的に妥協して子供を産むことを選択する。次男以降は資産こそなくても、教育の水準などには平民と大きく差があり、平民のするものとは違うまともな職業に就ける場合が多い。

　ギリアムのような上級の貴族の夫人になることができれば裕福な生活が約束されているし、家同士の密接な繋がりが期待できるから。たとえ結婚できずとも十分な養育費は手に入る。

　弟であるキースはアレクが当主になった場合家を継ぐことはないが、ギリアムの名を持つ貴族ではある。その血脈の中に自分の家が入るというのはとてつもない影響力をもたらす。

　良くも悪くもメイドも末席と言えど貴族の一員、自分の家より大きな家との繋がりは重要なことだった。

　今のところ弟には妻はおらず、妊娠したものがいるという話も聞いていない。なので自分と同じように貞操を保っているとばかりアレクは思っていた。

　仲が良くないので話すことがあまりないのだ。

「ええ。ひょっとするとメイド長が一番頻度が高いんじゃないでしょうか」

「う、嘘だろっ!?　──嘘だろ？」

「二度聞かれても事実は事実です。あれじゃないですか、テクニックとかがすごいのではないですか？　老練にして老巧みたいな。わかりませんけど。年上好きもいますからね」

「え、ちょっと引く……よりにもよってなんであの人を選ぶんだ」

　気持ち悪さすら感じる。

　若き日は美人だったのだろうことは分かっていても、現在は面影がない。

　そもそも屋敷には美人のメイドはたくさんいるのだ。どの家も綺麗どころを送り込んでくるのである。つまり選択肢はいくらでも存在する。その中で自分なら一番選ばないであろうものを弟が選んでいた。

　クロエは知っていた。カサンドラさんは昔、社交界で人気者だったことを。男なら誰もが振り向く美貌で、しかも若くして熟練したテクニックを持っていたのだ。かつての二つ名は『千本斬り』。今は後輩であるメイドたちの性指導を担当している。

「ああ見えて経験豊富ですからね、キース様は。童貞のアレク様ではわからないこともあるのではないですか？」

「弟のほうが先なんて……」

　キースは二つ違いの弟、現在一五歳だ。

　幼少期から魔法の才能に恵まれていて、アレクにとってはコンプレックスの対象である。

　魔法という分野に関しては、アレクより年下の弟の背中を追うような形なのだ。

　そして新たにコンプレックスが生まれた。

　兄より優れた弟が、兄より先に童貞を卒業していたなんて……。

「弟君、キース様は確かに優秀ですね。長いギリアムの歴史の中でも有数の才能らしいですから。──精通もアレク様よりだいぶ早かったようですし。そのせいか今ではすっかり性獣になってしまっているようですが」

「な、なんで俺の精通を知ってる……？　いや、キースのにしてもだけど」

「キース様の精通は湯浴みの時だったらしいですから。初体験も同じ時ですね。メイドの情報網は伝達が早いのですよ？　主人一族のスキャンダルは格好のネタですから。御当主様くらいですかね、そういうのがないのは。アレク様は嫌がりますが、キース様は湯浴みはメイドの誰かしらとしますからね。その時はイザベラさんとでした。ほら、赤い髪の」

「わかるよ。あのぼんやりした人だよな」

「ええ。ぼんやりしているのは見た目だけで、仕事はてきぱきした人ですけど。──彼女との湯浴みの際に精通してしまったらしいですよ。詳しくは知りませんが」

「そうなのか……わからんでもないな。あれは仕方ない気もする」

　赤い髪の巨乳の人。アレクの認識はそんな感じだった。何度か劣情の対象にしたこともある。要するにオカズにした。

　青少年の教育には良くないタイプだ。大きな胸をプルンプルンと揺らしながら仕事をしている。醸す空気もどこか隙があり、のんびりしたお姉さんという印象。男としては押し倒したくなるタイプだ。

　メイドは夜に呼べば察して来てくれる。アレクはそれを我慢して日夜自慰に励んでいた。

　イザベラの歳はアレクより五つくらい上だったはず。二つ違いの弟からすると七個違い。

　一〇歳と一七歳。姉弟で性行為をしているような背徳的な絵柄をアレクは想像する。

「あれですか、アレク様も胸は大きいほうが好きですか」

「ま、まぁ……」

　──不機嫌だ。いつもと同じような仏頂面でもわかる。長年の付き合いなのだ。それくらい把握している。

　クロエは特別巨乳というわけではない。どちらかといえばある方──屋敷内のメイド比較──ではあると思っているのだが、ずば抜けてはいない。

　アレクが大きいのが好きなのは事実だが、クロエの場合、綺麗な顔とのバランスを考えるとちょうどいい気もしていた。

　──やはりステータスなのか？　女性にとって胸のサイズがどういう意識なのかは謎だ。個人的には……やっぱり大きい方が好きだ。

　──すまんクロエ！

「アレク様は私の目の前で精通しましたよね。すごい顔してましたよ。一生忘れられそうにありません」

「え、わ、わかるもんなの？」

「最初は体調不良かと思いましたけどね。口を半開きにして、びくびく震えるんですもん。ですが顔を見ていると気持ちよさそうでしたので、あ、もしかしてこれは、と思いました」

「う……でもそんなんでわかるのか？」

「──その後臭かったので。誰も知りませんよ、このことは。私だけです。──私だけ」

「そ、そうか……」

　──クロエには逆らわないようにしよう。ばらされたら恥ずかしくて家に入れなくなる。

「アレク様はなぜ夜伽をしてもらわないのですか？　練習しておかないと本番で困りますよ？」

「いや、それはだな……」

　──お前が好きだからだよ。アレクは言おうか迷えど、言葉は飲み込む。

「私たち使用人の屋敷も昔は情婦だったりの滞在場所だったのですよ？　貴族は毎日毎晩代わる代わる色々な女を抱いていたのです。貴族特有の強い性欲は夫人たちだけでは受け止めきれませんから」

「興味はあるけど、だめなんだよ」

「いわばハーレムなのですよ？　男に生まれれば誰だって夢見るものでしょう？　アレク様は酒池肉林などいつでも現実にできるのです」

「い、いや……」

　言えたならどれだけ楽か。

　健全な一七歳。気恥ずかしさはあるし、主人とメイドの地位の差を考えると言い出しにくいものがある。

　アレクの言葉は強制力を持つからだ。それはアレクの望んだものではない。

「貴重な魔導石にいかがわしい映像を詰め込んで自慰にふけっているよりかは、夜伽で解消するほうがよほど健全だと思うのですけどね」

「なっ!?　なんで知ってるっ!?」

「アレク様の私室に出入りするメイドは私くらいなものですが、今後気をつけたほうがいいですよ？　──臭いです。あの独特の臭いが部屋に充満しているのですよ。夜は仕方ないにしても、昼間からというのはぜひやめて頂きたいですね。気づかないふりをするのも大変なのですよ？」

「うわ、最悪……え、本当か？」

「本当ですよ。なんならしてるところも見たことありますし。アレク様が達するところも見ましたよ。──今後は床に飛ばすのはやめてくださいよ？　カピカピになってしまったカーペットは掃除が大変なのですから。こびりついて取れないのです」

「死にたい……」

　──最悪だ。

　幼馴染に、しかも好きな相手に見られたうえ、一応自分で掃除したはずの汚れまで綺麗にされてしまっていた。

　いつも通りのクロエの真顔が怖い。軽蔑されているのでは？　とアレクは不安を覚える。

　ますます好きだと言えなくなってしまった……。







第三話　大きな世界の小さな夢




　馬車に揺られて、ふたりの間には気まずい空気が流れる。

　正確に言えばアレクのほうが変に意識してしまっていた。

　オナニーを見られていた。しかも、出したものの処理までさせてしまっていたという事実。

　クロエの前ではアレクは自分のスケベな一面は見せないようにしていたつもりだったのに。性欲があると知られるのが恥ずかしかった。

　照れ隠しと話のすり替え。というよりもスケベ心。聞いてみたいことがあったので、アレクは言ってみることにする。

　男の生理についての話をしたのに相変わらず、クロエは仏頂面のままだったのが気に食わないというのもあった。

「そんな死にそうな顔をしなくても。別に軽蔑はしていませんよ？　思春期なのですから仕方のないことです。むしろ安心すらしていますよ。性欲がないよりはずっとね」

「お、お前はしないのかよ、そ、そういうの、オ、オナニーとか!?」

　恥ずかしいついでだ。

　どうせならアレクは自分の性的な好奇心も満たしたいと思った。

　──しない、と冷たく言われるだけなのはわかっているが。

　アレクの知るクロエはそんなことをしない。どこか機械的というか、生理現象のイメージがあまりない。

　トイレすら隠しているのか行っているところを見たことがないくらいだ。

「──しますよ？」

「え？」

「──だから、自慰をすると言っているのです。昨日も、一昨日もしましたよ？　一日の終わりにすっきりするのは日課なのです」

「そ、そうなんだ……」

　──マジかマジかマジか!?

　平静を装ってみるもアレクの心の中は動揺しきっていた。

　今までの彼女の振る舞いが頭をよぎる。

　クロエが、あのクロエが？

　この仏頂面の幼馴染が？　美人の無駄遣いと内心思っていたのに？

　不機嫌で強がりで、それでいて面倒くさがりで、仕事をサボってアレクの部屋で一日中だらけていたりするメイドが？

　あろうことか主人にお茶を入れさせたりするダメイドが？

　──毎日オナニー……エロすぎる。

　想像してしまう。──どんな風にしているんだろうか。

　アレクはクロエの体を見たことがないのでいまいち上手く想像できない。

　自分のオナニーはどちらかといえば汚い印象があるが、クロエのものは綺麗なイメージだ。

　真っ白なシーツにくるまって、声を押し殺してしていそうなイメージを持っている。

　──こんなことしちゃだめっ……みたいな。

　体は……多分白い。顔も手も白いから、おそらくは。

　屋敷のそばにある使用人用の屋敷。クロエの部屋もそこにあるがアレクは行ったことはない。

　何から何までわからない。何一つ正確に想像できない。見てみたい。

　風にあおられて金髪を揺らす幼馴染の頬はほんのり赤く染まっていた。

　地図から目を上げて、何処か遠くを見つめるように前を向いていた。口元はきゅっとつぐんだままだ。

　──恥ずかしい、のか？　いや、恥ずかしいに決まっているか。俺だったら絶対に言えない。女なら尚更だろう。

「何を見てるのです。私だって年頃の女、性欲くらいありますよ」

「なんか意外でさ……」

「仕方ないでしょう。私の心がどうあれ、体はそういうふうにできているのですから。衝動は我慢できるようなものではありません。──わかるでしょう？」

「むっつりなのか？」

「ち、違います！」

　クロエは眉を八の字にして、羞恥を浮かべながらアレクを見て言った。

　──な、なんかそういう空気じゃないか？　──童貞だからわからないけど。

　アレクは経験のなさを少しだけ後悔していた。こんな時どうすればいいのだ。

　むくり、と下半身に血液が集まってきているのがわかる。

　──まずい、勃起し始めた。

　隣のクロエに気づかれてはいけない。

　そう思ったのに視線がクロエの体を這ってしまう。

　胸のふくらみや細い腰つき、白い肌。シルエットがわかりにくいメイド服のせいでわかることが少ない。

　でも、細いウエストを考えると胸もお尻も大きく見えた。

　アレクが何度も想像した体。

　絞り出したものの量もクロエが群を抜いている。

　どんどん大きくなっていく自分の分身にアレクは呆れ返ってしまう。

　なんとか鎮めようと努力する。

　──こんな時こそ父の顔を思い出せ！　劣情なんて一瞬で消し飛ばしてくれる！

　厳しく怖い父。一緒にいるときはもっぱら訓練の時というのもあって、恐怖心が強い。過酷な日々を考えているとアレクの中のもうひとりの自分がゆっくりと小さくなっていくのを感じた。

　そんなアレクの心中を知る由もないクロエは前を向いたまま、ぼそっと言った。

　照れくさそうに、言いたくなさそうに、そのくせ聞いて欲しいかのように。

「──私、キース様に呼ばれても行ったことないですから」

「え？」

「だから、しょ、処女だと言ってるのです。──勘違いしないでください」

「お、おう……」

　──どういう意味だ？

　まさか……なわけないか。

　童貞、つまり女性経験がないとなんてことない異性の発言に浮かれてしまうものだと知っている。今のアレクが正しくそうだ。

　クロエはきっと自分を淫乱扱いするな、と言いたいだけ。アレクは一人で納得する。

「そして、外でそんなものを膨らませないでください。家の品位が問われます。──それと、必要なものを忘れても忘れず持ってきている映像魔導石ですが、私といるときにあれの使用は禁止します。場合によっては粉砕しますよ。他人の性交をのぞき見なんて趣味が悪いです」

「ち、ちがっ！　あれは売られてるもんなんだよ！　そういうのを売ってる人たちがいるの！」

「それでもです。──不快ですから」

「俺の自由は……？」

「ありません。代わりと言ってはなんですが、私も自慰を我慢しますから」

「お、俺は溜まるものがあるんだよっ！　物理的に！　──クロエもしていいから！」

「いいことじゃないですか。しっかり溜めて、しっかり誰かを妊娠させてください。一応それも旅の目的なのですから」

「い、いやだっ。誰ともしたくないんだ」

「なんでです？　したくないのですか？　自慰をするということは欲求はありますよね？」

「──そ、それは……」

　──言ってしまおうか。

　クロエもきっと恥ずかしいことを言った。今もまだちょっと顔が赤いくらいなのだ。

　男らしさ、というのはこういう時に見せるべきなのではないだろうかとアレクは悩む。

　──だけど……。

　アレクの悩みの種。

　それはクロエとアレクは結ばれないということ。

　次期当主であるアレクは外から正妻を探さなければならない。

　一番の候補は同じく御三家か皇族から。何人か紹介されている人もいる。このまま行けばアレクの意思に関わらず決定するだろう。

　クロエは第二夫人以降でないといけない。それだってうまくいったら、の話ではある。妻として認めてもらえない可能性もかなりあるのだ。というより無理だ。個人の感情はともかく、クロエの家、エヴァーグリーンとの繋がりはもう十分にある。大元は分家なのだから。貴族としてこれ以上は必要ないと考えられる可能性は非常に高い。そんなところに金を割くのならばほかの貴族を探せと言われるだろう。

　エヴァーグリーンとしても、自らの力を強めるためにはほかの貴族とのつながりを欲している。つまり、クロエを何処か遠くへやってしまいたいのだ。

　アレクとしては正妻にクロエを据えて、ほかの夫人は娶りたくない。子供がたくさん必要なら、クロエとの間の子がいい。

　幼少期から描いていた夢。

　覇者の血を引いた大それた身分の生まれにも関わらず、アレクが望んでいることは実に小市民的なものだった。

　好きな人と一緒に生きていきたい。たったそれだけのことが夢だった。

　叶わない夢かもしれない。現実的には難しいことなんてわかっている。

　クロエ自身が言っていたように、アレクのような大貴族の夫人が一人などありえない。子供にしてもそうだ。様々な血が入ることによって権力は安泰になり、影響力は高まっていく。

　所詮、子供のわがまま。以前父に聞いたとき、「わがままを言うな」と一蹴された覚えがある。それ以来、その話はしていない。







第四話　血統の楔




　──ああ、もう言ってしまおう。いつかは言うこと、言いたいことなのだから。

　叶う叶わないは別な話だ。

　叶わないことを言い訳に言わないなど、それこそ男らしくない。

「あのさ、話がある」

「はい？　もしかして愛の告白でもしてくれるのですか？」

「クロエ……」

「──ん、今のはちょっとからかいすぎました。そんなわけないのに。──いったいどうしたのです、そんな真面目な顔して？　いつものヘラヘラ顔はどうしたのですか？　にへらーってしているでしょう、いつもは」

「俺はクロエ、──お、お、お前が好きなんだっ！　だ、だからほかの女としたくない……」

「──ふぇっ!?　へ、変な声でたっ……な、なにを言い出すのですか、ど、童貞こじらせたのですかっ!?」

　クロエは顔を真っ赤にして、さらにアレクから見えない方へ向ける。

　馬鹿にして言葉を返したものの、クロエの内心は驚きでいっぱいだった。心臓が破裂しそうなほど激しく動いているのがわかる。血が巡って、体が熱い。

　──あっ、耳……絶対赤い。だって熱いから。

　そんなことを言われるなんてクロエは思いもしなかった。

　クロエに対してアレクが好意のようなものを持っているということは知っている。よく見られているから。

　そうであってほしいともクロエは思っていた。

　クロエにしてもそうだ。アレクのことは小さな頃からずっと気になっていた。よく見ているくらい。一挙一動を見るために、いくらアレク付きのメイドといっても不必要なほど一緒にいたくらいに。

　はっきり言えば好きだった。クロエの初恋だったのだ。

　自分たちが結ばれない関係であることはクロエもよくわかっている。それに関してはおそらくアレク以上に。

　なぜなら家同士の関係性が強すぎる。歴史から見ても、エヴァーグリーンが正妻、それどころか夫人になったことはほとんどない。明確に上下関係が存在しているのだ。婚姻という手段を用いることなく従属している。家系図を調べた時、クロエは絶望した。

　──結婚などできる立ち位置にない。

　アレクのほうは当主としての力を使えば可能かもしれないが、分家であるクロエの、しかもただのメイドであるクロエの力など何もないに等しい。

　アレクがクロエを好いているということすら不確定だった。そうだったらいいな、という願望のレベルだった。

　──だから無理。そういう生まれなのだから。

　──考えてはいけない。どのみち叶わないのだから。

　恋心は心の中の暗いものを閉じ込めるための場所に押し込んでいた。暗い暗い、光が入らない場所。クロエの中の冷静な貴族の自分が管理している厳しい鉄でできた重い扉。

「本気で言ってる。小さい頃からずっと好きだった。だから誰にも夜伽は頼まなかったんだ。──俺がなんとかする。だからその、……せ、正妻になってくれないか!?」

「な、何を冗談言っているのですかっ！　む、無理なのですよ、私たちはっ！」

「だから、俺が何とかする。ようやく決心がついた。結婚してくれ。俺の妻に、正妻になってくれ」

「──御当主様は絶対に許しませんよ？」

「いいんだよ。俺がその御当主様になる。──誰にも文句を言われないような実績を持って」

　クロエは手を引かれ、少し強引に引き寄せられて顔を向けさせられる。

　クロエの顔の近くに見えたのは、普段ヘラヘラしているアレクの本気の顔。少しだけ赤い顔。勇気を持って言ったのだということは十分すぎるほど伝わった。

　──今の自分はどんな顔をしてしまっているのだろう。

　からかって、気持ちをはぐらかすことでアレクから精神的な距離を置いていたのに。どうせ叶わないなら夢など見たくないのに。苦しいだけなのに。

　──どうしてさっき恥ずかしいことを言ってしまったのだろう。

　知って欲しかったから？　──わからない。

　確かなのは、アレクにだけは勘違いされたくなかったということ。

　クロエは火照る顔を努めて真顔に戻し、少し低めのトーンで返答する。

「アレク様……お気持ちは嬉しいです。ですが……貴方が外に子供を作り、ギリアムの力を強固なものにするのは義務。血を広めることでますます家の力はつきますし、その子供が新たに子供を作れば魔法を使える人間は増えていく。結果として、魔族は数が減って世界は平和になる。エヴァーグリーンではどちらも叶わないのです。もともと関係は密接ですし、ギリアムを始めとする大貴族ほどの力もない。──メリットがないのです」

「だとしても、正妻くらい俺の好きにしたっていいだろ!?」

「わ、わがままを言わないでくださいっ！　──無理なのです。私たちはっ……」

　アレクに課せられているのは、他の御三家の残り二つの中、もしくは皇族から妻を娶り、より優秀な子供を為すこと。

　ギリアムに受け継がれる秘伝と、結婚相手の家の、拝命三大貴族の秘伝。両者を継いだ子供ができることが理想。だが、今のところそんな子供は存在しない。同じ拝命三大貴族として、門外不出の秘伝を与えるに足る関係性は構築できていなかった。子供ができてもどちらかの秘伝しか継承されていない。

　そのため拝命三大貴族は、だいたい皇族を正妃とすることで血をつないできた。アレクの母も皇族だ。皇族は皇族で、拝命三大貴族との縁を深めることで権力を守っている。

　当たり前だが由緒ある血族の彼女たちに粗雑な対応は許されない。第二夫人などもってのほかだ。正妻にするほかない。

　アレク本人が望むと望まざると義務付けられた宿命。

　アレクの父も、そのまた父もそうしてきた。アレクにもすでに縁談がいくつか来ているのをクロエは知っている。

　クロエだってそうだ。何処か遠くの縁もゆかりもない土地で、名前しかわからないような人と結婚する。きっと後悔は一生心の中に残り続けるのだ。

　窓の外を見て、アレクがいるであろう土地を見つめ続けるのが余生。見えても見えなくても、幼き日の恋心を抱えたまま生きるつもりでいた。

　クロエが夫人になることができるとすれば、それは正妻だけ。そうでないのならば他の貴族との婚姻の道具になるのが現実的な未来。

　貴族として生まれ育ち、それが当たり前という価値観の中にいた彼らに抗う術はなかった。

　血と家同士のメリット。それだけを重要視する関係性。

　ある種の呪いにも似た血統の楔。

　好きだから、では成立しようがない関係。

　人より多くのものを与えられた代価、それは彼らの人生における自由だった。







第五話　拝命三大貴族




「とりあえずこの話は一旦ここで終わりにしましょう。今はイースレイに急がないといけません」

「本当なんだ。嘘じゃない。俺はクロエが──」

「だから、──終わりです。先にやることがあるでしょう？」

「──ああ」

　道中、ふたりはほとんど話をしなかった。

　話したのは必要なことだけ。ここをどう行けばいいのか、方角は合っているか。

　ある意味で、主人とメイドの正しい姿。

　──このまま何処か遠くへ。誰も知らないような場所へ行きたい。

　そこでは貴族なんかじゃなくて、ただの、どこにでもいる平民で。

　好きだからだけで結婚できるような、そんな普通の人になりたいと彼らは思った。

　互いに似たようなことを思うも、現実感がない。平民の生活など知識としてしか知らないのだ。世界地図に大きく名を刻む大貴族とその分家。平民とは別の生き物だった。

　思考も揺らす、がたがた揺れる馬車の振動をいつも以上に不快に思う。

　遠くの景色を見ながらクロエは複雑な気持ちになっていた。

　ずっと待ち望んできたこと。

　いつかアレクに言われたかったことではあった。

　だけどそれは叶わないことでもある。

　アレクとクロエはあくまで主人とメイド。それ以上の関係を願うことすらおこがましい明確な身分差がある。今でさえ十分に贅沢だ。アレクの将来は世界の大半を統べる国の、実に四分の一を手中に収める男。そんな男と小さな頃から一緒で、唯一心を許してくれる存在になれているのだから、クロエはこれ以上の贅沢は言えない。

　その威信は皇帝に並ぶと言われている拝命三大貴族。

　世界最大の版図を誇る帝国の軍事の象徴、三本の剣。この世界における最高の武力をその身に宿す血族。

　国の成り立ちから深く関係している覇者の一族の末裔。

　よりにもよって、クロエが好きになってしまった人はそんな生まれだった。

　事態を理解し始めた年の頃には、もうどうしようもないほど好きになってしまっていた。

　情婦にでもなればそばに置いてもらえるかもしれないが、今度はクロエの家がそれを許さない。

　分家の次女と言えど大貴族の分家。繋がりを欲する貴族はいくらでもいるのだ。

　本当はクロエは気持ちを秘めたまま嫁いでいくつもりだった。

　諦めるしかないと思っていたのだ。だから心の扉の奥に気持ちを封じ込めていた。

　貴族の悲恋話などいくらでも、どこにでも転がっている。クロエだけじゃない。そういうものなのだ。

　メイドたちの中にも望まず結婚していく者もたくさんいた。爵位に振り回されて、未来を強制される者たち。クロエだってそうだ。──そういうもの。

　叶わないと知ってからは、クロエは気持ちを押し込めてアレクの前では無表情に努めた。いつからかそれは癖になり、今ではもう、上手く笑えない。

　欲しかった言葉は抗えない現実を引き連れてやってきた。

　──聞きたかったのに、聞きたくなかった。

　聞いてしまえば諦められない。聞いてしまえばもう、今までと同じようにはいられない。

　どうして世の中はこう不自由なのか。この生まれでなければ会うことさえなかった。だが、この生まれだと結ばれることはない。







第六話　抗えない現実




「今日はここまでにしよう。暗くなってきたから」

「はい」

　途中にあった小さな街でふたりは泊まることにする。馬の休息のために存在する場所だ。馬の交換もできるがとりあえずはそのまま。やはり見知った馬がいい。

　道のりはまだ半分ほど。明日の夜には目的地であるイースレイに到着できるが少し迷うところ。急ぐべきだが、到着即戦闘はできるなら避けたい。

　宿の裏に馬車を止め、馬を繋ぐ。

　馬車に描かれたギリアム家の赤い紋章。太陽と剣をモチーフにした由緒あるもの。

　──消してしまおうか。

　自分にそれができないことをアレクはよく知っていた。したところで何の抵抗にもならない。

　受け継いでしまっている血が何よりもギリアムを象徴しているのだから。

　宿は大きくはない。アレクの家の使用人たちの屋敷のほうが圧倒的に大きいくらいだ。

　典型的な木造建築で、掃除こそ行き届いているようだったがそもそもがみすぼらしい。

　とはいえそれほどは気にはならない。昼間のプロポーズ、アレクはそれが引っかかり続けているのだ。場所に気を配っているような余裕がない。

　──勢い余ってしまった。

　タイミングを間違えた。

　後悔がアレクの心の中にあった。

　アレクの言葉は力を持っているはずなのに、ひとりの女の心も動かせない。

　それもそのはず、説得力がないのだ。

　アレクの言葉に力があるのはギリアムという背景があるから。だとしたら、より強い背景を持つ父の、当主の言葉はもっと力があるということ。だから説得力がない。

「二人で二部屋空いていますか？」

「ええ、空いてますよ。部屋のグレードはどうします？」

「一番安いもので構いません。食事は付いていますか？」

　宿屋の受付で、アレクは部屋を取る。

　金はかなり多めに持ってきているが、これから先どうなるかわからないので一番安い部屋を選択する。

　本当はクロエだけいい部屋にしようかとも思ったのだが、一応アレクが主人のため合わせることにした。

　ギリアムの名前は出さない。ここも自分の家の領地なのでサービスは最大限受けることができるだろう。

　だがしかし、アレクはそれは嫌だった。捨てたいとすら思っているものに頼りたくない。

　結局使う金もアレクが自分で稼いだものではないということはわかっている。着ているものも持っているものも何もかもが父にもらったもの。アレクは自分の行動と感情の矛盾を滑稽に思った。

　アレクにとって最大の盾であり、矛であるギリアムの名前。

　だがそれはアレクにとっても呪いのようなものだった。

　店主とアレクの会話にクロエが口を挟む。

「いえ、部屋はひとつで問題ありません。──節約しましょう」

「え……」

「──私たちは主人とメイドですよ。勝手知らぬところでは苦労することもあるでしょうから」

「そうか……」

　気まずい。

　嬉しいには嬉しいが、同じ部屋だと意識してしまうのは確実。

　しかし、クロエは平然とした顔だ。

　──この話は終わり。つまり、こういうこと。

　自分たちは主人とメイドでしかないとクロエは言いたいのだ。

　アレクは悲しい気分になる。アレクにとっては一世一代の告白だったのに。

　それなのに明確な返事もなく流されてしまった。

「よろしいので？」

「あ、ええ。じゃあそれで」

「食事は後ほどお部屋にお持ちします。貴族様のお口に合うかはわかりませんが」

　店主はメイドを引き連れたアレクを見て、貴族だと判断した。メイドや執事だけなら金持ちの平民でも引き連れている。紋章付きのものは何も身につけていなくても、立ち振る舞い、持っている金を見るだけで十分貴族だと判断できた。

　ギリアムの男は外遊の際には金糸で織り込まれた紋章付きの赤いマントを羽織る。今回も例外ではなかったが、宿に入る前に脱いでカバンに無理やり詰め込んだのだ。ギリアムから少しでも離れた気になりたかった。

「クロエ、どうして一緒の部屋に？」

「別にいいでしょう？　一部屋の方が安く済みます」

　部屋に荷物を置いたあと、平然としているクロエに聞いてみる。

　いつものように不機嫌な無機質じみた声。昼間のどこか艶っぽい声ではない。

　話しかけて欲しくないとでも言うような、イバラのようなトゲのある声。




　アレクが荷物の整理や確認をしていると食事が運ばれてくる。

　内容は質素なもの。自分の家で食べるようなものとは大きく違い、小さな固いパンとスープ、それにサラダとあまり質の良くない鳥肉のソテーが一度にやってきた。家では一品ずつ個人の食べる速度に合わせて運ばれてくる。ワインもついていなかった。

　少量ずつを毒見の魔法で分析し、安全を確認してからふたりでそれを黙々と食べる。

　──味がしない。

　それは食事の質のせいだけではなかった。

　部屋の中は明かりも少なく、何本かのロウソクがぼんやりと照らすだけ。

　いつも煌々と明かりの灯る屋敷とは違う。

　屋敷は魔導石によって年中、真夜中でも明かりが保たれている。魔導石とは簡単に言えば魔法が込められる石であり、貴族的な日常生活には欠かせないものだ。魔法を使うことができない人でも使用できる。高額なものであるので一般にはそれほど流通していない。各家庭に明かり用のものがひとつあればいいくらいだ。

　ギリアムの直轄領地、首都にあたるハイネリーゼであれば大抵の家庭にある。平民であっても比較的生活水準は高いのだ。この宿はそれほどの余裕がないらしい。

「見た目と違って意外とうまいな？」

　全然そうは思わなかったが、アレクは話題が欲しくて言ってみる。

　共通の話題がそれしかない。沈黙が肌に刺さる感覚を拭いたかった。

　一本のロウソクを挟んで会話が始まる。小さな頼りない炎だ。息を強く吹きかけるだけで真っ暗になってしまう。

　静かな夜だった。風も弱く、外から音はしない。だからこそ余計に沈黙が苦しい。

「私が作ったほうが美味しいと思いますよ。安宿ですから仕方ないのでしょうけど」

「クロエは料理できるのか？」

「ええ。アレク様に出すようなものではありませんけど、家庭料理でしたら。カサンドラさん、──メイド長に教えてもらいました」

「──食べてみたいな」

　好きな子が自分のために作ってくれる料理。屋敷の料理長の作るものより食べてみたい。

　豪奢な生活でなくてもいい。こんなふうに、ロウソクの灯りしかない部屋でもいい。

　──ただ、ふたりでいられればそれでいいのに。それだけでいいのに。

　食事が上手くのどを通ってくれない。ふたりともがそうだった。口に食べ物を運ぶフォークの動きが悪い。

　腕が油の切れた歯車のようにぎこちなく軋む。

「アレク様。先ほどの答えを。──嬉しかったです、とても。ですが、やはり私を正妻にするのは無理があります。ですから、せめて、せめて私の初めてを差し上げたく思います。ですのでアレク様の初めてを頂けませんか？」

　いつになく真面目に、それでいてしおらしく。

　クロエの色が違う両目は潤んだように輝き、アレクを見つめていた。

　顔を見ているだけでクロエの気持ちがわかる。

　──クロエも俺を好きでいてくれたのか。それなのに、それなのに。

　相思相愛であることを確信できても、結ばれる未来をクロエは想像できない。想像してくれない。

　返答はできず、アレクは手にしていたフォークを机に置く。

　カツン、という音が不気味なほど甲高く響き渡った。

　セックスそのものはその気になればいつでもできた。

　アレクが押し倒せばクロエはおそらく断らないのだから。

　でもそれはアレクが望んだものではない。主人とメイドではなく、恋人同士になりたかった。

　受け入れて欲しかった。これまでの人生では誰もギリアムではない自分を受け入れてくれなかったから。

　アレクが純情なのは、好きな人としかしたくないと思っていたのは、根底にある強い孤独感が原因だった。

「クロエは、クロエは俺が嫌いか？」

「そ、そんなわけないじゃないですかっ。でも、でも……」

「貴族が、ギリアムの名前が邪魔なら捨ててもいい。ふたりで何処か遠くへ、遠くへ行こう？　ギリアムの目が届かないような、そんなところへ」

「む、無理ですよ……私と違って貴方は由緒ある血族の後継。価値が違う」

「俺は、……俺はクロエがいい。クロエだけでいい」

　クロエは顔に憂いを浮かべていた。

　困ったような、泣きそうな顔。

　長らく一緒に過ごしていたアレクも見たことのない顔だった。

　──ああ、やっぱり俺は間違えているのかな。クロエにこんな顔をさせたかったわけじゃないのに。隣で笑っていてくれればそれでいいのに。

　──どうしてこんなこともできない。

　今に至るまで何度言われたかもわからない言葉。

　本当に、その通りだ。

「わがままを言わないでください。どうしたって私は妻になれません。──いつかは遠くへ嫁に行くのです。分家とはいえ、エヴァーグリーン家もそれなりに名門。姉さんだってほかの土地へ嫁入りしました。私だってきっとそうなる」

「こ、断れよ！」

「そうはいかないのくらいわかるでしょう？　私たちの意思なんて関係ないのです。当主が決めればそれが確定事項。そういうものです」

「……」

　当主、アレクの父は神にも等しい。

　どんな理不尽、不条理であれ、当主が斯くあるべしと言えばそれが正しい。

　子供の頃から骨の髄まで叩き込まれた恐怖。鉄でできた上下関係。当主とは生まれついて存在する上司のようなものなのだ。そして、生まれた子供たちは人間ではない。政略のための駒でしかない。

　当主本人を目の前にすれば口答えなどできない。

　力も権威も背景も、何もかもがアレクよりも上の存在なのだから。

　アレクたちは当主の操るゲーム盤の駒なのだから。

　どうしようもない現実がロウソクのゆらめく炎の中にあった。







第七話　私が有象無象の一人になるまで




　流し込むようにしてようやく食事を終えて膳を下げてもらったあと、風呂に入ったふたりは部屋に戻った。

　屋敷の大浴場と比べて質素で小さな風呂場。洗い場よりも小さい。生まれて初めて庶民のそれに触れたアレクは、戸惑いつつも旅の疲れを癒した。

　先に部屋に戻ったアレクのあと、クロエが風呂から上がり戻ってきた。

　長年の習慣だ。主人一族が最初で、使用人が最後。そのためクロエが後から入ったのだ。

　初めて、お互いが守ってきたものを捧げ合うことになった。

　張り詰めた空気が部屋の中に充満する。

　ろうそくの灯りでぼんやりと照らされた薄暗い部屋の中、クロエはするりとメイド服を脱いでいく。

　いつも穿いていた白いストッキングは穿いていない。初めて見る生足だった。

　クロエはアレクに背中を向けて、背中のファスナーを開けてゆっくり下ろしていく。

　まず最初に華奢な肩口が視界に入り、肩甲骨、背中へとアレクの視線は続く。白い肌の関節は桜色だ。

　いつもは何かしらの方法でまとめている髪は下ろされていた。アレクが初めて見た髪を下ろしている姿。

　何もしなくても直毛な髪は背中の中程までの長さがあった。

　真っ白な体。アレクの体と比べて細く、少し力を加えただけで折れてしまいそうな頼りなさがあった。アレクと同じ人間なのか疑ってしまうほど違う。

「──綺麗だ。髪、下ろしてる方が可愛い」

　色気よりも先に思ったこと。

　どこか幻想的で、絵画のようだとアレクは思ったのだ。

　いつかどこか他の貴族の屋敷で見た、女神を描いた絵画。クロエはそれに似ていた。

「あ、あまり見ないでください……流石にちょっと恥ずかしいです」

「む、無理だろ」

　アレクの方へは顔を向けずに、背中越しにクロエは言う。

　アレクは目を離せなかった。

　するすると脱いで、クロエの足元に落ちていくメイド服。

　白い下着に覆われた尻の丸い膨らみ。スラリと伸びた長い足。尻と太ももの間にある隙間の三角形が興奮を増長させた。

　よく見れば足は全体的に小さく震えていて、クロエの緊張が伝わって来る。

　アレクが見ていると、クロエは少し手を震わせながら真っ白な上の下着を脱ぎ、床のメイド服の上に落とす。

　脱ぎ終わったあとは胸を両手で押さえるようにして立ちすくんでいた。組んだ腕の端から見える膨らみがアレクの心を非常に動揺させた。

　アレクの体は自然に動いてしまう。足がいつもの歩幅より小さく動き、クロエの方へ向かう。本能が導くものなのか、心がそうしろと言っているのか区別がつかない。

「あうっ」

「好きだ。好きなんだ……」

　アレクはクロエに後ろから抱きついて、耳元で囁く。

　クロエは突然のことに驚き、ビクッと震え、可愛らしく思える高い声を出す。アレクが初めて聞いた声だ。

　生まれた時からずっと一緒にいると言ってもいいのに、初めてこんな近くで嗅いだクロエの匂い。

　甘い、良い匂いだった。

　サラサラの髪が頬に触れてこそばゆさを感じる。

　アレクは何もかもを知らなかった気がした。クロエがこんな可愛い声だったということも、こんな匂いだということも。

　アレクが抱きついてみるとクロエは見かけ以上に小さく細い温かな体なのだと知る。風呂のせいなのかしっとりとしている。

　ふるふると震える体は、アレクが何度も好きだと言っているうちに徐々に弛緩していった。

　アレクにできることはそれほどなかった。好きな人の、一番大事な人の緊張をほぐすこともできない。できたのは自分の気持ちを伝えることだけ。素直に正直に、ただ好きだと言うことだけ。

「ア、アレク様も脱いでください」

「うん……」

　名残惜しい気持ちを抑え、クロエから腕を離すとアレクも服を脱ぐ。

　未だクロエの正面は見ていない。

　背中の流れるような流麗なライン。アレクは自分の体には存在しないだろう美しい曲線に滾るものを覚える。

　想像の何倍も綺麗な体だった。

「ぬ、脱いだ……」

「そ、そうですか……」

　アレクが脱いでいる間にクロエも下着を脱いでいたらしく、いつの間にか全裸になっていた。

　綺麗に締まった形のいい尻に目が張り付く。

　丸く、意外と大きなお尻。指で弾けばぷるん、と揺れるだろう柔らかそうな弾力を感じる見た目。

　お互いに全裸のまま、立ちすくんで黙って数分を過ごす。

　アレクはどうすればいいのかわからなかった。知っているのに、行動に移せない。

　今まで築いてきた関係性を壊す。心中にあったのは興味と恐怖。

　寒い時期ではないものの裸のままでいると肌寒さを感じた。湯冷めしてしまっているのだ。

　部屋にあったベッドはひとり用のものがひとつだけ。

　上等には見えないベッド。屋敷のものと比べて小さく硬く、きっと寝心地は良くない。

　──自分たちが初めて交わる場所。

　アレクがそう思うと特別な、それでいていやらしいものに見えてくる。

「ベ、ベッドに行きましょう……少し冷えます」

「ああ……」

　クロエは胸を両腕で隠し、さらに体の正面を向けないよう後ろ向きにベッドに入った。

　入ったあともしっかり口元まで布団をかぶって体を見せないようにしていた。

　布団の下には裸になったクロエがいる。アレクは思わず凝視してしまう。当然中身は見えない。それであっても。

「み、見ないでください。恥ずかしいのですよ？」

「クロエはめちゃくちゃ見てるのに……」

　すでに準備を終えてしまっているアレクの体をクロエはちらちら凝視していた。

　気になるのはクロエには存在しない下半身の突起。男の象徴に目がいってしまっていた。

　筋肉質で、骨ばった体。腹筋はしっかりと浮き上がり、肩幅も広い。女のものとあまりに違う。暗い部屋の中でもわかるくらい生傷の痕跡があり、今までの訓練の過酷さを物語っていた。

　アレクの男の部分はクロエが性教育で見た模型よりずっと大きなものだ。クロエの体に入ってくるなど考えられないサイズだった。へそのあたりまで届いてしまいそうな長さ。

　クロエは怖気付きそうになる気持ちをなんとか抑えて見つめる。

　アレクのチ〇ポは大きい。

　メスを孕ませるということも重要な仕事だ。そのための道具には十分すぎる代物。

　そういう意味でも優秀な血統だった。

「し、仕方ないでしょう。まじまじと見るのは初めてなのですから」

「俺もクロエの体を見てみたい」

　布団で口元から下を隠すクロエは、その状態でもわかるくらい顔を真っ赤にしていた。

　部屋の中は暗い。それでもわかる赤みだった。

「ほ、本当に？　み、見なくても準備はできているじゃないですか」

「そ、それはそうだけど……」

　真上を向きそうなくらい硬く勃起している。触れなくても射精してしまいそうな感があった。これまでの勃起は全開でなかったのだとアレクは気づいた。

　生で女の裸を見るのは初めての経験なのだ。しかもそれが長年好いていた相手のもの。

　アレクはとてつもなく興奮していた。呼吸は荒く、心臓は飛び出しそうなほど激しく脈打っている。

　局所は何も見ていないのにこの興奮。見てしまったとき一体どうなるのだろうか。

「ん、ど、どうぞっ……」

　布団を少し持ち上げ、クロエは隣に入るようアレクに促す。

　アレクは恐る恐る布団に入った。入るときにチラリと見えたクロエの白い肌が更なる緊張を呼び寄せる。

──緊張する。

　狭いベッドの中、隣にある体温が妙に温かく感じられる。アレクはこんな近くに自分以外の人間の温度を感じることなどなかった。

　じんわりと感じる互いの温度。少し手を動かせば、さらりとしたクロエの肌の感触がある。

　体を密着させないとはみ出てしまう。外に出た体が寒く感じられるので、アレクは多少強引に布団の下に体をねじ込んだ。

　仰向けで天井を向いて、なるべく普段と同じようにする。互いにそうしていた。空気の違いがひどく怖く思えたからだ。

「あったかい……」

「さ、触らないでくださいよ」

　隣を向くと、恥ずかしそうな顔のクロエがいる。

　いつもの仏頂面が嘘のように思えるほど羞恥を浮かべた顔だった。

「可愛いな、ほんとに」

「か、可愛いっ!?　私が!?」

「うん。クロエは可愛いよ？　ずっとそう思ってたし、ずっと好きだった。ずっと、小さい頃から好きだった」

「や、やめてくださいっ！　そ、そんなわけないでしょうっ……！」

「いや、可愛いけど……」

「無愛想なのくらい、自分でもわかってますっ」

「それでもたまに笑ったりするのが可愛いんだよ」

　普段は無愛想だ。そんなクロエがたまに見せてくれる笑顔がたまらなく好きだった。

　クロエの悪戯にアレクが反応したとき、死にそうな訓練を終えたあと治癒の魔法をかけてくれて、回復してアレクが礼を言ったとき。誕生日に得意でもない彫金でアクセサリーを作って贈ったときの泣きそうな笑顔。

　笑顔を見るたびに好きになる。

　何度も何度も、そうやってアレクはクロエを好きになっていった。

　始まったばかりの浅い感情ではないのだ。長い年月の積み重ねが育んだ強い思いだった。

「手、繋いでいいか？」

「は、はい……」

　裸のまま、布団の中で指を一本ずつ絡めて手を繋ぐ。

　細く、柔らかな冷たい指。初めて触れるものだった。

　何から何までアレクと違う。

「な、なんか変な気分だな。小さい時はたまに繋いでたっけ、手」

「ええ……」

「クロエの手、冷たい」

「アレク様の手は温かいです……」

「そうなんだ……」

　慣れないふたりはぎこちなかった。

　緊張で声が震え、体も震える。

　裸で密着し合って、手を繋いでいるだけでも限界。布団の中に留まる熱気が怖さを呼び寄せているように思える。

　この先に待ち受けるもの。ふたりにとっては未知のもの。

　どういうものなのか知っていても体験をしたことがない。

　ふたりともが黙って天井を見つめていた。面白いものなど何もない。適当に作られた茶色の木が見えるだけ。見つめあうのが恥ずかしいだけだった。

　──多分、俺が勇気を出すべきなのだろう。

　アレクにはわかっている。わかっていても踏み出せない。そんな勇気があるのならもっと早くにこうなっていた。

　成功体験の少なさがアレクという人物の積極性の低さにつながっている。それはクロエも同じだ。

　何もかもできないと思ってしまう。すべてを遠くに感じる。

　アレクがためらっているとクロエから声がかかる。

　若干の焦りと戸惑いを持った声だ。

「し、しないのですか……？」

「き、緊張しててな……」

　ぎゅっとクロエが手の力を強めた。

　アレクが隣を見てみると、真顔を真っ赤に染めたまま天井を見ていた。

「クロエは緊張しないのか？」

「し、していないように見えるのですか？　どれだけ察しが悪いのですかっ……」

「いや、見える……真っ赤だし。初めて見た、そんな顔」

「変……ですか？」

「いいや。やっぱり可愛いと思うよ。しおらしいのもいい。珍しいからな」

「──もう」

　ぷうっと頬を膨らませて、クロエは不機嫌そうな声を出す。

　その後、時間をかけながら口を開いた。

　アレクはその顔を大層可愛く思ったが、クロエの表情はすぐに曇った。

　言いたくない。そう言いたいのだろうという態度だった。

「アレク様。これからするのはある種の決別です」

「決別……？」

「──はい。お互い性交をしたことがないから特別な気持ちにもなるのです。してみればきっと大したことがないと思うはず。ただの粘膜接触でしかないと。子作りに必要な行為というだけだと」

「そうかな……」

　アレクはそうは思わない。今こうしてくっついているだけでも、緊張はすれど幸せなのだ。本番はきっと、もっと幸せなはず。どうしたって特別なはずだ。

「そうです。だから体験しましょう。──そして、それで終わり。明日からは貴方はアレックス・ギリアム。私はただのクロエ・エヴァーグリーンに戻るのです。そのあとは貴族らしく、貴族として誰とでも交わり子を残してください」

「無理だ。多分、俺は一生クロエを忘れられないよ」

「なればこそです。私のことなんて忘れてしまうくらいに何人も、何人も抱けばいい。どんどん上書きしていけばいいのですよ。──私が有象無象の一人になるまで。忘れてしまっても構いませんよ。もしくは、知恵も力もなかった頃の愚かな思い出として、頭の片隅に残してくれても構いません」

　顔をアレクとは反対側に背けて、絞り出しているような声でクロエは言った。

　努めていつものように話しているのがアレクにわかる。

　震える声はクロエの本当の気持ちを痛いほど代弁していた。

　本心からでないことは明らかだった。

　好きな相手がこんなことを無理して言っているのに、アレクには何もできない。

　アレクには気持ちを押し通す力も根性もない。

　──地位も、生まれも、財力も、能力も。

　何もかもを人よりもって生まれてきたはずなのに、本当に欲しいものだけがあまりに遠い。







第八話　見えない糸を手繰り寄せて　前編




「この旅が終わったあと、私はアレク様付きのメイドを辞めます。私も来年で一八、本格的に花嫁修業をしなければなりませんから。実家に戻って縁談の準備をしますよ」

「なぁ本当に──」

「くどいです。無理なものは無理。貴方だってわかるでしょう？　貴族が好きな相手と結婚などできるはずがない。家の格と利益が全て。本来私などに立ち止まっていていい人間ではないのですよ、アレク様は」

「……」

　握り合う手に力が入る。

　今のアレクにできる最大限の抵抗。──この手を離してはいけないと思った。離してしまえば大切な何かを失ってしまう気がしたから。

「さぁ、気を取り直して。──今日だけは、今晩だけは私は貴方の妻です。思う存分楽しんでください。できる限り頑張って喜ばせてあげますから。といっても経験がないので聞きかじったようなものだけしかできませんけど……」

「こ、これで終わるなら嫌だ。絶対に嫌だ。したくない」

「しなくても私は辞めますよ。どちらにせよ貴方の前から消えるのです。──どうか、どうか忘れてください。これが最良の選択肢なのです」

「そんな……」

　──消える？　ずっと一緒だったのに？

　アレクは自分の縁談の話が始まるまでは、この生活が死ぬまで続くのだと当然のように思っていた。クロエがいつも一緒にいて、文句を言いつつも自分でお茶を入れたりする生活が続くのだと。

　もちろん結婚だとか、自分がいつかは当主になるだとか、そういう貴族の事情は知っている。しかし、現実味がなかった。

　アレクは自分が結婚する、──それも知らない、好きでもない女と──そんな日が来るとは思ってもいなかったのだ。

　結婚するのにしたってクロエとするものだと小さい頃から思っていた。

　体が浮くような不快感。自分の根底を粉砕されたような、地に足つかない感覚。

　喉の奥が熱く、痛い。目の奥が燃えるように感じられた。

　──いなくなる？　クロエが……？

「ねぇ、アレク様。──楽しかったですね、この一七年間。記憶があるのは五歳くらいの時からでしょうか。お屋敷には同い年くらいの子供は私たちしかいなくて、自然と一緒にいるようになって。色々な遊びをしました。屋敷の裏で一緒に秘密基地を作ったこともありましたね。暗くなるまでずっと。完成するまで、ってアレク様が駄々こねてたのをよく覚えています。あれの完成形をどんなふうに考えていたのかは今もわかりませんけど。──懐かしい」

「ああ……シーツとか持って行ってめちゃくちゃ怒られたな。俺は父上にぶん殴られたよ。──あの時の俺はさ、本気で屋敷みたいなのを作ろうとしてたんだよ。クロエと住めるようなそんな屋敷をさ。できると思ってた。なんでもできるんだって」

「ええ。できますよ、貴方ならきっと。なんだってできるし、なんにだってなれます。──知ってます？　あの秘密基地、今見るとどうしてこんなところに、ってくらい目立つ場所だったのですよ？　今は私の薔薇園がある場所ですね」

「知ってる。俺が知らない場所ってだけだったんだよな。──そういやクロエのおままごととかも付き合わされたっけ」

　年を取るにつれて見える世界は広くなった。

　屋敷の周辺くらいしか世界は存在しないと思っていたのに。

　今は違う。世界はとてつもなく大きなものになってしまった。自分の手の小ささが憎らしいほどに、広大で莫大な世界に。

「──おままごと、好きだったのですよ。おもちゃ代わりに使ってた茶器はとてつもなく高価なものだったみたいですけど。あれ、皇帝陛下からの贈り物だったらしいですから。よく壊しませんでしたよね」

「目立つ所に飾っておくのが悪い。あの頃の俺らでも取れる場所だったからな」

「客間の飾り道具ですからね。目立たないと意味がないのですよ。──おままごとでは私がお母さんで、アレク様がお父さんで。あの頃は現実でもそうなるものだと思っていましたよ」

「うん……なんでこうなっちゃうんだろうな」

「決まっていたことなのです。ただ、私たちが知らなかっただけ」

　そのあとも昔の話を思い出すように話す。

　時々笑って、時折言葉に詰まって。

　どちらかが詰まれば、どちらかが新しい話題を提供する。

　泣いてはいけないとふたりは思っていた。涙は自分たちの現状を認めることになってしまうから。諦めてしまうことと同義だから。

　たとえそうなるとしても認めるわけにはいかなかったのだ。

「ありがとうございました。こんな無愛想をずっとそばに置いてくださって、──好きとまで言ってくださって」

「好きだからそばにいたかったんだ。──俺が父上に頼んだんだ。クロエを俺の専属にしてくれって」

「そ、そうだったのですか……知りませんでした。単に年が近いから申し付けられたのだとばかり」

「いいや。俺のわがままだ。父上にお願いしたのって、あれが最初で最後だった気がする」

　アレクの父は意外にも快諾だった。

　単純に損をしないから。アレクは父の判断をそう認識している。

　厳格で冷酷な人物で、家と世界の利益だけを考えている。個人の感情はその次。アレクの中ではそういう人物だった。

「アレク様、私もひとつわがままを言ってもいいですか？」

「いいよ。いくつでもいい。クロエなら」

「──キス。キスをしてくれませんか」

　もぞっと体を横向きにし、クロエはアレクに顔を近づける。

　ピンク色の唇がほんの少し開いていた。

「実はですね、私は性交そのものよりもキスのほうに興味があるのです」

「いいよ、しよう。俺もしてみたい」

「はい。──小さな頃一緒に本を読んだのを覚えていませんか？　王子様のキスで、お姫様の呪いが解けるお話です」

「うーん……わかんないな。結構いろいろ読んでるし」

「退屈そうでしたし、覚えていなくても無理はないかもしれませんね。──私はそのお話が好きなのですよ。アレク様は王子様ではありませんけど、限りなく近い存在です。むしろ私のほうがお姫様とは遠いですね。──呪い、解けますか？　私たちの呪いが」

「俺が解くよ。何もかも、全部」

　──今だ。今が頑張り所。

　自分たちの間にある高い高い、厚い壁。それを打ち破るのが俺の役割なんだ。

　ふと、アレクの頭にひとつの考えが浮かんだ。

　──もしかしたら、これなら──。

　アレクは高い壁から垂れ下がる透明な糸を見つけた気がした。

　──可能性があるのなら、俺はその糸を掴む。どんなに頼りないものであっても、ないよりはマシだ。

　アレクのほうからクロエの肩を掴んで唇を寄せる。

　初めてのキス。体を寄せるのは恥ずかしくて、アレクは顔だけ近づけた。

　クロエの肩は小さくて、アレクの手のサイズからすると人のものとは思えないくらい、細く、小さなものだった。

　──俺がこの小さな体を守りたい。どんなものからも俺が、俺だけが。心も体も俺だけのものにしたい。

　俺の全部をあげていいから、全部が欲しい。

「んっ……」

　そっと唇を寄せるだけのキス。

　ぷにっとした、ほんの少し温かく柔らかい感触が伝わった。

　物理的にはなんてことない刺激だ。

　それでも終わったあとふたりは見合わせた顔を真っ赤にする。

「しちゃいました、ね」

「うん。──好きだよ」

「──ちょっと泣きそうです。こうやって少し進むたびに、別れが近づいているのが分かってしまうから」

「俺が何とかする。何もかも」

「無理、しなくていいですよ？　歴史に反逆するようなものなのですから。もう個人がどうこうできる範囲の話じゃないのです。家と家、もっと言えば、ギリアムのような家であれば国や世界のレベルの話なのです」

「わかってる。でも何もできないわけじゃないはずだ」

「家を捨てる、とかでしょうか？　それこそ無理ですよ。アレク様が捨てても、家は貴方を捨てませんから」

「いや、父上を説得するよ。エヴァーグリーンだって正妻なら話は違うはずだ」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

　そもそもそれが無理だろうとクロエは思う。

　思えど言わない。

　クロエもほかの家に嫁に行きたくなどないのだ。でも、仕方ない。そういうものなのだから。自分に見合った家に嫁ぐしかないのだから。そのために生まれたのだから。

　本当は初恋の人と結ばれたい。でも、それはあまりに無理な話だった。

　皇帝と結婚したい。それと大差ない無謀な願いだ。

「絶対に離さないからな。何を犠牲にしたって」

「信じてもいいのですか？」

「ああ。俺は嘘を吐かない。知ってるだろ？」

「正確に言えば苦手、という感じですけど……」

「う……で、でもこれは嘘じゃない。大丈夫、安心してくれ」

「はい……なんやかんや言ってもアレク様は努力家で、その努力で難関を超えてきたのを私は、──私だけは知っていますから」

　ぎゅうっと握られたクロエの手の温かさ。少しだけ汗ばんでいるように感じる。

　反応するように、今度は何も言わずアレクはキスをする。

　アレクは自然と体が動き、クロエの上に馬乗りになった。布団はかぶったままだ。薄い布団は少しの動きでも簡単に動いてしまう。

　はぁはぁと息が荒れ、ふたりは陶酔状態のようになっていた。

「クロエ……」

「アレク様……」

　それほどの言葉は必要としなかった。

　名前を呼ぶだけで十分。したいことは同じだった。

　アレクはクロエに馬乗りになったまま、今度は舌まで入れてキスをする。

　両手を繋いで、クロエをベッドに押し付けるようにした。したことがないだけでやり方は知っている。ふたりとも知識としては教育を受けているのだ。そしてなにより、本能が知っていた。

　愛する人を相手にするときどうするか、どうしたいか。お互いに望んでいることは同じだった。

　ふたりはニュルっとしたものとざらついた感触を舌で感じ、体を密着させながらお互いに舌を絡ませあった。

　唾液を交換し合っているうちに、どちらのものかもわからなくなっていく。混ざり合う甘い液。今まで口にしたどんな甘味よりも美味にアレクは思う。

　胸で感じるクロエの胸の柔らかな感触。アレクの動きに合わせて形を変え、潰れてしまうのを嫌がるように元の形に戻ろうとしていた。アレクが思っていたよりもずっと大きいものだった。

　体が熱くなるのを感じる。

　肌が触れ合うさらりとした感触が、キスを重ねるたびにヌルついたものに変わっていく。

　口を離して見つめ合って、何度も唇を合わせるのを繰り返す。恥ずかしい気持ちはお互いにある。だがそれを通り越して繋がりたい気持ちがあった。

　鼻息が顔に触れる感触がこそばゆい。

　繰り返しているうちに呼吸がおかしくなっていく。キスのせいで呼吸が不自由だったからだけではないとお互いに感じていた。

　薄い布団の中の空気は湯気で充満した風呂場のように、生暖かくなっていた。

「アレク様……」

「クロエ……」

　少し力を込めて、クロエはアレクに抱きついた。

　クロエとはあまりに違う体のつくり。指でなぞる肩甲骨の大きさがクロエのものと違いすぎた。見かけは細いのにゴツゴツしていて筋肉質。無駄な脂肪がない。

　──離したくない。こうしている間だけは自分だけのものでいてくれるから。

　なんて硬くて大きくて熱い体なんだろう。たくましくて、力強くて。この体に守ってほしい。冷たくなってしまった心を温めて欲しい。諦めてしまっている自分を救って欲しいとクロエは思った。

　アレクはクロエの細い首に唇を這わせた。

　肩口からあごの下までをゆっくりなぞるように。

　たおやかな絹糸のようなクロエの髪をゆっくり後ろに流し、耳を露出させたあと近距離で囁いた。

　耳にはいつだったかのクロエの誕生日にアレクが渡したピアスがついていた。アレクが初めて自作したものだ。毎年なにかしらのプレゼントをお互いに贈っている。

　ピアスは赤いバラをモチーフにしている。少し造形が悪いのはアレクの器用さ不足だ。クロエの好きな花がバラだったため選択したものの、思ったより形状が難しかったのである。

　──まだ持っててくれたのか。

　本人すら忘れかけていたものを大事にしてくれていた。胸が熱くなって、ほんの少し切ない気持ちになる。

　アレクはクロエの自分への想いを思うと、泣きそうにすらなる。

　──どうして俺は今まで気付かなかったのか。クロエはきっと、ずっと長い間俺を好きでいてくれたのだ。

　クロエだけが俺を好きでいてくれたのに。俺が嫌いな俺を、クロエだけは。

「クロエ、本当にいいか？」

「は、はい……」

　少し足元まで下がって、アレクは汗ばんだデコルテ部分に吸い付いて左手だけで胸を触る。

　むにっとした感触が手に張り付いた。

　アレクの手では握り込めない真っ白なもの。真ん中には薄い桜色をした小さな突起が存在していた。胸の全体は服を着ているときの見かけ以上に大きくて、アレクの手では少し余るサイズだ。手のひらで感じる硬さがアクセントになっていた。

「んっ……」

　指が沈んで反発する弾力。信じられないほど柔らかいのに、跳ね返すような弾力があった。

　──す、すごい。こんなに気持ちいい感触なのか……。

　余裕はなくとも知識はある。アレクは握り締めるように揉むだけでなく、指で波を作るようにして揉んでみたり、持ち上げるようにしたりもする。

　感動すら覚える感触だった。アレクにとって生まれて初めて感じる異性の体の感触。それが初恋の相手のものなのだから、興奮と感動は例えようもないほど大きなものだった。

　ぴん、と膨らむピンク色の硬い突起、──乳首が吸いつけと言っているように見えた。

　アレクは唇で挟んでみたり、口に含んで舌で転がしてみる。少しだけ硬い弾力。アレクは夢中で舐め回した。汗の味なのか少しだけしょっぱい。母のものでさえ知らない乳首の感触。赤ん坊に戻ったような気持ちにアレクはなる。

　アレクの舌の動きにクロエは少し体を震わせていた。

　体がこわばってしまっていた。アレクにしてもクロエにしても初めてのことなのだ。

「だ、大丈夫か？」

「はいっ……は、恥ずかしいですけど……」

「そ、その……気持ちよかったり、ダメだったりしたら教えて欲しい。お、俺も初めてだから」

「ち、乳首はちょっと気持ちいいです……」

　吸い付くのではなく、舐め回しているときに反応が良かった。そのため少しの間それを続けた。

　舌で嬲る動きにクロエはぴくぴくと体を震わせる。

「あんっ！」

　びくんっと体を震わせて、クロエはアレクが聞いたことのない高い声を出す。

「い、今のがいいのか？」

　驚いたアレクがクロエの顔を見ると、かぁーっと赤い顔をさらに真っ赤にして、アレクから目を背けてしまう。横顔でもわかるくらい恥ずかしそうだった。

　──クロエを感じさせた。思うとアレクの胸が熱くなる。

「き、聞かないでくださいっ、で、デリカシーのないっ……」

「夫婦なら隠し事は無しなんじゃないのか？」

　さっきクロエ自身が言ったこと。今日だけはアレクの妻だと。

　意地悪ではあっても、本人の口から聞いてみたかったのだ。

「ず、ずるいことを……」

「いいじゃないか。俺はすごい興奮してる。綺麗で柔らかくて。ずっとこうなりたかった」

「──やっぱりずるいです。わ、私だってこうなりたかった。でも……」

「怖がらなくていい。俺に考えがある。──ちょっと不安ではあるけど、うまくいけば全部解決する」

「そんな秘策が……？」

「さっき思いついたんだ。貴族の呪いを解く唯一の方法を」

　建国から脈々と続いてきた血統主義を打ち倒す方法。

　わかってはいてもできるとは思わなかったため、選択肢に入れなかったもの。

　アレクは透明な頼りない糸を掴み、壁を登り始めた。何もかもを手に入れるために。何を犠牲にしても叶えるべき思いを心に灯した。







第九話　見えない糸を手繰り寄せて　中編




「し、下の方も触っていいか……？」

「い、いちいち聞かないでくださいっ……」

　横に寝そべって耳元でアレクが聞いてみると、クロエは顔を両手で隠した。隠そうとも指の隙間から赤くなっていることは窺える。

　布団の中の未だ見ていない下半身が気になるのだ。男としては正常な反応だった。

　許可を得たアレクは胸の下からなぞるようにしながら、下腹部の方へゆっくり手を伸ばしていく。

　汗のせいもあってか、肌触りはドレスの生地に触れているかの如きなめらかさを持っていた。

　柔らかく、温かい。人の肌の温度は、同じ熱量を持つほかのものでは代え難い安心感があった。

　力が抜ける。クロエの肌に触れていると思うと、アレクは赤子に触れるような繊細さが欲しくなった。

「て、手つきがいやらしいです」

「そりゃ、いやらしいことするんだし……」

「優しくしてくださいね？　──す、少し怖いです。破瓜の痛みは大きいと聞きますから」

「治癒とかってしたほうがいいのかな……？」

「だめですよ。アレク様がそんなことしたら膜まで再生してしまうのですから。痛みがずっと続いてしまうでしょう？　こればっかりはもう我慢するしかないのです。それにいいのですよ。──その痛みはきっと、幸せなものですから」

「クロエ……」

　クロエの姿や声、反応に強い劣情を覚えていた自分がアレクはなんだか恥ずかしく思えた。

　アレクとは違う感覚がクロエにはあるのだ。性欲とはまた別の感情が。それが愛情であることをアレクは理解している。とてつもなく嬉しくて、何よりも充実感を覚える。

──手放したくない。

　何を捨ててもいい。命であっても例外じゃない。

　自分が嫌いな自分を愛してくれている人が居るというのは、アレクをこの世界においての存在を許されているような気分にさせてくれた。

　他人はたったそれだけのことと笑うかもしれない。だがアレクにとっては全てを賭けるには十分すぎるものだった。

　落ちこぼれとバカにされてきて、努力を重ねても誰も認めてくれなくて。褒めてくれなくて。

　クロエだけはそんな自分を好きでいてくれる。だったらそれ以上に大事なものなどあるはずがない。

　──何もかも全部解決してやる。

　思いついたのはまさに反逆。すべてを手に入れるか、失うかの二択しか存在しない選択肢。

　それでも希望があるのなら。

　リスクや成功確率なんていう無粋なものはアレクは考えない。必要がないからだ。やるかやらないか、その二択しかない。

「さ、さぁ気を取り直して、続きをしましょう？　──しっかり噛み締めてくださいよ？　お互いの初めてなのですから」

「ああ……」

　前戯はしっかりしてあげないといけない。

　アレクは経験こそないが、紳士として夜の営みについては勉強済みだ。

　優しくゆっくり丁寧に。どんな指南書にもそう書いてあった。

「──濡れてる？」

「そ、そういうのは言わなくていいのですっ！」

　むにむにとした双丘の先にあったのは、少しぬるっとした感覚。指先が温かいねっとりとした液で濡れる感覚はアレクにとって初めてだった。唾液より少しだけ滑り気が強い気がする。気のせいかも知れない。

　見えないので確認はできないものの、おそらく陰毛はない。本来あるべき場所にはふにふにした肉の感触しかないのだ。ふっくらした下腹部も触り心地がいい。

　──女の子の体はどこもかしこも柔らかいんだな……。

　やっぱり誰にも筆おろししてもらわなくてよかった。初めての感動は全部クロエから貰いたい。

　緊張している反面、アレクは冷静でもあった。

　良くも悪くも本番に強いタイプなのだ。

「はぁっ、んっ、ん」

　アレクが割れ目と周辺を押すように、くにくにと刺激しているとクロエの様子が変わってきた。

　呼吸が小刻みになり、苦しそうな表情だ。アレクが指を動かすたびに腰を揺する。おそらくは無意識にしていることなのだろうとアレクは察した。

　膣内に指を入れるのはまだ先。最初は周りからだと聞いているのでそのようにしていた。

　クロエの体は温かかった。幼少期を除けば初めて感じたかもしれない人のぬくもりは、アレクの心も温めてくれる。

　──感じてくれている……のか？

　クロエは胸の前で両腕をたたみ体を小さくさせていた。時折たまった息を吐き出すように「はぁっ」とか細い声を出す。

　クロエが腕を動かすたびに胸の形状が変わっていく様は柔らかさを連想させるものであり、もう一度揉みしだきたいと思わされるものであったが、今の自分に下半身の愛撫と同時にこなすような器用さはないと気づく。

　指の動きに合わせてクロエの全身がぴくぴくと動いて、短く息を吐くように小さな喘ぎを上げるのが怖くも、嬉しい。

「気持ちいい、のか？」

「んっ、は、はい……ア、アレク様の指が温かくて……あぁっ、そ、そこす、好きですっ……」

「可愛い反応するね……」

　別人のように素直な反応だった。細く、高く、可愛らしい声。いつもの無愛想な、失礼な、歯に衣着せぬ言動のクロエじゃない。

　ある程度余裕があったアレクに対し、クロエは全く余裕がなかった。

　もどかしさにも似た快感、アレクの体温、声。

　熱い指がクロエの恥部に触れていることは羞恥と同時に強い興奮もクロエに生じさせた。

　クロエが何度も夢見た性行為。相手はいつだってアレクだった。

　毎夜ひとりで自分を慰めていた。疲れ果てて眠りにつけるまでずっと。ある種の自傷行為にも似た自慰行為だった。

　──満たされない心の飢えを少しでも埋めるために。

　しかし何度絶頂しても、クロエの胸に残るのは罪悪感と虚無感だけ。結局、現状は何も変わらなかったからだ。快感の波が流れていけば、胸の内から溢れ出てくるのは絶対に叶わない、手に入らないものへの渇望と焦燥感。胸をかきむしりたくなる衝動を必死で押さえつけて毎日を生きていた。

　アレクに触られていると不思議な気持ちになった。

　快楽はもとより、心が熱くなるような感覚を覚えていたのだ。自分の人生の中になかったものが近づいてきているのがクロエにもわかった。

　──やっと求めていたモノが手に入る。

「な、中っ、──中のほうもっ、触ってくださいっ！」

「ク、クロエ！」

　クロエはすがるように、泣きそうな顔でアレクを見つめる。

　アレクは心臓が爆発しそうな衝撃を覚えたあと、もう一度キスをした。

　アレクもよくわからない、言葉にしようがない感情の爆発があったのだ。

　──もう紳士ではいられない。

　本能が教えてくれる通りにアレクの体が動き始める。

　震える手で全身をまさぐって、吸い付いて、揉みしだいて。先程までの紳士的な行為から、本能をむきだしにした獣のようになってしまっていた。

　クロエのおま〇こを触る手も弄る指の数を増やし、動きにいやらしさが増した。

　クロエの愛液まみれの大陰唇が元の形に戻ろうと抵抗する。アレクが複数の指を使って開いて閉じて、時々クリ〇リスに触れてやるとクロエは甲高い嬌声を控えめに短くあげる。感度の高さで触り慣れているのだろうことはわかった。

　アレクは中指をゆっくりと少しだけ挿入し、膣壁の感触を指の腹で楽しむ。思っていたような抵抗はなく、指一本でも狭くは思えるが、挿入そのものはあっさりできた。

　指の皮膚をこそぎ取るような繊細な内部構造。細い糸が密集したようなぞりぞりとした触り心地。

　膜のようなものは見受けられない。かすかに感じる出っ張りのようなものがそれなのか、経験のないアレクにはよくわからなかった。

　ざらざらとつぶつぶ。吸い付いてくる膣肉はにゅるにゅるとしていて、アレクの指に熱い愛液が絡みついているのがわかる。

　熱い狭い肉の壁。

　こんな場所に入れるのだと思うと、チ〇ポがびくびくと震えて我慢汁を吹き出すのを抑えられない。

　絶対気持ちいいに決まっている。アレクは確信していた。手でするオナニーなど比べるのもおこがましい。

　はぁはぁ、はぁはぁ、とふたりともが興奮した声を出し、性器の準備を終えかけていた。

　ずっと。ずっとずっと我慢してきた。

　熱い体を交わらせるこの日を待ちわびてきた。

「も、もう……」

　切なげな顔のクロエは、絞り出すような声を出した。

　いつもとは違い、明確に湿っぽい色気を乗せた声。

　続く言葉はなかったが、入れてもいいということなのはアレクは重々承知だった。

　アレクは布団をかぶったまま、クロエの細い足を開いて間に入る。

　胸を揉みながらキスをして、顔を見合わせて最終確認だ。

「ほ、本当に、い、入れてもいいのか……？」

「はい……来てください……」

　アレクはチ〇ポを手でつかんで、割れ目の間に誘導する。

　だがそこは童貞、膣口の場所がイマイチわからない。

　興奮と緊張のせいで手も体もぶるぶると震えてしまっていた。

　ツルツルと動き回り、亀頭が擦れる。その刺激だけで達してしまうのではとアレクは不安に思った。

「見ていい？　場所がわからないんだ」

「あ、あまり見ないで欲しいですけど……──はい」

　アレクは布団を勢いよくまくりあげて、後ろに追いやる。

　同時にクロエは顔を隠してしまう。あまりに恥ずかしいポーズだった。男の、しかも長年好いてきた相手の前で足を開いて性器を見せつけているのだ。だが羞恥が興奮にも変わった。見て欲しい気持ちが多少なりともクロエの中に存在していたのだ。

　アレクの目に入ったのは綺麗な割れ目。映像で見る女のものとは全然違うものだった。使い込まれているような様子はない。当たり前だった。映像で見るような女とは違い、クロエは初めてなのだから。

　真っ白な二つの膨らみはほんの少しだけ開いていて、中のピンク色のものが見える。

　陰毛の一本も生えていないツルツルのパイパンだった。アレクの好みだ。どうにも陰毛が好きになれない。薄いならまだしも、もじゃもじゃとたくさん生えているのは苦手だった。アレクが映像魔導石に保存しているのも無毛か薄毛の女ばかりだ。

「は、生えてないんだな……触ってわかってたけど」

「だ、だって……アレク様、生えていないのが好きでしょう？　だ、だから処理しているのですっ……元からかなり薄いほうだとは思いますけど……ほ、ほんのちょっとは生えてしまいますから」

「え──」

　──自分のため。

　ああ、もうだめだ。

　こんな子を手放すわけにはいかないとアレクは思った。──最初からそんな気はなかったが。クロエだったら剛毛でも良かった。

　クロエに性癖が知られてしまっているのはショックではあるけど、この際それはどうでもいい。

「ば、場所はわかりますか？　──あ、あまり凝視しないでくださいよ……恥ずかしいです。そんなところ見られたのなんて初めてなのですから」

「クロエだって俺の見てるだろ？」

「そ、それは……」

「もっと見たいよ。クロエの全部を知りたいんだ」

「う……わ、忘れてくださいよ？」

「無理に決まってるだろ」

「最初に言ったでしょう？　──これは決別なのですよ。アレク様が考えていることはわかりませんが、私は期待しません。もう諦めてしまっているのです。どうしたって何も変わらないのですから。何もかも無理なのですから」

「大丈夫だよ。大丈夫だ。俺はずっと一緒にいる。信じてくれ。今は無理かもしれないけど、もうじきわかるから」

「本当に信じても……？　裏切りませんか……？」

「ああ。俺を誰だと思ってる。クロエ、お前の夫だぞ？」

「アレク様……」

　入れる場所は確認したが、どうしてもキスをしたくなる。

　クロエとアレクの呪いを解くためのキス。

　信用して欲しかった。それはそのままアレクの勇気になるからだ。

　完全に出来上がって、あとは繋がるだけ。

　狭いベッドの上で絡み合いながら、ふたりはその準備をした。







第一〇話　見えない糸を手繰り寄せて　後編




　緊張の一瞬だった。

　アレクはぐにゅりと、目視で見つけた膣口に亀頭を押し付ける。指で触っている時よりも熱く感じられる。

　先程までと違うのは薄暗い部屋の中、お互いに体を見せつけ合っていたこと。恥部もそうでないところもすべてをさらけ出していた。

　もう邪魔な布団は存在しない。後ろに追いやっているからだ。

　アレクはどうしても見たかった。自分が入るところ。ひとつになるところを。

　入るかすらわからない小さな、小さな穴。

　ぬるっとした液体で覆われた場所。

　アレクが先端をくっつけるとクロエは緊張した様子を見せた。

「そ、そこです……」

　不安げな声と表情。無理もない話だった。

　初めてで、痛みがあることを知っているのだ。どうしたって身構える。

　クロエの体は固く強ばってしまっていた。

　アレクは何とかしてほぐしたいところではあったものの、その術を知らない。

　魔法が使えても使えなくとも、その辺の男と大差ないものだった。

　彼が、アレクが使える魔法は体で、言葉で愛していると伝えることだけ。

　どうしようもないほどに不自由だった。

　魔法の名門の後継として生まれ育ったアレクからすると、手足を失ったような違和感があった。

「クロエ。愛してる。絶対に正妻にするから」

「──期待しないで待ってます」

　泣きそうな顔で無理をして笑うクロエをアレクは強く抱きしめた。そうする以外の方法が思い浮かばなかった。

　最愛の人が自分との関係を諦めてしまっている。

　一人の男として、看過できない問題だった。

　昔から心に灯っていたアレクの感情の炎に油が注がれ大きくなっていく。

「いくよ」

「──はい」

　アレクは起き上がり、腰を前に進める。

　亀頭が締め付けられる痺れた感覚をじっくりと感じ取った。

　ほんの先端を入れただけでもわかる強い締まり。入れるというより裂いていく感覚に近い、不安を伴う快感だった。

　──あ、熱い……全身が焼かれるような温度だ。

　クロエの体温は自分とそう変わらないはずなのに、どうしてこんなに熱いのかとアレクは思う。

「い、痛い？」

「まだ大丈夫です……──あっ、やっぱり、ちょ、ちょっと！　い、痛いかもっ、しれませんっ！」

「ゆっくりするから」

「き、気にしないでいいですから、一気にっ！　じっくり痛いよりはそっちのほうが！」

「い、いくぞ？」

「は、はいっ！」

　アレクはずぶ、ずぶずぶっ、と半分ほどを一気に挿入する。

　──熱い、狭い、きつい！　ぬるぬるして、き、気持ちいい……。

　アレクは精神的には余裕があるつもりでいた。

　だが肉体的には余裕なんてものは存在しないということに、アレクはようやく気づいてしまった。

　クロエの膣内の温度とは反対に、アレクの背筋にゾクッと冷たいものが走り抜けた。

　──呼吸がうまくできない。体の力が抜けていく。

「いぃぃぃ痛いっ！」

　クロエは軽く叫ぶ。

　体の中が押し広げられ、そのうえ切りつけられたような痛みが走ったからだ。

　ツーっと熱い血液がクロエのお尻のほうへ流れたのがわかった。

　濡れていようとも、痛いものは痛い。出るものは出る。

　アレクの逸物は初体験に向かない大きさだった。

　クロエがほかのメイドに聞いていたよりもずっと痛かった。

　アレクが動かないあいだはこれ以上の痛みはなさそうだ。

　つながっているだけで過ごしていると、膣内の痛みが鋭痛から、ずきんとした重みのある鈍痛に変わっていく。

　──痛い。だが、我慢できる痛み、圧迫感。

　なにより嬉しさがあったから我慢できる。
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　──ようやく繋がれた。

　自然とクロエの目尻から涙が伝う。痛みのせいだけではない熱い涙だった。

　初めてを好きな人に捧げられるのはなんて幸せなことなのだろうと思った。

　どこかの知らない、心の通わない人相手に渡すことになるのだろうと思っていたのに。

　幸せだ。生まれてきて良かった。自分が女で良かったとクロエは心から思えた。




「はっ、あっ」

「ア、アレク様……？」

「で、出そう……」

「はい、くださいっ、アレク様の……」

　初めての性交。

　アレクが余裕ぶっていられたのは精神だけだった。

　体はとっくに限界で、クロエの中に挿入した時点で射精寸前だったのだ。

　気遣って動かなかったというよりは動けなかったのである。どくんどくんと根元が勝手に動き、精液がどんどん昇ってくる。ほんの少しでも動かせば射精してしまう。そのため、動かないようにして射精感を鎮めるためにアレクは尽力していた。

　どろどろにとろけた膣内は信じられないほど気持ちよかった。

　ざらついた肉が絡んできて、熱すぎる温度が体の境界を溶かすようだった。

　目がチカチカする。アレクは触感の処理で精一杯で、視覚情報が脳でうまく処理できない。

　──クロエとひとつになっている。

　強い実感が体を走り抜けていく。

　アレクはゆっくりと、ゆっくりと腰を動かす。

　ほんの少し動かすだけでも射精しそうになってしまう。刺激が強すぎたのだ。

　今までのオナニーは何の練習にもなっていなかった。感じるものの種類が違うのだ。手でするときは単純に摩擦と圧迫感で射精する。クロエの中は内部の複雑なヒダや温度、ぬるつきが追加されて一度に襲いかかってくる。圧迫感も摩擦もオナニーより強い。

　──上手く腰を動かせない……。

　興奮と快感、喜びがアレクの体を支配しきっていた。

　貴族でもなんでもない、今のアレクはただのオスでしかない。

　狭い膣肉をかき分けて、奥へ奥へと侵食するように挿入し、再び少し腰を引いてを繰り返す。

　とても上手になどアレクはできそうになかった。クロエを気遣う余裕もあまりない。もっとスマートに、紳士らしくリードしたいのに、身をよじりたくなる快感がそれを許さない。

　ヘコヘコ、ヘコヘコとゆっくり動いても、一回ピストンするたびに頭が真っ白になっていってしまう。

　アレクはとっくに限界を迎えている射精感を必死で押さえつけていた。頭がそれだけに集中する。

　初めての一回をもう少し味わっていたかったのだ。アレクはこんなに早く終わらせたくなかった。クロエともっと繋がっていたかった。




　一方、痛みを感じながらでもクロエは幸せをかみしめていた。ずっと好いてきた男とようやく繋がれた喜びで心が満ちていたのだ。

　熱の塊のような肉の棒がクロエの中を強引にこじ開けて入ってくる。アレクが腰を引くたびに出ていくのが少し寂しい。もっとずっとそのままいてほしいと思った。

　痛みや喜びで脳が痙攣しているようだった。

　クロエは今までずっと言いたくて言えなかったことを口にした。

　心の奥に封じ込めてきた感情が扉から一斉に吹き出した。肉体ではなく、精神的な絶頂を迎えたのだ。

「アレク様っ、──アレクっ！　すきっ、愛していますっ！」

「うわっ、ああっ」

　初めて明確にされたクロエの意思。

　──好きも愛してるも初めて言われた。わかっていても言葉にされると感じるものは違う。

　クロエの言葉が頭の奥に潜り込んできた瞬間、爆発的に脳内を埋めてアレクの全身に雷のような電気が走らせる。




　どっくん、どっくん！

　びゅるるる！　びゅるるる！




　無意識に、半ば無理矢理に腰を押し付け、チ〇ポを根元のほうまでねじ込んで射精を始めた。

　クロエの奥に届くように。本能がそうしろと言っていたのだ。

　尿道に引っかかるような硬い、量に対して精子の密度が高い精液が大量に飛び出ていく。

　足腰に力が入らない。アレクの体は浮いているような感覚がある。天にも昇るよう、というのはこういうことかとアレクは感慨深い気持ちになった。

　──射精なんて毎日のようにしている。なのに、なのに。

　今までしてきたものとは違う。気持ちよすぎる……。

　オナニーの、半ば溜まったものを捨てているだけの射精とは別種。これが本当の射精。

　アレクは不安にも思うくらいの快感に溺れきってしまっていた。




　どくどく、びゅるびゅる、どくどく、びゅるびゅる。




　一生射精が終わらないのでは。

　そう思ってしまうほど長く、アレクは大量に吹き出し続けた。

　腰はブルブル震え、膝が笑う。

　何も考えずクロエにしがみついてしまう。浮き上がる体を支えてくれるのはクロエだけだったから。

　──情けない声と顔を見せてしまった。クロエの前ではかっこよくありたかったのに。

　現実のアレクは恥ずかしい声を上げながら、いつまでもびくびくと射精して快感に震えてしまっている。

「あっ、あっ……アレクのあったかいのが……いっぱい……」

「あっ、うう……クロエっ……！」

　一方クロエは膣内に熱いものと温かいものを感じていた。

　激しく脈動するアレクの熱く太く長いチ〇ポから注ぎ込まれている大量の子種がくれる温もり。アレクのクロエへの愛情に形を与えたものに思える。

　処女を喪失してから五分も経っていないので、膣内は体の中から破裂してしまいそうな圧迫感と少しの痛みもある。快楽とは無縁に近い状況だ。それであってもクロエは幸福な気分だった。

「大丈夫、大丈夫ですよ。そのまま最後まで私の中に……」

「クロ、エっ、クロエ……」

　アレクを抱きしめながらクロエは射精を受け止める。

　ふるふると体を震わせて抱きついてくるアレクがクロエは愛おしい。

　上半身は汗ばんでいて、クロエの顔の横にあるアレクの赤い髪はしっとりと濡れているように見える。

　──またちゃんと乾かさないで浴室から戻ってきたのかな。何度言っても治らない悪い癖だ。それとも、汗で濡れているのかな。

　乾かさないで寝るから、朝寝癖で大変なことになるのにとクロエは思う。

　──本当、何度言っても治らない。……これからもずっと私が注意したいな。

　好きが愛に変わって何年経っただろうか。

　誰もが欲しがる子種を自分に注いでもらえるなんて。こんな日が来るなんてクロエは夢にも思わなかった。

　隣にいても遠すぎた。誰よりそばにいるのに、誰よりも遠い場所にクロエはいた。見える場所にあるのに、手が届かなかった。

　夜空を覆う満天の星々がクロエのものにならないのと同じ理由。

　アレクはクロエにとっての太陽と相違なかった。冷えた体を温めてくれて、心に恵みをくれる。でも見ているだけで涙ぐんでしまうほど眩しかった。クロエが独り占めをするのにはあまりに大きすぎた。

　空と大地のように感じていた数十センチがようやく縮まってくれた。それも太陽の方から私に近寄ってくれるなんてクロエには思いもしないことだった。

　──こんな熱さならば身を焼かれてもいい。

　愚かだと笑われようとも、私はこの太陽が欲しかったのだから。

　だからクロエはずっとつけてきた『様』もやめた。

　クロエの中で決めた一線だった。気持ちを抑えるために、隠すために引いてきた冷めた一線。たったそれだけのことでもクールでいられた。やめたのは、夢を見ないための境界線はもう必要ないと思ったから。アレクは何とかしてくれると言った。だとしたら、信じていたい。たとえうまくいかなくて愚かだったと後悔することになろうとも。




　下腹部が異様に熱い。まるでそこだけが焼かれてしまっているかのよう。

　クロエは自分の子宮がアレクの子供を欲しがっているのがわかった。縮んだり膨らんだりしている気がするのだ。こんなふうになったのはクロエにとって初めての経験だった。

　──私もちゃんと女の子なんだ……。

　このままずっとこうしていられたらいいのに。

　体がつながっているからか、クロエはアレクと心もつながっているような気がしていた。

　事実、ふたりは同じことを考えていた。

　汗ばんだ体を擦り付け合っているだけで、心と体のデコボコが埋めあえている気がするのだ。




「クロエ……ごめん、夢中になった……痛くないか？」

　アレクは射精が終わって、頭の中は依然として真っ白ではあったものの、多少冷静さを取り戻す。

　クロエの顔の横にあった自分の頭を持ち上げ、アレクはゆっくり上体を起こす。

　下を見ると結合部から少量の赤いものが流れ出ていた。指先ほどの量の血。みっちりと詰まっているためか、出した精液はこぼれていない。流れているのは一筋の赤い血と透明なものだけだ。

　怪我をさせてしまっているのに、アレクは快楽に囚われてしまっていたことに罪悪感を覚える。

　──治癒もしてやれない。何もできない。驚いてしまうほど自分には何もできない。

　アレクは無力感を味わってしまった。

「痛みは、今は大丈夫です……ちょっと苦しいだけですから……アレク様はどうでした……？」

「お、思ってたよりすごくて驚いた……今までの人生で一番気持ちよかった」

「な、なら良かったです。こんなに痛かったのに気持ちよくなければ損な気もしますからねっ」

「──さっき、好きって、愛してるって言ってくれたな？　様付けもようやくやめてくれた」

「あうっ、お、覚えていたのですね……」

「忘れるわけない。一生な。何もかも初めてはクロエだ。初恋も初体験も。──愛してるよ」

　挿入はしたまま、動かさずにしてアレクは軽く笑う。

　若干の照れ隠しを含んでいた。

　クロエはアレクがきっと言ってくれると思っていた。へらへらしていて、一見頼りなさそうに見えるこの男はやる時はやる男なのだ。

　クロエが誰かに言って欲しかった言葉が、誰にも言われることはないだろうと思っていた言葉が一番言われたかった人から降り注いだ。

　──愛してる。

　アレクの言葉を聞いたクロエはとてつもなく顔を真っ赤にし、──突然泣いた。

　顔を歪ませて、わんわんと子供のように泣きじゃくる姿にアレクは狼狽してしまう。

　何度かしか、それもアレクが小さな子供の時にしか見たことのないクロエの本気の泣き顔だった。

　そもそもクロエは感情を強く表に出すことがないのだ。

　いつだってポーカーフェイス。どんな時もクール。そんなクロエが大声をあげて泣いた。

「──忘れないでっ。忘れてって言ったけど、わ、忘れないでっ！　やだっ、やっぱりやだっ！」

　クロエがこらえてきた、抑えてきたものがこみ上げてきてしまった。

　安心感や幸福が恐怖に転じてしまったのだ。

　クロエは今まではなんとか我慢できた。

　自分の望みは叶わないものと断じていたから。諦めていたから。絶望していたから。

　だが希望を見てしまった。

　ぬくもりを知ってしまった。これからもこうしていられたらと願ってしまった。本気で欲しいと思ってしまった。

　強がっていようと、クロエも年相応に脆く、弱い少女でしかなかった。

　溢れる感情の整理がつかない。濁流のような激情だった。




「忘れるわけ、ないだろ……」

　親より近く、兄弟よりも仲良く、友人よりも親しい大切な、大切な幼馴染。

　いつだって誰よりもそばにいてくれた。

　クロエを忘れるということは、アレクにとってこれまでの人生を忘れてしまうのと同義なのだ。

　何を言われようと忘れられるはずがなかった。忘れるつもりも毛頭なかった。







第一一話　変わる距離感




　馬車はがたがたと音を立て目的地イースレイに向かって進む。

　寝不足でしょぼつく目をこすりながら、アレクは馬の手綱を握る。

　乗り込んでいるふたりの間には気まずい空気が流れていた。

　なにせ先程まで愛していると言い合い、時々泣きながら繋がっていたのだ。

　いつもの空気に戻ってしまえば恥ずかしさがこみ上げてくる。いつもよりも赤い顔と目でふたりは正面を向いたまま黙っていた。

　隣に座っていても距離がある。いつもよりもほんの少しだけ、手のひら一つ分ほどの距離だけ遠い。昨日密着したことが物理的な距離をとらせた。

　終わったあとの後片付けのとき、ふたりは一言も話さないまま風呂場へ行き、体をきれいにし、汚れてしまったシーツをアレクは弁償した。

　クロエは尻の下にクッションを二枚敷いている。一枚はアレクが使っていたものだ。

　破瓜の直後ということもあって痛みがあったのだ。馬車の振動は腰に響いた。

　気まずい沈黙をクロエは引き裂いていく。黙ったままというのは辛いものがあったのである。

「──すごかったですね」

「ん……ごめん」

「なぜ謝るのです？」

「初めてなのにあんなに何回もしちゃったからな……」

　一〇を超える回数射精したのはアレクにとって初めての経験だった。

　何度しても硬く膨らんだままで、さらに精神的にも興奮しっぱなしだったのだ。

　どうしてもアレクはクロエを自分のものにしたいと思った。

　方法は体が知っている。アレクができる最大のマーキングだ。

　結局初めての性交は一晩中続いた。アレクの知る様々な体位でクロエの奥にねっとりとした濃い精液を注ぎ込んだ。膣内から溢れてこぼれ落ちれば、また新しいものを子宮めがけて放ち続けたのだ。

　アレクには本当はもっとしたい気持ちがあったが、朝になってしまったため終了した。

　──絶対に成功させる。思いついた策を成功させればすべてが手に入る。

　アレクにとって、本気で欲しいと思ったものはクロエだけ。

　欲しい欲しくないとは別にして、なんでも与えられてきた彼が初めて自らの手で勝ち取りたいと思ったトロフィー。

　何を犠牲にしても惜しくはなかった。

「まぁ正直ちょっと痛かったですね。今もまだヒリヒリしています。──でも、幸せでしたよ。ずっと言いたかったことも言えましたし」

「今日だけって言ってたけど、そうはさせない。これからだって何回もするぞ？　クロエを正妻にするんだから」

「そ、そんなことを真面目な顔で言われても。──何か策があるのですか？」

「ああ。貴族だからこそ使える手だ。──ちょっと怖いけどな。その時は一緒にいてくれると助かる」

「な、何をする気なのです……？」

「秘密」

　正体のはっきりとした恐怖がある。クロエに言うと止められる気がしていたので言わない。

　それくらい無謀な挑戦なのだ。はっきり言って勝算は薄い。

　男の貴族だったならば気づいただろう。わからなかったのは、クロエが女だから。縁遠い場所にいたからだ。

「ギリギリになったら教えるよ」

「危険なことですか？　──でしたらあまりして欲しくないです」

「そう言うと思った。大丈夫だよ、多分。うまくやれば死なないとは思う」

「し、死ぬようなことなのですか……!?」

「それくらいのリスク当然だ。欲しいものがあれば代価を払わないといけないんだよ。命くらいかけてやる」

　アレクは頑固な質だ。

　小さな頃からどういうものであれ決めたことはやり遂げようとしてしまう。

　クロエはアレクがなにか危険なことをしようとしていることは理解した。

　止めるべきだと思った。使用人として、──恋人として。

　でもクロエは止める気はしなかった。

　アレクがしようとしていることはわからない。だが自分との関係を命をかけて成就させようとしてくれていることはわかっていた。

　──ああ、やっぱり。

　同じ環境で生まれ育ったからだけじゃない。私の男を見る目は間違いじゃなかった。

　昨日と同じ風、同じ匂い。なのにクロエの心は弾んでしまう。クロエの口元は自分でもわからないうちに緩んでしまっていた。

　クロエのために努力してくれる。ひとりの少女としては素直に嬉しい状況だ。

「期待して待ってます」

「期待しないで、じゃないんだな？」

「ええ。期待してます。信じていますから」

「なんか嬉しいな。ギリアムのアレックスじゃなく、アレクを信じてくれるのはクロエだけだ」

「なんやかんや言っても、私はアレクが好きですよ？　昨日──というよりさっきまででしたけど、より強く思いました。──妊娠もしてしまったかもしれません。不思議とそんな気がするのです」

「子供の名前どうする？」

「──気が早すぎですよ？　気のせいの方が可能性は高いのですから」

　避妊の魔法。アレクもクロエも使える。しかし、使う気はなかった。

　アレクはもとより、クロエもだ。自分たちの関係が成就しなかろうと産むつもりだった。

「そういうのってわかるものなのか？」

「なんとなく、ですけど。全然確実ではありませんよ。浮ついているような気持ちがあるので、そのせいかもしれません。──産んでいいのですか？」

「いいに決まってるだろ。後継だぞ？　──本人が望むなら継がなくてもいいけどな」

「そうですね……」

　アレクならそう言うとクロエは思った。もし子供ができていれば産む。絶対に、何があろうと。

　だがその子供には自分たちのようにはなって欲しくない。

　自由に生きて欲しいのだ。重い鎖がまとわりつく人生を送って欲しくない。

　クロエは馬車に揺られながらじんわりと治癒の魔法をかけていた。

　本気で治癒をすると膜まで再生してしまうので慎重に行う。

　膣内の痛みを何とかしたかった。ヒリヒリと切り傷のように痛むのだ。何をしていても忘れられない痛み。

　だが自分で言ったとおり幸せなものではあった。この痛みこそ夢でなかった証拠なのだ。

「痛いのか……？」

「わかりやすく言うなら、体の中を切りつけられたような感覚ですね。ズキズキ、じんじんとひりついた痛みが残っています」

「ごめん。乱暴にしてしまった……余裕がなかったんだ」

「いいえ。初めてにしてはむしろ紳士的だったのではないでしょうか。意外と安心感はありましたよ？」

「だったらいいけど……思ってたよりずっと気持ちよくてな……」

「とても気持ちよさそうな顔でしたね。あんな顔初めて見ました。私に必死にしがみついてぷるぷるって震えていて。──なんだか可愛らしかったですよ？」

「クロエのほうこそ可愛い顔してた」

「そ、そうでしょうか……それなりに苦悶の表情だったと思うのですけど？」

「好きな女ならどんな顔してても可愛く見えるもんなんだよ」

　これまでの人生で言ったことのない言葉が次から次にアレクの口からこぼれる。

　アレクが思っていたよりもあっさりと言葉は出てきた。

　──ずっと言いたかったからか。

　クロエと同じようにアレクにもこらえてきたものはある。言えなかったのは、自分に力がないことをよく知っていたから。勇気もなかった。馬鹿げているほどに強大な自分の生まれに逆らえる気がしなかった。

　決意した今は違う。気持ちを隠す必要はなくなった。口にすればするほど決意は強まる。心の炎は、より強くなっていく。

　アレクの心と体は少しずつ変化しつつあった。本人はまだ気づいていない。

　クロエは真顔を少し崩して照れたような顔をしていた。普段のようなフリではなく、本心から滲む表情だ。

　──顔が熱い。心地いいくらいの温度の風のはずなのに。

「アレクもかっこよかった……」

「照れるな……」

　隣同士で座る体を密着するように寄せて、アレクの肩にクロエはこてん、と頭を乗せる。

　敬語を使う気がしなかった。敬っていないということではなく、関係性が少し変わったから。本当の自分を知って欲しくなったから。

　問題は何も解決していない。

　それでももう少し素直になろうかな、とクロエは思う。

　今まで言えなかったことも言ってみよう、と。

「今日の宿はどうします？」

「そうだなぁ……一応夜にはイースレイまで行けるんだけど、この状態で戦いってのもな」

　ふたりの体はボロボロだった。

　体には疲労が残り、寝不足でもある。

　傷は魔法で癒せても疲れは完全には癒せない。

「魔法というのは精神力が重要ですからね。疲弊した状態ではいくらアレク様でも危険極まりないです。それに関してはメイドとして、護衛として止めさせてもらいますよ」

「様はやめてって、様は。でもイースレイまでの道にはもう宿場街はないんだよな、確か」

「今のはメイドとしての言葉ですので、様付けは必須です。一応雇い主ですから」

「父上に雇われてるんじゃなかったのか？　俺は雇い主じゃないって言ってたろ？」

「それと同時にこうも言ったでしょう？　──そんな自分の女みたいに言われても……って。──私はアレクの女ですから」

「俺の女か……なんかむらむらするな」

「だ、男性というのはそんなに回復が早いものなのですか？　私たちさっきまでしていたのに」

　クロエが視線を落としてみると、アレクのチ〇ポが大きく膨らんでズボンを突き上げていた。

　自分の女という響きにアレクは興奮してしまっていたのだ。

　なにより、さきほどは消化不良な感があった。

　初めての性交は最高だった。惚れた女の膣内で射精するのは何にも代えられない快感だったのだ。昨夜感じた脳を焼き焦がす刺激を思い出すだけで、射精してしまいそうになるほどに。

「いつもはそうでもないんだけどな。──クロエともっとしたいんだ」

「流石に外では……私も一応貴族の子女ですので」

「別にいいよ。ほっとけばおさまるから」

　我慢できる勃起だ。

　アレクは身体的にはむらついていても、馬の運転のせいもあって精神的には静かな落ち着きがあった。

　一方、クロエは内心不安を覚えていた。

　アレクが想像以上の精力だったからだ。

　普通の男は一度か二度の射精で満足してくれるもの。性教育ではそうなっていた。

　個人差があることは知っている。特にギリアムの血筋、というより拝命三大貴族を始めとした貴族は性欲が強いと聞いていた。子孫繁栄に努めてきたからだ。そういう人間の血だけが残ってしまっているのである。

　果たしてクロエの体はアレクの求めに応えられるのだろうか。

　──あんなに太くて大きなものを……。

　出し入れされる感触や、子宮を犯すような熱い射精の勢いをクロエは思い出す。

「んっ」

　思い浮かべてしまうと、下腹部にきゅんとしたものが生じ、自然と声が出るのを片手で塞ぐ。

　子宮や膣が縮んだような感覚だった。これまでは感じたことのない不思議な感覚。だが、クロエには覚えがあった。昨夜アレクがクロエの中で射精しているときに何度か感じたものだった。

　直後、どろっとしたものを膣口に感じ、ゆっくりと大陰唇周りに水気を覚える。

　ねっとりとした温かな液体の感触。

　──アレクの精液だ。

　自分の愛液や尿ではないということはクロエはすぐにわかった。もっともっと奥から流れ出てきていたからだ。

　下着が汚れていく感覚が気持ち悪く、恥ずかしい。

　クロエは自分の体が思っていたよりもメスなのだと自覚させられてしまった。

　アレクの雄々しいチ〇ポを想像して、新しい子種を欲しがってしまっている。だから古いものを追い出そうとしてしまっているのだ。

　考えてみれば、エヴァーグリーンもギリアムの分家。貴族。

──私も性欲が強い？

　思いたくはない。思いたくはないが、その節は十分にある。

　クロエは毎日毎晩自慰で悶えていたのだから。

「どうした？　やっぱり痛いか？」

「い、いえ……」

　さっきまでしていたのに、もう欲しくなってしまったなど言えるわけがない。ましてや痛がっていたのに。

　さらに垂れた精液とは別に恥ずかしい液体も流れ始めていた。

　治癒が効いているのかはわからないが、クロエの痛みもなくなってしまっている。

　クロエは実のところ、セックスの後半は少しだけ感じてしまっていた。

　痛みが薄れ、そこに割り込んでくるようにほのかな気持ちよさがやってきていたのである。

　絶頂に至るほどではないが、気持ちいいという感覚は確かにあったのだ。

　それでも体の慣れはなく、どちらかと精神的な快感、幸福感が強かった。

　痛みが消えてしまったら。

　気持ちいいだけになってしまったら。

　その時に自分はどうなってしまうのだろうかとクロエは思った。

　今はイースレイに到着する前、今晩どこで眠るかを話さなければならない。

　冷静なクロエはそう考えている。そう言わなければならない。

　だがしかし、口から出た言葉は全く別なものだった。

「アレク、その、──口淫などしましょうか？　すっきりしたほうがいいですよね……？」

　隣で手綱を握ったまま驚くアレクに対し、クロエは頬を真っ赤に染めて、左右で色の違う両目を細めながら、潤んだピンク色の唇を半開きにして見つめる。

　──発情しきったメスの顔。

　下着を精液とは違う液体でどっぷり汚しながら、クロエは手綱を握るアレクの手を握った。







第一二話　初めてのご奉仕




「こ、こ、口淫って……」

「やり方は知っています。い、一応、練習もしています……」

　性的な技術に関して、屋敷のメイドは全員勉強済みだ。

　模型を使用しての練習ではあるが、最低限はできるはずだとクロエは思っていた。

　貴族の子女として未来の主人を飽きさせるわけにはいかない。

　性に関する技術というものは重要なものだった。貴族にとって女とは子供を産むための存在なのだ。極論、男を喜ばせられない女は必要ないとすら言える。

「い、いいのか？」

　ためらう様子は見せるもアレクの体は期待してしまっていた。

　限界まで勃起してしまっているし、先端からはぬるついた我慢汁が流れているのが見なくても感覚だけでわかる。

　クロエの口。

　唇はピンク色をしていて普段はそれほど気にはならないもの。

　性的なプレイはたくさん知っているが、アレクはまさか自分がしてもらうなんて思っても見なかった。

　アレクのほうを向くクロエの顔がいやらしく見える。

　プルンとした唇がチ〇ポに吸い付いているのを想像するとむらむらしてくる。

「少しだけ興味があります……昨晩は私の方からは触っていませんし……」

「してくれるのは嬉しいけど無理しなくても……収まると思うし」

　ウソだった。

　精神的にもむらむらしてしまっている。本当なら今すぐ押し倒したいほどに。

「アレクはそのまま運転を続けていてください。──誠心誠意頑張ります」

「え、ここで!?　運転したまま？」

「はい。目的地に向かうのと、性欲の解消のどちらもできるでしょう？」

　──そんな合理性いるか!?

　そう思うも、アレクはクロエが面倒くさがりがゆえに合理的な性格なのだと知っている。

「ほ、本気か？」

「ええ。直線の道ですので事故も起きないでしょうから。は、恥ずかしいですが、私のほうがしてみたいのです」

「ちょっと恥ずかしい……こんな外で」

「何を女のようなことを言っているのですか。その外でそんなに膨らませているくせに」

「そ、それはだな……」

　──クロエが積極的だ……。

　いったいなぜ。──嬉しいけど。

「ズボン下ろしますよ？」

「う、うん……」

　アレクは腰を浮かせて、クロエが剥ぎ取るのを黙って見守る。

　薄暗かった昨日と違って、今日は日光に照らされてしまっていた。

　びきびきと硬くなっているチ〇ポを見られるのが恥ずかしいとアレクは思う。期待から汁を流し、血管を浮かび上がらせている。

　──直接近距離で見られたのは初めてだ。緊張する！

「明るいところで見ると大きい……びくびくしています。こ、こんなのが私の中にっ」

　雄々しい突起。

　昨日の夜にクロエが感じたような恐怖はない。それどころか、股間が疼いてしまっているのがわかる。

　ずっと欲しかったからだろうか？

　なんでなのかはわからない。グロテスクにすら思える造形なはずなのにクロエの目にはとても性的に見えた。

「熱い……体温より温度が高い気がします」

「ん……」

　クロエは手袋を外して手で握って、知らない生き物に触れる時のようなおぼつかない手つきでさするようにしてみる。

　クロエの小さな手では握りきれない太さだった。

　人体とは思えないほど熱く硬いもので、自分の体の中に入っていたとはクロエはとても思えなかった。

　訓練用の木製模型など比較にもならないものだった。

　──アレクはオスとして優秀なのだ。

　クロエはそう理解した。

　見ていると不思議な気分になっていく。自慰の時はいつもこうなるのだ。

　自分の中のメスを引きずり出されていく奇妙な感覚。自意識が本能に侵食される。

　──言えるはずがない。性交を思い出して、性器を見ただけで発情してしまったなど言えるはずがない。

「自分でするのと全然違う……手、冷たくてさらさらしてる」

「気持ちいいですか？」

「うん……上下にこする感じでしてくれるか？」

「こ、こうですか……？」

　色々勉強しているのに、緊張して全くできそうにない。

　実地経験のない知識の脆さについてクロエは後悔していた。

　──どうせなら、昔から性処理くらいしてあげれば良かった。

　本番で手こずるくらいなら、そちらのほうが幾分もマシだっただろうとクロエは思った。

　下手すぎて嫌われたりしないだろうか。

　自分より上手な──カサンドラメイド長やイザベラさんのような──女のところに行ってしまわないだろうかと不安になる。そうなったとしても、アレクからすると厳密には浮気ですらないのだ。

　──嫌だ。

　クロエは心配していたが、当のアレクはそれどころではなかった。

　刺激自体は少ない。だが普段強気で精神的には隙のないクロエがうやうやしい態度でアレクのチ〇ポを握っているという状況だけで射精しそうなほど興奮していた。

　絶対クロエはこんなことしてくれないとアレクは思っていた。プライドは高そうだし、キャラじゃない。

　踏みつけられるほうがよっぽど自然だ。

　漂ってくる色気にも滾るものがあった。いつもアレクが感じている甘い香りが妙に鼻を突くのだ。

　外の開放感のようなものもあった。雄大な景色を眼前におさめながらアレクは下半身の快楽に集中する。

　たどたどしい動きが可愛い。慣れていないのは知っている。アレクが初めてなのだろうから。そんなクロエが頑張ってくれている。

　──た、たまらん……！

　アレクは爆発しそうなほどの感情を抱えた。

「ク、クロエ、そろそろ口でしてくれないか？　楽しみすぎて我慢できなくなってきた」

「はい……誠に僭越ですが……い、頂きます」

　腰に顔を寄せたクロエは髪を指で後ろに流しながら、ぷるぷると舌を震わせて、亀頭の先端を恐る恐る舐めた。

「うっ」

　ざらついた舌がぞりぞりと亀頭を削る感覚にアレクは声を出してしまった。

　反応を見て自信がついたクロエはその要領で舌を動かす。

　れろれろと亀頭全体を舐め回し、ひっかかるカリ首をラインにそってなぞっていく。

「ク、クロエが、あのクロエがこんなことしてくれるなんて……！」

　アレクは歓喜していた。

　クロエという人物は傍若無人であり、主人を主人と思っていないような印象だった。

　いつもクールで感情の抑揚も少ない。一見するならこのようなことを絶対にしないだろう人物だ。

「ふ、普通するものなのでしょう？」

「い、いやクロエは絶対しないと思ってた……」

「？　なぜです？」

「だってクール系だし……」

「関係あるのでしょうか？」

「イ、イメージだよ」

　腑に落ちないものの、クロエは続けてみる。

　アレクにどんなふうに見られていたのだ。

　す、好きな人相手ならなんでもしてあげたいと思うものではないのだろうか？

　少なくとも私はそうだとクロエは思う。なんだってしてあげたい。

　たしか練習ではこんな感じだった、と考えながら舌を動かす。

　アレクの足は小刻みに震えているし、漏れる息も気持ちよさそうなものだ。間違ってはいないらしい。

「んっ、どうです？」

「気持ちいい、なんかちょっとだけ罪悪感もあるけど！」

「罪悪感？　なぜです？」

「だって汚いだろ？」

「いいえ。それは全然思いませんよ。さっき洗浄していたのも知っていますし、それに、ア、アレクのだから……」

「い、今の顔だめだ！　出そうになった！」

　羞恥を浮かべた顔で自分へのあからさまな好意を表現され、アレクの心臓が高鳴って同時に射精しそうになった。

　まだ早い。まだ舐められただけ。本番はこれからなのだ。

　それなのに？　咥えられたらどうなるんだ。

　答えは直ぐにわかってしまった。

「我慢の必要はありませんよ。出したくなったらいつでも。──しっかり受け止めますから」

「口の中に出ちゃうんだぞ？」

「ええ。構いませんよ？」

「一応出るとき言うから、む、無理しなくていいからな？」

「お気になさらず、好きなように気持ちよくなって頂いていいのですよ」

「そうは言っても……」

「──もう。いいのです！　貴方の妻なのですから！」

「うあっ」

　突然にアレクの亀頭がぱくりと咥えられ、生暖かい温度に包まれる。

　アレクの足と腰に手を回し、押さえつけるようにしながらクロエは頭だけを少し上下させていた。




　ちゅぷ、ちゃぷ、ちゅるる。




　口の中の圧迫感で、おえっ、とえずきそうになったがクロエは我慢する。目には少しだけ涙が浮かんでいた。

　──思っていたより苦しい……。練習の時は平気だったのに。サイズが違いすぎる。それにびくびく動く！

　あの練習って意味がないのでは？　大きさも温度も動きも、何もかもが違いすぎる！

　でもアレクはとても気持ちよさそうな声を出してくれている。それなら頑張ってみようとクロエは思えた。

　一方、アレクは悶絶していた。

　咥えられているところは頭で隠れてしまっていてよく見えない。しかし、感触でされていることはわかる。

　柔らかな唇がずりずりと竿を上下し、舌が這い回る。

　生暖かい鼻息がチ〇ポに沿って流れていくのすらひんやりして気持ちいい。

　──く、口の中ってこんなに気持ちいいんだ……。

　つるつるで、ごりごりしていて、温かい。舌のザラザラ感が刺激的すぎる。膣内ほどの熱さではないが、チ〇ポだけぬるい風呂に入っているように思う温度と、膣内とは違う、舌の一点だけが動いているタイプの違う刺激。

　唇と舌の動きがあるたびにアレクの射精欲がこみ上げてきてしまう。

　──こんな状態で運転って、無理だろ!?

　だが前を走る馬は後ろで起きていることなど気づいておらず、平然と走行していた。




　ちゃぷっ、ちゅるるっ、じゅるっ、じゅるるっ。




「はっ、あっ、や、やばいっ、で、出る……」

「ふぁい……」




　びゅっ、びゅるるる！
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　声の振動がきっかけになり、先端から勢いよく精液が飛び出してしまう。

　口の中はまずい！　思ったこととは真逆に、アレクは片手でクロエの頭を押さえつけてしまった。もう片方の手は必死で手綱を握り締める。

　びゅるびゅるびゅるっと遠慮なく射精は続く。

　アレクの意思とは無関係に、気持ちよければ大量に出てしまうのが精液というもの。チ〇ポはクロエの口の中を膣内だと勘違いしてしまっていた。

　精神的な高揚も強い。

　クロエは口の中に急激に流し込まれる熱湯のような温度に驚愕し、逃げようとした。

　しかしアレクがそれを許さない。頭を押さえつけられ、喉の奥、咽頭に精液をぶつけられ続ける。泣きそうなほど苦しかった。かろうじて耐えられたのは、アレクが至福の声をあげていたからだ。

　長らく続いた射精が終わったあと、じゅるると音を立て、精液をこぼさないようクロエは口を離し、頬を真ん丸くしてアレクのほうを泣きそうな顔で見た。

　口の中がアレクの精液でいっぱいだ。これ以上は入らないほどみっちり入っていた。

　口の端からこぼれた白濁は指でこそぎとり、再び口に戻す。

　クロエの口の中は精液でいっぱいだ。

　男は喜ぶので飲んだほうがいいと聞いてはいる。だがクロエは勇気が出なかった。

　ぷりぷりした固体に近い大量の液体。舌触りがひどく不快なジュレだとクロエは思った。

　食べ物や飲み物だとすれば二度と口にはしたくない。決して美味しくはない味だ。

　──これがアレクの味。

　奇妙な気分だった。飲みたくないはずなのに、飲んでみたい気になる。

「だひしゅぎれしゅ……」

　首を上げて、口を開いて見せつける。

　アレクの目に入ったのはとてつもなく淫靡な光景だった。

　クロエの口の中にどっぷり浮かぶ自分の精液。一人でするときより明らかに多い。クロエの唾液と混じって体積が増えてしまっているのか、単純に量が多いのか。──いや、量が多いのだ。今の自分の興奮と余韻を踏まえれば、考える必要もないほど明白だった。

　顔を赤くし、頬を真ん丸くして半泣きでこちらを見るクロエの顔は驚異的なほど性的に見える。

「ちょっと待って、何か出すもの用意する！」

　アレクが後ろの荷台からタオルを取り出そうと手を伸ばすと、クロエは肩を掴んで首を左右に振って止める。

　なぜ、と思っていると、クロエはごくん、と大きな音を立て、飲み込みにくそうに、それでいて勢いよく、一気に飲み干した。

「ん、んんんっ！　──の、飲みましたっ……」

　再度大きく開いたクロエの口の中には精液の痕跡がない。見えたのは真っ赤な口の構造と白い歯、ピンク色の舌だけ。

「想像以上に飲みにくいです……まだ喉に引っかかっているような……けほっ」

「飲んだ、のか？」

「飲みました。ええ、飲みましたよ。かなりえぐみのある味でした。極力口にしたくない味です。こ、これからも飲んで差し上げますけどっ」

　クロエは喉から胃にかけてをさすってみた。

　どろっとしたものが引っかかっているように思えたからだ。

　悪態をついてみたものの、意外にも悪い気分ではなかった。アレクの味を知っているのは自分だけ。クロエには優越感に近い感情と、愛情があった。

　体は芯から熱く、飲み慣れてしまえば発情のきっかけになりそうだとすら思う。

　嫌なのに、嫌じゃない。アレクへの自分の思いが本物だと思い知らされる。

「飲んでも大丈夫なものなんだろうか……？」

「大丈夫ですよ。口に出して頂いたときは飲むこと。──メイド流性技の一つですから。興奮します？」

「実はしてる。まさかクロエに飲まれる日が来るなんて思ってなかったし。メイド流性技？　よくわかんないけど、合ってると思う。──今すぐ押し倒したいよ」

「そ、それはだめです。ここではちょっと……」

「ここじゃなかったらいいの？」

「ち、ちが、くはないですけど……」

「今日もしていい？　俺もっとクロエとしたいよ。もっともっと、ずっとしてたい」

「そ、そんなにですか？」

「そんなに。──次はクロエも気持ちよくなれるように頑張るから」

「しょ、正直に言います。昨日の最後のほうは少しだけ、少しだけですよ!?　き、気持ちよかったですよ……」

　クロエは視線をアレクから離し、ごにょごにょとはぐらかすような言い方をした。

　──言ってしまった、言ってしまった！

　穴があったら入りたいとはまさにこのこと。

　なんでこんなに素直に言ってしまうのだ。いつものように茶化すことができない、できる気がしないとクロエは思った。

　──さっき飲んだ精液のせい？　媚薬か何か？

　動揺しているクロエをよそに、アレクはニンマリとした顔でクロエを見た。

　尊大な態度でいることが多いメイドが、体を小さくして恥ずかしい事を恥ずかしそうな顔で言ったのだ。

「今日さ、疲れきって眠くなるまでしない？」

「そ、それはだめですよ。明日は魔族と戦うのですから」

「間違って死んだとき、クロエと思う存分できてなかったら死にきれないよ」

「う……私もせめて子供は欲しいですけど……」

「だろう？　俺だってクロエに産んで欲しいからな」

「でも夜はしっかり眠ってくださいね？　いくら低級相手でも万が一がありますから」

「そうする。──それで、いい？」

「あ、貴方の妻だと言ったでしょう……」

　顔を真っ赤にして反らすクロエの返答を聞いたアレクはニヤリと笑う。

　やった、と言いながら、アレクは下半身をむき出しにしたまま馬にムチを入れた。







第一三話　体がおかしくなってきている気がするのですが……




「下着を替えるのでアレク様は荷台の方は見ないでくださいね」

「下着？　なんで？　──まさかクロエ」

「ち、違います！　アレク様に出されたのが垂れてきてしまったのですよっ！」

「そ、そうなのか……」

　期待していたのはクロエの発情。一蹴されてしまった。

　いつもどおりの反応にある意味安心感がある。

「全く……これだから童貞は。女がそんな簡単に発情すると思っているのですか？」

「もう童貞じゃないぞ？　──それはクロエが一番よくわかってるだろ？」

「そうでした……もう童貞いじりはできないと思うと、少しだけ寂しいですね」

「俺は嬉しいけどね。前は童貞って言われるたびに押し倒してやろうと思ってたよ。いま卒業してやるって」

「──今も以前と何もお変わりないようですが」

　バレないように後ろを向くと、スカートの中に手を入れているクロエがいた。

　目が合うと冷たい顔をされる。

「な、何を見ているのです」

「見たい」

「見たいって……変態ですか」

「昨日は明るいところでは見てないからさ。すごい綺麗だったから」

「流石に明るいところでは……恥ずかしいです」

「俺の恥ずかしいのも見たろ？　俺だって見たいよ」

　これは断ってもいいのでは？

　妻だってそこまでは見せないだろう。──見せないよね？　クロエは考える。

　だがアレクの顔は興味津々といった様子。

　経験則でクロエはわかっている。こうなるとアレクはしつこいのだ。

「わ、笑わないでくださいよ？」

「笑いはしないだろ。ニヤけるけど」

「はぁ……変態」

　爛々と目を輝かせるアレクを見ているクロエが浮かべた言葉は変態。

　一体どうしてこのような変態になってしまったのか。

　反対にアレクは浮かれていた。好いていた相手に受け入れてもらえたことがなにより嬉しい。

　ひとりではないのだとようやく思えたのだ。

「変態!?」

「変態ですよ。着替えを見たいだなんて」

「いや、そんなことはないはず。男は女の着替えを見たいはずだ！」

「む、ムキにならなくても……」

　スカートの中に手を突っ込んだまま、クロエは揺れる馬車の荷台で立ちすくむ。

　見なくてもわかる。クロエの股間はみっともない液体でぐしゃぐしゃだ。

　もうアレクの精液の残滓だけではない。自分から分泌したものが大半を占めている。下着のクロッチ部分がねとねとした液体で重く感じられていた。

　──見せたら本当に押し倒されてしまうのでは？

　しかも、クロエは拒めない可能性が高い。本当はそうして欲しい気持ちがあるからだ。

　しかし、そうなると目的地への到着が遅れてしまう。

　止めなくてはいけないとクロエは思う。──でも、拒めるだろうか。

「やっぱりやめませんか？　綺麗なものでもありませんし……」

「綺麗だった。クロエの体は全部綺麗だ」

「う、──もう！　約束してくださいね!?　ここではしません！　見終わったらちゃんとイースレイに向かうこと！」

「そう言われると自信なくなってきた……」

「どれだけ性獣なのですか……さっき出したばかりでしょう？」

「全然足りないよ。ほら、まだガチガチだ」

「み、見せないでください！　というか、早くズボンを穿いてください！」

「クロエが脱がしたんじゃないか……」

「そ、それはそうですけど」

　チラリと見えたアレクのチ〇ポは大きく膨らんだまま天を貫いていた。射精したことなど忘れてしまっているようだった。

　──こっちも我慢しているというのに……。

　クロエの気持ちを知ってか知らずか、アレクは見せつけてしまった。

　見るとクロエの気持ちが揺らぐ。

　周囲は平原。周りに人影はない。イースレイまでの間にもう街はない。馬宿が何箇所かあるだけだ。

　つまり今ここで、馬車の荷台の中ならば誰にも見つからずに行為に及ぶことは可能。

　揺らぐ、揺らぐ、揺らぐ。

　──抱いて欲しい。

　衝動が堰を切ったように溢れてしまう。

　──でも、だめだ。

「い、一度だけですからね。これからは着替えなど見せませんよ」

「え？　なんで？」

「なんでって……当たり前でしょう？　奥様だって旦那様にそのような姿を見せてはおりませんよ？」

「そうなのか……うちだけとかではなく？　普通結婚したら隠さないものかと」

「隠します！　そういうときは別ですが、そうでないのなら見せるわけがないでしょう。メリハリが大事なのです、メリハリが」

「そうなのか……」

　考えてみれば、アレクにしても同じような気持ちなのだ。

　ずっと我慢してきたものがあるのは同じ。

　──はぁ……。仕方ない。

「は、発情しているわけではありませんからね？　ただの生理現象ですからね？　──か、勘違いしないように……」

　さんざん予防線を張ったあと、クロエはスカートをまくり上げ、唇でくわえて、見せるようにパンツをゆっくり下ろしていく。

　アレクの目に入ったのは、ガーターベルトと白いガーターストッキング。そして真っ白なパンツだ。

　ふとももは鼠径部できゅっとしまっていて、ふっくらした肉感がより強調されていた。太ももと股間の作る隙間の三角形が悩ましい。

　細く、それでいて女性的な腰つきをしていた。アレクが夜中に掴んでいた場所を明るいところでは初めて見る。

　すべてが純白だった。──一箇所を除いて。

　ずりずりと下ろされていくパンツは明らかに湿っていて、割れ目が張り付いてクッキリ見える。そこの色が変わって黒っぽく見えるのだ。

　大陰唇を覆っているであろう場所はぷっくり膨らんでいて、充血しているのかうっすらピンク色にも見える。

「濡れてる……」

　下着を貫通して、横から流れるように愛液が太ももをテカらせていた。

　指摘されたクロエは桜色の頬をますます赤くする。

　求めに応じての発情ならまだしも、一人で勝手にというのは恥ずかしすぎた。

　──恥ずかしいところをこんな明るいところでまじまじと見られてしまっている……。

「ち、違います！」

「でも透明だし……俺のじゃないよな？」

「──はい」

「急に素直……もしかして、俺の舐めたせい？」

「し、仕方ないじゃないですか！　私にも性欲はあるのですっ！　──ま、ましてアレク相手なら！」

「い、今すぐ、は、孕ませたい……」

「だめだと言ったでしょう！　とりあえずイースレイのそばまでは、夜まではだめです！」

　クロエが声を発したので、唇で咥えていたスカートは再び落ちていった。

　見えなくなったことがアレクは残念極まりなかった。

　アレクのチ〇ポはかつてないほどびくんびくんと脈動していた。風で擦れるだけで射精しそうに思う。

　あんな姿を見せられて興奮しないはずがない。

　アレクに発情してくれている。男として最高な気分だった。

「夜が楽しみだ……」

「そんなにですか」

「そんなにです。人生で一番幸せな時だからな」

「──悪い気はしないですけど」

　言いながらクロエがパンツを脱いでみると、ねとっとした感覚があった。

　──糸引いてる。

　アレクが前を向いている今がチャンスだ。クロエは急いで脱ぐことにする。

　──直接は見られなくてよかった……。いくらなんでもはしたなすぎる。全身が熱く発情しきってしまっていた。

　──もしかして私は羞恥に興奮するタイプなのか？　そ、そんなはずは……。

　脱いだパンツはずっしり重く、羞恥極まりないものと化していた。心なしかいやらしい匂いもしている。

　びしょ濡れになった股間をスカートの中でタオルを使い拭い、荷物の中から取り出した新しい下着に取り替える。

　古いものは洗濯ものの袋の奥底にしまいこんだ。

「早くズボンを穿いてください！」

「──もう一回出したいんだ」

「だめですっ！　元の木もく阿あ弥みでしょう！　そ、それに、夜もするのでしょう？　しっかり我慢して、──わ、私の中に濃いのを出してくださいよ。ちゃんと妊娠させるくらい濃いのをたくさん」

「うっ」

「きゃっ!?　な、なんで触ってないのに出るのですっ!?」

「わ、わからん、ううっ」

　クロエのおねだりにも似た言葉で、風に煽られて刺激されていたチ〇ポはたまらず精液を吹き出した。

　手も触れていないのにびゅっびゅと飛び出る精液はアレクの服とふとももを汚す。

　アレクに言われるまえにクロエがそれをしっかりと舐め取り、飲み込んだ。

　舐めているとアレクが気持ちよさそうな顔をするので続けると再び射精が始まる。それを何度か繰り返したあと、クロエはもう一度パンツを取り替えた。







第一四話　幸せ交尾　前編




「はぁっ、はぁっ、クロエ、クロエ」

「だ、だめですって、先に色々野営用の魔法を使わなくては……」

　遠くにイースレイが見えてきたあたりで、周囲は薄暗くなってきていた。

　馬車の荷台は、屋敷から持ってきた灯りの魔法を封じ込めた魔導石で照らされている。

　目的地が見えてきたこと。

　夜。

　ふたつの条件が揃ったと判断したアレクは早速荷台にクロエを押し倒す。両手を床に押さえつけ、体の距離を近づける。

　荷台には野営用の寝袋があらかじめクロエによって敷かれていた。

　性欲の限界だった。

　アレクの全身は焼けるように熱く、チ〇ポは硬く反り返っている。今にも射精しそうなほど興奮していた。

「いいよ、いい。早く、早くしたいんだ」

「だ、だめっ……」

　アレクに強引に組み敷かれ首筋に吸い付かれるとクロエから変な声が出始める。

　甲高く、か細い声だ。

　──ああ、求められている……。

　こんなに必死で自分を、自分だけを。これまで誰にも向けなかった衝動を自分だけに。

　理性でダメだとわかっていても、クロエはたまらなく嬉しい。

　愛する男が自分相手に獣になってくれている。

　アレクははぁはぁはぁはぁと荒い息遣いをしながら、慣れない手つきで強引に服を着たままのクロエの体をまさぐっていた。何処を触っても柔らかなクロエの感触に夢中だったのだ。

「だめっ、このままでは危険です……！」

　今日は馬車で一晩を明かす予定だった。

　周辺に街はないし、イースレイに入ればすぐ戦闘となってしまうかもしれないからだ。しかし今いる場所も魔族の危険がある。そのままではあまりに無防備だった。

　基本的に魔族はどこにでもいる。多くの魔族は動物に近いもので、生態も似通った部分が多い。餌がなくなれば人里にやってくるし、人も喰らう。動物との一番の違いは魔法を使うこと。だからこその魔族である。

　基本的には人間よりも身体能力に優れた動物が、魔法まで使う。

　熊のようなそのままでも強い動物が、魔法を使って身体能力を向上させ襲い掛かってくるのだ。魔法を使えない普通の人間では対処できる存在ではない。

　貴族という軍隊が街と街を繋ぎ、網のように監視と排除を続けているから人間は世界の大半を手中に収めることができているのだ。

　野営する際に使う魔法がいくつかあって、この日もそれらを駆使するはずだった。

　基本的には本能で動いている魔族らは、魔法を使ってある程度欺くことができるのだ。

　外遊のときも同じことをする。違いがあるとするなら、寝ずに警護する騎士たちがいることと馬車が寝台用のものであることだけ。外遊の時は家を一つ持ち運ぶような感覚が近い。

「〈範囲防壁〉、〈不可視化〉、〈範囲防音〉、〈認識阻害〉、〈侵入探知〉、こ、これくらいでいいか？」

「大丈夫です……よくそんな状態で複数をすぐに使えますね……て、天才ですか」

「ク、クロエとセックスできるんだ、余裕すぎる」

「え……もしかして今までの魔法修練は本気じゃなかったのですか？」

「本気だったよ。でもクロエのことを思ってるといつもより力が湧いてくるんだ」

　──嘘……！

　クロエは戦慄した。目の前で起きた不可解な事象が、冷静な自分を頭の奥から引っ張り出した。

　ギリアム現当主でさえ、これだけの数の魔法は一度に使えないはず。というより、誰にも。魔力消費が激しいからだ。しかも、〈認識阻害〉、〈範囲防壁〉、〈不可視化〉は難しい魔法。才能ある術者がひとつに集中してようやく発動できるものだった。それを同時に、大した時間もかけずに。

　クロエも内心性交が楽しみで一瞬気付かなかった。

　冷静に考えれば今のアレクはどう考えてもおかしい。歴史上稀な才能だと言われている弟、キースでさえ、同時に発動できるのはいいところ簡単なものを二つが限界だろう。

　アレクは貴族の、魔法使いの常識の外にいる。

　興奮しきったアレクは全く気づいている様子がない。自分が何をしたのか。自分がどういうレベルの存在なのか。

　今回の野営の魔法だって自分が半分負担するつもりだった。本来であれば疲労を考えてひとりひとつが基本なのだ。

　魔法を使って疲れているそぶりもない。服を着たままのクロエの体をまさぐって、体を擦り付けている。明らかに疲れとは無縁の状態だ。

　落ちこぼれどころか、途方もない魔力と才能がアレクに備わっているのだとクロエはこんなところで知ってしまった。

　──これがアレクの本当の力？　こんなに莫大なものに誰も気づいていなかったの？

　ギリアムの礎を築いた初代、ユリウス・ギリアムに匹敵するか、あるいは──それ以上の才能。

　さらに魔法は才能だけでなく精神力が関与する。心に何か強いものを持っている人間は強いのだ。魔法には科学のような理論体系ができておらず、個人個人の力の差が大きい。そして、デタラメだ。理屈や物理の外にある力、それが魔法なのだ。

　クロエへの愛情でアレクの遅咲き過ぎた才能は開花し始めていた。

　──そしてこんな、こんな途方もない力の源が私？

　意識すると、ぶしゅっ、と愛液が吹き出てきたのがわかる。アレクのクロエへの想いは思っていたよりもずっとずっと強いのだと一方的に知ってしまった。体がその想いに応えてしまう。

　──この人と添い遂げたい。

　こんなに自分を愛してくれる人がほかにいるだろうか。思ってくれる人が居るだろうかとクロエは思う。

　──いるわけがない。

「アレクっ、アレクっ！　だいすきっ、好きっ！」

　クロエの方から上に乗るアレクの顔を掴んでキスをする。舌をねじ込んで、全てを味わうように獣じみた動きで貪った。

　──もうダメだった。

　抱いて欲しくてたまらない。昼間我慢したせいもあって、クロエの体がアレクを欲しがっている。

　クロエだけの、クロエだけを愛してくれる素晴らしい男。

　おま〇こが疼いて疼いて仕方ない。アレクのチ〇ポで気持ちよくして欲しい。

　クロエは確信していた。

　──今日の自分は絶頂する。

　膣内の痛みはない。まさぐられているだけでイキそうになるくらい体が敏感になっている。

　クロエもどうしようもなく貴族だった。生殖に強い血が自分にも流れているのだと理解した。

　空白を埋めて欲しい。アレクのための、アレクを受け入れるための場所を埋めて欲しいとクロエは思った。

　まさかクロエの方から来るとは思っていなかったアレクは、キスの驚きと喜びで射精した。

　ズボンに収まったままの状態だ。

　頭が真っ白で、喜びが頂点に達したと同時に暴発してしまったのである。

　オナニーの時も早漏気味ではあったが、クロエが関与するとより早漏要素は強まった。

　触らずとも射精してしまうのだ。

　クロエのほうも似たようなものだった。アレクが関与すると感情を、情動を抑えられない。

　アレクは射精の余韻を残したまま、クロエの背中に手を伸ばす。

　メイド服は上下一体のワンピース形式で、背中にファスナーがあるのだ。

　アレクは自分で脱がしてみたかったが、ファスナーが上手く下ろせない。

「ごめんっ」

　力任せに引きちぎるようにしてファスナーを開く。

　メイド服の予備をたくさん持ってきているのは知っているので、アレクは壊してしまおうと思った。

　ぶちぶちと音を立て、服がボロ切れに変わっていく。あっという間にひん剥きクロエを下着姿にした。

　脱がし方がわからない下着は上に引っ張り上げ、胸を露出させ乳首に吸い付く。

　紳士とは程遠い姿。獣といっても差し支えないものだった。

「ああっ、あっ」

　アレクが乳首に吸いつくとクロエは喘ぎをあげる。

　クロエは昨日よりも気持ちいいと感じる。感情が体の感度を大きく引き上げていたのだ。

　初夜はやはり恐怖心というか、痛みに対する恐れがあった。それが消え失せ、強張りが抜けてクロエは脱力している。

　もうなすがまま。アレクがしたいようにしてくれるのが嬉しく、気持ちいい。

　アレクがクロエの下半身に手を伸ばすと、パンツの中のおま〇こは昨日以上にびちゃびちゃに濡れていた。

　にゅるにゅるとしていて指にからみつく愛液の感触。お湯に触れているような熱。昨晩よりもずっと熱く感じた。

「んんっ、あっ！　アレクっ、アレクの赤ちゃん産みたいっ、産みたいっ！」

「絶対孕ませるっ！」

　ふたりの性器は準備など必要がない。

　ズボンを適当に脱ぎ捨て、クロエにチ〇ポを見せつける。射精直後でも硬直しきっていた。

　亀頭と竿はさっき暴発した精液にまみれ、猛烈なオスの臭いが馬車の荷台に充満する。

　アレクはクロエのパンツを強引に引きはがしたあと、クロエの足を開く。

　見えるのはぷっくりした割れ目。魔導石の灯りで昨晩よりも鮮明に見えた。

　白い肌とのコントラストが美しくすら思えるピンク色の大陰唇。中は赤くなったびらびらが存在する。

　下に見えるのは、とろとろと愛液を垂れ流す膣口。アレクが注ぎ込んだものなのか、クロエのものなのかわからない白い粘液も流れ出していた。

　アレクは精液まみれのチ〇ポをどろどろの膣口に押し当て、腰を前に進める。

　体も心も抑えが効かない。乱暴でみっともないとわかっているのに。こんなふうに強引にしてはいけないのに。

　相変わらず狭く、絡み付いてくる膣肉の包むような柔らかさにアレクは口を開き、息を大きく吐き出した。

「はぁっ……」




　びゅびゅびゅっ！




　情けなくも少し挿入しただけで射精してしまった。

　しかし射精しながらでも腰はゆっくり前に進む。びくんびくんと精液を撒き散らし滑りを良くして奥へ進む。

　敏感なチ〇ポは射精直後でも、こつんと奥に当たった感触でもう一度射精してしまう。

　あっという間、挿入しただけで二度も射精してしまった。

「あああっ、ああっ」

「アレクの精液っ、もっと……もっと欲しいっ」

「うんっ、うううっ、ううっ！」

「おっきいっ……んんっ、おっきいよっ。アレクっ、アレクっ！」

　クロエにぎゅうっと背中に巻き付くように抱きつかれ、肺の中の空気と精液の残りが一気に飛び出ていく。

　クロエに覆いかぶさったまま、アレクは痙攣するように射精を続けていた。

　──気持ちよすぎる、死ぬ……。

　死を連想するほどの快楽。脳みそがまるで機能していない。

　チ〇ポ以外体の機能全部が止まっている気がする。繁殖以外のことが考えられない。

　腰の動きが止まらない。相変わらず快感に勝てず、ヘコヘコした情けない動きしかできない。若干引け腰だった。

　カリに引っかかる膣内のびらびらが信じられないほど気持ちいいのだ。

　ぴったりと真空状態のように吸い付いて、ピストンしやすいようにチ〇ポを愛液がコーティングしている。

　細かなひだの表面はつぶつぶしていて、一枚一枚が隙間なくアレクのチ〇ポを擦りあげてくる。

　熱く、柔らかく、なのに硬くて弾力のある肉。チ〇ポを射精に導くための構造としか思えない。

　膣内射精は最高だった。これ以上気持ちいい射精は存在しないとアレクには断言できる。

　オナニーでの射精と違い虚無感は生じず、強い幸福感がアレクの全身を駆け巡る。

「クロエ、気持ちいい、気持ちいいっ！」

「あっ、ん……あっ、あっ、わ、私もっ、私もきもちぃですっ！　んん……！　アレクのが私の中を全部がりがりってっ！」

「はぁっ、はぁっ……う、また出るっ！」

「出してっ、あっ、ああ……出してっ！　私の中っ、アレクでいっぱいにしてっ……！」

「はうっ……」




　びゅくっ、びゅくびゅくっ！




「まだ出るっ、出るっ！」

「ああっ！　んああっ！　熱い、アレクのっ、アレクの精液熱いよっ！」

　アレクは必死で腰を振る。

　さっきまでのヘコヘコした情けない腰振りではなく、童貞を卒業したばかりだと一見するだけでわかる乱雑な腰振りだ。ぱんぱんと肉のぶつかり合う音を立ててその音に興奮し、より激しく動く。

　射精して、また射精して。一突きするごとに精液がクロエのおま〇こに吸い取られていく。

　甘える様に吸い付いてくる膣肉の感触に、アレクのチ〇ポは射精で応える。

　萎える気配は全くなかった。

　全身から汗が噴き出し、緩んだ口からはよだれも垂れてしまう。

「か、顔隠さないで……」

「あぅ、は、恥ず、恥ずかしいのですっ、んっ、私の顔っ、今、あっ、絶対へんだからっ！」

　両腕で顔を隠すクロエの手を引き剥がし、アレクは強引に顔を見た。

　アレクが見たことがないくらいにとろけきった顔のクロエは、目尻を赤くし、泣きそうにしていた。泣いているわけではないとわかるのは、口元が緩んでいることに気づいたからだ。

　クロエは膣奥でアレクの射精を感じていた。びゅーびゅーと打ち付けてくるマグマのように熱い精液の衝撃だ。

　子宮が喜んでいるのを感じる。本能的な悦びだ。

　勝手にきゅっきゅと膣内の締まりが強くなる。もはやクロエの意思ではどうもできなかった。

　アレクが最高のオスだとクロエは確信していた。クロエの中をかき回し、気持ちのいいところをすべてまとめて刺激してくる。太いカリが弱いところもそうでないところも例外なくえぐるのだ。

　膣内はアレクのねっとりとへばりつく精液と、親に顔向けできないほどこぼれる自分の愛液でみっちりしてしまっていた。お尻の方まで愛液がとろとろと流れているのがわかる。

　狭いおま〇この中をアレクが自由に動き回れるように、ニュルニュルにしてしまっているのだと自覚した。

　ぐりぐりとクロエの中をこじ開けて、奥の奥へ溶けた鉄のような温度の精液を流し込んでくる何度果てても萎える気配のない、メスを孕ませることに特化したたくましいチ〇ポ。自分の体はこれを受け止めるために存在するのだとクロエは理解した。

　クロエ・エヴァーグリーンはアレクの心を、メス、クロエ・エヴァーグリーンはチ〇ポを受け止める。

　──自分だけのもの。独占したい。ほかのメスにこんな素晴らしい男を渡したくない。絶対に。

「アレクっ、すきっ、愛してるっ！　──私をアレクのっ、アレクだけのメスにしてくださいっ！」

「ああ、ああっ！　俺のだ、俺だけの女だ！」

　ばちゅばちゅと大きな音を立ててアレクは腰を打ち付ける。

　おま〇こからはアレクの出した精液だけでなく、クロエから流れ出た大量の愛液も溢れていた。クロエの尻の下には、尻の割れ目を埋めるようにねろねろとした白濁が溜まりつつあった。

　アレクが腰を突き入れると、クロエは体をよじらせて、腰をいやらしくくねらせる。

　獣のような交尾。体を密着させて何度も何度も交わる。

　貴族でも何でもない、一匹のオスとメスの交尾だ。

　どちゅん、どちゅん、と奥を突かれているうちに、知らない感覚がクロエの下腹部に充満していく。

　苦しいはずの衝撃なのに、真逆の違うものに変質していくのがわかってしまった。知っているものに近く、それでいて別種だと確信できる感覚。

　地に足つかぬ浮遊感が腰に溜まって、背筋を通って脳に到達していく。

「い、いいぃ、イくっ、イ、イきそうですっ!?　ア、アレクのお、おチ〇ポっ、おチ〇ポでっ！」

「あぐっ、うううううっ！　エロ、エロすぎっ、あっ……！」




　びゅっ、びゅっ、びゅく、びゅるるるるっ！




　クロエが放った淫語は的確にアレクの脳髄を粉砕し、脳から射精の指令が送られた。

　アレクが思い描いたタイミングとは違うときに、急にどぴゅどぴゅと出来立ての精子が子宮へ向けて放たれていく。

「あっ、ああっ！　い、い、イくっ……──イくっ！」

　射精の衝撃でクロエのおま〇こはきゅうっと強く締まり、弛緩する。

　クロエは未知の快感にブルブルと体を縦に震わせた。熱くなった体から蒸気のように汗が吹き出ていくような錯覚があった。

　──あ、ああ……気持ちいい……これがセックス……一生この気持ちよさが続けばいいのに。一生アレクと繋がっていたい。

　──恥ずかしいけど、セックスの時は声出したほうが気持ちいいんだ。すっとするし、アレクも嬉しそう。私が気持ちいいとアレクも気持ちいいのかな？　わかるかも。アレクが気持ちよさそうだと私も嬉しいから。

　初めての性交絶頂。クロエは自慰のときに膣内でイくことはあれど、チ〇ポによる絶頂は当然初めてだった。

　いつもは人差し指でくにくにと膣内をいじっている。クロエの人差し指を第二関節まで入れて上に持ち上げると中でイけるのだ。クリ〇リスで何度か絶頂したあとは、アレクにチ〇ポを挿入される妄想で毎晩オナニーしていた。

　クロエの指では届かない膣奥の刺激。クロエは子宮がチ〇ポに吸い付くようにみるみる下りてきているのがわかっていた。

　頭がアレクへの愛情で塗りつぶされる。愛欲が煮えたぎる。

　クロエは目の前で自分にしがみついて射精している男が愛おしくてたまらない。

　足は自然とアレクの腰に絡みつき、絶頂の浮遊感を抑えようとしていた。まだ出て行って欲しくない。このまま奥にいてほしい。

　──幸せすぎる。愛する男とのセックスはこんなにも気持ちよくて幸福なのか。

　真っ白で電流走る頭の中、目の前の男の顔が何よりも輝いて見えた。

　視界がチカチカする。

　この人の子供が欲しい。クロエの精神と肉体が同じことを思っている。ぶるる、ぶるる、と絶頂の余韻がいつまでも引かない。

　アレクも同様だった。

　──ほとんど同時に絶頂できた。

　最高の名誉を与えられた気分だ。オスとして、生物として存在を認められた気分。

　生まれて初めて、生まれてきてよかったと心からアレクは思った。

「ああっ、あ、ああっ、きもちぃ、きもちぃよぉ……」

「クロエ、クロエっ……」

　クロエに抱きつかれて、耳元で甘えた声を出されてしまう。ぜーはーと全身を使って息をしながら、振り絞るように出ていた堅苦しい口調も、尊大な態度も何一つない声は官能的な響きだった。

　汗ばんでヌルヌルした体はアレクとの境界を解かしてくれる。たまらない。たまらなく幸せだ。このために自分は生まれてきたのだ。

　今までの関係性だったら絶対に聞けない声。

　緩みきって自分に甘えている声。

　か細く、何かを自分に求めている声だ。

　何を求めているのかはわかる。

　──もっと、もっと快楽を。もっと愛を。

　何度射精しても萎えないチ〇ポをクロエの奥深くにねじ込んで、アレクは再び腰を打ち付ける。

　馬車の荷台では一晩中ぐちゅぐちゅ、ぱんぱん、という肉がぶつかり合う淫音が響き続けた。







第一五話　幸せ交尾　後編




「あうううっ！♡　イく、イく、イく、イくっ！　～～イくっ！♡」

「ふぅ、ううっ！」

　ふたりのセックスはまたもや一晩中続いてしまった。

　年若い二人は一度や二度の交尾では満足できなかったのだ。絶頂しても絶頂してもすぐに欲しくなる。

　初夜と変わった点があるとすれば、クロエのほうも求めるようになったこと。

　珠のような汗を流し、絹糸のような金色の髪を振り乱しながら喘ぎに喘ぎ、アレクを求めた。

　ふたりの股間の下周辺には、白いゼリー状の塊のようなものがいたるところにたくさんあった。

　アレクが大量に射精し、膣内に入りきらなかったものが飛び出てしまっていたのだ。

　──寝て体力を回復させなければならない。

　わかっていても、性欲がそれを許さなかった。

　何十回射精したのかもわからない。痛みはなかった。傷ついても勝手に体が修復されているのがわかる。クロエの方もそうだった。

　どんな体位でも最後はぴったりと体を密着させ、根元のほうまでねじ込んで射精を繰り返す。

　馬車の荷台はひどい有様だった。

　ふたりの体液が散乱し、周囲にはむせかえるような性臭が漂う。馬車に近づかなくてもわかるほどの淫臭。魔法で存在を認識できていなくても感じ取れてしまうほどだった。

　気づけば朝日は昇っていて、光り輝く魔導石の光が太陽の明かりにかき消されてしまっている。

　お互いに幾度も絶頂を繰り返した。

　全身が汗だくで見るに堪えない姿だ。

　痛みがなくなったおま〇こはアレクのチ〇ポに屈服しきってしまって、出し入れの刺激は人生の中で唯一にして最大の快楽をクロエの脳に与え続ける。

　もう我慢だとか建前は存在しない。自慰など唾棄すべき対象に思えるくらいの快感が全身を駆け巡り続けていた。

　クロエはこれまでと同じようには過ごせないと思っていた。

　精神も肉体も、一番が塗り替えられてしまったからだ。

　今までの人生で感じていた快感が全て大したことのなかったものだと知ってしまった。

　魔法をうまく使えるようになった時の充足感、褒められた喜び。

　自分の仕事ぶりをそれなりに評価された時に感じた満足感。

　自慰で得ていた性感。

　それら全てが遥か遠くに思えるくらい、アレクとのセックスは精神的、肉体的に巨大な衝撃をもたらしていた。

　アレクすき♡

　アレクのあかちゃん欲しい♡

　セックスきもちぃ♡

　おチ〇ポすごい♡

　おま〇こきもちぃ♡

　原始的な言葉だけがクロエの頭を支配する。

　アレクに全身で愛されているのがわかったからだ。

　アレクへの愛情とセックスの気持ちよさ以外何もかもどうでもよかった。

　自分はアレクのメスだ。アレクの子供を産むための道具だ。一生そうやって生きていくのが正しい。そうありたい。

　髪をぐしゃぐしゃに乱れさせ、口元は回数がわからないくらいしたキスのせいでよだれまみれ。

　見る人間に高貴な印象を与えるメイドは一匹のメスになっていた。

　初めて感じる膣奥での快感。ごつごつとチ〇ポを突き入れられて教え込まれてしまった。

　自慰のときに触っていたクリ〇リスよりも重く、甘く染み入る絶頂感に夢中になる。余韻の強さでさえクリ〇リスでイくよりも強い。絶頂の途中なら胸を揉みしだかれるだけで軽イキを繰り返してしまう。

　抱きしめられ、アレクの厚い胸板の感触や温度、汗の感触、味、アレクの吐息も一緒にクロエは教え込まれてしまった。自慰では起こりえない全身での快感。全てが愛撫のように感じられていた。

「もっと、もっとしよっ？　アレクっ」

「あ、朝だ、そろそろまずい」

「いいのっ、そんなのどうでもいいからっ、奥突いてっ……！」

「エロすぎる……」

　子供の時のような口調に戻ったクロエは、目にハートマークを浮かべてアレクを必死に求めた。求められるとアレクの体は強く反応する。

　──現実に戻りたくない。

　頭の片隅に存在する理性をクロエは暗い扉の奥に放り込む。

　我慢する必要がない。抱え込んできた気持ちはアレクが受け止めてくれるのだ。

　二日連続で夜通し性交しているのに、アレクのチ〇ポは萎える気配がない。

　新しい精子を作っては注ぎ、作っては注ぎ続けた。元から強い性欲をクロエへの思いで我慢し続けていたのだ。その反動は大きい。

　体に力が満ちていた。

　奇妙な感覚だった。五感が研ぎ澄まされている。アレクの気のせいではない気がしていた。

　乱れきってアレクを求めるクロエが可愛らしかったというのもある。

　──まさに目に毒。

　アレクの下で胸を揺らし、とろけた顔と甘えた声で求めてくるのだ。

　長いあいだ思い続けてきた人物の自分に対する痴態。

　いつでも童貞を卒業できた環境下で我慢を続けていたアレクは、募りに募った感情を精液に変えて打ち付け続けた。

「クロエ、愛してる、クロエっ」

「アレクっ、私もっ！」




　ぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅ！




　ふたりの結合部は真っ白な粘液でべとべとになっている。下に敷いている寝袋も体液を吸い込んで重くなってしまっていた。汗や愛液、精液、互の様々な分泌液が混じりあった淫液だ。男女の性交でしか発生し得ないものである。

　腰が離れるたびにねとーっとした白い糸を引き、動くたびにねちっ、ねちっ、と粘着質な音が響く。

　すっかりほぐれたおま〇こはアレクのチ〇ポにきゅうきゅうとよく絡みついてくる。

　──気持ちいいっ……。じんじんと痺れた感覚がチ〇ポから離れない。まるで射精し続けているみたいだ。

　長く太い、骨があるかのごとく硬いチ〇ポがクロエの子宮口を射抜き続けた。

　クロエは一突きされるたびにメスになる。メイドとしての体裁は保てていない。アレクが子宮いっぱいに注ぎ込むたびに大きな絶頂がやって来るのだ。

　何もかもが消え失せる。当初は恥ずかしく思っていた喘ぎも自然と出ていく。

　しかし、時々出てしまう低い、動物のような声だけはクロエは少し恥ずかしいままだった。

「はぁ、うぁ、ああっ、あ♡　ア、アレク、きもちぃ……奥すきっ、うっ、アレクのお、おチ〇ポじゃなきゃ届かないのっ、こ、こんこんしてぇっ♡　あんんっ、あっ！♡　し、子宮もっ、子宮もおチ〇ポとちゅーしたいって♡」

「し、締めつけがすごいっ、うね、うねって！　出ちゃうっ」

「うん、出してっ♡　アレクのせぇしっ、私のっ、私の、あっ、お、おま〇この奥にびゅーって♡　──あっ、あっ、イくっ、イくっ！♡　出してもらえるとっ、思ったらぁっ！♡　ああっ、い、い、い、イくっ、イぐっ！♡　ア、アレクぅっ、ちゅー、ちゅーしてっ♡」

「んむっ、ううう」

「──っ！♡　んんん～っ！♡」

　クロエが手を伸ばし、アレクの口に強引に吸い付いた。直後、射精が始まる。




　ぶびゅびゅっ、ぶびゅ、びゅるるっ！




　全身を絡め、口と性器をぴったりくっつけて同時に絶頂する。

　クロエは手足をがっちりと、全力で巻きつけていた。

　アレクは気づいていた。キスをしているとき、クロエの膣内はかなりきつく締まる。平常時でさえ痛いほどの締まりを感じるのにも関わらず、より強く、絞るように締まるのだ。

　絶頂の際クロエはキスを求めることが多かった。そこに急激な締まりでアレクの方も強制的に射精させられていた。結果、同時に絶頂することが大半だ。

　びくっ、びくっと、時折体を震わせ、密着したままふたりは停止する。

　ひとつになったそれは、外から見ればよくわからない物体だった。

　いつまでも続く蟻地獄のような絶頂から抜け出せない。

　ようやく這い出たと思えば、今度は口周りをベトベトにしながらキスを始め、再び股間を擦り付け合ってしまう。

　終われない、終わらない。

　いつまでたっても腰が動く。

　へこへこと下手くそだった腰の動きは一転し、男らしく、それでいてなめらかに膣内をかき回す。

　一夜で回数を重ねた甲斐あって、アレクはセックスが上手になっていた。

　元々が鍛えられた体であり、さらにチ〇ポは並みの男では太刀打ちできないスペックをしているのだから、セックスが苦手なはずがなかった。

　長さ太さ硬さは一流のオスと言って差し支えない。高いカリは膣内の肉ひだ全てをがりがりと削り上げ、女の性感帯を徹底的にいじめ抜く。敏感すぎて耐久性には若干の難があるが、それを補ってあまりある絶倫だ。

　クロエはすっかり夢中になり、骨抜きにされてしまった。セックスなんてたいしたことない粘膜接触だと思っていたのに。心が、体が解放されていく。

　疲れきって動けないはずなのにまだ欲しい。

　お互いの体に治癒をかければ、すりあわせている性器も痛みなく快楽だけをくれる。

　時間を気にしたアレクがゆっくりとクロエの中から出ていく。

　引き抜くときもクロエは締め付けてきて、出て行くな、と言われているように思う。

　抜くとひと晩かけて注ぎ込んだ白濁が、カエルのように足を開いていたクロエのおま〇こからどろりと流れ出てきた。

　我ながら凄まじい量だとアレクは驚いてしまう。

　当然のことながら体に水分がない。汗と唾液と精液に体中の水分が持っていかれていた。喉は乾きすぎて、一周回って平気。キスをしてクロエの唾液で喉を潤すような状態が続いていて、それに慣れてしまった。

　クロエは流れ落ちてしまった精液をもったいなさ気に指ですくい取り、口へ運んで舌に乗せて、ねちゃねちゃと音を立てたあとに飲み込んだ。

　精液と愛液の混じった淫液を飲み干したあと、うっとりした顔のクロエは自分のどろどろおま〇こを両手で広げてアレクに見せつけ、言った。

「もっとして……？　アレクのかっこいいおチ〇ポでおま〇こ可愛がって……？♡　おま〇こくちゅくちゅされるのとってもきもちぃの、このまま一生、毎日アレクとセックスだけするっ♡」

「うぁ、クロエ！」

「またきたぁっ♡　あんっ、きもちぃ、おっきいかちかち好きっ♡」

　ばすばすと腰を振るアレクを時間は待たない。

　日は完全に昇ってしまっていた。







第一六話　公開後悔




「死にたい……」

　イースレイの程近く、馬車の上でクロエは顔を両手で覆っていた。

　その状態になってからかれこれ数十分経過していて、時折ぼそりと「死にたい」と言う。

　いつの間にか時間は昼を過ぎてしまっていた。

　冷静になったあと、自分が何をしたのか、言ったのかをクロエは思い出してしまったのだ。

　甘えに甘え、見せてはいけない痴態を晒して、あろうことか自分からアレクを煽って執拗にセックスを求めてしまった。

　出したことがないメロメロな甘え声も、気持ちいい、気持ちいいと喘いだことも、おチ〇ポやおま〇こなどと淫らな発言を繰り返したこともクロエは全部覚えていた。

　最中は気にならなかった。それどころか積極的に口にしたいとすら思った。声を出すと気持ちよさが倍増することに気づいてしまったからだ。

　だが終えてしまうと話は違う。平常の空気では耐えられるものではなかった。

　行為を終えたあと、ぐったりとしたまま動かないクロエをアレクは魔法でお湯を作って丁寧に洗浄した。

　ぷつんと糸が切れて眠ってしまったので、とりあえず綺麗にせねばと勝手にやったのだ。

　そしてそのあと自分も綺麗にして横で寝て、気づけば昼前という状況だった。

　目が覚めたクロエは自分の状態を見て現状を理解した。

　起きたとき、目の前には馬車を操るアレクがいた。それそのものはわかるのだが、当の自分は全裸のまま荷台の新しい寝袋にくるまっていたのである。

　先程までのことが夢でも何でもないということを理解したあと、急激にやってきたのは死にたくなるほどの羞恥心。頭をカナヅチで殴られた気分だった。

　アレクの顔はとてもじゃないが見れないし、自分の顔も見せられたものではなかった。

「ま、まぁ……恥ずかしいよな。俺もちょっと恥ずかしい」

「私はアレクの比ではありません……みっともない、はしたない。──死にたい」

「最高だったぞ!?　甘えてくるのとかエロいこと言うのとか！」

「それが死にたい要因です！　……なんてことを」

　これ以上ないくらいにクロエは落ち込んでいた。

　もちろん両者ともに最高だったのは事実だ。それであってもクロエのプライドは粉々に粉砕されてしまっていた。

　未だ足腰も浮ついている感覚が残っているし、なんなら突かれている感覚すらある。膣奥は終わったあとでさえ性交の余韻が消えない。どちゅどちゅと叩かれているような反響があるのだ。死にたいと言いながらももっとしたいとクロエは思ってしまう。幻想ではない刺激が欲しくなる。

　だが貴族の子女として、メイドとして、今まで強気で、クールに接してきた幼馴染としてあのような羞恥は看過できる問題ではなかったのだ。

　──まるで娼婦だ。淫売だ。ケダモノだ。

　クロエに自己嫌悪が土砂降りのように降り注いだ。

「気持ちよかったんだろ？　ならいいじゃないか。嬉しかったよ、俺は」

「そ、それはそうですが、あんな……──引かないのですか？」

「大好物だ。やっぱりクロエだな。絶対正妻にする。毎晩するぞ」

「ま、毎晩!?　死ぬ、死んでしまいます！」

「ずっとする、一生する、毎日するって言ってたろ？　可愛かったなぁ」

「やめてっ、言わないで恥ずかしい！」

　今まではからかわれっぱなしだったアレクは切り札を手に入れた。

　顔面をイチゴのように赤くして半泣きで恥ずかしがる姿は、アレクに妙な征服感を生んでいた。

「とにかくさ、俺たち二人の秘密なんだしいいだろ？」

「だ、誰にも言わないでくださいよ？」

「言うかよ。クロエの全部は俺のだ。独り占めだよ」

「ん、そうしてください。──はぁ……これからどう接すればいいのでしょう。いつも通りというのは難しいものがあるのですが」

「なら、アレクぅ、って抱きついて甘えてくれ」

「しませんっ！」

「痛っ！　主人の頭を叩くな！」

　バシン！

　茶化しに対してクロエは力を込めてアレクの頭を叩く。

「セックスのときはあんなに素直なのに……」

「あ、あれはどうかしてしまっていたのです！　それにいつもあんな感じなら痴女じゃないですか！」

「それでさ、実際どうだったの？　すごいことになってたけど」

「き、きもちよかった、けど……──き、聞かないでそんなこと！　忘れて！」

「なにもかも忘れないよ。クロエだって忘れないでって言ってた」

　──それはちょっと違いますけど？　私を過去にしないで、という意味であって、痴態を覚えていろという意味ではないですが？　わかってるくせに。

　クロエは言おうか迷って言わない。はぁ、とため息をついて流した。

「もうじきイースレイに到着しますけど、戦いは大丈夫なのですか？」

「ああ。俺も寝たしな。クロエが爆睡してる時に」

「──言わないでください。従者なのに主人をほったらかしにして寝ていたなど、もし知られたら……」

「いっつも俺の部屋で昼寝しててもバレてないのに、こんなところでバレるわけないだろ？」

「これからは少し控えますね」

「なら今度からは昼寝してたら襲うことにするよ」

「そちらも控えめに」

「え、いいんだ？　控えめなら」

「──い、嫌とは言いませんけどっ……」

「嬉しい。──今晩も楽しみだな」

「今日はやめませんか!?　私はもうくたくたですっ！　だいたい、なんでそんなに元気なのですかっ!?」

「だって気持ちいいことだしな？　俺は全然疲れてないぞ」

「う、嘘っ、え、だってあんなに激しいのにっ!?」

「週に一回は死にそうな訓練をずっとしてるんだぞ、俺は。あれくらいなんてことないよ」

　アレクの毎日は魔法や戦闘の訓練、勉強、執務が大半を占めている。のんびりできるのは真夜中と執務中くらいだ。執務中は大体がクロエと一緒に自室にいる。

　特に戦闘の訓練は苛烈を極めるもので、戦ったことはないが実際に魔族と戦うほうが楽なのでは、と思うほど厳しい。

　父は強大な敵だった。何をどうしても勝てる気がしない。技術も技の練度も何もかもが上だ。

　次期当主として過酷なスケジュールを平然とこなすアレクは、一般人と比べれば超人のさらに上の域にある。本人からすると生まれた時からのことなのでそれほど気にはしていない。比較の対象があまりないからだ。

　セックスはそれなりに疲れはするものの、無常の快感を伴うそれはアレクからすると天国以外の何物でもない。訓練では痛い、疲れたなどのマイナスしか生まれないのだ。

「──アレク様、もしかして全身に魔力が巡っているような感覚がありませんか？」

「また様付け。ふたりの時はやめてくれよ。──ある。変な感覚だ。力がみなぎってるような」

「おめでとうございます。ついに掴んだのですね。それこそが本当の力。貴方はこれで本当の意味の魔法使いとなったのです。歳を考えると遅すぎるくらいですけど」

「もしかしてこれが魔力の定着ってやつなのか？」

「ええ。変な話ですがギリアムの血がようやく馴染んだということです」

　始まりの魔法使い。

　元を正せばこの世界において魔法を使えた人間は三人しかいなかった。その三人が現在の拝命三大貴族の祖だ。彼らが現在の皇帝一族を担ぎ上げ、魔族を駆逐することで国は成った。だからこそ皇帝でも彼らの扱いは慎重にする。皇帝の地位は言うなれば拝命三大貴族たち自身が頂点を欲しなかったからこそある、与えられたものに過ぎない。

　魔族の首領は魔王と呼ばれた。すべての魔族を統率し、人類と世界を脅かした強大な存在だった。拝命三大貴族の祖たちがそれを討伐することによって、人は人の世界を手に入れたのだ。

　そのため現在に至るまで、彼らの血族は拝命三大貴族としてほかの貴族とは別格の権力を与えられている。

　彼らがどのようにして魔法を会得したのかは伝えられていない。

　魔法というものは本来人類の敵、魔族だけが使えるものだった。

　わかっていることはただ一つ、ギリアムを含む三大貴族の血が混ざれば魔法を使えるようになるということだけ。人間の体には備わっていないはずの魔力が宿るのだ。

　そして、ある程度の成長を遂げると魔力を意のままにコントロールできるようになる。それを魔力の定着と呼んでいた。定着するまでは外から魔力を借りてきているような不自由な状態が続く。

　貴族として一人前とされるのは定着してからだ。

　定着がないままでも魔法は使えるのだが精度が低い。コントロールがうまくできないのだ。

　アレクに才能がないと言われていたのは、いつまでも定着が起きなかったから。弟であるキースは五歳の時にはしていた。クロエは生まれた時から定着していた。歴史上、どれほど遅くとも一〇歳までには起きるものとされていた。

　アレクは一七歳にしてようやくスタートラインに立ったのだ。

　体に満ちる魔力をコントロールできるようになると身体能力などにも影響が出始める。

　通常の人間としての神経回路の他、魔力による自動制御が可能となるのだ。前までのアレクは無駄に魔力をたれながしているようなものだった。

　傷ついた筋繊維を強引に修復し、ニュートラルな状態に勝手に近づけて疲労を軽減したりする。要するにタフになる。現在のアレクはまさにそんな状態だった。魔力による回復があるため、基本的に貴族のほうが平民よりも身体能力が高いのだ。

　治癒の魔法は外部から意図的にその修復を行うもので、難易度が高い。魔力のコントロールに優れた者でないと扱えない。以前までのアレクであれば必要以上に回復してしまい、かえって体に悪かった。体のエネルギーを無意味に使い果たしてしまうのだ。行き過ぎた治癒は治療できない毒に等しい。

「妙な気分だな。みんなこんな感じなのか」

「私は定着前の感覚がわからないです。おそらくすぐ慣れますよ。──でもそれで元気なのですね」

「定着前でも同じだったと思うけど。やっぱり一晩中すると思う」

「──ケダモノ」

「お褒めに預かり光栄です」

「褒めてません！」

「クロエだってもっともっとって言ってたくせに」

「ああ、もう！　──それより」

「それより？」

「──やっぱりいいです」

「なんだよ一体……」

　クロエは浮かんだ疑問に関して言わないでおこうと思った。

　──いくら魔力が定着したからと言っても、貴方の力は異常ですよ。

　アレクは五つも同時に魔法を使い、しかもそのうちのいくつかは難しいものにも関わらず平としていた。

　歴代の、初代を除けばきっといなかっただろう才能。然

　初代すらも凌ぐかも知れない、途方もない才能をアレクは持っている。今のところクロエしか知らないこと。

　クロエの好きなアレクのままでいて欲しかった。

　言ってしまえば舞い上がって人が変わってしまうかもしれない。

　そもそも今までも異常といえば異常だった。多少魔法を使えるくらいのレベルでありながら、歴代でも才能があると言われているキースと同じかそれ以上の訓練をこなしていたのだから。

　つまり、幼児が名刀を振り回しているようなものだったのだ。うまくできなくても当たり前の話だった。

　使いこなせるわけがない。タバコ程度の火ならまだしも、山火事が人間にコントロールできないように、膨大な魔力であればあるほどコントロールは難しいのだから。

　定着を済ませた今、どのようなレベルに達してしまっているのかは見当もつかない。

　──このままでいてほしい。

　心が広くて優しい、頑張り屋のアレクのままで。

　才能がないと笑われ、皆の期待が失望に変わっても頑張り続けた男。真夜中でも一人で練習し、うまくいかなくても諦めない、腐らない気高い精神。

　次期当主としての重責を背負いながら、ひたむきに、足を止めず努力を続ける背中にクロエは惚れたのだから。

　力を手に入れて変わってしまうのが怖い。







第一七話　イースレイ




「お待ちしておりました！　ささ、こちらへ」

「お久しぶりです、マイルズ男爵」

「アレックス坊やがこんなに大きくなって！　見違えましたな」

「坊やはやめてください……もう一七ですよ」

「では来年にはお披露目ですか。いやはや、時間が経つのは早いものですな。私も年を取るわけです」

　マイルズ男爵は口ひげを触りながらしみじみといった態度で話す。

　とても魔族に襲われている街の領主とは思えない悠然さだ。

　恰幅のいい中年。昔はもう少し痩せていたとアレクは思う。

　ギリアム家の遠い遠い親戚であり、商人としての才能がある人物。そのため商業用農産物、魔導石の生産地域を任されている。

　イースレイの統治者は昔は別の貴族だったらしいが、現当主、アレクの父の代に代わってからはマイルズ男爵が割り当てられていた。アレクはよく知らない事情が絡んでいるらしい。

　上がってくる資料を見ているぶんには適任だと思えた。端的に言えば有能。数字の管理、という点で言えば換えが利かない存在だ。

　イースレイに到着したアレクとクロエは、ひとまず領主であるマイルズ男爵の城に急いだ。

　ギリアムとしての来訪のためアレクは嫌々赤い紋章付きマントを羽織り、同じく紋章付きの手袋をつけた。

　街は物々しい空気が漂い、傭兵や騎士たちが忙しなく走り回っていた。

　もともと田舎街ということもありそれほど栄えた地域ではなかったが、幼少期に来た時はもう少し明るい空気だったはずだ。

　そのときは街の入口から特産品の農産物の屋台などがたくさん並んでいたのだ。果物をもらって喜んだのを覚えている。

　今現在、そこは武器が置いてあったり、負傷者を手当てするためのテントが並んでいる。

　久々の来訪はあまり気分のいいものではなかった。

「失礼ですが、無駄話をしている場合ではないとお見受けられます」

「そうだった！　──ん、君は、その目は……もしかしてエヴァーグリーンの？」

「はい。クロエです」

「なんと！　うちのバカ息子で良かったら嫁いでくれはしないだろうか？　まさかこんなに別嬪になっているとは」

「大変嬉しいお言葉ですが、誠に申し訳ありません……」

　クロエは頭を下げる。

　こういう時の所作はメイドのそれだ。

「頭は下げずとも……冗談みたいなもの。うちの家の格程度では恐れ多いことです」

「とりあえず、現状を教えてくれませんか!?」

　アレクは珍しく不機嫌だった。

　──クロエをよこせだと？　魔族を討伐しないで帰るぞ！　クロエは俺の嫁だ！

「え、ええ、では本題に。現在魔族どもは鉱山地区周辺を占拠しています。おそらく狙いは魔導石でしょう」

「魔導石？　なんでまた。あいつらは魔法を使えるのでは？」

「それは私にも。我らほど重要度は高くなくても、何らかの需要があるのでしょうな。もしくは単純に人間の力を削ぎたいだけという可能性も」

「ふうむ。相手は低級だけですか？」

「──いいえ。一体だけ、奴らの指揮官は上位の者です」

「種族とかは……？」

「人型で人語を介します。──魔人かと」

「はぁ……──聞いてないぞ？」

「何分、昨日わかったことですので……」

　アレクは手で顔を拭った。

　思っていたよりも厄介だったのだ。

　魔人とは人と同じような背格好、容姿をしている人ならざるもの。

　始まりの御三家とは別の形で魔法の系譜を持つ。

　かつて存在した魔王の血を引く人類の敵だ。

　彼らから国を、この世界を守るのがギリアムを含めた貴族の役割といってもいい。権力は実績ありき。その実績が貴族を貴族たらしめている。

　一般的な動物に近い大多数の魔族と違い、魔人は人間で言うところの貴族のようなものだ。

　当然魔法を使う。しかも強力なものを。容姿が人間に酷似しているため、人間の街に潜んでいたりする。

　大きな事件が起きるときは魔人の影があることが非常に多い。

　油断していた。現存している数が少ないためまず無いだろうとアレクは思っていたのだ。

「なんか騙された気がしないか？」

「ええ。魔人がいると知っていればふたりでは来ませんからね。人数を揃えるのがセオリーです。──といっても、マイルズ男爵がアレク様を陥れる理由も思い当たりませんし、本当にわかっていなかったのかもしれませんよ？」

「まぁそれもそうか。それにしてもあの人年取ってたな」

「アレク様が前に来たのは一〇年ほど前ですからね。無理もありません。私が見かけたのも七年ほど前です。理由は知りませんが、屋敷に来ていたのをちらっと見ただけですけど」

　マイルズ男爵の用意した馬車に乗り鉱山地区へ移動する。街の外れにあるのだ。もともとイースレイという街は鉱山があったからこそできた街である。

　馬車はしっかりとした客車だ。馬車としては最も高級なものでサスペンションもついていて快適。さながら移動する個室。アレクやクロエからすると、荷台付きの行商馬車よりも馴染みがある。貴族の馬車といえば大抵これなのだ。

　対面式の座席配置で、クロエが馬側、アレクが後ろ側に座る。

「──あのさ」

「はい？」

「おっぱい触ってもいい？」

「なんでですか！」

「痛い！　なんで叩く！」

「重苦しく口を開いたと思ったら！　これから戦いなのですよ!?　何か遺言めいたことでも言うのかと思えば！　色欲の魔人ですか!?」

「だからだよ！　勇気が欲しいの！」

「な、なぜ胸を揉むのが勇気につながるのです!?」

「また揉みたいと思うだろ？　それを原動力に頑張れるというわけだ」

　言わなくてもわかるだろ？　と言ったアレクの頭をもう一度引っ叩き、クロエは大きくため息をついた。

　──どうして私はこんなのに惚れてしまったのだろう。

　手をわきわきとさせながら嬉しそうな顔のアレクを見ていると断りにくいものがある。

「──もう。少しだけですよ？　仮に勃起してしまってもお相手はしません。場所が場所ですし、これから戦闘なのですから」

「わかった。──もう勃起してるけどな」

「はぁ……ギリアムはアレク様の代で終わるかもしれませんね」

「いやいや、クロエが俺の子を産んでくれるんだろ？」

「そうじゃなくて……いえ、何人でも産みますけど……」

　──ダメだ。今のアレクは性獣。何を言っても理解しようとしないだろう。とんでもない化け物を目覚めさせてしまった。──色々な意味で。

　頭は悪くないはずなのに、頭が悪い。クロエにできることはアレクの欲求を解消させることしかないようだ。

「ほら。手早くしてくださいね」

「やった！」

　クロエの正面に座っていたアレクは歓喜の表情で近づいて、しゃがみこんで下からクロエの胸を揉み始める。

　揉み始めた当初こそ明るい顔だったものの、すぐに表情は曇った。

「なぁクロエ、硬いんだけど……」

「ええ。下着がありますからね」

「直接がいい。脱いでくれよ」

「こ、こんなところで脱ぐわけがないでしょう？　何を馬鹿なことを」

「誰も見てないって」

「──真横には窓があるのですが……しかもまだ街中です」

「寝そべれば見えないと思うぞ？」

「万が一、億が一見られたらどうするのです。お嫁にいけなくなってしまうでしょう」

「それは大丈夫だろう？　俺の所に来るんだから」

「──ばかっ」

「なにを!?」

「ア、アレク以外の誰にも見られたくないんだもん……」

　顔面を真っ赤にしてクロエはアレクから顔を背ける。

　今の顔は見せたくない。顔から火が出そうなくらい熱い。

　でも、アレク以外には絶対見られたくないとクロエは思った。

　アレクはクロエの素直すぎる可愛い反応に暴発してしまう。

「あうっ」

　びゅびゅ、びゅびゅっ、と窮屈なパンツの中が熱い液体で汚れていく。

　流れ出た精液は竿を伝って玉のほうまでを汚していて居心地が悪い。

「も、もしかして、で、出ちゃったのですか？」

「うん……」

　しゅんとした顔で落ち込むアレクを見ていると、クロエは強くは言いにくいものがあった。

　それにクロエは少し嬉しいと思ってしまった。自分相手にこれほど強く発情してくれるというのは悪い気分ではなかったのだ。

　アレクは自分を心底情けなく思っていた。

　好きな子の前で、好きな子の顔を見ただけで射精してしまったのだから。

「し、仕方ありませんね。脱いでください。できる限り綺麗にしますから」

「え？」

「な、舐めてあげると言っているのです……拭くものなどハンカチくらいしか持ってきていませんし、汚れたハンカチを直接ポケットに戻すのも気が引けますから」

「いいのか？」

「だ、だってそのままじゃ気持ち悪いでしょう？」

「ごめん……」

「ズボン脱いでください。アレク様はここに座って。外を見ててください。誰にも見られるわけにはいきませんから」

　今度は立ち位置が逆になる。クロエが馬車の床にしゃがみこみ、アレクが椅子に座った。

「出しすぎですよ……でろでろじゃないですか」

　パンツにはべっとりと白い液が付着していて、アレクのチ〇ポも全体が精液まみれだ。

　むわっと漂う精液独特の臭いにクロエは一瞬顔をしかめる。

　──すごい臭い……でも嫌じゃない。

　クロエはくんくんと肺の奥まで濃厚な性臭を入れてしまう。

　体が熱くなる不思議な臭いだ。

　匂いも味も温度も感触もクロエが教え込まれてしまったもの。

　セックスの時はこれが欲しくて欲しくてたまらなくなる。臭いだけでも子宮が疼いてしまう。

「クロエ……」

　勃起したままのチ〇ポをビクビクさせながらアレクはクロエを見つめていた。

「期待しすぎですっ。そ、そんなに射精したいのですか、へ、変態っ」

「な、なんでもいいから早く……」

「あっ、思っていたより限界なのですね……まずは玉のほうからします。あくまで洗浄ですからね。ま、まぁ？　出したくなったら出してもいいですけどっ」

「ひっ」

　玉を舐められて、恥ずかしい声が出る。

　くすぐったいような、もどかしいような。くすぐられているような気分だ。




　し、しわしわ……。




　舌で触れる玉の感触はこりこりしていて、それでいてシワシワだった。

　なんか可愛いな。クロエはそんなことを思う。

　れろれろと舌を動かして、付着した精液をシワにそって丁寧に舐めとっていく。

　丁寧に丁寧に丁寧に。前にした時よりもずっと丁寧に。自然とそうしてしまう。チ〇ポに対する対応が以前までと変わってしまっていることを、本人すら理解していなかった。

　それにしてもぱつんぱつんだ。あんなに射精したのにどうして？　どんな回復力？　とクロエは思った。

　──いっぱいしてくれるのは嬉しいけど。

「た、玉舐めだめだっ、チ〇ポも舐めてっ、もどかしいっ！」

　──洗浄だと言ってるでしょう。

　アレクの求めは無視し継続する。

　しかし、クロエが掴んでいるチ〇ポの根元がビクビク動くせいでやりにくいものがある。

「──もう少し我慢を覚えましょうね」

　クロエはぱくっ、と亀頭を口に含み、アレクの腰に両手を回して固定し、舌をぐにゅぐにゅと押し付けて、唇に力を入れた。

　射精させれば少しは落ち着くでしょう。クロエはそう思ったのだ。

　じゅぷ、じゅぷ、れろ、れろ、じゅぷ、じゅるる。

　馬車の振動より大きく、ゆっくり頭を上下させる。まだ慣れはないものの一回目よりはだいぶマシだ。今後もこういう機会はあるだろうから上手くなっておきたい。

　自然に溢れてくる唾液がローションのように滑りをよくした。

　喉の奥を押されるせいで出てくる唾液が粘ついたものになってしまう。

　手は使わずに口だけ。時々上目遣いでアレクの顔を見て様子を窺う。

　切なげな表情で一応外の様子を窺うアレクは、はぁはぁと切羽詰ったような息を吐いていた。

　──可愛い。

　完全に主導権を握られてしまうセックスと違い、この状態はクロエのさじ加減で全てが決まる。泣きそうな顔で震えるアレクを見ているとクロエは胸にざわついたものを覚えた。

　アレクは限界だった。

　昨日してもらった時と違い、横からではなく正面。

　その位置取りのせいで裏筋がざらざらした舌でいじめられるのだ。

　顔がよく見えるのも良くない。顔だけで射精できるくらい綺麗な顔のクロエが自分のチ〇ポを口に含んでいる姿は扇情的すぎた。

　鼻息がチ〇ポの付け根にあたり、下腹に広がって温かい。

　一方クロエの口の中には苦味があった。

　我慢汁と尿道に残っていた精液や竿周り周辺の精液の入り混じったものだ。

　──この味を感じると自分のほうまでしたくなる。

　アレクのことを笑えない。クロエも大概性獣だ。じゅんとしたものを股間に感じてきてしまった。




　じゅぷじゅぷ、じゅぷじゅぷっ！

　じゅるるっ、じゅるるっ！




　クロエは自分がいつの間にか必死になって頭を上下させていることに気づかなかった。

　二日連続で行われた性交がクロエの内面と体を変化させつつあったのだ。

　常人と比べると驚異的な回復力を持つふたりは、性交で積んだ経験値を即座に反映させていく。体が性交に順応し始めていた。

　アレクは圧倒的なオスだった。

　口でさせているだけでもメスを発情させてしまう。

　洗浄のつもりだったのに、クロエはいつしかアレクを射精させることばかり考える。

　むせかえるようなオスの臭いにクロエの頭は焼かれていた。

　顔を赤くし、必死で、決死で唇に力を込める。

　腰に回していた手は単に固定のためだったのに、今はアレクの射精を受け止めるために、口からこぼさないためにしていた。

　──なんでだろう。すごく飲みたい。全然美味しくないのに。

　朦朧とした意識の中でクロエが思ったのは渇望にも似たもの。




　ぐちゅっ、ぐちゅっ、じゅるるるるっ！




　──私これ好きかも。アレクのおチ〇ポおいしくなってきた……。

　一種の陶酔状態だったクロエは虚ろな目でアレクを見た。

　下品極まりない表情だった。

　目をトロンとさせ、チ〇ポに吸い付いているのだ。

　セックスしている時に見た顔。クロエがぐでぐでになっているときの顔。

　おま〇こほどの刺激がないため我慢できていた。しかし、クロエの顔を見ると急激に尿道を精液が押し上ってくる。

　ぐぐぐ、とアレクは尿道が広がっていくのが分かった。

「うううっ！　出るっ！」

　びゅくっ！　びゅびゅびゅーっ！

「んんんっ♡」

　アレクはクロエの口の中にどぱっと遠慮なく射精する。

　出しても出しても、ごくんごくんと飲まれていく喉の動きでアレクは気持ちよくなってしまって、より大量に出てしまう。

　さらにアレクの腰に掴まっているクロエの腕には力が入り、逃がさないようにされていた。

　手の行き場がなくて、何かに掴まっていないと不安な気持ちになっていたアレクはクロエの頭を両手で押さえつける。

　三〇秒ほど出っぱなしだった精液の噴出が終わるまで、アレクは苦しそうな息をあげて動けなくなっていた。

　クロエは残っているものも吸い取るようにしながら、ゆっくり、唇に力を入れて絞るように頭を上下させて、口をすぼめながら全体を綺麗に舐めとって口を離す。

　口の中から解き放たれたチ〇ポはぶるんっと跳ねてアレクの腹に当たった。

「アレク……今日もしよ？　──おま〇こむずむずするっ！」

「ス、スイッチが入った……」

　甘えた声とトロけた顔で言うクロエを見て、アレクは生き延びて帰ることを強く決心した。







第一八話　プロメテウスの刃　前編




「結構数いるな……」

「周りと支援は任せてください。一応護衛も兼ねていますから」

　馬車の窓から遠くに見えるのは、鉱山を囲むようにしている魔族たち。

　黒い大きな犬のようなものと、何体かの熊のようなものだ。どれもが人間より大きい。平民たちであればすぐさま殺されてしまうだろう。アレクは街に被害がないことを奇跡的に思い、同時に心配していた。自分がしくじれば下手をするとイースレイという街が無くなるのだ。

　アレクからは見えないが、魔族はどれも血走った目をしており、動かずにいるのが不思議なほどの高揚と敵意を全身で示していた。

　遠目には魔人らしきものは見当たらない。

　ぱっと見でわかるのは、数が余裕で百以上はいるということ。多すぎたので数えるのはすぐにやめた。

　──面倒だ。

　アレクは鉱山では騎士や傭兵たちがにらみ合っている状況が続いているらしいと聞いていた。

　規模の割に被害が少ないのは大きな戦闘にはなっていないからだという。まだ小競り合いのレベルなのだ。

　魔族たちは魔導石を確保するというよりも、鉱山そのものを狙っているらしかった。かつて失った魔族の領土の奪還。アレクには嫌な予感があった。

　魔族も騎士たちも、お互いに決定打がない状態らしいと聞いているが、そうは見えない。明らかに魔族側が動いていないだけ。

　鉱山を奪われれば街も襲われてしまうだろう。魔族の拠点ができてしまうと各地に被害は増加するし、魔人なんてものまで出張ってきているようではいずれ手出しが難しくなる。そうなったとき、自分は御役御免になるだろう。当主、父が出張ってくる。それは嫌だ。

「なんか変な空気だな。あれだけ数がいてなんで大きな戦闘にならない？」

「ええ……きな臭いですね」

「く、臭いか？」

「ちがっ、そっちじゃないですっ！　──せっかくシリアスな感じだったのに」

「アレク……今日もしよ？　──おま〇こむずむずするっ！　──とかさっきまで言ってたもんな。ようやく普通っぽい空気に戻れたばっかりだ」

「ア、アレクが悪い！　私にあんなことを教えたのはアレクですっ！　セックスがあんなに気持ちいいとは思っていなかったのですから！」

「なによりだ！　まさかクロエがあんなになるとは思ってなかったけどな。あんな甘えた声出されたら我慢できなくなる」

「忘れてくださいよ、それは……どうかしてしまっていたのです」

　端的に言うならクロエは舞い上がっている。

　積年の思いが成就したのだ。あとは継続だけ。そちらに関してはアレクの考えとやらに任せることにした。

　どうあれ、クロエにできることはないからだ。

　本当はそれではいけないのだとわかっているが、何もできない。何かできるのならばとうにやっている。

　一線を越えてしまったため加減がわからない。両者ともに初めてのことで、本能が勝ってしまう。

　想像していたよりもセックスは気持ちのいいものだった。

　裸で抱き合っているだけで絶頂してしまいそうになるくらいの興奮と幸福感があるのに、挿入に至るともう正気ではいられない。

　アレクはまだまだむらむらしていたが、初めて目にする本物の魔族の前では流石に自重した。

　クロエもすぐに冷静さを取り戻したので、車内での行為には至らなかったのだ。

　現場に到着したふたりは馬車を降りる。実際の間柄はともかく外から見ればあくまで主人とメイドであるため、クロエが先に降りて頭を下げ、主人であるアレクが馬車を降りるのを待つ。

　かつかつと靴音を立て、威風堂々と赤いマントを翻しながらアレクは馬車を降りる。

　身に付いた貴族としての外での立ち振る舞い。

　アレクにとっては親戚のおじさんくらいの感覚であるとはいえ、皇帝に謁見することもあるのだ。他人にどう見られるか、というのは重要なことだった。

　ついさっきまで射精していたことなど絶対に知られてはならない。パンツは付着した精液を舐めとった時についたクロエの唾液でべっとりしていて、冷えて冷たい。




　降り立ったアレクを見た貴族階級にある騎士は礼をする。下級貴族である彼らからすると、まだ家を継承していなくともアレクは皇帝にも近しい存在なのだ。

　事実、皇族を除く貴族で彼ら拝命三大貴族より上は存在しない。公爵よりも上に位置する存在だ。例外、と言い換えることもできる。

　黒衣に身を包み、覇者の振る舞いをする若い男。

　風になびく赤いマントには、金糸で織り込まれた太陽と剣をモチーフにした紋章が煌く。

　隣には日光のように輝く髪をした彫像の如く美しいメイド。絵画の世界から出てきたような超然的な美しさだった。

　何から何まで特別を散りばめた二人。世の不公平さの象徴のように見える。

　生まれついての英雄。騎士たちの認識としてはさながら天上人であり、戦勝パレードや儀礼の際、中央にほど近いところにいる姿を遠目から眺めることしかできない。目の前にいるなど信じられる光景ではないのである。

　何人かの若い騎士は目を見開いてアレクの一挙一動を見守っていた。彼らにとって、アレクは憧れの存在なのである。

　拝命三大貴族の英雄譚は騎士階級の子供なら誰でも知っている。寝物語に聞かされて育ち、自分たちの遠い先祖の偉大さを知るのだ。そして、自分もいつかはそうなるんだと夢見て鍛錬に励み、現実を知っていく。

　そんな敬意と畏怖の視線を感じてもアレクは何も思わない。生まれついた時から浴びている視線だからだ。

　そんな視線が裏返る恐怖も知っている。

　偉ぶるのが好きなわけではない。どちらかといえば普通に接して欲しいとすら思っている。だが家の名前はそれを許さない。

　力をもって国を、世界を守護する三本の剣。そのうちの一振りとして軟弱な態度は取れないのだ。

「あれが『赤』……ガキじゃねぇか」

「あのメイドとヤリてぇ！　あの澄ました顔をぐちゃぐちゃにしてやりたい！」

「馬鹿、やめとけ！　お前じゃ勝てねぇよ！　ギリアムの付き人がただのメイドなわけねぇだろ！」

「でもすげぇ美人だ……あんなのとヤレるならここで死んでもいいぜ」

「それには同意だ……」

　──不快、だな。

　騒ぐ傭兵たちを見てアレクは目を細める。

　一律の格好をしている貴族出身の騎士たちと違い、傭兵はそれぞれが思い思いの格好に身を包んでいる。

　粗野で野蛮。薄汚く見える彼らはアレクにはそう映った。

　誰も彼も何故緊張感がないのだ。すぐそば、見えるところに魔族がいるというのに。

　平民である傭兵たちにはアレクの地位もそれほど効果がない。身分が違いすぎて畏れがないのだ。彼らは本気で戦う気もあまりない。危なくなったら逃げるつもりだ。

　傭兵たちはクロエを見て下衆な言葉を吐き、腰を振るなど下衆なジェスチャーを見せつけている。

　アレクは表情はそのままを保って歯に力を込める。

　──全員消し炭にしてやろうか。

　そう思えど迂闊なことはできない。

　当の本人、クロエの心は冷めていた。

　こちらも慣れた視線だったからだ。

　──男は自分を見ると劣情を抱くもの。

　それ自体は悪いことではない。生物としての生理現象なのだからどうもしようがないのだ。いや、むしろ誇るべきことなのかもしれない。

　品位に欠けているのも仕方がない。生きてきた世界が違うのだから。

　それに、口だけだ。彼らだってわかっていること。魔法を使うことができない、使えたとしても弱い平民が貴族である、ましてやその中でも強者の側にいる自分に何かできるわけがないと。

　それでも一七歳の少女、傷つかないわけではない。

　特別強いわけじゃない。それどころか弱くすらある。鉄面皮の下の本当の顔は、砂の城のように脆いのだ。

　周囲にいるのはすべて男。言うなれば四面楚歌。

　頼れるのはアレクだけ──。

　クロエは縋る目線をギリアムの紋章ではなくアレクの背中に向けた。

　するとクロエの不安な気持ちを知ってか知らずか、絶妙なタイミングでアレクは声をあげる。

「アレックス・ギリアムである」

　ばさっとマントを揺らし、アレクは右腕を空を切るように横に薙いだ。

　腹から声を出すように、精一杯の威圧感を込めて。思い出すのは父の顔、声。アレクにとっての恐怖の象徴。

　よく知っている突き刺すような威圧感をイメージした。

　数百人はいるであろう騎士や傭兵たちは黙ってアレクを見る。

　ギリアムという名が注目を集めたのだ。

「傭兵ども。私は救援を頼まれてここにいる。物好きな貴族の物見ではない。──魔族より先に貴様たちから『赤』の実力を体感したいのか？　慣らしには物足りないが、そうして欲しいのならやぶさかではないぞ。──全員でかかってこい！」

　アレクに睨みつけられた傭兵はゴクリと息を呑んだ。

　彼らにとってアレク──アレックスの認識は偉い貴族というだけだった。実感はなく、知識もあまりない。

　実質的に世界の四分の一ほどを支配しているなど到底信じられない。

　しかし、傭兵として戦場を駆けてきた経験でわかってしまうこともある。

　見た目こそ少年と青年の間に見えても、自分たちよりはるかに強い。それはきっと魔法がなくても。

　これだけの人数を前にしても物怖じせずに話し、あろうことか全員を挑発すらする。大言壮語の類とは思えない。この若い男にとってはこれくらいの戦力差は当たり前のことなのだということはわかる。

　くぐってきた死線の数にも差がある。毎日のように体力の限界を追求するアレクと違い、傭兵たちにはそんな経験はほとんどない。

　彼らは危なくなったら逃げるだけで、立ち向かったことはないのだ。有利な場所からしか攻撃できない。

　有利な側にいる時しか強気に出れない。これは人生においてもそう。ありとあらゆることに対して全力を出したことがない。そして、彼らが考える自分の全力などという都合のいいものは存在しない。

　数という優位すらアレクの前では意味がない。だから声が出せなくなった。

　アレクが自らの父に感じる得体の知れないものを傭兵たちも感じ取っていたのだ。

　──なんだこの話し方……。

　アレクは自分の話し方、内容に違和感を覚えていた。

　半ば演技にも近いそれはいつものアレクとは別人のよう。若干の恥ずかしさはあった。だが周りにいる人間はいつものアレクを知らないためこの喋り方でいい。

　──真面目なアレクもかっこいい。

　クロエは少しだけときめいた。

　通常のアレクは威圧感などなく、どちらかといえばヘラヘラしている方なのだ。

　やる時はやる男、それがアレクなのは重々承知だったが、心細さを感じていたため余計に頼もしく思える。

　いや、以前までなら当たり前と思っていたかもしれない。ギリアムの後継者なのだから当然だと。

　きっと違う。現在の頼もしさは、自分がアレクという人間の一端を知ってしまったところからきている。

　あの力強い、たくましい体を、力を。

「──まぁいい。さっさと終わらせるとしよう。クロエ、俺の後ろに防壁を。ちょっと強めだ。あれをやる。周りが巻き込まれないように頼むぞ」

「はい、承知しました、アレックス様。今ならコントロールできるでしょう。──見せてあげてください。下衆な民衆でもわかるように、ギリアムの、──アレクの力を」

「ああ」

　アレクは一人で魔族の方へ向かう。足取りは軽く、どこかへ散歩に行くように、何もない場所に歩いていくようにも見えた。

　しかし眼前に広がるのは血気盛んな禍々しい黒い獣たち。掘削で荒野のようになってしまった場所を陣形を整えて占拠していた。

　一体一体が普通の人間を簡単に肉塊に変える力を持つ存在。それが一○○を超える数いる。

　──指揮官はどいつだ？

　陣形があるということは、指示を出しているやつがいるはず。

　考えてみればすごい話だ。これだけの魔族を使役できるなんて。

　──魔人、魔人か……わからん。

　アレクの視界の全てが魔族で埋まっていた。仮に魔人が人間サイズだとすれば見当たらないのも無理はない。周りの魔族の方がはるかに大きいのだ。

　緊張も不安もなかった。不安そのものはあるが、それは魔族に対してのものではない。

　後ろには愛するクロエがいるし、目の前にいるものは数こそいれど、一体一体は父には遠く及ばない存在感でしかないのだ。

　今回使う魔法は伝家の宝刀。

　完全にコントロールして使えるのは現当主、アレクの父だけ。弟キースは天才と呼ばれていても未だ完全制御に至っていない。当然、魔力の定着すらなかったアレクはろくに使えなかったものだ。

　ギリアムの当主になるということは、この秘伝を使いこなし、後継に伝えられるようになること。

　現状では長男であるアレクが次期当主ではあるが、アレクが最後まで使うことができず、キースが使えるようになれば立場は逆転する可能性がある。そうならないために努力を重ねてきた。

　圧倒的な魔力量と繊細なコントロールを必要とする原初の魔法。

　初代ユリウス・ギリアムが操り、魔王を討ち滅ぼしたとされる神代の剣。

　──今の俺ならできる。

　アレクの心の落ち着きがそう言っていた。

　集中して、集中して。

　目の前の敵すべてを範囲に入れて。

　秘伝の詠唱を唱え始める。

　どの国の言葉でもない言葉。ギリアムの中でしか伝わっていない門外不出のもの。

　──一体何が起きると言うんだ。

　傭兵たちだけでなく、騎士もアレクを見守っていた。

　今の状況は、言ってしまえば少年がひとり魔族のほうを向いて立ちすくんでいるだけ。

　いくら魔法が使えてもどうしようもない状況だ。魔族全員がまとめて襲いかかってくれば目の前の少年は細切れになって姿を消す。

　ここにいる魔族は動物寄りの低級なもの。しかし、人のレベルから考えると強大だ。突然変異で巨大化し、かつ獰猛性が上がった動物のようなものなのだから。しかも魔法まで使う。

　しかし、魔法は万能ではない。

　攻撃になるような魔法は魔力の消費が激しく、使えたとしても疲労で戦いを継続できない。そのため多くは自分の身体を強化したりと、通常の剣での戦いを補助するものとして使われる。

　騎士たちも貴族の血を引いているので魔法は使える。まず魔法が使えることが騎士の第一条件だ。また、平民であれど貴族の血を引いているものもいる。いわゆる御落胤、という者たち。家を継ぐことは叶わず、名を名乗ることも許されない者たちだ。

　彼らが主として使う魔法は身体能力を強化したり、顔や心臓など致命的な場所に小さな防壁を張ったりするレベル。それでも庶民では不可能な技術をいくつも持っているため、魔法を使えない庶民からすると超人のような存在だ。だがそのどれもが局所的で、自分と周辺くらいまでしか効果がない。体から魔力を離すのは莫大な魔力消費とコントロール技術を要求されるからだ。時間をかけて集中すればできないことはないが、命を懸ける戦闘中には無理なのだ。

　数の前ではやはり無力。個の力で凌駕するには限界がある。それになにより、魔族の方が魔法も体も並みの騎士より強い。攻撃に使えるような魔法も数多く使ってくる以上、辺境の騎士のレベルではどうこうできない。

　彼らにとっての魔法とはやはり剣の補助的なものであり、戦闘のメインにはなりえない。

　だからこその膠着状態。小競り合いを繰り返すしかできなかった。

　ギリアムが来る。

　聞いてはいたが、その力を信じていいのかは微妙なところだった。強いことは知っていてもこの状態を解決できるほどの力なのかはわからない。騎士たちからしても遠すぎた。どこかおとぎ話のように感じていた。拝命三大貴族の英雄譚には現実感がなかったのである。自分たちの持つ矮小なものさしでは計りきれないものだった。

　魔法というものを知っているからこそのわからなさ。魔法など便利な道具くらいの認識でしかないのである。

　領主であるマイルズ男爵は、騎士と傭兵に対してギリアムがくれば解決するとしきりに強調していた。

　たったひとりでなんとかなる？　それなら俺たちは何のためにいるというのか。一部の騎士はそんな不満を胸中に抱えていた。

　数秒後彼らは心から思い知った。

　拝命三大貴族とはなんなのか。

　なぜギリアムが『赤』と呼ばれているのかを。







第一九話　プロメテウスの刃　後編




　鉱山地帯は赤に染まった。

　誰もが目を疑う光景だ。──夕焼けが落ちてきた。

　その場にいた人間が見たものは前振りなく突如発生した炎。瞬きをしている間に視界が赤くなる。

　赤と黒以外の色が見えない。その黒でさえすぐに赤に戻る。

　さっきまで魔族がいた場所はすべて真っ赤な炎に包まれ、急激な温度上昇により、強烈な熱風を伴う上昇気流が発生していた。

　秒速数百メートルの旋風を伴う炎の竜巻。直接触れていない鉱山の表面すら輻ふく射しゃ熱で焦げて溶けていく。

　一瞬で声帯まで焼け焦げた魔族たちは、悲鳴の一つもあげることなく灰燼と化して空を舞っていく。

　体内の水分など存在しなかったかの如く蒸発し、初めから存在しなかったかのように形を失っていった。

　鉱山よりも大きくそびえ立つ炎の山。さながら火山が噴火しているようだった。

　何が起きたのか正確に理解できたのは、術者のアレクと何度も見ているクロエだけだった。

　術者が、アレクが消そうと思わない限り消えることがない炎の召喚。

　──上手くいった。思っていたよりもちょっと大きかったけど。やっぱりまだ練習が必要だな。

　強大な炎の前でもアレクは平然としていた。この魔法は自分を保護することも同時に行う。今まではそれができず、風に吸い込まれ自分で生み出した炎に焼かれることがあったのだ。週に一度は死にそうになっていたのは主にこの魔法のせいだった。毎週練習があったからだ。

　山一つ焼き尽くすほどの威力であっても全力ではない。適切な熱量と範囲を意識していた。結果からコントロールができるようになっていることを実感する。

　鉱山の地形に合わせて炎を操り、ほかのところに影響がないようにしていた。それでも熱の影響は多少ある。事実鉱山の表面は焼けてしまっていた。

　以前までなら威力や範囲もランダム性が高く、そのうえこれほどの規模では発現できなかった。

　ようやく完全に手中に収めることができたのだとわかる。

　──さすが。それでこそ私が惚れた男。か、かっこいい……超かっこいい……。

　クロエはアレクの頼もしい背中を見ながらニヤけそうになるのをこらえる。

　これで名実ともにアレクが次期当主に確定した。努力と才能がついに噛み合ったのだ。

　一方、クロエの防壁の後ろの騎士や傭兵は目と口をぽっかり開けて見ていることしかできない。

　彼らが抑えるので精一杯の敵が全て刹那の時間で、為すすべもなく形状を失って空を黒く染め、完全に燃え尽きて色を失っていくのだ。

　地形すら変化させていく爆炎。デタラメな魔法。

　そしてそれから発生する熱と風を抑える巨大な防壁を張っているメイド。何もかもがデタラメだった。

　──魔族よりも魔族、化け物。

　まるで地上に太陽を呼び出したかのようだ。

　あっけにとられていた騎士たちは、当然のように炎の中で佇むアレクを見て思った。

　獄炎の中、マントをはためかせて立つ黒衣の若人。

「悪魔……」

　騎士の一人が率直な感想を口にする。反対も同意の言葉も周囲からはあがらなかった。

　自分たちとある程度対等に渡り合ってくれていたぶん、魔族の方がまだ身近に感じられる。

　彼らの甲冑の中は冷や汗で気分の悪い状態になっていた。

　これが『赤』。これこそがギリアム。

　人類に魔法という武器を与えた男の末裔。

　貴族として彼らも魔法を使える。しかしそれは極限まで薄まったものでしかないと思い知った。──モノが違う。

　激しい熱を伴う原初の炎刃は、見る人間の心を凍てつかせた。

　黒い影が消え去って真っ赤な炎だけになったあと、アレクは振り返って群衆を見た。

　視線を向けられた方にいる傭兵たちは飛び上がるように萎縮する。

　さっきまで舐めた態度を取っていたのだ。何をされてもおかしくない。ましてや相手は大貴族、何かしらの罰があっても不思議ではない。

　──あれが自分たちに？

　そう思うと傭兵たちの歯が顎ごとガタガタと揺れ、嫌な汗で全身が濡れる。中には失禁しているものさえもいた。

　しかし、アレクから繰り出された言葉は予想に反して彼らに向けてのものではなかった。

「さぁ、街に帰るとしよう。指揮官の魔人とやらがどうなったのかは気になるが、まとめて焼けてしまったかもしれない。それはそれでいいだろう」

　周囲は誰ひとりとして声を発しない。それほど大きな声でなかったアレクの声は全員の耳に届いていた。

　しんとする音がうるさく感じられるほどの静寂だったからだ。

　アレクの中に虚栄心のたぐいはなかった。

　アレクの年を考えれば自分の力にうぬぼれてもいいくらいなのだが、どちらかといえば安堵感が強い。

　まずできるかどうかというところで問題があったからだ。もし不発であればアレクは下手をすれば死ぬことになるし、家の名前にも傷がついてしまう。無論、別な方法で倒すことは可能だった。

　できる自信はあった。それでも怖いものは怖い。アレクも一七歳の少年なのだ。




　ふたりが馬車に乗り込んだ際、誰も声を出さなかった。御者すら無言で、アレクを恐ろしいものを見る目で見ていた。

「──疲れた」

「お疲れ様でした」

　馬車の中でアレクはぐだっとしていた。

　体力の消耗が激しい。気取って見せてはいたが、本当は相当消耗していたのだ。

　クロエとふたりきりなので気取るのはやめる。

「ようやく使いこなせるようになったよ。めちゃくちゃ疲れるけど」

「これでもう誰にも負けませんね。おめでとうございます」

「いいや、父上はわからない。未だに本気を見たことがないからな。これくらいの規模ならサラっと使うぞ、あの人は」

「別に良いではありませんか。戦うわけでもなし」

「──クロエ」

「はい？」

「今度こそおっぱい触らせてくれ」

「もう。仕方ないですね。脱ぐわけにはいきませんから、背中のファスナーから手を入れてください」

「え、い、いいのか？　半分冗談だったんだけど」

「ご褒美です。私は釣った魚に餌をあげるタイプですよ？」

「これからも頑張れそうだ……」

　クロエはアレクの足の間に座る。

　眼前にやってきた髪の匂いをアレクは嗅いでいた。

　甘えるように、抱きついて少し下にあるクロエの頭に顔をこすりつけてみる。

　甘えたい気持ちがあった。アレクは誰かに甘えた経験がほとんどないからだ。

　父は当然として、母もだ。褒められたこともない。

　クロエだけは弱いところを見せても離れていかないのだろうという確信があった。だからこそ、ずっと一緒にいたいのだ。何もかもを天秤にかけても欲しいのだ。

「甘えん坊さん」

「今日だけ、今日だけでいいから」

「いつだっていいですよ？　でも、たまには私も甘えさせてくださいね」

「うん……」

　不思議だ。俺と同じものを使ったはずなのに髪から甘い匂いがする。

　──なんだ？　クロエそのものが甘い匂いなのか？

　セックスの時もクロエは甘い匂いがする。もっと汗だったりの匂いばかりがしてもいいはずなのに。

　アレクは背中側から手を入れて、相変わらず脱がし方がわからない下着を優しく上に上げる。

　ホックのようなものがついているのでそれを外すのであろうことはわかる。しかし、それの外し方がわからないのだ。

　手に吸い付いてくるようなきめの細かい肌の感触。

　童貞の時は温かいのだろうと思っていた胸はひんやりと冷たく、それでいて指を沈ませると奥に熱いものを感じる。

　触り始めた段階で乳首はこりこりとした状態になっており、興奮したアレクはチ〇ポを膨らませてしまった。

　横から顔をすり合わせるようにクロエの背中に密着して胸を揉む。頬に当たる髪のサラサラ感、クロエの横顔の温かさ、柔らかさに落ち着きを覚える。

「んっ」

「やっぱり乳首はいいのか？」

「い、一応性感帯ですから……ちょ、ちょっと力強いです」

「ごめん！　まだ力加減がわからなくて……」

「してるときは強めでもいいのですが、こういうときだと少し痛いのですよ」

「そうなんだ……それにしても柔らかい。何入ってるんだ？」

　ぽよぽよと上下させたり、指を埋めたりしながら胸の感触を堪能する。

　やっぱり思っていたより大きい。ひんやりしていて気持ちいい感触だ。

「脂肪ですかね？　──べ、別に太ってはいないですよ？」

「知ってる。細いくらいだよ。でも全身むにむにだよな。どこ触っても柔らかい。最高だ」

「男女の差です。どうしたって脂肪が多いのですよ。──アレク、お尻に擦りつけないでください。わかりますからね？　ゴリゴリしてますし」

「クロエのお尻好きなんだ。──体細いわりに意外と大きいよな？」

「失礼ですね。女性にそういうことを言うものではありませんよ。──そ、それにおっきくないもん！」

「な、なんで怒る！　エロくていいじゃないか！」

「乙女心は複雑なのです！　喜んでもらえて嬉しいような、悲しいような！」

「えぇ……？　俺はもっと大きくてもいいぞ？　後ろからしてるとき腰にあたって気持ちいいし」

　腰を掴んでバックからぱんぱん音を立てて突く。

　昨晩のアレクは動物のような交尾で大興奮していた。

「私は後ろからはあまり好きじゃないです。き、きもちぃけど動物みたいではしたないですし、か、顔、見えないんだもん。ちゅ、ちゅーしながらしたいから……」

「──耳真っ赤だな。クロエもしたくなったのか？」

　後ろから見える耳は赤く染まっていた。

　アレクは自分で作ったピアスが目に入るたびに複雑な気持ちになる。

　──今度作り直そう……いくらなんでも下手すぎる。

「ちょ、ちょっとだけ……さっきのすごくかっこよかったです。ほかの女の子がいなくて良かったと思いました。あんなの見たら誰だってアレクの子供が欲しくなっちゃいますから」

「周りめちゃくちゃ引いてたけど……？」

「女の子の感覚ですよ。強くて、守ってもらえるような気がするじゃないですか。子供だって強くなってくれそうですし。それにあそこにいた男なんて全員でかかってもアレクに勝てないのですよ？　最高にかっこよかったです」

「あいつらくらいならクロエでも勝てるだろ？　──気に食わなくても人に向けてはやりたくないけどな。あいつらじゃあなんの対抗もできない。キースがギリギリってところか。魔族だって正直ちょっと嫌だぞ？　生き物を殺すのに抵抗があるんだよ。食うわけでもないし、俺は何もされてないしな。そうも言ってられないからやるだけだ」

「優しいですね？」

「いいや。結局殺しちゃうわけだし。──だから今日は気疲れしたよ」

「今日はゆっくり休みましょうね。もしかすると祝宴などあるかもしれませんよ？」

「ないだろ。今のこの街にそんな余裕はないはずだ」

「私が領主なら私財を叩き売りしてでも絶対やりますよ。アレクから施しを受けたままの状態ですから。将来アレクが当主を継いだときを考えれば必ず」

「そんなもんか。──じゃあちょっとしたわがままなら聞いてくれるかな？」

「おそらくは。今回の件はギリアム領地内でのこととは言え、マイルズ男爵は頭が上がりませんからね。アレクは利害関係に頓着ですが一般的な貴族であれば気にしますよ。しないほうが変なのです。ましてや男爵ですし。基本的には一代貴族ですから」

　アレクの頭の中に浮かんだのは、かつて見たもの。小さな頃の記憶をなぜだか思い出した。

　そういえばこの街だった。この街の伝統行事だった。

　──クロエは喜んでくれるだろうか。それならば俺もやってみたい。







第二〇話　悟り




「俺は報告に行ってくる。面倒だから俺から行くよ。頼みごともしやすいだろうからな」

「承知しました。私はどうしましょう？」

「部屋のベッドメイクとかしてほしいかな。枕も俺のに変えといて欲しい。あとは……ダラけてていい。クロエも疲れたろ？」

「主人をほったらかして眠るなど……私のような勤勉なメイドには心苦しいものがありますね？」

「屋敷一のダメイドがよく言うよ。──ま、まぁそういうところが好きなんだけどな」

「──これからもしっかりサボリます」

「それは違うぞ？」

　城のある場所まで戻ったふたりは談笑しながら城内に入っていく。

　アレクは到着した時に城の一室を借りていた。城のメイドも一緒に貸す、との話だったが、それは断った。クロエがいる。それで十分だった。十分すぎた。邪魔されたくもない。

　以前までと違い、クロエとの普段の会話でも少しイチャついている。強かろうと地位があろうとその辺の青少年たちとアレクは変わらないのだ。青い春を謳歌していた。

　城は豪華さよりも実用性を重視した作りだった。無駄がなく、華美な装飾もない。こういうところは商人寄りの考えなのがマイルズ男爵という人物だ。

　管理者側のアレクからすると好感が持てる。税金の無駄遣いを取り締まるのも仕事だからだ。

　執事の一人に聞いて、アレクはマイルズ男爵の執務室へ向かった。

「も、もう終わったのですか……？」

「はい。鉱山には被害は出ていないと思うのですが……出ていたら申し訳ありません。援助金を出すのでそちらで対応を。あ、あと明日は雨が降るので」

　アレクの魔法は空気中に大量の魔族だった塵を撒き散らした。その影響で翌日か、早ければ夜には雨が降る。

「い、いえ……冗談ではなく？　もう魔族を退治し終えたのですか？」

「魔人だけはわかりません。全てまとめて焼いてしまいましたから。あの場にいたのならおそらくは一緒に焼けたと思うのですが」

　なぜか疑いの視線を向けるマイルズ男爵にアレクは不満だった。

　──ちゃんとやってきたのに……。

「詳しくはあそこにいた騎士にでも聞いてください。私も一応はギリアムですから。あれくらいでしたらそれほどは苦にしません」

「アレックス坊や、いえ、アレックス様。失礼いたしました。どうにも幼い頃と重ねてしまうのです。もう一人前だと承知してはいるのですが……感服ですな。どうぞこれからも、息子の代に変わってもよろしくお願いいたします」

「もちろん。この地の直接統治までは手が回りませんし、適材適所といいますから。こちらこそぜひよろしくお願いします。私の代に変わった際、新たな爵位を叙勲することになるかと思います。──それで、ひとつ頼みごとがあるのですが」

「はい、なんでもおっしゃってください」

「実はですね……」

　アレクは考えていたことを話す。返事は快諾だった。




「街を挙げて祝宴をやるらしいぞ。まだそこまで被害がなかったらしい。農産物も城の倉庫に避難させているんだそうだ」

「ほらやっぱり。せいぜい楽しませてもらいましょう」

「クロエの方が主人みたいだな……」

「アレクは私のお、大きいお尻が好きなようですから、尻に敷いてあげようかと！」

「そういうことじゃないんだけど……ふたりのときはそれでもいいぞ。俺は強気なところも好きだからな」

「むう……素直だとやりにくいのですが……」

　ベッドの上でだらけているクロエと話し、アレクもベッドの上に、クロエの隣に倒れこんだ。少々疲れがあったのだ。

　ギリアムの秘伝は発動に至るまでの情報がないことを除いても、ほかの人間が使いこなすのは難しい。受け継がれてきた莫大な魔力あってのもの。それを持ってしても消耗は激しい。

　まだ時間は夕方だ。祝宴は夜、日が落ちてから。準備に時間がかかるのだ。なのでそれまではだらだらしていようと思っていた。

　マイルズ男爵に借りた部屋は屋敷の自室よりは小さいものの、部屋にも風呂があるタイプの客間だった。

「んっ」

　アレクがとなりに寝そべるとクロエは目を閉じて、のどを鳴らす。

　キスしろ、そう言われているのだと判断する。

　──なんだかすごく積極的だ……。もしかして、今朝までのはそこまで気持ちよかったのだろうか？　乱れまくって求められはしたものの、慣れていない自分が夢中にさせることができるのだろうか？

　アレクの根本的な自信のなさは様々なことに波及していた。

「クロエ、キス好きだよな？」

「う、それを聞いてしまいますか……はぁ……しょ、正直に言いますよ？　私にとってキスは特別なのです。ある意味では貞操よりも。──ほかの誰かに嫁いでもそれだけは守りたいと思っていました。ほ、本当に好きな人としかしたくないのです。ア、アレクが私の好きな人だから、アレクとはたくさんしたいのです……」

「──っ、クロエ！」

「ふっ、ん、んっ」

　アレクはクロエの上に乗り上げ、胸を触りながら舌を入れてキスする。

　さきほどの戦闘のせいか、クロエのしおらしく可愛らしい態度のせいか、体が高ぶっているのがわかる。

　クロエに抵抗の色はない。抱きついてさえきた。

「クロエもしたいのか？」

「はい……さっきのアレクがかっこよすぎて……ちょっと濡れちゃいました」

「えらい素直だな……可愛いぞ」

「嬉しい。アレクにだけそう思われていればいいのです、私は」

「さっきの連中か……巻き込んでやろうと思ったぞ、俺の女に失礼な態度で」

「俺の女……なんだか不思議な気分です。胸がゾワゾワしますね」

「い、嫌か？」

「いいえ。逆ですよ。嬉しくてたまらないのです。だって、ずっとそうなりたかったのですから」

「俺もクロエの男だぞ。クロエだけを愛していくつもりだ」

「それは嬉しいですけど……試みがうまくいったとしても、誰かしらとしなくてはならなくなりますよ？」

「え、すごい嫌だ」

「私だって嫌ですよ？　アレクがほかの女で興奮するなんて。ですがそのへんは仕方ないのです。様々な女との子供は必要ですから。たとえ私が正妻になっても目をつぶるしかないのですよ」

「うーん……どうにかならないのか？」

「ならないです。そこだけは仕方ないですよ。大丈夫、私は浮気には寛容ですよ？　最後に私を選んでくれればそれでいい。それでさえ贅沢な話です。最初で最後の女になれるなど」

「嫌だなぁ……」

　アレクは心底嫌だった。

　興味がないわけではないが、クロエを裏切るのが嫌なのだ。

　自分が裏切ればクロエだって裏切るかもしれない。それが嫌だった。

「私はアレクだけですよ？　心配しなくても問題ありません。──アレク以外の男なんて」

　アレクの心配をクロエは理解していた。

　だが何も問題はない。小さな頃から好きだっただけでなく、最近はアレクの体の強さまで知ってしまった。これ以上は存在しないと確信できる強さ。裏切る気になどまったくない。満足しているし、ほかを知りたいなど思いようがない。

　アレクは性的にも強く、魔法においてもおそらくはギリアムの歴史の中でも格別の才能を持っている。

　もともと何から何まで好み。ほかの男など目に入らない。しかもそんな男がずっと自分を好いてくれていたのだ。クロエはひとりの女として究極に幸せな気持ちだった。この状態から裏切りなど考えようもないのだ。

　クロエは下から抱きついて、アレクの頭を撫でた。

　心配などしなくていいと体で示したのだ。

　甘えさせたいとも思った。誰にも甘えられない立ち位置で生きてきたのをよく知っているからだ。

「ほ、本当か？　俺クロエがほかの男に触られるの嫌だ。絶対嫌だ」

「ええ。私だって嫌です。アレクがどうやって私を正妻にするのかはわかりませんが、うまくいけば誰ともしませんよ。アレクだけ。アレクだけの私です」

「さっきのがうまくいったからかわからないけど、うまくいくと思う。そう思いたい」

「え、まさか……」

「うん。そのまさか。このあとさ、一回家戻ろう。父上に言うことがある」

「う、嘘ですよね？」

「ううん、嘘じゃない。これが一番手っ取り早くて、確実だ」

「や、やめてください！　本気で死ぬかもしれませんよ!?」

「大丈夫だ。大丈夫だよ」

　何度言ったかわからない、大丈夫。

　自信があるわけじゃない。だが、これでいい。

　クロエは気づいてしまった。アレクの考えていることを。

　自分の存在すら賭ける危険な企みを知ってしまった。







第二一話　悪いクスリ




　荷馬車よりも大きな上等なベッドの上、マットレスのスプリングを反発させながら、全裸のふたりは結合を開始していた。

　アレクはくにゅくにゅと、ピンク色が赤くなりつつある大陰唇の割れ目に、硬く反り返ったチ〇ポを押し付け腰を前に押し出す。

　疲れはあっという間に吹き飛んだ。

　クロエが自分を求めてくれているのだ。多少の疲労など感じる方が難しい。

　キスと裸の体をすりあわせているだけでふたりは三〇分以上過ごした。

　お互いの性器が透明な汁をだらだらとこぼしあって、それでも擦り付け合うだけだった。

　挿入したい、されたい気持ちを我慢しながらひたすらに愛を確かめ合っていたのだ。

　そして我慢の限界を迎えたクロエはアレクに挿入を懇願し、ついに結合が始まった。

「あんっ、アレク、あっ、んっ……きもちぃよ……愛して、たくさん愛してっ……」

「俺も気持ちいい……クロエの中、すごい熱いよ……」

「ん……、あっ、今日、今日ずっと、ずっとアレクの、お、おチ〇ポ欲しかったのっ、お、……おま〇こぬるぬるだったのっ……！♡　んあっ！　んっ、んっ……だ、だからねっ？　た、たくさんずぼずぼして？　すごいきもちぃの、セックス好きになっちゃったっ♡」

　別人のように甘えてくるクロエの強烈なおねだりに脳みそが沸騰したようになったアレクは、全身をクロエの上に乗せ、杭打ちのようにピストンを開始した。

　種付けプレスの体勢だ。

　誰に教わったわけでもなく、体が最初から知っていたメスの孕ませ方。

　アレクのピストンはクロエの膣の入口から膣奥までを的確に刺激する。

　ぐちゅぐちゅ！　ぱんぱん！　ぐにっ、ぐにっ！

　単調なピストンだけでなく、特定の箇所を重点的に擦りあげてみたり、腰をうねうねと回すようにしながら突いたりも忘れない。

　クロエの狭い、ぎちぎちに締まる膣内をほぐすようにアレクはかき回した。

　どのように動かしても気持ちいい。ひだの一枚一枚が甘えるようにチ〇ポにまとわりついているのが分かる。

　──俺の女は最高だ。

　密着する体をお互いに触りあい、体の表面の汗を伸ばすようになぞり合う。

　全身を知りたい。何もかもを知りたい。

　熱と汗で全身が癒着してしまうのではと思うほど密着し合っていた。

「きもちっ、あああっ、ううっ、きもちぃよぉっ！♡　うっ♡　うっ♡　ひ、ひぃっ、アレク、アレクアレクっ！♡　──も、もうイく、もうイくっ！♡　ま、まだ始まったばっかりなのにぃっ！♡　ああっ♡　やだやだっ、もっと、可愛がって欲しいのにぃっ！♡　あっ、ふっ、イ、イく、やだっ、イくっ！♡」

「何回でもイかせるからいいよっ！　好きなだけっ！」

「ほ、ほんとっ？　んんんっ！　嫌になったりしないっ!?　あううっ！　あ、あっ♡」

「しない、というか！　見せられたらもっとしたくなるって！」

「しゅ、すきっ♡　ああっ、あっ──イくぅっ！♡　アレクもぎゅうしてっ！♡　ぱんぱんしながらぎゅうっ！♡」

「うあっ、し、締まりが！」

　全身を使ってしがみついてくるクロエのただでさえきつい膣内が、万力のようにアレクのチ〇ポを押しつぶす。

　チ〇ポは悲鳴をあげ、泣き出すように我慢汁をぴゅっと垂れ流した。

　射精の準備だった。尿道の滑りを良くして、新鮮な精子を子宮めがけて飛ばす用意をしていたのだ。

　クロエの細い両足はアレクの腰をホールドし、奥の奥へ射精するように誘導していた。

　密着した体をさらに密着させて、痛みすら伴うほど強く抱き合う。

　背中に抱きつく手には力が入り、クロエは爪を立ててしまう。

　ずきん、とした痛みをアレクは背中で感じるも腰の動きは緩めない。

　子作りを前提とした本気の交尾だ。

　愛する男の子を孕むため自然とそのような形になった。

　抱きしめて、抱きしめられて。クロエの体はビクビク震え始めていた。

　──素直になってしまう。

　セックスは不思議だ。いつもなら絶対に言えないこともしているときなら簡単に言える。
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　服を着ていないから？　建前や、仮面も一緒に脱げてしまっているのかもとクロエは考える。

　好きだ好きだ好きだ。頭の中が愛情でいっぱいだ。

　悪いクスリのように頭がボーっとする。くらくらと上下左右がわからなくなって、浮遊感がクロエの全身に回る。

　怖くなるような感覚でも、アレクにしがみついていれば大丈夫。浮き上がる体を支えてくれるから。心も任せていい。裏切ったりしないのをよく知っているから。

「──イくっ、あうっ、うっ、イ、イっくぅっ！♡　い、い、一緒に、一緒にせーしだしてぇ！♡」

「ううっ」




　どくっ、どぴゅどぴゅっ！

　びゅっびゅ、びゅるうっ！




　きゅうっと締まりを強くしたクロエのおま〇こに完敗したアレクのチ〇ポは、半ば強制的に射精させられてしまう。

　硬さと弾力のある膣奥に向け、強力な水てっぽうのような威力で射精が始まった。

　昼間射精していても、セックスでする射精は文字通り別腹だった。

　飛び出した精液はねっとりと新鮮な精子を大量に含んでいて、クロエの子宮を目指して一目散に駆け出していく。

　愛する女の膣内でする射精はアレクに莫大な淫楽をもたらしていた。

　オナニーでする射精は空虚なものだ。宙に向けて放つそれと違い、クロエの中でする射精は全て包み込んでくれる。灼熱のような体温に包まれて射精するのは安心感すらあるのだ。

　五体が痙攣し、自分が精液を吐き出すための存在でしかないのではとアレクは錯覚する。

　いつまでも、いつまでも続く、意識まで流れていく射精。

　たった数秒が永遠に思える。

「あう、あうううっ♡　あうっ♡」

　射精を受け止めるクロエは声にならない声を出していた。

　全身の痙攣が喉に達し、上手く声が出せないのだ。クロエを押しつぶしているアレクの体の重みで呼吸もままならない。

　クロエの酸欠気味の脳は絶頂の快楽を精一杯楽しんでいた。

　体中を巡る快感の電流をすべてかき集め、反響、増幅して送り返す。

　精神がアレクのこととセックス以外のことを受け入れ拒否し始めていく。

　──溶ける♡

　煮詰めた砂糖のように甘く、重い快感が全身を溶かす。

　体の中がドロドロだ。精液で中から溶かされているようにすら思えた。

　クロエはアレクに体重を乗せられていると征服された気分になる。暴虐ではなく愛情による蹂躙。そんな征服者であれば大歓迎だ。

　さらに何度も連続で絶頂を繰り返すことでクロエは泥酔した時のようにへべれけになり、肩身が狭くなるような発言を平然と口にするようになる。

　言うならば本心であり、本性だ。

　いつものクールなキャラクターは、クロエがそうあるべきと考えて演じているものでしかない。

　本当のクロエは人並みに甘えることが好きで、好きな男相手ならばなおさらにそうなる普通の女の子だった。

　貴族の生まれであるがゆえに、叶わないと思っていたがゆえに、人より少しだけ奥に隠れているだけ。

　アレクに裸で体をまさぐられでもすれば喜び勇んで表に出てきてしまう。




　お互いの痙攣が収まれば、アレクは再び腰を動かし始める。

　飢餓感にも似たものがあった。

　──もっと、もっと注がなくては。

　悦楽欲しさだけでなく、使命感に近いもの。

　腰を動かすたびにアレクのチ〇ポに激しい快感が襲いかかる。それはアレクの早漏チ〇ポでは太刀打ちできないものだ。

　カリで肉ひだを削る動きは、アレクにもクロエにも気持ちいいものだった。

　口が半開きになる。油断しているとヨダレを垂らしてしまいそうな感もあった。

　ベッドの反発があるせいで、荷馬車でしていた時よりも上手く腰が動かせない。思えば硬い床と硬いベッドでしか交わっていないのだ。こんな上等に弾むベッドではしたことがない。

　しかし、アレクは持ち前の順応力で対応する。クロエが気持ちよければそれでいいと気づいたのだ。少し激しくするとクロエは大きな反応を見せる。アレクはうっすらと気づき始めていた。

　クロエを押さえつけ、動けないようにして腰を打ち付ける。ベッドが反発してもこれならそれほど影響しない。

　体重を乗せて膣奥をこじ開けるアレクの動きにクロエは悶絶する。

　どうにもクロエは奥の方に強い性感帯があるらしいとわかった。ごつん、ごつん、と叩かれると一瞬で絶頂まで持って行かれてしまうのだ。

　自慰の時はなかった感覚。クリ〇リスで至る絶頂とは別物だった。

　自分の指では届かない場所。──アレクに気持ちよくしてもらうために存在していた性感帯。快楽の扉が本人すら知らない体の奥深くに隠されていた。

　クリ〇リスでの絶頂が静電気のようなものだと考えると、セックスで、アレクのチ〇ポでの絶頂はまさに雷撃。全身が痺れるように痙攣し、長らく動けなくなってしまう。

　やみつきだった。いつでもどこでも体が欲しがってしまう。

　まさか自分がそのへんのメス猫のようなことになるなんてクロエは思ってもいなかった。




　ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅっ！

　ぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅっ！




　アレクの腰の動きが早くなり、足の指に力が入る。まだ二回目だというのに全身は汗だくで、後頭部からは汗が流れ、髪が濡れて貼り付いていた。

　クロエも額に汗を浮かべている。細い金色の髪が所々張り付いて、余裕のない綺麗な顔は淫らに見えた。

　クロエの顔を見ているとただでさえ太いチ〇ポがより太さを増し、血管を浮き上がらせた。

　たんまりと精子を溜め込む玉は、ぐぐぐ、と根元まで持ち上がり射精の準備を終え、尿道へ精子を送り込み始める。

「ああっ、クロエ、もう出るっ！」

「ひっ、だめだめだめっ！♡　ふああっ！♡　いいい、今イッてるっ、イッてるのっ！♡　またイッちゃうから、イッちゃうからだめっ！♡　あああーっ！♡」

「む、無理、イクっ、出るっ！」

「んあああっ！♡」




　どっくん！

　どぱっ、どぴゅぴゅっ！　どびゅっ、どびゅっ！　びゅー！




　クロエのおま〇こに搾り取られ、尿道の中に残っている精液も全て吐き出させられる。

　固まったような精液で広がる尿道は、アレクの脳にダイレクトに性感を流し込んでいた。

　クロエは、雄々しく脈動を続けるチ〇ポから吐き出される精液の衝撃で絶頂を重ねがけされる。

　──これはやっぱり悪いクスリだ。精液は何か危ない媚薬のようなもの。

　でも良いクスリでもあるはず。良薬口に苦し。アレクの精液は苦かったから。

　それに何より、こんなに気持ちのいいことが悪いことのはずなんてない。

　──もっと、もっとしたい。

　ふたりは同じことを思い、絶頂の余韻を感じながら再び腰をくねらせあう。

　一足先に始まった淫楽の宴が終わったのは、部屋が暗くなってきて、誰かが扉をノックする音がした時だった。







第二二話　歩く黒手帳




「アレックス様。城内であっても防音の魔法は使用すべきですよ」

「えっ」

「女という生物は貴賤に関わらず元来噂話が好きなものです。それはこの城のメイドも例外ではありませんよ？　男が身を持ち崩すときというのは大抵女が絡むものです」

「えーと……聞こえてたってことですか？」

「はい。私生児と言えどお世継ぎができるのも早そうで何よりです」

「嘘だろ……」

　祝宴の準備が整ったのでアレクを呼びにきたマイルズ男爵は、口ひげを触りながら苦い顔でアレクを諭す。

　扉を開けなくてもわかるくらいふたりは盛っていたのだ。




　◇◇◇




「あ、あの部屋って……」

「ほら、ギリアムの！」

　マイルズ男爵家に仕える若い双子メイド、ニルとニカはアレクたちの部屋のそばで聞き耳を立てていた。

　花嫁修業のためにやってきているメイドで、身分だけで言えば男爵より断然上だ。と言っても彼女たちにはもうひとり少し年の離れた姉がいて、現当主はその姉であるため彼女たち自身の力は無いに等しい。

　背は同年代の少女と比べても少し小さめ。髪は青みがかった黒。光を反射する艶めいた黒だ。

　年は一四歳で、見た目はそっくりだが髪の分け目が違う。わかりにくいと言われわざとそうしている。右分けなのが姉ニル、左分けなのが妹ニカだ。時折入れ替わったりして遊んでいる。

　年相応に元気で、天真爛漫とした性格である。

　城では『歩く黒手帳』の異名を持つ情報通だ。

　可愛らしい顔をしているぶん余計に質が悪いとマイルズ男爵に笑われていた。

　今日はギリアムとエヴァーグリーンという大物の来訪で、何かしらのスキャンダルをつかもうとしていた。

　情報を売ったりしているわけではなく、単に面白いからやっていることである。得た情報はもっぱら屋敷のメイド内の暇つぶしに消費されるのだ。要するに、趣味の悪い暇つぶし。

　どうせ防音でしょう？　とふたりは期待していなかったのだが、予想に反して部屋の中の音が聞こえた。

　ふたりはそっと扉に耳を当て、ギリアムの醜聞などを聞けないかと期待した。まさかまさかの隙だったからだ。部屋を防音にするのは貴族としては常識。初歩の初歩なのに。

　しかし、部屋の中から聞こえたのは──。




　ぱちゅんぱちゅんぱちゅんっ！

　ぱんぱんぱん！　ぐちゅぐちゅっ！




　な、何の音？

　なにか叩いてるのかな？

　ふたりは目配せで会話する。特技だった。双子であることと、彼女たちだけの能力によって意思疎通は得意なのだ。

　聞きなれない音だった。

　大きな肉をぶつけ合っているような音。

　一四歳という年と生まれもあり、セックスをしたことがない。それゆえに若い男女の激しい性交でそんな音がするのだと知らなかった。

『ああー、あっ、ああーっ！♡　うっ♡　ううっ♡　ふぁぁっ！♡　──ま、またイくっ、イ、イくぅっ！♡　あうっ、アレクアレクっ！♡　しゅき、だいしゅきっ！♡　きもちぃ、せーし欲しいっ！♡』

『クロエっ、うううっ！　出るっ！』

　こ、これって……！

　ニルとニカは目を丸くして目配せした。

　中から聞こえたのは嬌声。

　精子、という単語が聞こえ、何をしているのかわかってしまった。

　──性交。

　始めて聞いた声だった。

　さっき見たふたりは堂々としていて仏頂面だったのに。

　あまり年は変わらないはずなのに、これぞ大貴族、という風格があった。

　追従するメイドは、女性である彼女たちでも素敵に、羨ましく思うくらい美しく高貴だった。

　──そんな人たちがこんな動物みたいな声を出しているなんて。

「き、きもちいいのかな？」

「た、多分……きもちいいって言ってるよ？」

　小声で話す。中の人物たちは聞き耳を立てられていることに気づいていないらしく、先刻までと同じような肉を打ち付ける音が再び響き始めた。

　女の下品な声もまた聞こえる。心底気持ちいいのだろうということは伝わってきた。

　微妙な空気が姉妹の間に流れていく。

「ど、どうするニル姉……？」

「え、私に聞く？　──ちょ、ちょっと興味あるよ……」

「だよね。双子だもん」

「ニカも？」

「うん。だ、だって他人のえっちだよ？　しかもあんな大物の」

「ウチだって負けてないよ？　でも気になるね。ああいう人たちがしてるのは」

　少し頬を桜色に染めながら、ふたりは扉に耳を当て続ける。

　相変わらず肉音は響いていた。

　誰がしているのかはもうあまり気にしていない。聞き続けるための大義名分だった。

　ど、どんな格好でしてるんだろ。

　前から？　後ろから？

『あっ、あっ、あんっ！♡　きもちぃきもちぃきもちぃぃぃっ！♡　んああっ！♡　いいいっ、あうっ、お、おチ〇ポすごいぃぃっ！♡　お、おま〇こ、おま〇こ壊れるぅっ！♡　いひっ、ずっとイッてる、またイくっ！♡　ちゅーしてっ♡　あ、あううっ♡　ぎゅうしてっ♡　しゅきしゅきしゅきぃっ！♡　ふあぁっ！♡』

　クロエが喘いでいるのがニルとニカの耳に届く。

「あ、あの人が？　めちゃくちゃクールな感じだったよね？」

「うんうん、信じられない。でもこんな感じの声だった気がするよ」

「えーっ!?　あんな人でもこうなるの？　へろっへろだよ!?」

「声おっきい！　見つかったら怒られるじゃすまないかもしれないよ!?」

　本当にあのふたりなのか若干の疑問があった。

　拝命三大貴族の次期当主たちが？　こんな獣みたいに？

　聞こえるクロエの声には圧がなく、子供のように甘え切った高音だった。

　そんなに気持ちいいのかな……。

　音を聞いていると、下着がうっすら水気で汚れていくのを感じる。

　お互いにそうだった。

　ニルとニカは同じ部屋の同じベッドで寝ているが、それなりの頻度で自慰はする。

　寝ている姉妹の隣で声を抑えながら、くにくにとおま〇こを弄るのだ。

　しているのはなんとなくお互いわかっているが、いくら姉妹でも、双子でも恥ずかしいので黙っている。

　彼女たちも性的な快感は知っているのである。

　自慰の時は声が出そうになるものの、クロエのように激しく声が出るということはない。

　つまりそれだけ気持ちいいということだと判断する。

　──してみたい。

　ニルは自然と手が股間に伸び、スカートの上からぐっ、ぐっと押すように刺激する。

　姉であるニルが自慰を始めたことに気づいてしまったニカも、同じように手を伸ばす。

　初めてお互いの自慰を見た。

　──今までは隠していたのに。

　視線が双方の股間に行く。他人の自慰を見たの自体初めてだ。

　そのうちにふたりはスカートに手をいれ、パンツの中にねじ込んだ。

　これまで自慰は触ったら気持ちいいからという理由でしていた。明確な対象がなかったのだ。

　耳から聞こえる音、目の前で繰り広げられる姉妹の自慰。互いの痴態に興奮が募る。

　ニルとニカは夢中で股間をいじくりまわした。

　くちゅくちゅと聞こえる音が快感を伝え合ってしまっていた。

「「んっ、ふっ」」

　片手で口を塞ぎ、片手でおま〇こを刺激する。

　立ったまましたことがないふたりは、徐々に膝をガタガタさせ始めた。

　扉の中の人物たちも興奮を強めているようで、聞こえる肉の音は大きく、声は激しくなっていた。

　──イキそう。

　羞恥と快感に身を震わせる片割れ。

　鏡を見ているようで、自分がどんな顔をしているのかが見なくてもわかってしまう。

「「んんっ、んーっ！♡」」

　びくんっ！　と体を縦に揺らし、ふたりは同時に絶頂を迎えて床に落ちた。




◇◇◇




　アレクは自分の浅慮を恥じた。

　自分だけならまだしもクロエに恥をかかせたからだ。

「その……そこまで広がっていますか？」

「いいえ。双子のメイドがいるのですが、部屋の前でこそこそしていましてな。聞いたところ、お二人の声を聞いてしまったと」

「じゃ、じゃあその二人だけ？　ならば箝口令をお願いします」

「そうです。ですがその二人は噂好きでして。──誰が名付けたのか、『歩く黒手帳』などと呼ばれています。いやはや、お恥ずかしい話あの二人には強く出られませんので、アレックス様から直接口止めして欲しいのですよ」

「領主ですよね？　なぜ？　このイースレイの最高権力者は貴方のはずだ。我々ギリアムがそう決めたのですから」

「うーん、本当はあまり言いたくないことではあったのですが、『蒼』なんです、彼女たちは」

「──フィアレルム？　拝命三大貴族の？」

「ええ。御屋形様には黙っていてくださいませんか……！」

　マイルズ男爵の心配は俗なものだ。

　より強い権力と財を手に入れるために、ギリアム以外の拝命三大貴族ともつながりを欲したのだ。そしてそれはギリアム現当主、アレクの父に対して秘密にしていたこと。

　商人としての性質が強い男爵は、やはり商人特有の卑しさも持っていたのである。

　男爵という一代貴族である彼は、言ってしまえば権力をくれれば誰にでも従う人物だ。ギリアムが爵位をくれたからギリアム領地にいるだけで、同じ拝命三大貴族、『蒼』フィアレルムがより高位の権力をくれるのならばそちらに行く。恩義より利益を優先するのである。

　黙っていようかとも思っていたのだが、もしこの噂が広がるようなことになれば確実に出処はバレてしまう。そうなればギリアムに領地を与えられ現在の地位にいる自分は破滅する。

　拝命三大貴族は敵対関係ではない。同列の立ち位置だ。だがそれはあくまで公的な話であり、個人の感情は別なところにある。

　どの家も自分の家が一番であると思っているのだ。

　現当主たちもあまり仲が良くない。

　──なんだか面倒なことになってきてないか？

　せっかくこのあと……くそ！

　アレクは自己嫌悪でいっぱいになった。







第二三話　『蒼』




「「ごめんなさい……」」

　二人のメイドは声を揃えてアレクとクロエに頭を下げた。

　アレクのあとに部屋の風呂から戻ったクロエはセックスの全てが聞かれていたと聞き、卒倒し、そのままの表情で床に崩れ落ちた。セックスの後で腰の力が抜けていたからではない。

　ショックだった。淫らに乱れていたことと、アレクとの大切な時間を邪魔されたことの両方から気絶しかけたのだ。

　クロエは行為そのものが好きではあるのだが、やはり一番好きな理由はアレクと二人きりの狭い世界に入れるからなのである。それを邪魔されていたことは強い怒りにつながる。

　真顔のまま顔を真っ赤にしてクロエは強い態度をとった。アレクからしても少し珍しく思う本気の怒り。

「聞いてしまったことはもう仕方ありません。口外はしないでいただけますね？」

「「は、はい！　もちろんです！」」

「よろしい。もし広まることがあれば、『蒼』の血族といえど、──お命頂戴致します」

「「ひっ!?」」

　──やりかねない。

　アレクのほうがひやりとするくらいの目線をクロエはふたり──ニルとニカに向けていた。

　半泣きで怯えながら抱きつき合う彼女たちはとても良く似ているように思う。

　背は少し小さめだ。クロエが同じ年の頃はもう少しあった気がする。

　青みがかった黒髪は肩くらいの長さで、顔の方へ軽く曲線を描いていた。

　アレクの人生で初めて遭遇した双子だ。

　それにしても仲がいい。言葉のほとんどが同じタイミングで、同じ言葉だ。声すら同じ。もはや同一人物が二人いるようにすら思える。分身？

　クロエが綺麗なら、この子たちは可愛い、だな。

　しかし、あまりそそられる体ではないように思った。クロエと違って凹凸が少ないのだ。顔の出来はいいが、それでもアレクの好みというわけではなかった。幼すぎるのだ。

「ま、まぁほら、気になっちゃうよな!?」

「なんでアレクが庇うのです！」

「こ、今度は俺か？」

「八つ当たりです。──あんな、あんなところを見られるなんて！」

「「み、見てないです、聞いてただけ！」」

「どっちでもいいですよ、もう！」

　両手で顔を隠しながら地面にしゃがみこむクロエは、これ以上ないほどの凹み方だった。

「一応解決、ということでよろしいでしょうか……？　アレックス様、御屋形様には何卒、何卒内密にお願いしますよ？」

「そのかわりさっきのお願い、もっと盛大にしてくださいね」

「当然でございます！　言われずともそうしようと！」

　けしかけるとマイルズ男爵は太った体を重そうに引きずりながら走っていった。

　──油断ならん人物だな、全く。もしかして魔人がいることも知ってたんじゃないのか？

　一度疑い始めると何から何まで疑わしく見える。

　はぁ、とため息をつき、アレクは双子の方を見返した。

　ニルとニカは少しだけ意外に思った。

　アレックス・ギリアムという人間が思っていたよりも穏やかだったからだ。

　外では威圧的に見えたのに、あろうことか自分たちを庇う素振りまで見せた。

　ギリアムは激情家が多いと聞いている。すぐに怒りだして話にならないと聞いていたのだ。それはどうにも彼女たちの家、フィアレルムがねじ曲げて伝えたものだったらしいと理解した。

　──怖い人じゃない？

　──メイドの方は怖いけど。

　メイド、──クロエは印象通りだった。冷たく見えるくらい綺麗な顔で、中身も冷たいようだ。明らかな敵意が窺える。

　──でもでもっ、こんな顔でもこの人には、この人の前では……。

　観察するように自分たちを見ていたアレクの顔を見て、視線を股間に落とす。

　──ここにあるんだ……。

　こんなに怖そうなメイドでもへろへろにしちゃうすごいの。

　──見てみたいな。

　一卵性双生児の双子で育った環境も同じということもあって、ふたりの思考は似通っている。

　非常に珍しく、全く同じ魔力を分け合うように持って生まれてきた。

　同一の魔法をふたりで制御、消費魔力をシェアするなど、歴史上でも希な才能を持っているが、一人一人はまだまだ半人前だ。

　『蒼』の秘伝も習得できていない。これは現当主である彼女たちの姉がかつて早々と習得し、次期当主が確定していたからだ。訓練すらしていない。

「とにかく、誰にも言わないでくれればそれでいい。君たちの家と争いたくないしな。それにまぁ……君たちの姉上は俺の婚約者候補の一人だ。難しいし、婿に入るわけにはいかないから結婚はしないけど」

「「姉さまも言ってました。嫌だなぁって」」

「そ、そうか……」

　口を揃えてアレクに宣告する。

　複雑な気分だった。

　クロエを正妻にする以上何も問題はない。問題はないのだが……アレクは解せない。

　──会う前から嫌われてるのか？　いや、当主だからだよな？　嫁入りは無理っていう話だよな？　な、なんかもやもやする！

「君たちの名前は？　俺はアレックス・ギリアム。こっちはクロエ・エヴァーグリーン」

　とりあえずモヤモヤを頭の隅に追いやったアレクが名前を聞きながら自己紹介すると、ニルとニカは抱き合っていた体を離して、スカートを持ち上げ、頭を下げる。

　メイドのする挨拶だ。

　クロエは床にへたりこんだままだった。起き上がる気力がない。

　本来拝命三大貴族を相手にする以上最大限畏まらなければならないのだが、そんな気はしなかった。

「私はニル・フィアレルム」

「私はニカ・フィアレルム」

「「前髪右分けがニル、左分けがニカと覚えてください」」

　シンクロしたような動きで自己紹介するふたりに、クロエは感動を覚えた。

　何かの見世物を見たような気分だ。

　怒りを忘れて思わず拍手をしてしまう。

「ここまで揃ってるとすごいな……」

「ええ……」

「「これ、結構ウケがいいんですよ。別々でも話せますけど」」

「なにかの魔法なのか？」

「「いいえ。でも近いです。私たちの魔力はどちらのものでもあるんですよ。なので思考もある程度共有できたりします。もちろん、意識すればの話ですけどねっ」」

「す、すげぇ……『蒼』のほうがすごくないか？」

　クロエの方を見て言ってみる。

　驚嘆に値するものだったのだ。『蒼』の力ではなく彼女たち固有のものなのだが、前例を知らないので独自のものだと勘違いしていた。

　クロエはアレクの言葉でむすっとした顔をしていた。

「そんなわけないです。アレクのほうがすごいもん」

「あんなのできないぞ？」

「アレクは全部まとめて消し炭にできるじゃないですか」

「いやいや、しないって！」

　ふたりのやり取りを見たニルとニカはニヤつきながら耳打ちする。

「イチャついてるよ、ニル姉」

「イチャついてるね、ニカ」

「聞こえてます！　全く、どうしてそう出歯亀ばかり！」

「「だってぇ、私たち経験ないしぃ」」

「そ、そうなんだ……」

　──へぇ、そうなんだ。

　にやけた顔をしたのをクロエに察知され、思い切り背中を叩かれる。

「アレクっ！」

「「「ひっ」」」

　ニルとニカのふたりがアレクに抱きついたせいで、クロエの怒りは更にヒートアップした。







第二四話　火の華




「今日は飲みます」

「え、飲むなよ。あんまり強くないのに」

「いいえ、飲みます。全部忘れるのです」

「全部覚えてるタイプだったよな？」

「──ええ」

「じゃあ飲むなよ。それに今日のことは覚えていて欲しいんだ」

「何かあるのですか？」

「何かあるんです」

　意味ありげに笑うアレクに、クロエは眉をひそめた。

　さっきまでのことを思い出してしまったのだ。『蒼』の双子に懐かれてしまっていたことを。

　──一体何を考えているんだか……。あんな小娘たちにいいようにされて。

　だ、抱きつかれて！　わ、私だけを見ていると言ったのにっ。

　クロエは怒りの方向性が変わってヤキモチによる怒りを覚えていた。本人はうっすら気づいているが認めない。

「まぁそのうち分かる。──愛してるよ。さっきはあれだったけど、双子だったから興味が向いただけ。女はクロエだけでいい。『蒼』だっていうのには素直に驚いたけど」

「それは私も……初めてほかの御三家に会いましたよ」

「俺はどっちもあるにはあるんだが……覚えてない」

「覚えてないって……大物ですね」

「いや、一応俺も大物ではあるんだけどな？」

「わ、私にとってアレクはただのアレクだもんっ」

「か、可愛いやつ！　今晩も寝かせないぞ!?」

「ちょっとは寝たいです！　さっきだってあんなにしたのに！」

「全然足りん！　一七年我慢した分全部するぞ！」

「ゆっくり、ゆっくり消費していきましょう？　アレクが正妻にしてくれるなら毎日できますよ？」

「当たり前だろ？　毎日するぞ。朝昼晩全部する」

「死ぬ、死にます、それは！」

「俺の理想の死に方は腹上死だ！」




　暗くなってきたあと、街は祝宴ムードで満たされた。

　街の中には出店が並び、騎士も傭兵も大騒ぎだった。

　街全部が縁日のような光景だ。

　特産品である魔導石はフル活用されていて、昼間のように明るい。

　城の周りだけが暗い。そこまではライトアップされていないのだ。

　夜の闇を裂く輝きは遠くから見てもわかる。

　アレクは自分が主賓になることは拒否した。あくまで街の人たちを主賓にするように、と。

　自分たちはその中のひとりでいい。なにより貴族式の宴会などわざわざ参加したくないのだ。堅苦しく、面白くない。食事だって見慣れたものばかり。

　大したことをした自覚もない。アレクからすると魔法を一回使っただけでしかないからだ。

　そのため街全体を会場にし、住民を主役にすることを提案した。資金の出処はマイルズ男爵の私財。税金の流用などは絶対に認めない。

　貴族としての生活基盤は平民の税金ありき。平民が安全な生活と不自由しない流通を確保できているのは貴族ありき。ほかの貴族はともかく、今のギリアムは権力を濫用しないことを是とする。なので比較的質素だ。

　こうなったのは現当主、アレクの父の代に代わってから。ギリアムが代々持っていた土地や建物などを平民には無償で貸し出したりもしている。家族に、アレクに対しては厳しさ一辺倒であるものの、領民には人気の高い領主だ。

　必要以上に贅を貪ったりはしない。そういう意味でアレクは立派にギリアムと言える。

「賑やかですね」

「ああ」

　城から出てふたりで歩く。

　紋章付きのマントは羽織っていない。手袋も外していた。極力ギリアムだとバレたくなかったのだ。これは家の名前がどうこうという話ではなく、せっかくの祭りを最大限楽しみたかったからだ。

　街の人間はアレクには気づいていなかった。どちらかというとクロエの美しさの方が目を引いている。

　今日のクロエはメイド服ではなく借り物のドレスを着ていた。こちらもアレクと同様の理由だ。

「何か食べるか。今日は全部タダらしいぞ？」

「あとでお屋敷に請求が来たりするのではないですか？」

「男爵のお礼なわけだし、そりゃないだろ。そんなことされたら流石にお家お取り潰しだ」

「でも、食べていいのですか？　なんと言えばいいのか……見知らぬ誰かが外で調理したものですよ？　危険では？」

「馬車旅の途中だって食べたろ？　外で作ったもの」

「あれは私が作ったものです。毒も入っていませんし、衛生にも気をつけていましたから。まぁ料理長が作ったものを温めただけではありますけど」

「大丈夫だって。平民はそういうものなんだぞ。同じ人間なんだし問題ないって。──小さい頃ここに来たとき気になってたんだよ、屋台とか。あの時は食べられなかったからな。遠くに来たってのにいつもみたいに城で食事さ。つまんないよな」

「興味がないわけではありませんが、やはり粗野な印象があります、私は」

「おいおい、貴族か」

「貴族ですけど……？」

　冗談のつもりだったのに想像以上に真面目な対応をされたアレクは苦笑いする。

　街は賑やかで、生まれて初めて見る光景だった。

　いつでもどこでも体裁を気にする貴族たちと違い、平民たちは明るく、心底楽しそうにしていた。

　酒を飲み、笑い、歌い、踊る。

　ギリアムとして当主一行での来訪の場合こうはならない。どちらかというと無理して騒いでいるように見えるのだ。

　不信感をむき出しにするクロエを説得し、屋台でいくつかのものをもらってみる。空腹の限界だった。大きな魔法は体力消費が大きいのだ。そのうえクロエとの性交の後なので余計に空腹感が強い。

　アレクが一番気になっていたのは串に肉を刺して焼いたもの。単純明快で、一周回って味の想像ができない。屋敷で食べるものは創意工夫を凝らしたものばかりだからだ。

　それらを持って城が一望できる多少静かな場所まで移動する。

　アレクにはクロエにどうしても見せたいものがあった。

　ほんの少し周囲よりも高い場所。クロエは眼下の景色を見ながら小さな声で話を始める。

「アレクが救った街なのですよ。アレクが来なかったら今ここにいる人たちはあのまま魔族に襲われて死んでいたかもしれないのです」

「俺が……信じられないな」

「貴方はすごいのですよ？　──でも、そのままでいてくださいね。私が好きなのは優しくて明るくて、頑張り屋さんで、それでいてちょっとスケベなアレクなのですから」

「ああ。──スケベなのはいいんだ？」

「しょ、正直私も好きですからっ……」

「あのクロエが……感無量とはこのことだな。ツンツンしてるイメージだったのに」

「あれは……アレクに好かれないようにしていたのです。好かれてもどうしようもないですから。私だけアレクが好きで終わればいいと思っていたのです。──今は違いますけどね。アレクならできると信じています」

「頑張るよ。今ならできる。──燃えてるからな」

「燃え尽きないようにしてくださいね。そして死ぬまでずっと燃え続けてください」

「焼け死なないように注意するよ」

　しんみりした空気でふたりは話す。

　クロエはアレクの考えていることを知ってしまった。聞いてはいないが察しはついてしまった。

　それはとても難しいことで、正気ではないとすら思えること。

　──自分のため。

　自分との関係のためにしてくれること。そう思うと止められなかった。

　まるっきり勝算がないとも言えない。今のアレクなら、あるいは。

「そろそろかな」

「何がです？」

「見てのお楽しみだ」

「？　ニヤニヤして。何を隠しているのだか」

　クロエは暗い城の方を見てニヤけながら肉を食らうアレクを見つめてみる。

　アレクは毒見の魔法すら使わなかった。そのため、アレクに気づかれないようこっそりクロエの方で毒見していた。いくらなんでも無用心すぎるからだ。

　アレクは自分がどういう立ち位置にいるのか本当にわかっているのだろうか。暗殺の危険は絶えないのに。

　でもそういうところがいいところでもある。大貴族でありながら、それらしく振舞わないところ。傲慢さがないところ。

　クロエは串刺しの肉を見てためらっていた。

　やはり外で、それも立ったままで食べるというのには抵抗がある。貴族としてというより、個人の資質なのだろう。現にアレクは最上位の貴族の一人でありながら、楽しそうに、美味しそうに食べている。

　アレクは変なところで神経質なのに、──枕が変わったら眠れなかったり──変なところで大胆だ。

　それにしても何かくれるのだろうか。

　──指輪、とか？　ちょっと嬉しいかも……。どうせならアレクの手作りがいい。彫金はあまり得意ではないようだけど、頑張って作ってくれるから。

　クロエの私物で一番大事なものは、アレクのくれた赤い薔薇がモチーフのピアス。毎日つけている。アレクは赤い薔薇がどういう意味を持つのか知らないのだろう。

　出来がいいわけじゃない。由緒あるものでもない。

　でも世界でひとつの、クロエだけに向けて作られたもの。ものが欲しいわけじゃない。気持ちが欲しいのだ、嬉しいのだ。

「俺がクロエに見て欲しかったものはあれだ」

「いったいなにが──」

　アレクが城を指さしたとき、空は夜だというのに明るくまばゆい光に包まれた。

　一瞬で昼間に戻ったようだった。夜を越えて、朝を連れてきたかのよう。

　ドン、と全身を揺らす大きな音が鳴った。

　群衆も、街の全員がそれから目が離せなくなる。

　心臓の鼓動を大きくしたような音、振動がクロエを揺らす。

「あれは……」

「ん、ちょっと失敗したかも。形が悪い気がする」

　目を見開いたクロエの視線の先、そこには眩い炎の花が煌めいていた。

　形はクロエの好きなバラ。真っ赤な炎のバラが夜空を埋め尽くす。

　周りには添えるように様々な色の花が浮いていた。一番大きいものだけ赤いバラなのだ。

　クロエが昔からアレクの部屋に飾り続けているもの。なんとなくクロエのイメージになっている。贈ったピアスも赤いバラをモチーフにしたのはそれが理由だ。

　屋敷の裏にはクロエの薔薇園があって、そこから摘んでくるのだ。

　幼少期にアレクと秘密基地を作った思い出の場所。クロエはほかの誰かに取られたくなくて、そこを自分の薔薇園にした。

　当主、アレクの父は何も言わなかった。なのでクロエの場所のようになっている。

　城の背景なのに、城には目が行かない。

　様々な色に光り、現実の花のように、散るように、存在しなかったかのように消えていく。

　盛大で、なのにどこか儚げで。

　──なんて素敵な魔法なのだろう。

「綺麗……」

「魔導石にさ、俺の魔法を込めて空に打ち上げたんだ。思ってたより大変だった。形をイメージするのが難しいんだよな。ピアスの時も思ったけど、バラって複雑すぎじゃないか？」

「あれをアレクが？」

「ああ。男爵に頼んだんだ。──クロエは初めて見るだろ？　昔父上がここでやったんだよ。そのときは丸い感じのだったけど。魔導石の原産地だからできることだな。小さいやつだとか、長持ちしない売れないのを打ち上げたりするらしい。今回のはまともなやつも打ち上げたけど。大昔からギリアムが来たらやる伝統的なものらしいぞ？」

「これを私に……？」

「うん。綺麗だろ？　さっき量を倍にしてきた。口止め料替わりだな」

　アレクの声はこの轟音の中でも不思議とクロエの胸に落ちた。

　夜だというのに、炎の輝きで互いの顔がよく見える。

　いつの間にか成長していた男の顔。毎日見ているのに急に成長したように見える。

　自分で作ったのであろうモノを見て何を考えているのか。

　何を思っているのか。

　──ああ、『蒼』の双子が羨ましい。

　アレクの考えていることが知りたい。自分の考えていることを知って欲しい。

　高鳴っている胸はこの状況のせいだけじゃない。もっとずっと前からあったものが大きくなっただけだ。

　──きっとアレクは知らないのだろうな。

　なんで私が赤いバラが好きなのか。なんでアレクの部屋に毎日のように飾るのか。

　──花言葉が好きなのだ。その言葉を口にしたくて、でもできないから、許されないから薔薇に代えていた。

　鉄面皮を装いながらもクロエが毎日アピールしていたのにアレクは気づいている様子がなかった。

　──気づいて欲しかった。自分の気持ちを知って欲しかった。

　隠していても言いたかった。クロエは諦めていたのに、諦めたくなかったのだ。

　全く、赤いバラを贈るということがどういう意味なのか知らないなんて。

　それでいながらこんなことをするなんて。

　──やはり私がいなければダメだ。私が教えてあげないと。

　赤い薔薇の花言葉、それは──。

「貴方を愛しています」

　人目をはばからず、クロエはアレクに抱きついて耳元で囁いた。







第二五話　今夜は寝かせませんから




「今夜は寝かせませんから」

「俺のセリフじゃないか？」

「いいえ、私のです。──ちょっとキザでしたけど最高にかっこよかったです。自分のためにあんなことされて惚れない女はいません」

「惚れ直した？」

「べったべたに惚れ直しました。もう下着ぐしゃぐしゃです。今すぐ部屋に戻りましょう。一晩中激しく濃厚なセックスがしたいです」

「その状態で言われると変な感じだ……」

　空を赤く染めた魔法はもう目に入らない。大きな音も耳に入らない。

　抱きついてアレクの胸に顔を沈めているからだ。アレクの心臓の音のほうが大きいからだ。

　誰が見ていようとどうでもいい。構わない。昂ぶりが抑えられない。

　いつもの口調を保ちつつも、完全にメスになってしまっていた。

「「すごいね……外で抱き合ってるよ」」

　双子メイド、ニルとニカは少し離れた場所でアレクとクロエの二人を観察していた。

　気になるのだ。

　はっきり言えば性的な好奇心。どのような関係の男女が肉体も交わるのか知りたかった。

　お互いの体が昼間の盗み聞きから熱くなっているのは知っている。

　羨ましく思っていた。

　自分たちの知らない快感と感情を知っているのだ。生き物として同じことはしてみたい。だが誰とでも気軽にできるような立ち位置でもない。

「「──同じこと考えてるね」」

　顔を見合わせて二人で一つの決意をした。




「うおっ!?」

　部屋に戻って灯りをつけるなり、アレクはクロエにベッドの上に押し倒された。

　はぁはぁと息を荒くするのは自分ではなくまさかのクロエ。

　結んだ髪を解きながら振り乱し、淫らな目つきでアレクを見下ろしていた。

　アレクは空気が変わらないようこっそり防音の魔法を使った。反省は重要なことだ。

「アレクっ、アレクのせいで私の体、変になってしまいましたっ！」

　体の上に乗っていたクロエはそのまま上半身の方へ移動する。

　アレクの顔の上にまたがるようにして、スカートをまくり上げた。

　顔の前にあったのは下着を貫通してとろとろと愛液を垂れ流す下半身。

　太ももまで伝っている。

　借り物のドレスのスカートいっぱいに広がっているメスの匂い。アレクのチ〇ポは正直に反応した。

「アレクが欲しいです……」

　切ない声を上げるクロエに、アレクは上体起こしのように近づく。

　びっしょりと水気が溜まり重くなったパンツに口を押し付けてみた。

「ひっ」

　想定していなかった刺激にクロエはか細い声を上げる。

　──なんか……エロい味だ。

　アレクはクロエの愛液を舐め、そう思った。

　パンツ越しにクロエの尻を揉みながらアレクは夢中で舐め続ける。

　セックスはしていてもこんな間近で拝んだことはない。

　体は異常な程熱く、クロエが自分を欲しがっているのが体感できる。

「あっ、だめ、きたない……」

　少しずつ足に力が入らなくなってきたクロエは、アレクの顔の上に乗るような形になってしまう。それでもアレクは舐め続けた。

　汚いなど微塵も思わない。アレクはむしろ綺麗にすら思う。

　クロエの体の造形は全てにおいて素晴らしく綺麗だった。

　アレクは息が苦しくなれば息継ぎをし、再び続ける。じれったく思い、パンツを横に流し、割れ目に直接舌を這わせた。

　肉厚な大陰唇をこじ開けて、小陰唇やクリ〇リスもまんべんなく舐めまわす。

　とろとろと溢れる愛液が口で受け止められなくなって、次第にアレクの首に流れていった。

　──なんだこれ、喉が熱い。強い酒が通ってる時みたいな、そんな感じ。焼けるようだ。何かしらの酸というわけでもないだろうから、単純に温度が高いのか。

　クロエの興奮がダイレクトに流し込まれているような感覚。クロエから湧き出る火の酒は大変に美味に思える。きっとどんな高級酒もここまで体を熱くしてはくれない。鼻を突く性臭でアレクの脳みそが酔っていく。

「あっ、あっ、はしたない、主人の顔に、こんなっ！♡」

　くいくいと自然にクロエの腰が動いた。

　アレクの顔に、鼻にクリ〇リスを押し付けてしまう。

　使えるべき主に対する不敬。いくら男女の関係にあっても失礼すぎる。

　背徳感があった。しかし、それがクロエは興奮するのだ。

　ほぐれきったオスを求める肉穴。舌をねじ込んで溢れる熱い蜜をアレクは直接味わう。

　空気に触れていないメスの味は淫靡極まりないもので、アレクは呼吸を忘れて貪った。

「あああっ！　中っ、中舐めないでぇっ！♡　恥ずかしっ、恥ずかしいからっ！♡　そこの味はだめっ♡」

　クロエの懇願はアレクの耳には届かない。

　ぷにぷにした大陰唇が舌を挟む感触が気持ちいい。

　尻の肉はムニムニしていて、胸とは違い、筋肉を感じる弾力がある。こちらもやはり最高の触り心地。

　何から何まで性的すぎる。全身が性器なのではないか。

「──イくっ、イくっ♡」

　ぐにっとアレクの鼻がクリ〇リスを持ち上げ、ぴりっと電気が走るような快感でクロエが絶頂する。

　膣口付近にねじこまれていたアレクの舌は強く締め上げられ、奥へ導くように引っ張られた。

　──し、舌取れるっ！

　かろうじてアレクが助かったのは、愛液がぷしゅりと奥から流れ出して滑りが良くなったからだ。

　どうせ死ぬならば腹上死が理想ではあるが、それは挿入中、もしくは射精中の話。このような前戯では死にたくない。

　──これはこれでいいけど、違う。今欲しいのはこれじゃない。

　絶頂の余韻からすぐに戻ったクロエは別な刺激を求めた。

　ここ数日で何度か死を連想するほど深く刻みつけられたもの。

　クロエはあれがないともう生きていけない。一日中自慰をしても一回のそれにすら及ばないはず。

　──膣奥での絶頂がしたい。子宮口を無理やりこじ開けられるような激しいピストンでイキたい。

　少し体を後ろにし、アレクの胸の上にほんの少しだけ体重を乗せて座る。

　これくらいの重さではアレクは動じない。

「ご、ごめんなさいっ！」

「大丈夫。気持ちよかったか？」

「は、はい……ほ、本当にごめんなさい……」

「ううん。嬉しいぞ？」

　口周りから首にかけて自分が出した恥ずかしい液体まみれのアレクは、少し冷静になったクロエを見て笑う。

　──よかった。怒ってない。

　クロエは安堵する。

　それもそのはず、アレクは興奮していた。

　あんなに必死に喘ぎながら自分の顔におま〇こを押し付けるなど、以前までのクロエなら考えられなかったことだ。

　それに顔周りの匂いがエロい。クロエの本能がアレクを誘っているのがわかった。

　アレクのすることで気持ちよくなってくれるのは素直に幸せを感じることだった。

「き、気持ちいいには気持ちいいのですけど……ア、アレクのおチ〇ポが欲しいです。──お、奥でイくのが癖になってしまったのですっ！」

「やばっ、出ちゃいそうっ」

「だめっ、私の中に出してっ！　アレクが奥でびゅーって射精してくれるの好きなのです……！」

「エ、エロすぎ……絶対入れただけで出る」

「いいですよ……私の中アレクでいっぱいにして……？♡」

　アレクは速やかにズボンを脱いだ。

　我慢汁でぬるぬるのチ〇ポがパンツにひっかかり、危うく射精してしまいそうになるのを必死で我慢した。

　──お、俺早漏すぎる……。

　前まではそこまでではなかったのに、クロエと旅に出て数日で何度か触れずに射精してしまっている。

　クロエがアレクを求めてくれたり、扇情的な表情や言葉を放つたびに射精寸前まで持っていかれてしまうのだ。いくら経験がなかったにしても、クロエが好きだったにしても弱すぎる。起きながら夢精してしまっているようなものだ。

　代わりに精力は今までの比ではない。ほとんど射精しっぱなしにも関わらず金玉は重く、たっぷりと精子を溜め込み続けている。回復力が自分でも異常だと思うほどだった。

　魔力の定着が原因なのだとしたら、弟であるキースが毎晩寝所に誰かかしら女を呼ぶのも納得だ。我慢できるような性欲ではない。むしろ夜だけで済んでいるのなら弱く感じるほどだ。

　一〇代の強烈な性欲と超人的回復力。童貞を卒業したてで無我夢中であること。それらを併せ持っているアレクは好きな時に射精できないということが苦痛にすら思える状態だった。

　あっという間に全裸になったふたりは、初夜の時とは違い躊躇なくベッドの上で体を擦り付けあった。

　ベタベタと触りあい、ぬるぬるの局所をくっつけながらキスをする。

　唾液の交換をして、どちらのものかわからなくなってから下半身の体液を混ぜ合わせるのだ。

　甘い甘い唾液の味。極上の甘味に思えた。

「はぁはぁっ……アレク、今日は疲れたでしょうっ？　だから私が動きますね」

「クロエが上ってことか……？」

「はい。女性上位の形です。うまくできるかわからないですけど、頑張りますから。アレクは気持ちよくなることだけに集中してくれれば……」

「疲れたけど、そこまでじゃないぞ？」

「古来より疲れた男を癒すのは女の役目です。──それに、アレクに好き放題されたら壊れちゃう。き、気持ちよすぎなんです、アレクの」

「素直にお願いしようかな。クロエがそんなことしてくれるなんて思ってもみなかったよ」

「言ってくれればなんでもしますよ？　これまでだってそうだったでしょう？　従順で、勤勉で有能なメイドですから」

「異議あり！」

　ふたりの間の空気が弛緩したあと、股間が触れ合ってクロエが、あっ、と小さく嬌声を上げたあと空気が変わり、目つきが変わった。







第二六話　ふやけた心　前編




「入れますよ……」

　アレクのチ〇ポに馬乗りになったクロエは、細い指で中ほどの場所をつかみ、自分の膣口に誘導した。

　接触すると、にゅちゅっと粘着質な音がしてクロエは顔をさらに赤くする。

　期待しているのがバレてしまった。

　今更隠す必要なんてないのだが、少し前までは生娘だったのだ。未だそういうことに対する恥ずかしさは強い。

　アレクは亀頭の先端が膣口に触れた感触で少し精液が上り始めているのを感じた。

　──なんとか堪えなければならない。せめてクロエの中に入るまでは。

　そのためクロエには言えないがアレクは父の顔を思い出していた。あまり強く思い出すと萎える。なのでアレクは厳しい言葉や訓練の時のことを思い出す。

　マイナスの感情は射精感を抑えた。

　だがアレクの目の前のクロエを見ているとまたこみ上げてしまう。

　チ〇ポをつかみ、自分から入れようとしているのだ。それはとてつもなく卑猥な光景だった。

「あっ、入ってくる……アレクのおっきい……」

　亀頭がぱくりとおま〇こに飲み込まれたあと、クロエはアレクの胸に両手を置いて、体重を支えながら少しずつ腰を落とす。

　クロエは膣が広げられていくのを感じていた。

　いつものアレク主導のセックスと違い、快感の制御ができる。

　いきなりずんっと奥に突き入れられるとすぐに達してしまうのだ。そこから強烈なピストンで何度も絶頂を重ねられると自分が自分でなくなっていってしまう。

　素晴らしい快感ではあるものの、同時に恐怖でもあった。

　──こ、これいいかも……。アレクの顔がよく見えるし、調整できる……。

　クロエにはしっくりくる感覚があった。

　相変わらず強烈な快感だ。それそのものが既に太いのに、カリの傘はさらに太い。

　自身の肉ひだがぷりっと弾ける感触がクロエに小さな絶頂快楽を連続して送り込んでくる。

　だんだんと体重を支える腰に力が入らなくなってきた。

「クロエ、出る、出るっ、も、もう無理！」

「んんっ……も、もうちょっと、もうちょっと我慢してっ、くださいっ……！　あとちょっとで奥なの……」

「うう、無理っ！」

「ひゃいん!?」

　ずんっ、と下から思い切り突き上げられ、クロエの膣奥が貫かれる。

　アレクはクロエの尻をつかみ、しっかり根元のほうまで挿入して射精を開始してしまう。

　膣肉を掻き分けていくだけで限界だった。狭い狭い締まりが良すぎる膣内のぷりっぷりのひだがチ〇ポをなぞってくるのだ。

　明らかに射精を誘導していた。

　アレクのペースで入れられないというのも原因の一つだ。射精を我慢しようがないのである。
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　びゅくっ！

　びゅっ、びゅっ、びゅー！




　直上に向けた射精は重力の影響でいつも程の勢いはなかったが、子宮口を押しつぶすような衝撃がクロエにはあった。

「あひっ、いいいい、イくっ!?♡」

　クロエからすると想定外の衝撃だった。

　突き上げられ、膣奥を押しつぶされ一気に絶頂感がやってきてしまう。

　足腰が震え、力が入らなくなって、腰をすとん、と落としてしまった。結果全体重でアレクの射精を受け止めるような状態になった。

　──あああ、わかった。わかっちゃった。アレクいつも手加減してくれてるんだ……。

　チカチカする視界の中、クロエの頭の奥でおぼろげな思考がよぎる。

　体重が乗った状態で挿入されていると、明らかにいつもより奥に入っているように思う。子宮から全身を持ち上げられているような感覚に襲われたのだ。

　チ〇ポが子宮に入ったのではと思うくらい強い圧迫感。その苦しみはじんわり巨大な淫楽に変わっていく。

　アレクの中にはクロエを気遣う気持ちがある。最初の一回から日数が経っていないから余計にそうだった。

　まだ痛いかもしれないと思い、ピストンの時は根元までは挿入しないのだ。こんこんこん、と突っつくだけ。

　また、射精の時は無意識に腰が前に出るとは言え、クロエの体重がかかっている今ほどは奥にねじ込んだりはしない。

　びくん、びくんっと大きく体を痙攣させ、クロエはアレクの胸の上に落ちた。

　悲鳴にも近い声。声にならない声を上げて、アレクの胸に体を預ける。

　体を弓なりにし、絶頂の余韻を全身で味わい、こらえる。

　背中で呼吸するように、ひーひーと乱れ切ったリズムで息をしていた。

　涙が勝手に流れ出るも、痛くも悲しくも寂しくもない。真逆の感情のせいで生じた涙だった。

　子宮がきゅんきゅんしてしまう。

　──この旅の間に絶対妊娠する。

　前回の排卵がいつだったかはわからない。生理にしてもそうだ。メモをつける習慣がないのだ。

　でもそれでも、クロエは絶対に妊娠すると思えた。

　排卵がいつであっても変わらない。毎日こんなことをしていれば必ず。

　ましてや相手はアレク。ギリアムというそちらの面でも優秀な一族の男。

　強靭な精子は必ず卵子を見つけるはずだ。

「き、きもちよすぎるっ、アレクのばかっ！」

「え、ダメ!?」

「責任とってよ、こんなの教えたんだからっ！」

「とるよ、これからも毎日する。それでいい？」

「う、うん……毎日だよ？　絶対だよ？　ま、毎日気持ちよくしてね？　──アレクはいつも手加減してくれてたの？　こ、この体勢だといつもより奥に入ってる気がする」

「手加減っていうか……痛いだろ？」

「ううん、──きもちぃ♡　アレクの全部入れて欲しいよ？　そっちのほうがアレクもきもちぃでしょ？」

「そ、そうだけど、いいのか？」

「一緒に気持ちよくなりたいもん……あぁ、アレクすき♡　だいすき♡　強くてかっこいい♡」

「俺も好きだぞ。可愛くて可愛くてもう」

「じゃあいっぱい可愛がって？♡」

「もちろん！」

　倒れ込んできたクロエとキスをする。

　身長差があるためアレクは上体を起こす。日頃の訓練の賜物だ。多少無理のある体勢でもアレクは難なくこなす。

「う、動いてみるね」

「無理すんなよ。俺がしてもいいんだから」

「いーやーっ！　私がアレクをきもちよくするのっ！」

「お、おう」

　すっかりあまあまな態度に豹変したクロエはアレクの肩にしがみつきながら、ゆっくりお尻の上下を始める。

「あっ、ああっ、引っ張られる……ア、アレクのさきっぽ太すぎだよぉ♡　おま〇こ持ってかれちゃいそうっ♡」

「クロエの中が締まり良すぎるんだ……ああっ、気持ちいい」

「きもちぃ？♡　私もすっごいきもちぃよっ♡」

　クロエはほんの少し腰を浮かせて、落とすを繰り返す。

　太いカリに膣肉をえぐられ、落ちた時に膣奥を強く押される感覚がクロエを淫らに変貌させていく。一突きされるたびに頭の中まで掻き回されるようだった。

　次第にアレクの腰の動きが早くなる。

　クロエは興奮の極致にたどり着こうとしていた。

　──イく、イくっ♡　奥がきもちよすぎる♡　アレクのおチ〇ポすごすぎ♡

　ぱちゅん、ぱちゅんと一定のリズムで尻をアレクの腰に打ち付ける。

　体重の乗った一撃はクロエにとって一番の性感帯、膣奥に大きな悦びを与えた。

「はぁっ、あんっ！♡　あうっ、きもちぃっ、きもちぃぃっ！♡　ああっ、んあっ！♡　アレクのおチ〇ポすごいっ、もうこれじゃなきゃだめっ！♡　これないと死んじゃうっ！♡」

　──う、上手くなるの早すぎ……！

　アレクはクロエの腰振りに翻弄されていた。

　うねうねと腰をくねらせながら、顔のそばで淫語を放つクロエの姿は官能的だった。

　上下左右にチ〇ポは振り回されて、アレクが自分で突くのとは違う刺激を与えてくれる。

　先端がごりごりとした膣奥で削られて今すぐにも射精しそうだった。

　クロエはみっともないほどメスになってしまっていた。

　愛する男の上で恥ずかしげもなく腰を振り、外にも聞こえるような音量の喘ぎを上げる。

　舌も頭も回らない。一日ごとに体がおかしくなる。どんどん淫乱になっているのを感じていた。

　与えられ続けた淫楽は肉欲を日増しに増加させていたのだ。

「あ、あひっ♡　ひ、ひぃ！♡　お、おま〇こ、おま〇こっ♡　んあっ、んああっー♡　おち〇ちんきもちぃ、きもちぃっ！♡　ああっ、あんっ♡　もっとっ、もっとえっちする、せっくしゅしゅるっ！♡」

　──私、こんな必死に射精してもらおうとしてるんだ。

　クロエの若干存在する理性が暗い扉の奥から見ていた。

　およそ貴族の子女がするようなことではないとわかっているからだ。しかし、貴族だからこそこうなってしまうのだろう。平民と比べれば平均的に性欲は強いのだから。

　だがそれでも淫らであることそのものが罪だ。貞淑な女であることが求められるのだから。

　──どうでもいい。

　アレクは喜んでくれる。自分も気持ちいい。

　だったらそれでいいではないか。

　何に遠慮する必要がある。何を気遣う必要がある。

　この感情と快感が自分の世界の全てなのだとクロエは思った。







第二七話　ふやけた心　後編




「ああっ、あ、あっー！♡　アレクぅっ、い、イく、イッちゃうよっ♡　んぁっ、ふぅんっ！♡　いっぱいきもちくなっちゃうっ！♡　ごめっ、ごめんなさいっ、我慢できない、よぉっ！♡　うっ♡　うっ♡　アレクもっ、できたらせーし出してっ？♡　い、一緒にびくんしたいのぉっ！♡」

「だ、だいじょうぶだっ！　俺も出るから、というかもう！　俺のほうが先かも！」

　射精が近いと聞いたクロエは、大きなグラインドをやめて小刻みに素早く腰を動かし始めた。

　クロエの膣奥に亀頭をこつこつこつこつとぶつける。小さな絶頂が積み重なっていった。

　アレクのチ〇ポはおま〇この中で痙攣を始めていた。大きく膨らみ、尿道の中に精液を送り込む。

　たっぷりと気持ちよく射精するための準備が終わったあたりで、クロエの腰の動きが一層激しくなる。

　がつんがつんと体重を乗せて奥にチ〇ポを押し付けていたのだ。

　太いカリが膣肉を抉り取る感触と、体を押し上げる膣奥の爆発的快感がクロエを壊していた。

　ふたりともに特大の絶頂が来る予感があった。

　正気を保っていられる自信はない。現段階でも半分夢見心地なのだ。

　中で射精してもらえる喜びも感動も知っている。そしてなにより、快感を知っている。

「[image: ]っ、イぐ、お、お、おっきいの、おっきいのくるっ！♡　うっ♡　ううっ♡　すっごいきもちぃのくるぅっ！♡　ううううっ！♡　あうううっー！♡」

「俺もイクっ！」

　クロエの状態など知る由もないアレクは尻を掴んで、無遠慮に思い切り腰を突き上げた。

「ぎっ、ひっ……イぐぅっ！♡」

　──死ぬ。

　クロエがそう思ってしまうほどの性感が刹那で頭の中を駆け巡った。

　雷が直接体を突き抜けたような絶頂感。自分が淫乱だとクロエは強烈に思い知らされた。

　目にハートマークを浮かべたような下品な顔だった。だらしなく舌を放り投げ、ヨダレを垂らして濁音混じりの喘ぎを上げる。

　ついにクロエは見せてはいけない顔をさらしてしまった。

　──アヘ顔。

　性感の極致にあるということをこれ以上ないほどに示してしまった。

　ぶるぶるぶるっと震え、アレクの胸にぽたぽたとよだれを落としながら、あーっ♡　あーっ♡と絶頂嬌声を何度もアレクの顔にぶつけてくる。

　美しい、人形のようだと評されてきたクロエ・エヴァーグリーンはただのメスでしかなかったということを体全部で最大限に表現していた。

　クロエの顔にも声にも体にも、ありとあらゆるところから高貴さは失せてしまっていた。

　アレクは興奮より先に驚きがやってきた。

　何が起きたのかを正確に理解できなかったのだ。

　理解した瞬間、全身がカーっと熱くなり下半身すべてが噴き出ていく奇妙な感覚に襲われた。

　どっくんっ！　と今までにしたことがないくらいにチ〇ポが脈動し、金○の中の精子すべてをこの一回の射精で消費するようにと脳から指令が流れた。




　ぼびゅっ！




　明らかに無理があるくらいの量が一度に尿道を通った感覚。

　いつもでさえ一般的なそれと比べれば膨大な量を射精するのに、それさえ今回に限れば少量に思えるのがアレクに伝わった。




　ぼびゅびゅ、ぼびゅっ、ぼびゅうっ！




「ぐうううっ！」

　気持ちいい、が苦痛に思える程の量が一度に尿道から出ていく。

　一回の脈動が一回の射精に等しい量。しかもそれが連続して何回も発生する。

　尿道に太い棒を突っ込まれたような熱さがあった。出ている精液が濃厚すぎて一本繋がりのようになってしまっていたからだ。

「あひぃっ、ど、どびゅどびゅってしゅるっ！♡　あーっ！♡　あーっ！♡　せ、せーしあっついぃ、せーしすごいでてるぅっ！♡　あーっ！♡」

「止まら、──あああっ！」

「しゅごいしゅごいしゅごい！♡　妊娠したっ、絶対したっ！♡　あああっ、嬉しいぃっ、幸せっ！♡　せーしせーしせーしっ！♡　い、イくの止まらにゃいぃぃぃっ！♡」

「し、死ぬっ、体全部出るっ！」

「だめだめだめ！　死んじゃだめっ！　ずっと一緒がいいの、じゃないと嫌なのっ！　もっともっとえっちするのっ！♡」

「だ、大丈夫、うっ、ふう、ぐうっ！　気持ちよすぎ……」

「あっ、あうぅぅ……♡　アレクすき、だいすきぃ……♡　せーしぜんぶだしてぇ……♡」

　アレクの精子を子宮いっぱいで感じるクロエは大きくびくついて、力いっぱいアレクにしがみつく。

　アレクの胸に顔を押し付けて、甘え声で射精を懇願し続けた。

　クロエが後から思い返せば赤面必至なことであっても我慢できない。気が狂ってしまいそうな快感がふたりの体にいつまでも続く。

　──息がうまくできない。

　射精する以外のアレクの機能が麻痺してしまった。クロエを孕ませなければならない。確実に、絶対に。

　お互いほとんど気絶しているに近しい状態だった。まともな思考ができておらず、体が求める衝動だけで動く。

　──もっともっともっともっと。

　愛する人との子供を作るんだ。

　両者がそれを祈る。

　アレクの記念すべき第一子をクロエが産むことができれば強い既成事実ができるからだ。

　あとは正妻にすることを認めさせるだけ。

　国内外にアレクの一番はクロエだと知らしめたい。

　前例ができてさえしまえば自分たちの子供もある程度自由が利くようになる。

　広いベッドの上で挿入したまま一回転し、上に乗ったクロエを下にする。

　下のクロエは力を抜いてアレクに全てを任せていた。

　すっかりとろけきった股間をヌルヌルとすり合わせ、アレクは腰を前後する。

　未だに腰に力が入っておらず、かなりぎこちない動きだった。

　絶倫のアレクも流石に全て出し切った感があった。しかし、勃起だけはいつまでも収まらない。

　その後も何度か射精したものの精子はほとんど含まれておらず、透明な分泌液をぼんやりと白く濁らせていただけだった。







第二八話　あまあま




「おはよっ」

　アレクが目を覚ますと、隣で寝ていたクロエは頬にキスをして体をすり寄せてきた。

　白い体は一糸まとわぬ状態で、胸の下からは布団で隠されていた。首や肩などにはアレクが吸い付いた跡が残っている。昨夜のことが夢でないことの証拠だ。

　アレクはいつの間にか寝てしまっていたらしかった。前後の記憶が薄い。強大な魔法の行使とセックスの疲れなどが重なって強制的に入眠してしまったからだ。

　何をしたのかと自分でも思ってしまうほどクロエはべたべたに甘えてくる。

　昨日までは事後に恥ずかしさを全開にしていたのに。

「おはよう。今日はすごい甘えてくるな？」

「だってふたりきりですし。しゅきしゅきモードです。──もう開き直りました」

「恥ずかしい響きだ……嬉しいけどね」

「昨日もすごかったですよ。何回イかされてしまったのかわかりません。今度こそ妊娠した気がします。──私の中、アレクの精子でいっぱい。いくらアレクがうっかりさんでも、きっと精子は私の卵を見つけてくれると思いますよ」

「俺そんなにうっかりしてるか……？」

「してます。え、そんなこと忘れる？　みたいなことも平気で忘れたりしますからね。どうでもいいことは覚えていたりするのに」

「気を付けよう……」

　あまり自覚はないがクロエが言うのならそうなのだろう。言われてみれば否定できないところが多々ある。

「それよりアレク、おち〇ちんおっきくなってるよ？　──セックスしたい？　する？」

　男の朝の生理現象、朝立ち。どれだけ射精しようとも朝になったら必ずするのだ。アレクは良くも悪くも元気だった。

　クロエは布団の中で握り、手のひらで優しく上下にすりすりと刺激してくる。

　いつものような態度なのに、擦り寄ってきて甘えてきていた。汗ばんでいない体はさらさらとしていて、触れているだけで幸福感がある温度だった。

「ただの朝立ちだったんだけど……クロエが触るからしたくなったよ」

「男の子はおっきくなってても必ずしもしたいわけじゃないということですか？」

「うーん、説明は難しいけどそうなんだよ。疲れてる時とかも勃起だけはしたりする。別に性欲関係なくな」

「へぇ……わ、私はしたい、です……私の今出てるぬるぬるはしたいときしか出ませんから……」

「その顔俺以外に見せちゃダメだぞ？　それ見たら誰でも襲いかかってくると思う」

「そんなに変な顔でしたか？」

「──エロすぎ。可愛すぎ。あやうく射精しそうになったよ」

「だーめっ。アレクの精子はぜんぶ私のです。その辺にだしちゃだめ。オナニーもだめ。どうしても自分でしたい時は私の前でしこしこってしてください。──お仕事のセックスは仕方ないですけど、そうじゃない時は私だけのじゃないと嫌です」

「浮気には寛容なんじゃなかったの？」

「そのつもりでしたけど……やっぱり嫌でもあるのです。昨日私たちがしたみたいなのをほかの子にもするのかと思うと……」

「大丈夫だ。するにしてももっと適当にするから。子供が作れればそれでいいんだ。あんなふうにイチャつく必要はないからな。あれはクロエだけだ。──キスとか特に」

「絶対ですよ？　ふたりだけの特別なセックスにしてください。じゃないと嫉妬で狂ってしまいそうです」

「クロエは俺のこと大好きだな……」

「大好きですよ？　何度も言ったじゃないですか」

　平時に言われると、──厳密には平時ではないが──照れる。

　クロエにも照れはある。最中のそれは口をついて出るものだが、平時のそれは明確に自分の意思で発する言葉だからだ。

　しかし、隠すのはやめた。今更というのもある。

　言葉にするとクロエ自身の気持ちを再確認することもできる。

「もっと言ってくれ。めちゃくちゃ気持ちいい。幸せすぎる」

「好き。──だいすき。アレクの正妻になりたいです。私には応援くらいしかできないのが心苦しいですが」

「それでいいよ。クロエが応援してくれるってだけで頑張れる。昔からそうだったんだぞ？　カッコ悪いところ見せないために頑張ってた。──微妙な結果だったけどな」

「いいえ、かっこよかったですよ？　弟のキース様みたいに適当でもスマートにこなすのもかっこいいのかもしれませんが、私はどちらかというとアレクみたいな泥臭い不器用が好きですね。ほら、社交界にもいるじゃないですか、器用な男。なんでもできますよーって顔で近寄ってくる人たち。ああいうのは嫌いです。どうせ誰にでも同じことを言っていますから」

「あれは文字通り社交辞令だからな……」

　貴族たちの煌びやかな集まり。クロエはそこで人気者だった。

　平均して優れた容姿の貴族の中でも格別に優れた容貌は貴族たちの中でも有名なのだ。エヴァーグリーンがそれなりの家、というのも影響している。

　必然囲まれることも多い。だがほかの貴族の爵位はクロエの興味をそれほど引かない。普段一緒にいる人間は公爵よりも上に位置づけられた圧倒的権力者なのだ。

　人間性にも惹かれない。どうあれ、多くの貴族は苦労を知らないからだ。よく言えば温室育ち、悪く言えば世間知らず。同じだけかそれ以上の教養を持って、さらに並大抵ではない努力を重ねたアレクを知っている以上興味が湧かないのは当たり前だった。

「ねぇアレク、──しよ？」

「ク、クロエに誘われるとやばいな。たぎってきた」

「嬉しい。これからも誘いますね？」

「俺からの方が多いと思うけど、頼む」

　最上の快楽を知った体は我慢をしようとしない。

　隣にいるだけで求めてしまう。ともに同じ状態になってしまっていた。

　それから三度、寝ている間に作り出した精子をクロエの奥深くに注ぎ込んだ。







第二九話　貴族の流儀




「お屋敷に戻る……本気なのですね」

「ああ。魔族討伐も大事だけど、一番大事なことから先に済ませる」

「私も浮かれていたのは事実ですが、やはりやめたほうがいいのでは？　危険ですよ。し、死んで欲しくないよ？」

「いや、やる。それしかないからな」

　ふたりは行為を終えて少し休んだあと、馬車に乗り込み来た道をもどる。

　時間は昼頃だ。朝食を兼ねた昼食はマイルズ男爵の城で食べてきた。

　本当はほかの地域に向かう予定だったのだが、その前にやることがあるため自分の屋敷に戻る。

　天気は雨模様。元を正せば自分のせいだ。

　荷台はともかく、運転席である手前側は雨に当たる。そのためアレクはあまり好きじゃない雨具を装備していた。

　──こんなことなら普通の馬車で来れば良かった。あれなら運転席には屋根があるからな……。

　荷台付きの馬車で来たのは長旅の予定だったからだ。一週間ほどの旅路ならここまで大きなものは必要なかった。

　イースレイでは見送りのパレードが行われようとしていたが固辞した。さほど意味があることだとは思わないし、復興に力を入れるべきだからだ。

　マイルズ男爵は『蒼』のことについてアレクに念入りに口止めをしていた。

　現在のアレクからするとどうでもいいこと。言うつもりはなかった。はっきり言ってアレクからしても面倒なことなのだ。それにギリアムという家からしてもそれほどの影響はない。もし何かあればマイルズ男爵から領地を取り上げればいいだけの話だからだ。

　一方で、隣のクロエは心配する表情を隠さない。

　アレクがしようとしていることは無謀なこと。最初からわかっていても、いざ目の前に近づいてみると不安は増す。

「──死なないでくださいよ？」

「大丈夫だ。多分、そういうことにはならない」

　正面を見ながらアレクは言う。

　大丈夫。大丈夫大丈夫。

　アレクのここ最近の口癖になっていた。

　内心は不安なのだ。だからこそ自分に言い聞かせる意味でも大丈夫と口にする。

　元来アレクは自信がある方ではない。

　今までは当主である父はもちろんのこと、弟のキースにも及ばなかった。肉体的な戦闘ならまだしも、魔法だけならクロエにも勝てそうになかった。

　力を得たと自覚している今でも、心のどこかに昔のままの自分がいる。

　──どうせ俺にはできない。

　心の奥に抱えたコンプレックスは、消えることがないまま魔力の定着が起きた現在もある。アレクという人格の根底に存在するものだからだ。

　今のアレクを支えているのはクロエの存在だ。以前までならできなかったし、やろうともしなかったことをやろうと思える。

　生まれの順で与えられる当主の座には執着はない。しかし、クロエは別だ。

　──胸を張って隣に立つために。

　クロエを正妻に迎えるために必要なこと、それだけじゃない。

　自分の力で勝ち取る。父に折れてもらうだとか、そういう甘ったれたものじゃない。

　初めて貴族の生まれに、血統主義に、──父に逆らう。物理的なものではなく精神的に大人にならなければならないのだ。

「御当主様、許してくれるでしょうか」

「認めさせるんだよ。いくら父上でもこればっかりは逆らえない。貴族のルールだからな」

「でも、逆を言えば失敗すると……」

「そう、俺たちの仲は認めてもらえない。──絶対に」

「い、嫌っ……」

「その時はさ、一緒に逃げないか？　──卑怯だけど。逃げられるかも不確かだ」

「はいっ。どこへでも。──アレクは私がいないと何もできませんしね」

「ああ、その通りだ」

　待ち受ける困難を考えるとどうしても暗くなる。だから、ふたりは笑った。







第三〇話　魔王




「しばらくぶりに見た気がするな……」

「ええ……それほど時間は経っていないはずなのですけど」

　遠くに見えるのは自分の屋敷。一般的な城と大差ない大きさだ。古い歴史あるものではあるが、先祖が何故城にしなかったのかは疑問が残る。

　屋敷はさながら魔王の城に見えた。かつて存在した魔王よりも父のほうが怖い。魔王は滅びたが、父は存命なのだ。圧倒的な力と背景を持つ存在だった。

　アレクは幼少期から痛みと鋭い言葉を与えられてきた。勝てると思えないのは根底に刻まれたトラウマによるものが大きい。

　のどかな風景の先にあるのに、屋敷の威圧感が強い。果たしてこれはそこにいる人物のせいなのか、それとも。

　到着前に屋敷から戻ってくる早馬に遭遇した。マイルズ男爵が報告のために送ったものだ。

　つまり父はすでにイースレイで起きたことを知っているということ。

　道中も毎晩ふたりは熱い夜を過ごした。外気温など関係なく一様に熱い夜だった。もしかするとこれで終わりかもしれないと、無理をしてでも回数を重ね続けた。

　かれこれ一週間毎日だ。それだけしてもまだ足りない。

　アレクは屋敷を見つめてつばを飲む。無性に喉が渇いている気がしていた。

　手綱を握る手のひらが妙に汗ばんでいる。

　アレクの精神は立ち向かうべきだと言っているのに対し、体はそうは言わない。

　刻み込まれた恐怖は体を萎縮させていた。頭の表面には嫌な汗が浮かぶ。

　数百の魔族に囲まれても何も思わなかったというのに、ただの人間であるはずの父が何よりも怖い。力でねじ伏せられて敗北するイメージが頭から消えてくれない。

「大丈夫ですか？」

「──微妙。近づいたら怖くなってきた」

「今ならまだ引き返せますよ？」

　クロエの甘い言葉に心揺らぎそうになるのをアレクは抑えた。

　ここで引き返せば何も手に入らない。一生父に頭が上がらない。

　それは、それだけは──。

「──ダメだ。俺はやる」

「もう止めません。応援しています。アレクなら、アレクならできる」

　クロエの内心にも不安がある。反面アレクならできるとも信じている。

　自分の運命はアレクに託されている。それだけが唯一与えられた希望。信じること、それがクロエに唯一与えられた自由だった。




　屋敷に到着したアレクは馬車の中で正装に身を包む。

　クロエもメイド服を新しいものに着替えていた。

　アレクの正装は本来紋章付きのマントまで含めてなのだが、現当主である父の前なのでそこまではしない。普段と違う点は同じく紋章付きの手袋だけをしていること。

　父の執務室は屋敷の奥に存在する。屋敷で最も広く、何処か遠くに感じる場所だ。

　アレクと父の関係性はおよそ一般家庭のそれではない。

　厳しく、親子としての関係性よりも上司としての関係性の方が強いのだ。

　親子の思い出なんてものはほとんど存在しない。なにせ、当たり前の会話すらろくにしたことがない。基本的に何かの指示を出されるだけなのだ。

　アレクにとって家族というものは希薄な概念だった。母にしても同じだ。訓練や仕事の関係で顔を合わせる父と違い、同じ屋敷に住んでいながら会うことすらあまりない。

　いつだって衆人環視に晒されている当主は実の子供相手でも一切の容赦などしない。

　アレクは乳母に育てられたも同然であり、父も母も遠い存在だった。

　甘えた経験も少ない。ないと言ってもいい。もっとも多くの貴族はそのようなものであり、拝命三大貴族などという称号を与えられていれば尚更にそうだった。

　人並みか、それ以上に愛情に飢えている。成功体験も圧倒的に足りない。

　幼少期から与えられてきたのは誰かの失望の視線ばかり。優秀な弟や父、歴代の当主などと比べられる凍りついた視線。

　アレクは自分がダメな存在なのだと強く思い知らされてきた。強固な地位にいるにも関わらず、どこにも居場所がない浮いているような違和感があった。

　だからこそ最近はクロエに依存しているような状態が続いていた。自分を好きだと、愛していると言ってくれるのはクロエだけなのだから。努力を認めて褒めてくれるのはクロエだけなのだから。

　クロエにしてもそうだった。

　貴族の子女として小さな頃からギリアム家に仕えており、父も母もたまに、年に一度くらいの頻度で会うだけ。家族でありながら知り合いのような距離感。そんな中アレクだけが小さな頃からクロエのそばにいてくれた。

　男女の関係性でありながら本当の家族のような、姉弟のような感覚。ある種の共依存の関係にふたりはあった。

　直行した執務室の扉が禍々しく思える。木製のどこにでもある扉。それなのに分厚い鉄の拷問室の扉に見える存在感だった。

　アレクはふう、と息を吐き、呼吸を整え緊張を抑える。隣のクロエも同じことをしていた。

　アレクならまだしも、クロエの場合反逆にも等しいこと。わがままを言った、では済まないのだ。

　こんこん、と扉をノックする。

　アレクはここで自分の手が震えていることに気づいた。

　自分の手が小さく見えた。物理的にはそんなことないはずなのに、小さく、頼りなく見えるのだ。

　これじゃあ何も掴めない。握りこんでいられない。こんなに震える情けない手では何も。

「アレックスです」

「──入れ」

　少し間が空いてから返答が来る。

　どう聞いても不機嫌にしか聞こえない声だった。いつもそうではあるのだが、それ以上に不機嫌さが垣間見える。

　見当はつく。いくらなんでも帰還が早すぎたからだ。

　それはつまり何も成し遂げていないと言っているのと同じ。

　イースレイを救ったというのも評価されないだろう。そういう人物なのだ。

　たとえアレクが世界の魔族を全滅させても褒めてはくれないだろう。当然だ、と冷たく言われるのがオチだ。

「ただいま戻りました」

　凍てついた空気が流れる室内に入り、遠くに見える父に近づく。広い執務室の入口と父のいる場所には距離がある。当主とそれ以外を分ける冷酷な一線にアレクには思えた。

　アレクは極度の緊張で震える喉を無理やり気力で押さえつけ、正面に座る巨大な背中に向けて声を出す。

　物理的に大きなわけではない。しかし、巨大だった。アレクよりもほんの少し大きなだけなのに、巨人のように思えてしまう。

　醸し出す空気がそう見せているのか、アレクの精神が屈服してしまっているのか。どちらかはわからないが大きな背中だった。

　アレクと同じ赤い髪。長いそれを後ろに流して、アレクとは反対──窓の方──を向いて父は座っていた。

　父にはちっとも似合わない黄色いフリージアが花瓶に一輪だけ挿さって執務机の上にあった。

　クロエは花言葉を思い出し、内心首をかしげる。いつもそうだった。とてもじゃないが当主に似合う言葉ではないのだ。

「何故戻った」

「そ、それは……」

　感情の込められていない冷たい声がアレクの心を一瞬でかき乱す。心臓を冷たい手で握り締められたように苦しい。足は震えてしまっていた。

　クロエは後ろでアレクと同じように立ちすくんでいた。

　──ひどい人。

　クロエは当主のいつもながら冷たい声を聞いて思う。

　あんなに頑張っていた息子が実績を挙げて戻ってもねぎらいの言葉一つもない。それどころか、顔を合わせもしない。

　幼少期から長年仕えていても御当主様のことは何一つ理解できないとクロエは思った。

　苛烈な人間でありながら個人の感情をほとんど感じないのである。まるでギリアムという概念を具現化した人形のようだ。

　もちろん現当主としての重責はアレクの比ではないのだろうことは窺える。今に至るまで相当に努力を重ねてきたであろうことも。だがそれであってもこの態度はどうなのだろう。

「イースレイでの話は聞いた。秘伝を身につけたことも。──だとして何故戻る？　私は言ったはずだ。有力貴族と子を為し、家を繋げつつ魔族を殲滅せよ、と」

　キィ、と音を鳴らし、椅子に座ったまま振り返った父の眼光にアレクはたじろいでしまった。

　鋭く冷たい目。到底実の息子に向けるものではない。他人、もしくは敵に向ける眼差し。

　冷たい炎が燃える冷酷な瞳。

　──これだ、この眼だ。

　この眼が俺を萎縮させる。勝てないものだと思い込まされる。

　父の顔に刻まれたシワの一つ一つが年輪のように見えた。

　ギリアムとして過ごしてきた年数の違いの証明。

　──勝てるビジョンが湧かない。

　魔力の定着も、苦労してきた秘伝を使いこなせるようになっても、まだ。

　アレクは調子に乗っていたことを自覚させられる。

　考えてみればアレクがようやく使いこなせるようになった秘伝は、父にとっては使えて当然なものでしかないのだ。

　決心が揺らぐ。出会い頭にいきなり殴られたような感覚だ。

　怯える心を叱咤し、意を決して口を開く。常にクロエを意識していないと何も話せない気がした。

「──今日はお願いのために戻ってきました」

「お願いだと？」

「はい。──私の正妻はクロエにします」

「寝言を言うな。今更エヴァーグリーンを選んでどうする。貴様の代はほかの三大貴族との繋がりを強めろ」

「そう言われるとは思っていました。だから──」

　アレクは手袋を脱ぎ、父に向けて放り投げた。

　放物線を描き執務机の上に落ちた手袋を見た父は、より強く視線を強めてアレクを見据える。眼光に宿るものははっきりとした敵意だった。

　瞬間、アレクの瞳に、心に炎が灯る。父とは違う、熱く赤い炎だ。

　──今こそこの眼を、背中を超える時だ。

「父上、決闘です」
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　決闘。

　文字通り戦って決めること。

　申し込みは伝統的に手袋を相手に投げることから始まる。

　貴族の個人的な争いごとは決闘で解決する場合がある。

　相手が貴族であるからこそ通用する手段。

　アレクは考えてこなかったわけではない。昔から知っていたことでもあった。

　今まではできなかったから考えないようにしていた。今も極力なら避けたいとは思っている。しかし、もうこれしかない。

　無論、父は断ることもできる。当主として命令するのは当然のこと。家を守るために、国を守るために必要な手段としての婚姻なのだ。アレクの言っていること、願いの方がズレている。本人も重々承知だ。

　当主としてならば断るのが正しい。だがそうはならないだろうとアレクは考えていた。

　ギリアムの当主として生きてきた父のプライドがある。

　くだらないことだと拒否すれば自信がないと言っているのと変わらない。違ったとしてもアレクはそう思うだろう。それであるなら父の性格上考えにくい選択肢だ。そもそもが当主として、上司としての威厳はアレクより強いからこそ発揮される。

「本気で言っているのか？」

「当然です。冗談で言っていいことではないでしょう」

「──くだらない。貴様が私に勝てるとでも？」

「勝てる勝てないじゃない。勝つのです。ここで勝たなければ何も手に入らない。一生言われるがまま生きるのは御免です」

「──愚か。だが私もギリアムの当主、貴様の馬鹿げた挑戦、受けてやろう」

　父は自身の手袋をアレクの顔めがけて放り投げた。

　ぱさりとアレクの顔に当たり床に落ちる。軽い衝撃のはずなのにとても強い痛みを覚えた。

　ゆっくりと立ち上がった父は巨大だった。身長はアレクよりも少し高いくらいなのに、別格の大きさに見える。

　人間ではない何か。巨人のような、アレクの知らない化物のような。

「欲するのはクロエを正妻として認めること、それだけか？」

「はい。多くは望みません。それだけで十分です」

「──負ければ貴様の自由は一切認めない。今後一生ギリアムの体現者として生きてもらう」

「構いません。このままいけばどのみち同じようなことになってしまいますから」




　場所を移動するぞ、と言われ、アレクたちは別々な馬車で周辺の荒野に移動する。

　いつも魔法を練習していた場所。この場所であれば誰の目にも触れず、迷惑もかからない。

「ここまでは予定通りだ。──問題はこのあとだけどな」

「怖くなってきました……」

　アレクはクロエと一緒の馬車で移動する。

　ギリアムの体現者。それはつまり、アレクがアレクとして生きることを認めないということだ。人生の全てをギリアムに捧げることを強制される。

　父と同じように、個人として生きるのを止めるということ。

　たったひとつのわがままを押し通すために、人生そのものを天秤にかけねばならない。

　実の息子が実の父親に対しておねがい一つするためにここまでしないといけない。一般家庭ならともかく、ギリアムという責任ある名に生まれついた以上避けられないことなのだ。

　大貴族に生まれても何不自由なく生活できるわけではない。むしろ、自由なんてものはほとんどないのだ。

　──不安だ。

　いくら決心してもアレクの恐怖は拭えない。

　秘伝を使いこなせるようになったと知っても父は動じていなかった。

　アレクが生まれる前から使いこなしていたのだ。キャリアが違いすぎる。驚きの対象でも何でもないのだと知ってしまった。

「大丈夫だ。どうやら殺すつもりはなさそうだし」

「でも負けたら……」

「そこはほら、頑張るよ。──だからさ、キス、してくれないか？　勇気が欲しいんだ」

「アレク……」

　アレクにはここ数日の発情した様子はない。それどころか手も声も震えてすらいた。

　クロエに見せている態度が強がりだということは痛いほどクロエに伝わっていた。

　アレクだって怖いのだ。考えてみれば当たり前だった。

　一度だって勝ったことはない相手で、実の父親なのだから。

　そんな無謀にも思える挑戦をするというのに、自分はアレクに甘えてばかりだとクロエは思う。

　アレクが何とかしてくれるとすがりついていただけだった。

　一方的にすがりつくなんてフェアじゃない。支え合うのが夫婦というものであるはずだ。あるべきだ。

　そしてなにより、アレクにはクロエがついていてあげないとだめなのだ。

　正妻として隣に並び立つために。できることは少ないけれど、これが今のクロエの精一杯。

「愛しています。アレクなら必ず勝てますよ。私は貴方がどんな人よりも努力してきたのを知っています。私のキスでアレクの呪いが解けるかはわからないですが、何もかも私が受け止めます。不安も恐怖も、なにもかも」

　クロエは震えるアレクをぎゅうっと全身で抱きしめ、顔を近づけてキスをする。

　アレクを不安にさせないように笑顔を見せている。

「クロエ……」

「私だってアレクがいないと何もできないのですよ？」

　クロエの人生というものに対してのモチベーション。アレクが見ていてくれるから生きていられた。今日も生きていようと思えた。

　クロエは今更になって気づいてしまった。ずっとずっとそうだったのに。

　アレクが見ていてくれているから、頑張れる。

　クロエが、アレクが映してくれるから自分自身でいられる。

「なんかすっきりした……」

「私にはこれくらいしかできません。自分の将来すら自分で決められない。でも、愛する人だけは自分で決めたのです。──だから、だから勝って！　私はアレクといたい！」

「ありがとう。ホント、俺はクロエがいないとダメダメだな」

　クロエの頭を撫でながらアレクは笑う。

　緊張が弛緩し、穏やかな緊張に変わっていた。

　──できる気がしてきた。

　手放してはいけないのだ。この手は世界なんてものを掴める手じゃない。手のひらの小ささは嫌になるくらいアレクはわかっている。だけど、大事なものだけはしっかり握り締める。それくらい俺にだってできるはずだとアレクは奮起する。

　──だったら奇跡のひとつくらい手繰り寄せてやる。これからもずっと、ずっと一緒に居るために。

　魔法には精神が大きく影響する。それが誰であっても例外なく。

　クロエに対する執着心がアレクを強くしていた。
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　地平線まで延々と続く広大な荒野に風が吹き、砂埃が舞う。

　三人は馬車から降りて顔を見合わせていた。

　ここはかつて豊かな森林地帯だった。

　ギリアムの長い歴史が森林を荒野に変えたのだ。

　建造物は何一つとして存在しない。乾いてひび割れた大地が続くだけだ。

　伝統的に魔法の練習はここで行われている。屋敷の周辺だと火事が発生したりする可能性があるからだ。この場所には燃えるものがもうない。

「覚悟はできたか？」

「はい。私はここで父上を倒してギリアムの歴史に反逆します」

「──大きく出たな。だがその大言壮語は後の後悔に繋がる。ゆめゆめ忘れぬことだ」

「これは私が、いや、俺が決めたことです。必ずそうしてみせる」

「ならば始めるとするか。──出し惜しみはするな。貴様とてわかっているだろうが、貴様が倒した魔族など私とは比にもならない」

　父はアレクを見つめたあと遠くへ歩いていく。馬車もクロエも巻き込むわけにはいかないのでお互いに距離を取る必要があった。

「頑張って！」

「ああ。不思議と負ける気はしなくなってきたよ」

　さきほどのクロエとのキスでアレクの心は落ち着きを取り戻していた。

　フラットで集中力の高い良い状態だ。

　アレクは昔から本番には強いタイプではあったが、それ以上にクロエの存在は大きかったのだ。

　──大丈夫。クロエが後ろで見ていてくれる。

「だったらカッコいいところ見せなきゃな」

　アレクはつぶやきながら父の方へ向かって歩を進める。

　恐怖などもうない。アレク自身が生み出した虚像は霧散した。

　巨人に見えていた男はただの人間だ。自分と同じ、歴史や家に囚われているちっぽけな人間なのだ。

　アレクは適正な距離をとり、遠くにいるクロエの姿を視界の端に捉える。

　そして自分の使う秘伝の方向、威力、範囲を見極めようとした。

　それはいきなりだった。

　アレクと遠くの父と目が合ったと思った瞬間、視界が瞬時に赤く染まる。

　──出し惜しみはするな。

　父はそう言っていたが、父の方も同じだったのだ。使うのは当然伝統と誇りある秘伝。それ以外の魔法を使う気は微塵もない。

「防ぐか、避けるか、打ち消すか」

　父は一発目は威力を抑えたつもりだった。それでもアレクがイースレイで放ったものと同じか、それより少し弱いくらいのものだ。もう少し強くしようと思っていたのだが、感情の高ぶりが、心にできたざらつきが父の秘伝の威力を無意識で下げた。

　それであっても数百の魔族を屠ることのできる力。家の数十軒を一瞬で焼き払う力だ。

　父にしてもアレクを殺すつもりはない。秘伝を使いこなせるようになった今、これくらいならば耐えられるだろうことを計算しての攻撃。それでも今までのアレクのレベルであれば勝負は終わる威力だった。

　スペアとして弟キースも存在するが、ギリアムの名を持つ人間を、正妻の子供を減らすことに直接メリットは存在しない。

　遠くで巨大な炎に巻かれる寸前のアレクの姿を見ながら、目を細めて父は考えていた。

　──いつかこうなるとは思っていた。アレックスが、息子が反逆する日がやってくるのはわかっていた。

　クロエを専属にしてくれ、と頼み込んできたあの日から今日という日がやってくるのはわかっていた。思えばアレックスがわがままを言うのはクロエのことについてだけなのだ。

　弟であるキースと比べると、アレックスは嫌になるくらい自分に似ている。髪も顔付きも性格すらも。だからこそかつての自分を責めるように必要以上に厳しくしてしまっていたのかもしれない。

　本来意図していたよりも厳しくしてしまっていた。

　できないアレックスを見ていると心がざわついてしまう。凍えた心が煮えたぎる。

　──やはり血か。全く、愚かしい……。




「ふう……」

　迫る炎を前にしてアレクは集中する。到達までは数秒というところだろう。

　──できなかったら死ぬな、俺。

　アレクが選んだのは防御でも回避でもない。

　まず、回避できるようなサイズではない。攻めねば勝てない。だから防壁は張らない。

　父の魔法は強大だった。以前までなら腰を抜かして防壁に集中していただろう。そうならなかったのは、イースレイで自分も同じくらいの威力の秘伝を使えたから。

　戦いは長引かない。勝負は一瞬、一回の魔法で決まる。

　どちらにせよこれが通用しないのならアレクの負けだ。

　──出し惜しみはするな。

「全くその通りだ！　だから、最初から全力で行く！」

　全身を巡る魔力を一回に込める。

　アレクができる全力全開の攻撃だ。

　すっと体から血が抜ける冷たい感覚をアレクは覚える。これから生み出すものとは真逆の温度。

　魔力を出し尽くす。こんなことすら以前までのアレクはできなかった。

　だが、今はできる。

　魔力の定着を済まし、後ろに守るものができた今ならば。

「これで終わりです！」

　詠唱を終えたあと、頭上に手を伸ばしてアレクは叫んだ。

　距離が離れているので父に声は届かない。だがそれでいい。ひと目でわかるのだから。自分が全力であることは、これが終わりの一撃であることは。

「なっ……！」

　父は驚愕した。

　自分の頭上に広がる光景を信じられなかった。

　歴代の誰ひとりとして到達したことがないだろう領域に息子が到達したことを唐突に知った。

　遥か遠くの地平線までが赤く染まった。空をも焼く天変地異がアレクから放たれたのだ。

　すべてが『赤』になる。

　薔薇よりも血よりもふさわしい赤だった。

　長らくアレクを拒絶し続けたギリアムの血は今や完全にアレクの手中。

　当主、アレクの父が放った秘伝はあっという間にアレクのものに飲み込まれてその一部になっていく。

　──私の炎が反逆した。アレックスの味方をするというのか。

　長らく自分だけのものだった炎。何もかもを犠牲にしてようやく掴んだ力。

　父は世代交代を確信する。この炎はもう自分だけのものではなくなった。

　役割が終わる日がやってきたのだ。

　距離が離れているにも関わらず、頭上を覆う炎の壁。巨大すぎてもはや正確なサイズすらわからない炎球。

　広大な荒野をその熱だけで蹂躙する。

　空気からは水気が消え、喉が異様に乾く。

　超高温のそれは荒野の砂や岩も焼き尽くし、溶けたガラスのようなものに変えていった。冷えて固まれば完全にガラス化するだろうことが窺える見た目だ。

　吹き荒れる爆風は地に足つかぬものを巻き上げ、炎球の中心へと引きずりこんでいく。人間より大きな岩々であっても例外ではなかった。

　乾いた大地はさらに乾き、干からびたものがめくれるように剥がれて飛び、炎球の一部になっていく。飲み込んだ質量に応じてますます巨大になっていく炎珠。すでに炎とは呼べなくなりつつあった。

　人間などより遥かに大きな、触手のように伸びる炎の腕が球にまとわりついていて、時々、気まぐれのように地面をえぐり溶かす。それでさえ球体の極々わずか部分でしかない。

　一度森林から荒野に変わった地形がまた変わっていく。ガラス質の不毛の大地だ。

　ギリアムが何十代に渡って使用してきた場所。今までの誰ひとりとしてこのような状態にはできなかった。

　アレックスの炎は炎という現象の領域を簡単に踏み越えていた。

　──まさか、これほど……！

　今の段階、風や熱だけであれば防ぐことができると父は考えた。ほかの人間や魔族ならまだしも、熱や風だけで死に至ることはギリアムとしてはありえない。現に防壁で熱は防御できているのだ。吹き荒れる風も防壁があるうちはカバーできる。自身で生み出すものの制御には必要不可欠な技術だからだ。

　回避するか？　と父は思案する。だが、──どこへ？

　どこへ逃げようというのか。視界すべてが怒れる炎で覆われているのだ。逃げる場所などどこにもない。

　アレックスの炎が真上に落ちてくれば終わりだ。

　いくら制御しなれていても死ぬことになるのは間違いない。

　自分では全力を持ってしてもこんな規模の魔法は使えないからだと父は分かっている。圧倒的に魔力が足りない。必然、制御を奪うことも打ち消すこともできるはずがない。

　もはや防ぐことも避けることも打ち消すこともできなかった。

　自分に待ち受けるものはこれまで葬ってきた魔族たちと同じ運命。

　赤い炎を一瞬黒く染めて、跡形もなく消滅する。

　──ようやく終わる。

　潜在的にアレクに才能があることを父は知っていた。

　どれだけ厳しい訓練であってもアレックスはしっかりとついてきたからだ。才能があった弟キースでさえへばっていたものを、魔力の定着もないアレックスはこなしてきた。

　そのため埋もれている魔力は自分より大きいのだと知っていた。そうでないならばとっくに死んでいるはずなのだ。

　自分の幼少期など比にもならない過酷なアレクの毎日。

　それを一番間近で見ていたのはほかでもない、父だった。

「──見事」

　父は小声で言った。




　遠くで防壁を張って見ていたクロエには全貌がある程度理解できていた。

　全力といってもアレクはコントロールできている。クロエに危害が及ばないようアレクは調整していた。

　そうでなかった場合、クロエの防壁でも崩壊しかねなかったからだ。

　──あれはアレクのだ……。

　クロエだけが知っていると思っていたアレクの才能。

　明らかに人間の枠を超えているもの。初代ギリアムすら凌駕しているかもしれない途方もない才能。

　荒野を丸々陣取るような巨大な熱球を中心に、キラキラと光り輝くものに変わっていく大地は綺麗に見えた。

「まるで、太陽……」




　──こ、これ以上はちょっと無理……！

　急激な魔力消費で一気にアレクの意識が遠のく。全身に虚脱感が満ち始めていた。

　足もふらついてきていた。力が入らず、膝は声でも出しそうなくらい大笑いしている。

　保っていられるのはあと数秒。いくらなんでも落とすわけにはいかない。そのときは消すしかない。

　だが父が敗北を認めないまま消すことはできないとアレクはわかっている。それはすなわち自分の負けを意味するからだ。

　落とせば父を殺せるだろう。勝つことができる。自分が当主の座を継いで、何もかもを思い通りにできる。

　しかし、そんな選択肢をアレクは選べない。

　最初から迷いがあった。殺す可能性は極力考えないようにしていた。だが、殺せるくらいでないと父は倒せない。

　厳しくても、優しくなくとも、望むと望まざると父ではあるのだ。

　──早く、早く諦めてくれ！

　しかし、遠くの父は微動だにしない。熱だけなら防御できているのは知っている。

　──これ以上ができるというのか……？　自分でも驚くようなものなのに……！　だとしたら……。

「くそっ……もう無理だ！」

　意識が残っているうちにアレクは炎球を消滅させ、膝から崩れ落ちた。

　通常は消そうと思わない限り消えることはないのだ。しかしコントロールを離れた魔法は術者であるアレクすら容赦なく焼き尽くす、単なる暴走した超常の自然現象となってしまう。

　当然のように父もクロエも焼くだろう。この荒野だけで被害が済めば軽微と言える。下手をすれば城下街まで消し炭だ。そんなことを許すわけにはいかない。

　──気絶する……！

　アレクの視界が上下左右に揺れる。眼球が動いているのか、体が動いているのか区別できない。

　──そんな、そんな。俺の負け、か……。

　急激な眠気がアレクの意識を奪う。

　アレクが最後にぼやけた視界で見たものは、自分の方へ歩み寄ってくる父の姿だった。信じられないほど、天を貫くように大きく見えた。

　──きっと夢だ。夢を見ている。そうでなければありえない。

　意識を失う直前、アレクには父が笑っているように見えた。

　過程がどうあれ、倒れたのはアレクで最後に立っていたのは父だった。







第三十三話　堕ちた太陽




「あれ……」

　アレクが目を覚ました時、目の前にクロエの顔があった。

　クロエの顔がぼやけて見える。アレクは自分が泣いているのだとそこでようやくわかった。

　戦いが終わったあと、──アレクが気絶したあと──アレクの父はクロエにアレクの介抱を任せた。

　そして自分は先に屋敷に戻ると言い残し、去った。

「目が覚めましたか」

「あ、ああ……ごめん、本当にごめん……」

　馬車の中でクロエに膝枕をされていたことに気づいたあと、先程までのことがアレクの頭をよぎる。

　──負けた。負けてしまった。

　心配そうにアレクを見下ろすクロエの顔を見ていると涙が止まらない。

　──これでもう終わりだ。クロエは何処か遠くへ行ってしまって、自分は自分でいられなくなる。

「──お屋敷に戻りましょう」

「ごめん、ごめん……」

　クロエはアレクが本気で泣いているところを初めて見た。

　基本的にアレクはあまり弱音を吐かない。直ぐに立ち直るのだ。だから泣き喚いたりなどしない。

　そんな男が弱りに弱って泣いていた。

　クロエにできるのは慰めること。立ち直らせてあげること。

　それにまだ希望を捨てていない。

　クロエはいつまでも、何もかもを諦めていた少女のままでいるつもりはなかった。

　──だから自分は泣かない。今度からは微笑みを湛えてアレクのそばにいる。

「大丈夫、大丈夫ですよ。あの勝負はアレクの勝ちです。きっと旦那様もわかったはず。あれが自分に落ちてきていればそれで死んでしまったのですから」

「でも、でもっ、お、俺にはできなかったっ！　──殺せなかった！」

「──それでいいのです。アレクは優しいのですから。私が好きなのはそういうアレクですよ。あそこで殺していたら見る目も変わっていたかもしれません」

「でも……」

　勝とうと思えば勝てた。

　手を振りかざすだけで勝利はアレクのものだった。

　それができなかったのはアレクの甘さが原因だ。相手が父であるということが頭をよぎってしまった。

　自分の甘さのせいで本当に、一番欲しいものを手からこぼしてしまった。

　どちらにせよ後悔するのなら欲しいものを取ればよかったのだ。

　悔しさと自己嫌悪、虚無感がアレクの胸中に充満していた。




　屋敷に戻って、クロエから先に馬車を降りる。

　ここでは主人と従者の関係性が重視されるからだ。

　だがアレクにはそんなことを気遣っている余裕はなかった。

「あれは……」

　先に降りたクロエは見かけない人影を屋敷の入口で見つける。

　正確に言うなら外では見かけないだけだった。

「父上……」

　泣きはらした顔で馬車を降りて、アレクは父の姿を見つける。

　執務室以外ではあまり見ない父の姿だった。

　──会いたくない人物だ。いつもでさえそうなのに、今は余計に。

「話がある。──クロエ、貴様は屋敷の中に戻れ。アレックスと二人だけで話がしたい」

　クロエが屋敷の中に入ると気まずい空気が父と子の間に流れる。

　二人で過ごすことなどほとんどなかった。

　大体は弟のキースも一緒だったからだ。しかも共通の話題はギリアムの──仕事のことしかない。

　父の手には執務室で見かけた一輪の黄色いフリージアがあった。

　──本当に花の似合わない人だ。

「少し歩くぞ。ここは人目につく」

　屋敷の入口は人の出入りが多い。そのため裏庭の方へ行くこととなった。

　鉄の門で閉じられた場所。アレクが幼少期に父と一度来たきりの場所だ。




　錠前は錆びていた。明らかに数年、もしくは十数年以上出入りがないように思える。

　鍵がないらしく使用人も入れない場所である。

　いつまでこのままにしておくのだろうとアレクは思ったことがあるが、父が何もしないので気にしないようにしていた。

　小さな箱庭だ。仰々しい細工の為された鉄の柵で覆われていて、噴水を中心に円形をしている。

「約束は約束です。決闘で決まったことは全て。──私はギリアムとしてだけ生きます」

　門の前でアレクは言いたくないことを口にする。自分の口で言うと実感が増して涙が溢れてきた。

　ある程度の覚悟はしていた。決闘で決めたことには逆らえない。だからこその切り札だった。開始前の約束は果たされることになってしまったのだ。

　アレクは半ば投げやりになってしまっていた。莫大な絶望感が心を殺していたのだ。自己防衛の一種。心を自分から殺すことでこれ以上の絶望を感じないようにしていた。

　父は門を黙って見つめていた。

　裏庭は古くから存在する場所で、アレクが生まれた頃には様々な花が咲き誇っていた。

　現在はあまり人は寄り付かない場所だ。

　暗く、不気味という印象がある場所。

　父はポケットから古い鍵を取り出し、少し見つめたあとに錠前を開いた。

　──父上がここの鍵を持っていたのか。

「──ここに最後に来たのはお前がまだ小さかった頃だ」

　アレクの敗北を認める言葉には返答せず、父はつぶやくように言った。

　不思議な気分だった。

　いつも感じている鋭い棘のような威圧感がない。

　前を見たままの瞳にも力がない。敵意を超えて殺意すら感じるいつもの眼ではない。

　キィィ、と久しぶりに動かされたであろう鉄が不快な音を鳴らす。

　──どうしてこんなところに連れてきたんだ。確かに人目にはつかないだろうけど。

　裏庭は外だというのに重苦しい空気があった。

　同じ屋敷の敷地の中だというのに、乾燥したような独特の空気。秋が終わって冬になる時のような、そんな空気が流れていた。

「やはりこうなってしまうか」

　裏庭に入った父の声はひどく寂しく悲痛を帯びているように聞こえた。自分の知っている父と何もかも違う。

　一度見ただけではあったが、そのときの裏庭は様々な色で満ち溢れた空間だった。

　明るく、鮮やかに華やいでいた。

　花の甘い香りが充満していた。

　だが今は荒廃した場所。

　植木があった場所も、花がたくさん咲いていた場所も、噴水も。何もかもが色あせて黒か茶色に染まっている。

　とても安らげる場所ではない。さながら墓地のような空気があった。

　父は枯れた噴水の前のベンチのゴミを手で乱雑に払い、座る。

「お前も座れ」

　──貴様じゃないんだ。

　それに、こんな汚い所に座るなんて。

　野ざらしの木製ベンチは腐り落ちる寸前に見えた。調度品の職人が作ったベンチというより、屋敷の誰かが手作りしたようなよく見れば雑な作り。元が何色をしていたのかすらわからない。

　染み付いた汚れも目立つ。とてもじゃないが貴族が座るような場所ではない。平民でさえ嫌がるだろう。

　だが誰よりも貴族然としている父は躊躇なく座り、枯れた噴水を眺めていた。

　時折手に持つフリージアを見つめ、再度噴水を見返す。

　なぜだかわからないがアレクには父が小さく見えた。

　とてもとても小さく、アレクよりもずっと小さく。

　不思議な感覚。子供のようにも思える。

　渋々座ったアレクも同じように噴水の方を眺めてみる。

　本当はふたりで過ごしたくはない。さっき決闘で負けたあとなのだから。

　話というのはきっとアレクの処遇、クロエのことについて。

　さすがの父も言いにくい話なのだろうとアレクは察した。

　こんな墓地のような場所でそんな話。まるでアレクがこのあと死ぬと言われているようで嫌だ。

　──俺、この景色知ってるな。

　幼少期に来たとき、同じようにここに座ったことがあることを思い出す。

　たしかその時も父は隣にいた。

　うっすらした記憶でわかるのは何もかもが昔と違うこと。

　噴水の水は噴き出ていないし、周りを覆っていた花々も枯れて痕跡すら残っていない。

　そして、アレクにとって父はもっと大きかった。

「──彼女は花が好きな女性だった」

　前を向いたままの父はアレクを見ず、小さな声で話し始めた。




　ギリアムの当主としてではなく、人間、アイザック・ギリアムとして。







第三十四話　在りし日の幻影　前編




「アイザック、見て！　フリージアが綺麗に咲いたの！　私この花が一番好き！」

「うん、綺麗だ」

　黄色いフリージアが咲き誇る裏庭に、強引に手を引かれてギリアム現当主、アイザックはやってきた。

　現在の裏庭とは何もかもが違う。全てのものが整備され、花は咲き誇り、木々は色づいていた。

　彼の手を引くのはアビゲイル。当時のふたりは今のアレクと同じ一七歳だった。

　アレクの父、アイザックがその生涯で一番愛していた初恋の女性だ。それは現在の妻、アレクの母よりも。比べることすらできないほどに。

　アビゲイルは快活な性格の女性で、花を育てるのが趣味で、仕事だった。

　屋敷のメイドの一人であり平民出身だ。一五歳の時に屋敷に勤めることとなった。もとは花屋の娘だ。

　当時のギリアムは現在とは異なり、使用人には平民も多数いた。現在は貴族出身のものしかいない。

「あんまり嬉しそうじゃないね？」

「僕はあまり花に詳しくないからね……」

「じゃあ詳しくなってよ！　勉強得意でしょ？」

「そんな無茶な……」

　昔のアイザックは体があまり強くなく、室内にこもりきりの生活をしていた。

　そんな彼ができたのは勉強くらいなものだった。

　今の風貌とは違い、丸く分厚いレンズのメガネで髪はぼさぼさ。体もひょろひょろだった。貴族でなければ誰も相手にしてくれないような見た目である。

　現在はしっかりと鍛え上げ、髪を整えて、メガネもやめた。結果、威圧感満載の当主になっている。眼光が鋭いのは目が悪いことも影響しているのだ。

　一五歳で屋敷に来てからというもの、アビゲイルはいつも室内で本を読んでいるアイザックを気にかけていた。

　私室に花を飾りに来てみたり、自分が管理を任されている裏庭に連れ出してみたり。

　最初、アイザックはアビゲイルが自分に取り入ろうとしているのだと邪推していた。

　彼女は平民出身なのだ。そういう野心があってもちっとも不思議ではない。

　当初はうざったく思っていた。本を読むのに邪魔だし、結局は地位に擦り寄ってきているとしか思えなかったからだ。

　アイザックの自信がないのはアレクと同じ理由、成功体験がなかったからだ。彼もまた、落ちこぼれだった。

　正妻が生んだ唯一の男ということで次期当主は確定していたためにやる気がなかった。秘伝もそのうち使えるようになればいいだろうというくらいの感覚だ。

　最初から厳しくされていたアレクとアイザックでは大きな差があった。言うなれば甘やかされていたのだ。




　しかしともに過ごす時間が増えるにつれて、アビゲイルに対するアイザックの認識は少しずつ変わっていった。

　彼女は純粋で、力強かった。

　どちらかといえば人付き合いの得意でない、ふさぎ込みがちな性格だったアイザックとは反対に、明るく賑やかで裏表を感じさせない人格をしていた。

　本だけが友達だったアイザックを外に連れ出し、自慢の──アビゲイルのものではないが──裏庭でともに過ごすことが増えた。

　いつも噴水前のベンチで話をした。アイザックとアビゲイルが作り、一緒に色を塗った黄色いベンチだ。

　アビゲイルの話は面白かった。

　知識として知っている平民の生活にアビゲイルの体験が混ざり、色がつく。

　鮮やかな裏庭と同じように、灰色だったアイザックの心にも様々な色がついていった。

　いつの間にか屋敷の中だけだった行動範囲が広がり、一緒に屋敷の外などいろいろなところに行ったりすることも多くなった。

　アイザックの暗かった性格はすっかり明るくなっていった。アビゲイルの明るさに当てられたのだ。

　見た目にもそれは表れた。今まではあまり力の入らなかった秘伝の修練も真面目にこなすようになった。

　もともと魔力のコントロール技術に優れた才を持っていた、アイザックはほどなくして秘伝を習得する。

　彼女はアイザックにとっての太陽だった。

　いつも一人で、日陰で過ごしてきたアイザックに光を与えたのだから。心に温かさをくれたのだから。灰色の心に色を塗ってくれたのだから。

「背、すごい伸びたね。二年でここまで大きくなるんだ。最初に会ったときは同じくらいだったのに」

「成長期かな。ちょっとたくましくなってきてる気もするよ」

「うん。かっこよくなった！　顔までシュッとしてきてる。あとはそのダサダサメガネだけだね」

「視力向上の魔法を練習してるよ」

「魔法ってなんでもありだね……いいなぁ、私も使いたかった！」

「もとは遠くを見るための魔法なんだ。それを僕が改良してる」

「へぇ……すごいんだね？　アイザックは魔法を改造するのが得意だってみんな言ってたよ」

「本当はそんなものより秘伝の方を練習しなきゃいけないんだけど、これはこれで趣味だからね」

　平民であるアビゲイルは魔法が使えなかった。魔力を持っていないからだ。

　──僕からすれば君も魔法使いだけどね。

　言えはしなかったが、アイザックはそう思っていた。

　自分を根本から変えてくれたのだ。どんな高名な魔法使いでもそんなことはできはしない。

　それに、アイザックにとって花の世話は本当に魔法のように見えた。

　色とりどりに景色を変えていく様子はまさに魔法だった。

　切ない、一瞬で終わってしまう素敵な魔法だ。




　お互いがお互いを好きになるのにそれほどの時間は必要としなかった。

　いつしかアイザックは本を読むことも減り、誘われるだけでなく積極的にアビゲイルと接するようになったのだ。

　ふたりの逢瀬はもっぱら裏庭で行われた。

　花の香りが充満する空間で何度も交わった。

　背の高い木が生える芝生の上、木漏れ日の中で愛を囁きあった。

　夢のような甘い逢瀬にふたりは溺れていった。

　興味から始まったそれはいつしか愛に変わり、将来を考えるようになる。

　私室ではなく裏庭を選んでいたのはふたりを除けば人はあまり来ない場所だったのと、この場所が好きだったからだ。普段一緒にいる場所なので不自然ではなかったというのもある。

　色鮮やかなそこはふたりだけの楽園だった。

　季節が少し変わるだけで目に見える景色はどんどん変化する。

　それでも自分たちの関係だけは不変的なものだと信じていた。

「アビゲイル……結婚しよう。僕と結婚してくれ」

「──無理だよ。だって私平民だもん。アイザックみたいな大貴族と、それも次期当主とは絶対結婚できないよ。平民と結婚する理由なんて何もないもん。魔法も使えないし」

「なんとか、僕がなんとかするから！」

「ううん、だめ。アイザックは第二皇女様と結婚するんでしょ？　──そっちのほうがいいよ。私じゃあ夫人にはなれないもん。あーあ、せめて貴族だったらなぁ……第何十夫人、みたいになれたかもしれないのに。ずっと一緒にいられたかもしれないのに」

「いいや、なんとかなるかも知れないんだ」

「ほんとに？　結婚できるの？」

「ああ。するんだ」

　アイザックが考えたのはアレクと同じ結論。

　──決闘。

　アビゲイルと深い関係になってからは、アイザックはギリアムとしての訓練もしっかりこなしていた。以前まではどうせ自分が継ぐのだから、と適当にこなしていたのが嘘に思えるほど熱心に努力していた。

　少しの自信を得た少年の心に灯った炎は大きく揺らめいていた。

　できると思った。昔の、引きこもりがちの自分ではないのだから。自分の背中の後ろには守りたいものがあるのだから。

　若き日の愚かな万能感。自分の力を正確には理解できておらず、アイザックは歯向かう相手の力を見誤った。

　そしてアイザックは敗れた。

　圧倒的に力が及ばなかったのだ。

　体も弱く、才に恵まれたわけでもなかったからだ。どうしようもないほどに魔力が足りなかった。コントロールが得意だったとしても、小手先の技術が通用しない強大な相手の前では踏み潰されてしまう。

　少しくらい訓練を頑張ったところで、父である当主はそれ以上をこなしてきた実績がある。

　恋は盲目という言葉のとおり、アイザックには何も見えていなかった。

　周りを、目の前を、明日を見ることができていなかったのだ。

　決闘の時にアイザックの父から出された条件はアレクが言われたのと同じ。

　──負ければ貴様の自由は一切認めない。今後一生ギリアムの体現者として生きてもらう。

　そうして現在の厳格な当主が誕生した。

　だからこそアレクにも同じことを言った。それがどういう意味なのか、どんなものなのかを一番知っているのはほかならぬアイザックだからだ。

　その言葉は今もアイザックの心を呪いのように縛り付けている。







第三十五話　在りし日の幻影　後編




「だめ、だったね」

「ごめん、ごめん……」

「ううん、アイザックは悪くないよ。悪いのは平民に生まれちゃった私だもん」

「僕が悪いに決まってる！　僕が弱いからこうなった！」

「あんまり自分を責めちゃダメだよ？　アイザックはさ、優しいもん。私のために頑張ってくれた。私なんてただの、どこにでもいる平民なのに」

「関係ない……」

「そ、関係ない。私はアイザックがギリアムでも、貴族でなくても好きになってたと思うよ。最初は暗いダサダサメガネ君だと思ってたけど、今はすごい好き。多分愛してる」

　華やぐ風景の中、ふたりだけは黒く沈んでいた。

　散って枯れた花のように、色と形を失いかけていた。

　──決闘に負けた。

　何もかもが終わってしまった。

　自分は人形になる。アビゲイルは何処か遠くへ行かされるだろう。アイザックが当主になったとき連れ戻さないように、連れ戻せないように。

「に、逃げよう！」

「無理だよ。ギリアムに男子はアイザックしかいないもん。絶対に、何が何でも連れ戻される。そうしたら私はきっと処刑されちゃうし、どっちみち逃げるだけじゃ生きていけないよ」

「一体どうすれば……」

「どうしようもないよ。──終わっちゃうね」

　アイザックにはそのままの表情でぽろぽろと涙を流し、噴水を眺めるアビゲイルにかける言葉は見つけられなかった。

　いくら本を読んでいても、何も言えなかった。

　愛を囁く言葉も、現状を変えられると希望を持たせる言葉も、何一つとして説得力を持たないとわかっていた。

　──自分は何一つ成し得なかったのだから。

　どうしようもないほど力がないのだから。

「あーあ。こんなに辛いなら好きになんてならなければ良かったなぁ……どうして世の中こううまくいかないんだろう。好きじゃなかったら何にも思わずに済んだのに」

「ま、まだ何かあるかも知れない……」

「──もう、いいよ」

　アビゲイルがアイザックに最期に見せたのは、引きつったような辛そうな笑顔だった。

　──最悪だ。最悪だ最悪だ。

　自分が好きな人が、自分が嫌いな自分を好きだと言ってくれた人が後悔してしまった。好きになどならなければ良かったと口にしてしまった。

　──何もかも自分のせいだ。自分に力がなかったから。迫り来る未来に対して何も対策をしていなかったから。

　──僕は最低だ。

　どれだけ後悔しようと反省しようと過去は変わらない。

　そのことをアイザックが芯から理解したのは翌日のことだった。

　決闘の日の晩、アビゲイルは裏庭で死んだ。

　自殺だった。

　アイザックが朝目を覚ますと、屋敷の中はざわついていた。明らかに良くないことが起きたとわかる空気。

　寝起きの頭に浮かんだのはアビゲイルの泣きそうな笑顔。

　嫌な予感がした。

　アイザックは執事のひとりを掴まえて何が起きたのかを聞く。聞こえた言葉は耳を通り抜け空に消えていった。

　話を聞いて青い顔で裏庭に駆けていったアイザックが見たものは、愛する人が力なく木からぶら下がっている残酷な光景だった。

　フラフラと風にあおられて回転する姿に、アビゲイルの意思が介在しているようには見えなかった。

　首を吊った木のそばにはアイザック宛の遺書が残されていた。

　内容はアイザックが誰かほかの人と幸せになる姿を見たくないこと、自分の人生では何も手にできないと気づいてしまったこと。

　短い時間だったが幸せであったこと、そして、だからこそそのぶん以上に絶望を感じたこと。

　自分がいなくなったあとも花の世話をして欲しいこと。できるならばそれはアイザック自身の手で行ってほしいこと。

　自分のことを忘れないで欲しい。

　次に生まれ変わるようなことがあれば今度は結婚したい。

　でもアイザックには長生きして欲しい。

　間違っても自分の後を追うようなことはしないで欲しい。

　アイザックに将来子供ができたとき同じ思いをさせないで欲しい。

　こんな思いは自分たちで終わりにして欲しい。

　遺書の後半にはアビゲイルの願いが込められていた。

　その遺書は今も当主執務室の引き出しの奥に存在する。辛くなったときには読み返して生きることを考え直すのだ。

　何度も自殺を考えて、それでもまだ生きているのはアビゲイルのおかげだった。

　遺書の文字は滲んで一部読めなくなってしまっている。原因がどちらのものかはもうわからない。

　彼女が死んでからというもの、アイザックは死に物狂いで努力を重ねた。寝る間も惜しんで、毎日死にそうになるくらい激しく厳しく生きた。

　次に同じことになったとき、もう大事なものを手放さないように。次が来ないように。

　死んで彼女にまた会えた時、今度は本当の笑顔で褒めてもらえるように。

　裏庭の花の世話は頑張ってやっていたが途中でやめた。そしてギリアムを継いでしばらくして、──アレクと最後に訪れて──門を閉じた。

　暗く辛い記憶を封じ込めたのだ。

　アイザックは花の世話はうまくできなかった。

　彼女がやっていたように花を咲かせられなかった。

　──やはりアビゲイルは魔法使いだったのだ。

　本当は違った。一緒に世話をしていたし、ノウハウも知識もある。

　しかし違った。綺麗に輝いて見えたのは、隣にアビゲイルがいてくれたから。

　思い出の輝きには遠く及ばなかった。そしてその輝きはもう手に入らないのだとアイザックは理解してしまった。

　なにより、アイザックはここに来るのが辛かった。

　裏庭に出入りするたびに無力感がこみ上げる。

　涙が止まらなくなってしまう。

　父に約束したように、ギリアムの体現者ではいられなくなる。




　アビゲイルの墓は当主の座についてから裏庭に移した。

　彼女が命を絶った木の下だ。

　墓参りなどもう何十年もしていない。吐きそうになるほど申し訳なくて、今でも後悔があるせいだった。

　裏庭はアイザックにとってのモニュメント。

　自分の無力感、幼き日の苦い、それでいて輝いていた思い出を詰め込んだ絶望の象徴。

　ギリアムの当主ではなく、人間、アイザックを葬った場所でもあった。

　──辛い過去も悲しみも、何もかもを火にくべてしまえばいい。

　今の自分はもうアイザックではない。

　拝命三大貴族、『赤』のギリアム。その当主、炎の象徴なのだから。







第三十六話　巨人の背中




　父は、──アイザック・ギリアムは話の途中で涙を流していた。

　アレクの初めて見る父の涙。

　偉大で、強大で。隙がなく強い男だと思っていた人物の涙。

　刻まれた年輪のようなシワに沿って、静かに落ちていく。

　アレクは話の途中一度も声を出さなかった。出せなかった。

　こんな話を聞いてもアレクは父を薄情だとは思わない。自分の母と、──心の通わない女性と結婚すること自体は貴族として当たり前のことだからだ。母にしてもそうだろう。父を愛しているわけではない。地位と地位の結び合い、貴族の結婚とはそういうものだから。

　アレクと同じことを過去にしたことがあるという事実。それも、うまくいかなかった思い出。

　なんとなく、父は血の通わない存在なのだと思っていた。

　それもそのはず、父はアイザックをやめていた。やめさせられていた。

　アレクの未来の一つが現在の父の姿だった。

　この裏庭のように、黒く、灰色の心になってしまった男。自分を焼いてしまった男。

　この場所に来たから父は元に戻った。その姿はまさしく自分と同じ人間だった。

　複雑な気持ちだった。

　誰よりもアレクの気持ちがわかる人間が、誰よりも強大にアレクの前に立ちはだかっていたのだ。

　気持ちがわかるなら何故簡単に認めてくれなかったのか。

　自分を、息子を同じような存在にしたいのか。

　だとしたら、最低だ。

　アレクは憤りを覚える。

　アイザックはアレクの気持ちも憤りも理解している。自分が同じ立ち位置ならば同じ事を思うだろうからだ。

　──きっかけはどうあれ、アレクに厳しくあたっていたのは自分だ。

　アイザックはアレクにはアビゲイルのせいだとは決して思わせたくなかった。

　アイザックに将来子供ができたとき同じ思いをさせないで欲しい、こんな思いは自分たちで終わりにして欲しい、とアビゲイルはアイザックに言葉を残した。

　アビゲイルがアイザックに残した呪いのような祈り。

　口にはしたくなかった。それは、アイザックだけのもの。ほかの誰にも渡したくないとアイザックは思った。

　それでも言わなければならないこと。知ってもらわなければならないこと。彼女の生きた痕跡が現在のアレクを形作っているのだから。

　父は立ち上がり、一本の木の下に歩いて行った。

　木はすっかり枯れてしまい、枝は裸だった。剪定されたのか、人の手で届く範囲に枝は存在しない。きっと同じことが起きないようにしたのだろうとアレクは思う。

　木の下にはよく見れば石碑のようなものがある。

　それがさっき聞いたアビゲイルという人物の墓であることはすぐにわかった。

「──久しぶりだね、アビゲイル。なかなか来れなくて悪かった」

　しゃがみこんだ父は石碑に向かって話しかけていた。

　静かな、音と色のない世界でその声はよく響く。

　──一体どんな気持ちなのだろう。

　自分がクロエを失ったとき、こうなってしまうのか。クロエもこうなってしまうのか。この先に待ち受ける自分の未来がアレなのか。──嫌だ。

「あの時の僕ができなかったことを、僕の息子はやってのけたよ。あれくらいの力があれば君は今も生きていられたのかな。──悔しいね。でも、嬉しいよ。君の願いの通り、息子は同じ思いをしなくて済むんだ。頑張って鍛えた甲斐があったよ。──花は上手に育てられなかったけど、子育てはちゃんとできたかな」

　──え？

　優しい、別人のような声色で墓に話しかけるのを聞いて、アレクは驚愕した。

　──もしかして、今までの厳しい態度は全て俺のためだったのか？　自分を仲間に、自分と同じ思いをさせるためではなく？

　来るべき時のために、自分で何かを勝ち取る力を与えるために、自分と同じ思いをしなくても済むように。

　思い返せば、父は厳しくともアレクのためになるようなことしか言わなかった。

　いつだって自分に力を与えようとしていた。

　──導かれていた？

　父ができなかったことを、後悔していることをやり遂げられるように？

　反発されるような態度だったのは、敵対心を煽って同じ結論に至るようにしていた？

　決闘を、──反逆を促すために？

　立ち上がった父の上には枯葉が舞っていた。

　白黒の景色の中、髪の赤色が妙に映える。

「アレックス。お前の勝ちだ。──好きにするといい」

「もしかして、これまでのは──」

　気づけばアレクの頬にも涙が伝っていた。悔しさや虚無感からやってくるものではない涙。

　理解してしまった。知ってしまった。父がアレクに愛情を向けてくれていたことをわかってしまった。

　アレクが自分中心の狭い見方でしか見ていなかった世界を、父はもっと大きな視点で見ていた。

　何もかもを手に入れる力を与えるために厳しくしていたのだとわかってしまった。

　アレクにとって怖くて怖くてたまらなかった背中。

　その背中が小さく、それでいて今までよりもずっと大きく見える。

「ありがとう、父さん……」

　震える喉は自然と言葉を発した。

　貴族でもなんでもないただの息子として、父の背中へ。

　振り返った父は、──アイザックはにこりと、これまたアレクが初めて見る顔で笑った。

「アレックス、お前は勝ち取った。僕ができなかったことを成し遂げて、反逆を成し得た。──父として、ひとりの男として誇りに思う。本当に大きくなった。さっきのは正直驚いたな。あれほどまでされると負けを認める他ない。クロエを正妻にすることも正式に認めよう。面倒なことは全てこちらでなんとかする、僕の夢を叶えてくれた礼も兼ねてね。──僕のあの日の選択が正しかったとは思わない。でも、間違えていたとも思わない。事実こうして息子は何もかもを手にした」

「本当に……？」

「ああ。決闘に誓って。──きっとこれからも何度も同じような選択が待っている。毎日毎日を必死で積み重ねるんだ。後悔しないように力をつけなさい。つまるところ力がなければ何も手にできないのだから。それがこの世界の残酷な根本原理なのだから。──僕のようになってはいけないよ」

「はい！」

「よし」

　アレクの頭を笑顔でぐりぐりとしながら撫でる。

　権威の鎧を脱ぎ捨てたアイザックは本当にただの、どこにでもいる父親のようだった。

　アレクは生まれて初めて頭を撫でられた。

　父の手は思っていたよりも小さく、温かった。

「さ、戻ろうか。──アビゲイル、また来るよ。今度はうんとたくさんの花を持って。今日はその一輪で満足してくれ」

　手に持っていた黄色いフリージアを墓に添え、アイザックは悲しげな顔で笑った。

「あ、あのさっ！　ここ綺麗にして、クロエと来ちゃダメかな……？」

　父は目を丸くしてアレクを見たあと、口元を緩めた。

「──いいさ。そっちのほうがアビゲイルも喜ぶだろう。僕もまた花の世話をしようかな。この裏庭いっぱいにまた綺麗な黄色のフリージアを咲かせよう。もう当主としての仕事も終わりかけているようだから」

「そ、そうか、今度は俺……」

　同時に、父としての仕事も終わりつつある。

　かつて愛した人が望んだように息子は育ってくれたのだから。

「そうだ。正妻は認めるけど、当主は当主でやってもらう。だからほかの夫人も探しなさい。それだけは義務だよ」

「ど、どうにかならない……？」

「そこまで甘えさせるわけにはいかない。色々な血が入らないとね。誰を一番に愛するのか、その権利を与えたに過ぎない。──当主っていうのは大変だよ。僕には向いていなかった」

「──めちゃくちゃ向いてたと思う」

「そうか。だったら良かったよ。だけどそろそろそれも終わる。『私』は『僕』に戻らせてもらうとするよ」

「なんか父さんには似合わないね、僕って」

「いいや、いつだって僕はダサダサメガネ君さ。──アビゲイルの好きだった僕でありたいよ、本当はね」

　遠くの空を見つめてつぶやいた父がどこを見ているのかわからない。

　何処か遠くの、初恋の人がいる場所を見ているのだろうか。

　重責に耐えて、同じ人を想い続ける父がなんだかかっこよく見える。

　自分もこうありたいと思う。いつまでもクロエを愛していきたいとアレクは思った。

　父の巨大な背中を超えて、少年は大人になっていく。







外伝　イザベラと弟キース




　──五年前。

「あらあら、可愛らしい♡」

　ギリアムの歴史ある大浴場にふたりの人影があった。

　赤い髪の女、イザベラは大きな胸をぷるん、と左右に揺らしながら、目の前のもうひとりを見て言った。肩までの長さの髪は外側に少しはねている。風呂場の湯気でセットが崩れかけていたのだ。

　タレ目でぼんやりとした印象を与える色の白い美人だ。母性的な顔付きに、これまた母性的なたわわに育った胸。きゅっとくびれた腰付きが大きなお尻を強調させている。

　イザベラは目の前に立つ黒髪の少年キースを見ていた。

　まだ薄い、凹凸の少ない体。肩幅も女であるイザベラより狭い。

　一人前の男とはとても言えない小さな子供だ。

　キースはイザベラの体を見て、股ぐらにぶら下がるものをピンと上向きに硬直させていた。

　大人のそれとは違い小さい。まだ陰毛も生えていないつるつるの下腹部だった。

　亀頭の大半が包皮に覆われていて、先端からはピンク色のものがちょっぴり見える。

　チ〇ポというよりはおち〇ちん。カリも小さく、メスを喜ばせることはまだ難しい。

　対してイザベラの体は完全にメスのもの。柔らかな曲線で構成されて、むっちりと肉を詰め込んでいる。色気をむんむんと醸し、オスであれば子供であっても発情させてしまう魅力を内包していた。

　キースは不安げな表情と声でイザベラに聞く。

「さ、最近いつもこうなるんだ。むずむずして、触ると変な感じする」

「だ、誰にも聞いていないのですか？」

「なにを？」

「大きくなったおち〇ちんの治し方ですよ？」

「え、治せるの？　いつもはじっと我慢してたら小さくなるんだ」

　──教えていいのかしら……。

　イザベラは迷うも、泣きそうな顔ですがりついてくるキースを見ていると、胸にぞくぞくしたものを感じてしまう。

　小さく柔らかな体。キースは先天的に性への強い興味があるらしく、イザベラの胸に頭をこすりつけながら腹に顔をうずめて抱きついていた。

　案外母親を求めているのかもしれないとイザベラは推察する。一〇歳という年を考えると無理もない。この子も母親に抱きしめられたことなどないのだろうから。

　今日だけは母親代わりになってあげよう。平民の家庭ならばきっと母親が教えてくれることなのだろうから、とイザベラは決心する。

「はい……♡　でしたらそこに座ってください♡」

「う、うん……──あっ、な、なんでち〇ちん触るのっ、じんじんするよっ！」

「男の子はこうやっておち〇ちんしこしこされると気持ちよくなっちゃうんですよ？♡」

「わ、わかんないよっ、じんじんする」

「キース様は白いおしっこ出したことないんですね？♡」

「白い？　なにかの病気？」

「うーん、ある意味病気かもしれないですね♡　一度覚えてしまうと男の子はみんな夢中になっちゃいますから♡」

「ぼ、僕も出してみたいっ」

「はい♡　それをぴゅっと出すとおち〇ちんはちゃーんと小さくなりますからっ♡　今度からは大きくなったらしっかりぴゅっぴゅしましょうね？♡」

　風呂場用の椅子にキースを座らせて、正面に膝をついたイザベラは石けんを使って、潤滑を強めながら皮をむいていく。洗い慣れているのか、イザベラの思っていたような抵抗はなく亀頭はあっさりとむき出しになった。

　イザベラは両腕で胸を挟み、谷間を強調させてみる。案の定キースはメスの象徴から目が離せなくなって、小さなチ〇ポをぴくぴくと動かしていた。

　──こんな幼子でもおっぱいには釘付けになってしまうのですね……可愛い♡

　射精を知らないピンク色の亀頭がむき出しになったあとは、イザベラの細い指でカリ首をなぞっていく。

　カリだけでなく、竿も全体をすりすり、すりすりと刺激する。大人の余裕をむきだしにした愛撫だ。指を動かすたびにキースは女の子のような声で喘いだ。

「ふぁぁっ！　だめっ、だめっ！　そこだめっ」

「きもちぃですか？♡　ちっちゃくても男の子なんですね♡　かっちかち♡　大丈夫ですよ、私に任せて♡」

「あ、あっ、おしっこ、おしっこでちゃいそうっ！」

「大丈夫ですから、そのままびゅーってしちゃいましょうねっ♡」

　イザベラは両手の指を使ってくまなく、優しく刺激する。力は入れずさするだけだ。たったそれだけであっても、他人からの刺激を知らないチ〇ポには十分すぎるほどの刺激だった。

　正面から見えるキースの小さな金○がぐぐっと持ち上がり、射精の準備をしているのがわかる。

　子供であってもオス。メスを孕ませるための機能と欲求があるのだと知り、イザベラの股間はぬるっとした液体で覆われた。

　一〇センチほどしかない子供チ〇ポはイザベラの愛撫でびくびく震え始めていた。

　とろっと粘性のある透明な液体が開きかけている鈴口から溢れ、亀頭の先端にぷくりと水滴を作る。

　イザベラは凝視していた。男の射精は何度も見たことがあるが、精通は初めて見るのだ。

　我慢汁でできた水滴の中に、ほんの少し白いものが混じった瞬間をイザベラは見逃さなかった。

「ひうっ!?」

「あはっ♡」




　ぴゅぴゅっ！




　我慢汁の膜を突き破って白い塊が、一直線に歪んだ曲線を描いてイザベラの顔に向けて飛び出した。

　声変わりを迎えていない少年は高い声を上げ、体の前で腕を縮め上半身を小さくしながら震え、真っ白な精液を空中に放つ。

　初めて外に放出されたそれは硬く、一本の太い紐のようだった。

　脈動のたびに新たな紐が何本も形成されていく。

　それらのほとんどは目の前にいるイザベラに降り注いだ。

　顔や胸、上半身の大半の箇所が真っ白な粘ついた精液でベトベトに染まる。

　ゼリー状に濃縮された精液からは特有の青臭い臭いが立ち上り、イザベラにオスを意識させていた。

　イザベラは全身が精液でベタベタになるのを歓喜の表情で受け入れてしまう。

　赤い前髪にべっとりとへばりついた精液はだらだらと垂れ、イザベラの鼻筋を伝って落ちようとする。それを舌を伸ばし受け止めて、口の中で咀嚼し飲み込んだ。

　──濃厚♡

「ひっ、ひっ！」

「気持ちいいですか？♡　最後まで全部びゅーしちゃいましょうね♡　初めての射精おもらしきもちぃでちゅね♡」

「あぁ、ふぁぁっ！」

　身震いしながらびゅくびゅくと射精を続ける子供チ〇ポ。脈動のたびにぴゅっ、と精液が飛び散り、男があげてはいけない情けない声を漏らす。

　半泣きしながら体を真っ赤にして震える少年を見ていると、強烈な庇護欲と、相反する嗜虐心がイザベラに芽生える。

　たまらなく思ったイザベラはまだ射精途中のそれを口にほおばり、舌でまんべんなく、ねっとりとした動きで舐る。さっき味わった濃厚をもう一度味わいたくなったのだ。

　大の大人でさえ身悶える刺激に精通したての貧弱チ〇ポが耐えられるはずもなく、射精途中だったというのに二度目の射精が始まる。

「ち〇ちん壊れるっ、くるしいっ！」




　びゅくびゅくびゅく！




　イザベラの口の中は溜まりに溜まった濃い精液でいっぱいになっていく。

　この小さな体のどこにあったのかと思うほどの量。固まったそれらは舌に触れるとぷりっと逃げるように動く。それらを逃がさないよう口の中心に集め、せっかく外の世界に触れた精子たちを少量ずつ奥歯ですりつぶし、喉の奥へゆっくり、ゆっくり流し込んだ。

　お世辞にも美味しいとは言えないはずの味。しかし、イザベラは口いっぱいのそれらの味で軽く絶頂していた。

　風呂場だから目立たないだけで、布団の上であれば漏らしてしまったと思われるくらいには濡れてしまっている。陰唇はパクパクと開いて閉じてを繰り返し、目の前にある未成熟なオスを要求していた。

　──自分の中にこんな性癖があったなんて。

　イザベラは自分が少年相手に欲情するような人間だとは思っていなかった。

　ごくり、と聞こえるようにすべての精液を飲み干し、精液まみれのチ〇ポを綺麗にするように舐めまわす。

　さらにすべてを飲み込んだあとは見せつけるように口を開く。もわっと精液臭い口臭をイザベラは自分で感じてしまう。

「初めての白いおしっこ、どうでした？♡」

「き、気持ちよかった……もっとしたい」

　二度連続で射精させられたにも関わらず、全く萎えることもなく上を向き続けている子供チ〇ポを、イザベラはいとおしげに赤い顔で見つめる。

　──ああ、いいのかしら。

　いつかは行われる筆おろし。通例であれば、イザベラのような若いメイドではなく、メイド長をはじめとする慣れた者が数人で行うこと。

　理性ではイザベラもダメだとわかっている。ましてや筆おろしという行事とは違い、今回のそれは完全に自分の好奇心。なにかの処罰を受けるかも知れない。

　──あとで考えよう。大丈夫。順序が変わるだけのこと。処罰どころかキース様付きのメイドになれるかもしれない。それに、仕える人間が欲していることなのだ。何も問題はないだろう。

　自分の衝動を建前で飾りつけ、イザベラは口元を妖しく緩ませた。

「キース様、見てください……♡　男の子はここにおち〇ちんを入れて、さっきの白いおしっこをびゅうびゅうするのが大好きなんですよ……？♡　お手手でするよりずうっと気持ちいいんです……♡」

　立ち上がったイザベラは、座るキースに向けておま〇こを広げて見せる。

　むわっとしたメスの淫臭がキースの顔まわりを覆った。

　キースの目に入ったのはピンク色の割れ目。

　ふわふわした陰毛の下の柔らかそうな大陰唇の中には複雑なびらびらがあった。

　本能でわかるもの。心臓がきゅっと締め付けられ、チ〇ポはびくんっ、と我慢汁と尿道の奥に残った精液を吹き出す。

　初めて見る女性器。キースが年上好きになったのはこの時のことがきっかけだった。

　脳裏に焼き付いて離れなかったのだ。

「おち〇ちんびくびくしちゃってますね……♡」

「い、入れてみたいっ。ち〇ちんむずむずするっ！」

「あらまぁ♡　やっぱり男の子なんですねぇ……♡」

「な、なんか変な気持ちになる匂いするよ……」

　すんすん、と鼻を鳴らし、キースは顔を近づけてイザベラのおま〇この匂いを夢中で嗅ぐ。

　──ああっ、いけないことさせちゃってる……♡

　子供相手に、イザベラは自分の発情しきったおま〇この匂いを嗅がせてしまっている。発情したメスの香りを教え込んでしまっている。

　全身がぞくぞくし、今までに感じたことのない悦楽をイザベラは覚えた。体からは汗が吹き出し、湯気と混じって珠のように転がって落ちていく。

　とろとろと流れ出す愛液が止まらない。こんなに熱かったのかと自分で驚いてしまうほど、付着した体の部位が熱を持つ。

　クリ〇リスがはちきれそうで、膣口はもの欲しげにパクついている。イザベラのふとももを越えて膝まで熱湯のような温度の愛液まみれだ。

　下を見てみると、キースはイザベラのおま〇こを近距離に顔を寄せて見つめ、明らかに匂いを嗅ぎながらチ〇ポを必死でしごいていた。おぼつかない手つきで握りこんで、ちゅこちゅこと音を立てながら目を細め、切なげな吐息をイザベラのおま〇こに浴びせていた。

　まだ皮が完全には剥けておらず、上下するたびに戻って剥けてを繰り返している。

　おま〇この匂いで発情させてしまったのだ。

　教えてもいないオナニー方法を自分で編み出させてしまったことに、イザベラは罪悪感と、同じくらいの興奮を覚えてしまう。

「キース様、横になってください……♡　私が大人にして差し上げます……♡」







外伝　いつものふたり




「あのさ、なんでメイドのお前が俺のベッドの上で本読んでる？」

「いいじゃないですか。暇なのですよ」

「暇、暇か……ほかのメイドは毎日結構忙しそうにしてるけど？」

「私はアレク様付きなので。特権ですよ、特権。もともとほかのメイドとは立ち位置がちょっと違いますし。私はアレク様の身の回りのことだけしていればいいのです」

「ほう……ほう……──それすら何もしてないけどな!?」

「後でやりますよ。別に急いではいないでしょう？　──それより邪魔しないでくださいよ。今いいところなのですから」

　クロエはアレクのベッドの上でうつ伏せに寝そべり、両足を小さくパタパタさせながら本のページをめくっていた。

　読んでいる本は平民が貴族を打ち負かす話、成り上がりものだ。貴族であるクロエからすると現実感は薄いがワクワクはする話だった。今読んでいるところはちょうどクライマックス辺りだったため、クロエは邪魔をされてむくれていた。

　アレクはいつものように伝統ある黒光りするデスクで執務に励んでいた。父も昔使っていたものだ。未来の当主として、優先度の低い──現当主でなくてもいい──ものは練習代わりにアレクが行っている。

　アレクの仕事が着々と進んでいるにも関わらず、使用人であるクロエは何もせずに本を読み続けている。

　何かおかしくないか？　と疑問を浮かべたアレクはクロエをたしなめようとしたのだ。

　クロエは毎日こんな感じだった。いつも部屋にいて、自室で過ごすように堂々と振舞うのだ。

　本を読みふけっているくらいならまだいい。アレクのベッドで堂々と昼寝している時さえあるのだ。そんな時、アレクは仕返しとばかりにクロエの寝顔をオカズにオナニーしていた。ちなみにバレている。クロエはほかの女でされるよりはまだいいかと思い黙っているのだ。しかし、これに関しては茶化すとアレクが本気で凹んでしまいそうなのでクロエは言わないでいた。

「アレク様も読みます？　なかなか面白いですよ。私が読み終わったあとに貸して差し上げます」

「──その本も俺のだけどね。なんでいつも先に読んじゃうんだ。あっ、内容言うなよ!?」

「この本はですね、婚約者を伯爵に奪われた平民の男が──」

「あーあー、聞こえない聞こえない！」

「あらすじですよ。知っているでしょうに」

「お前は……」

　真顔のままにアレクをからかう使用人のはずのメイド。アレクは毎日のことなので慣れてはいる。

　強く出れないのは惚れた弱みだ。それに嫌いではない。こういう関係性は楽しいのだ。

「アレク様はちゃんとリアクションしてくれるので面白いのですよね。知ってます？　悪戯好きな人に反応するともっとしたくなるって。──それより、喉が渇きませんか？」

「ああ。確かにそろそろ何か欲しいかも」

「じゃあお願いします。砂糖多めでミルクもたっぷりで」

「──俺がやるの？」

「だって私、今手が離せませんから」

　──メイドなのに？　主人にお茶を入れさせるの？

　仕事ならまだしも本を読んでダラけているだけなのに？

「──このダメイド」

「お褒めに預かり光栄です」

「たまに羨ましくなるよ、その性格」

「解任しないってことは嫌いじゃないのでしょう？」

「ま、まぁな……俺の方も楽だし」

　文句を言いつつもアレクはお茶の準備をする。こんなやり取りを繰り返しているうちに、いつの間にか一流の、メイドのそれと同じくらいのスキルが身についてしまっていた。

　──腑には落ちないけど好きなんだよな……俺相手でもこんなふうにしてくれるのはクロエだけだし。

　くそっ、今日も可愛いな……。結婚したい。

「ベッドで飲み食いはするなよ？」

「しませんよ。そんなはしたない真似は。──何かお茶菓子ってありませんでしたっけ」

「図々しいな……あるけど。クッキーでいいか？」

「個人的にはスコーンにたっぷりジャムを載せて食べたい気分ですが……いいでしょう。我慢します」

「はいはい。これじゃどっちが主人かわからんな」

「？　私の主人がアレク様でしょう？」

　きょとんとした顔で言われ、アレクは少し勘違いしそうになる。

　主人は主人でも、旦那の方だと思ってしまった。

　アレクは顔を赤くし、ごまかすようにお茶の用意をした。

　──手、手を出したい……。

　とてつもなく、自分でもどうかしていると思うほどクロエとセックスしたい……。

　でもそんなことをすればきっと今のままではいられないとアレクはわかっている。

　こういう関係性も捨てがたいのだ。おいそれと友人を作れないアレクにとって大切な友人でもある。

　本人にはとても言えないが、一緒にいると落ち着くのは事実だった。好きな子と毎日一緒に過ごせているのだ。アレクの人生において、安心できるのはクロエと一緒にいるときだけ。ほかは仕事だったり訓練だったりと心休まる暇はない。

「たまにはメイドらしいこともしてくれよ？」

「しているじゃありませんか。今はしていないだけですよ」

「──なんだよなぁ。何もしていないなら文句の言いようもあるってもんだけど」

「私はデキる女ですから。やるべきことはしっかりやり終えてサボっています。後のは優先度低めのものばかりですから」

「お、サボってる自覚はあるんだな？」

「おっと失礼。口を滑らせました。──休憩です」

「いいけど、父上に見つかるなよ？　何を言われるかわからないぞ」

「大丈夫ですよ。私たちはこの部屋で四六時中盛っていると思われていますから。それであれば仕事のようなものですし、サボっているとは思われません」

「へ!?　どういうこと!?」

「だって、そうでしょう？　湯浴みには誰も付き添わせない、夜も誰も呼ばない。それであれば、性欲はいつも一緒の私に向けていると思われても無理はありません。少なくともメイド内ではそういうことになっています」

「父上も思ってるのか……？」

「おそらくは」

　クッキーを口に運びながら、言わずもがな、といった態度でクロエは話す。こんな話をしているからか、アレクにはクロエの開いた口の中が性的に見えてしまう。

　──衝撃だった。

　だから筆おろしについて誰も何も言わなくなったのか？

　要するに、クロエで卒業したのだろうと思われているということ。

　──全然そんなことないのに……。

「ま、それでいいか……」

「はい。私も堂々とサボれますし。それとも……本当のことにしてしまいますか？」

「え、それって……」

「──冗談ですよ」

　意味ありげな笑みを浮かべて紅茶をすするクロエを見たアレクは、この幼馴染には一生勝てる気がしない、と小さく笑った。







外伝　アレクの日々




「どうして貴様はそんなことすらできんのだ」

「も、申し訳ありません父上……」

　で、できるか！

　防壁足場に空中戦!?

　足一つ分の足場を何個も作って走って剣を振って魔法で攻撃してってやること多すぎだろ!?

　そもそも全力で飛び跳ねてる時に魔法を使えるわけ無いだろ!?

　防壁を階段みたいにして歩くことすらできないんだぞ、俺は。

　無理に決まってる。人間業じゃない。

　──と思うけどできるんだよな、父上もキースも。俺だけできない。そんなことすら。

　今日も今日とて魔法訓練。

　いつもの練習場の荒野で父と弟、俺の三人。

　仲睦まじく見えるんだろうな。──遠目からならさ。




　だが現実はだいぶ違う。

　自分にだけ異様に厳しい父に責められながら、自分よりできる弟に馬鹿にされているのだ。

　俺の日常は地獄だった。

「兄上、どうしてできないんです？　普通にやればできるじゃないですか」

「……」

　──お前の普通と俺の普通は違うんだよ。

　言いたいが、言えば自分の力のなさを認めることになる。

　父はもっと激高するだろう。

　弟の顔が憎たらしい。歴代でも有数の才能だって？

　努力しなくてもできる。才能というのはそういうもの。羨ましいというより恨めしい。俺がどれだけ努力してもたどり着けないところに最初からいるなんて、この世界はどうかしているのか？　理不尽にも程がある。

　どうして俺には才能がない。どうしていつまでも魔力は定着しない。

　ギリアムの血は俺を認めないというのか。

　何もかも手に入らない。

　誰の一番にも、なんの一番にもなれない。

　これでも努力してきたつもりなのに。寝る時間も削って、必死で必死で、毎日死にそうなくらい一人でも訓練しているのに。

「キース、貴様とて秘伝は使えまい。一丁前の口を利きたいのなら貴様も死に物狂いになれ」

「は、はい……」

　兄弟揃って父には頭が上がらない。

　あの鋭い眼光の前でまともに過ごせる人間などいるとは思えない。

　火を象徴するギリアムでありながら冷酷で、冷徹な人物。それでいて苛烈な態度の二面性。

　生まれついた時から存在する強大な敵だ。しかも、この人を超えることができるまで俺の地獄は永劫続く。

「──まぁいい。そろそろ体も慣れてきた頃合いだろう。秘伝の訓練を始める」

「「はい！」」

　怖い怖い怖い。

　あの炎が、ギリアムが俺を焼く。骨すら焼き尽くすような高温がまとわりついて俺を殺そうとする。

　お前など認めないと俺に流れるギリアムの血が言っているかのようだった。

　怖い。怖い……。

　あんな思い二度としたくないのに、毎週のようにやってくる。

　どうせ誰にも認めてもらえないのに、誰も褒めてくれないのに。

　嫌だ。

「アレックス、貴様からだ。私めがけて使ってみせよ」

「は、はい……」

　古代の言葉なのだという謎の詠唱をして、体の魔力を外に出すイメージをする。

　ああ、怖い……嫌だ、やりたくない……。

　多少うまくいっても次は父の秘伝を受け止める練習が始まる。

　どうあっても俺はこのあと焼かれるのだ。遠くの父の姿が憎らしい。

　こんな生まれに産みやがって。

　生まれた時から義務義務義務義務義務。

　勉強も執務も訓練も、何もかもが一般の貴族や平民とは遠くかけ離れた過酷なもの。俺に限って言えば歴代有数の過酷さだろう。父の俺に対する叱責はキースの比ではない。今もまだ俺が生きているのが不思議なくらいだ。

　平民の書いた本を読むと羨ましくて泣きそうになる。だから買うだけ買って読まないことが多い。余りにも自分とかけ離れた平民の日常が俺には理解できないからだ。

　彼らはこんな義務を生まれ持っていないのだと知ったとき、俺は絶望した。

　俺に与えられる完全に自由な時間など短い睡眠時間と、せいぜい一時間くらいしかないのに。

　努力しようと、常人よりなにかできようと、何も意味はない。

　ギリアムという家の中での序列、それが俺の人生の全て。

　秘伝を使いこなして、決められた相手と結婚して子供を作って、その子供に自分が嫌だったことを強要する。それが俺に与えられた人生。

　飢えはしない。寒空の下、寝ることもない。貧民と比べればマシかもしれない。でもマシというだけだ。

　俺が身につけているものも周りにあるものも全て一級品。そうじゃないのは俺だけだ。このギリアムという大きな家の中で、俺だけが三等級品。──ガラクタだ。

「ぐっ……」

　コ、コントロールできない、焼かれる！

　父の方へ向けたはずなのに、俺の方へ向かってくる炎。どれだけコントロールしようとしても方向が違う。しかも思っていたよりも威力が大きい。

　視界が徐々に赤に染まる。

　迫る炎を制御できない。




「──くそっ！」

　次に俺が目を覚ましたのは自分の部屋のベッドの上だった。

　全身がヒリヒリ痛む。中から火傷しているような痛みだ。

「大丈夫ですか……？」

「クロエ……？」

　痛みと疲労でぼんやりした頭でもわかる。この声を聞き間違えたりしない。

　不機嫌そうで、面倒くさがりの幼馴染の声だ。

　俺に味方がいるとするならそれはきっとクロエだけ。

　死んではいない、らしい。父上があらかた治癒をしてからクロエに引き渡したのだろう。

　どうせなら死んでいればよかったのに。こんな何も手に入らない人生ならば、いっそ終わればいい。

　毎日思ってしまう。いいことではないのくらいわかっているけど、馬鹿にされて、辛くて痛くて苦しいだけの毎日ならば終わってもいい。

　それでも俺が生きているのは、クロエがいるから。いてくれるから。

　俺のものよりずっとちいさな手のひらのぬくもりが俺をこの世界に引き戻すから。

「治癒、してくれたのか」

「ええ。アレク様に死なれては私も食いっぱぐれてしまいますから」

「クロエは大丈夫だろ？　メイドの仕事なんてしなくても生きていける」

「──いいえ。からかう相手がいないと人生に張りあいがなくなってしまうでしょう」

「ふっ……疲れた。ダメダメだな、俺は。何にもできないよ」

「そんなことないですよ。誰より頑張っているじゃあありませんか」

「──頑張ったって結果にならなきゃなんの意味もない。みんな俺のことを落ちこぼれだって笑ってる。メイドも執事も誰も彼も。もうあの目は慣れたよ」

「私は思っていないですよ？　貴方の努力はいつかきっと実を結ぶ。努力した者が報われないなど、あまりにも悲しいじゃないですか。この世界はきっとそこまで残酷じゃない。私はそう思いたいです」

「だったらいいんだけどね。──仕方ない、頑張るか。才能は欠片もないと思うけど、努力だけは俺でもできるから」

「それもそれで才能だと思いますけどね。よく腐らないでやる気になるなと思いますよ？」

「だってどうしようもないだろ？　できるできないは別として、やらなきゃ絶対できないんだから。だからやるしかない。怖いし苦しいけど」

「アレク様のそういうところは素直に尊敬していますよ。色々言いつつも最終的にはいつだって前を見てる。──私とは大違いです」

「クロエ……？」

　いつもより一際低いトーンでクロエは言った。

　表情も鉄面皮ではなく少し寂しそうに見える顔。

「──さぁ、大体終わりましたよ。もう痛みはないでしょう？　思ったよりも魔力を使ってしまいましたので私は少し休憩をいただきます。──お大事に」

「な、何かあったのか？」

「いいえ。少しだけ思うところがあっただけです」

　そのままクロエは部屋を出て行く。

　体に満ちる虚無感がその小さな背中を追うのを止めた。

　なにかいつもと違う感じがした。

　毒はいつも吐くが、それとは系統が違うのだと気づいたときには部屋の中は俺ひとりきり。

　ひとりになると寂しさがこみ上げる。

　この世界にひとりだけなのではないかと思うのだ。部屋の静寂が耳に痛い。当たり前に響く声がないのが無性に怖い。

　クロエの買いかぶりだ。誰に言われずとも俺が一番わかっている。俺がダメなやつだということくらいわかっている。

　俺は前なんか見ちゃいない。何もしていないと生きていることすらできないから前を見ているフリをしているだけ。後ろから俺を引っ張る手が怖いから前へ走るだけ。

　クロエの前だから強がっているだけだ。本当の俺は努力なんてしたくないし、努力しても何にもならないことをよく知っている。何もかも捨てて逃げ出したい気持ちをクロエへの執着心でごまかしているだけだ。

　クロエだけが俺の味方なら、それを失うなんてことだけは絶対に嫌だ。

　いつだって、いつまでだって隣にいて欲しい。痛くても苦しくても努力できるのはクロエがいてくれるからだ。そうでないのなら俺の心なんてとっくに折れてしまっている。

　だから無意味だとわかっていても砂の山を積む。才能がある者からすれば吹けば飛ぶような脆い砂の山だ。だけど、砂の一粒であっても積み重ねていけば何かになれるかもしれない。

　いつか俺にもやってくるのだろうか。

　秘伝を使いこなせるようになって自信をつけることができるのだろうか。

　その時クロエは褒めてくれるだろうか。

　やっぱりもっと頑張ってみよう。いつか胸を張ってクロエに好きと言えるように。

　結局、俺の夢なんて、人生で目標とすることなんて小さな頃から変わらない、たった一つだけ。逃げ出せばそれは叶わない。

　クロエと結婚したい。いつまでも一緒にいたい。

　俺のとなりで軽口を叩きながら笑っていて欲しい。勇気も希望もそれだけで手に入る。

　そのためなら努力くらいしてやる。どんな手段を使っても、ほしいものを手に入れるために。

　今日も明日もそのまた次の日も。未来永劫積み重ね続けよう。そうすることでクロエの言う前を向いていけるのなら。一緒に歩いて行けるなら。







外伝　キースという男




「あー、いいっ、締まりいいよ」

「ほ、ほんとですかぁっ、あっ、キース様ぁっ！」

「うん、最高。うねうねしてて気持ちいいよ。たまには平民もいい」

「お、女の子のあそこに貴賎なんてっ、ありませんよぉっ！」

　アレクとクロエが旅立ったその日の晩、アレクの弟、キースはギリアムの下、直轄している城下町にいた。

　街の飲み屋にいた女を引っ掛けて、安宿で行為に臨む。

　女は栗色でくせ毛の髪をした巨乳の女。キースは一目で行けると踏んだ。そういう空気のある女だったのだ。

　女は娼婦というわけではないが、本質的には近しい存在だった。自らの体を武器に使い、より良い相手を探し続けている。若さゆえの野心に溢れていた。

　女あさりはキースの趣味のようなものだった。毎夜部屋にメイドを呼びつけてはいるものの、飽きが来るのだ。

　キースは恋愛というものをしたことがない。というよりも、誰かを好きになった経験がない。

　兄であるアレクと同じように家族という概念すら希薄であり、他人とつながる方法については地位や権力、金銭によるものしか知らない。

　アレクとの一番の違いは、ギリアムの名前を使うところに一切の抵抗がないところだ。

　生まれ持った地位や才能は全て自分のもの、運のいい自分のおかげ。キースはそんな価値観を持っていた。

　この女を口説いたのもギリアムの名前の力だ。

　城下町でギリアムを知らない者などいるわけがない。紋章をちらつかせるだけで、名を名乗るだけで野心のある女は簡単に捕まる。誰もがギリアムの強大な力の恩恵を受けたいのだ。

　今まではそれで良かった。誰であろうとキースの誘いを断らなかったからだ。

　誰もが傅き、敬意と畏怖、羨望の眼差しを向けてくるのが当たり前の日常。

　誰も彼もが自分より下。父にだけ気を使ってやれば何もかもうまくいく。

　──当然だ。僕はギリアムを名乗ることを許された数少ない者のひとりなんだから。

　頂点の血を引いた特別な一族の中でも特別な存在。父を除けばキースより上なんて存在しないのだ。あの愚鈍な兄に才能なんてない。だから敬う必要もないとキースは考えている。

　──きっとこのまま行けば僕が当主を継ぐことになる。あんなやつが秘伝など使えるはずがないのだから。

　それに父上は兄上が嫌いだ。じゃなければあれほど厳しくはしないだろう。見ているだけで冷や汗をかくくらい厳しい。秘伝の訓練の時なんて本当に殺す気でやっているようにしか思えないくらいだ。

　キースが兄弟だということが恥ずかしいくらいアレクは何もできない。魔法のコントロールなんて笑ってしまいそうになるくらい下手くそだ。

　毎晩毎晩馬鹿みたいに必死こいて練習してるのにも関わらず、翌日の訓練で醜態を晒す姿なんて滑稽を通り越して哀れなほど。

　──ああ、良かった。あんな無能に生まれなくて。天才に生まれて本当に最高だ。

　僕はもっとスマートにやる。勉強も魔法も戦闘も、女だってなんだって、与えられたものをうまく使って器用にこなす。

　女を抱きながらキースはほくそ笑んだ。

　良くも悪くも、これまでキースという少年は挫折を知らなかった。

　一五歳という年齢、恵まれた生まれ、アレクよりも強い才能。そういったものの存在が自尊心を必要以上に膨張させているのである。

　欲しいものは何だって手に入る。自分はそういう存在に生まれたのだから。

　欲して手を伸ばしてやれば向こうからやってくるのだ。

　しかし、それも最近までの話だった。

　思い出すと今までの自分の中にはなかった黒いものが充満する。

「あっ、ううっ……は、激しすぎ、い、痛いっ！」

「くそくそくそっ！　あの女！　なめやがって！」

　バックから女の尻の形が大きく歪むほど思い切り握り締め、腰を打ち付ける動きを激しく、乱雑にする。

　がつがつがつがつと子宮口を破壊するかのような乱暴なピストン。

　キースはセックスにおいて自分が気持ちよくなること以外考えたことがない。

　アレクがクロエとするのは、お互いの気持ちと心が気持ちよくなれるための優しさがあるものだ。愛情たっぷりにお互いを強く求め合うもの。

　とろとろに溶け合って、熱く火照る体をひとつにするかのようにするのが彼らのセックスだ。

　性器を擦り付け合う行為、という点では同じだが、ふたりが感じているような充実感のある快感をキースは得たことがない。

　感情が伴わないから飽きる。誰だって極論構わないと思っているから、執着がない。相手を気遣おうという気持ちにいたらない。

　経験人数というところで言うならばアレクはキースに遠く及ばない。アレクはクロエだけとしかしたことがないからだ。しかし、一人の相手とした回数に関しては群を抜いている。今ではお互いの気持ちいいところを把握して毎夜繋がっているのだ。

　キースには相手を思いやる気持ちというものがそもそもよくわからなかった。世界の全ては自分を楽しませるために存在するのであって、自分が楽しませるものではない。

　キースにはアレクにとってのクロエが存在しなかった。思いやってくれる人がいなかった。ギリアムでないキースを見てくれる人がいなかった。それがあったならば少しは違う人間性になっていたのかもしれない。

「あーっ、くそっ、出る、出すぞ！」

「あぐっ……！　痛いっ……！」

　ひときわ激しく腰を振り始めたキースは無遠慮に亀頭をねじ込んで射精を開始する。

　全身に巡る怒りの感情がチ○ポに集まるような感覚だった。




　びゅるるるっ。




　どくん、どくん、とアレクのものより一回り小さなチ○ポが脈動し、一般的なそれとさほど変わらない量の精液が飛び出ていく。

　天才、と呼ばれていてもそちらの方はごくごく平均的なもの。歳を考えると大きな方ではあるが、ただ性欲が強いだけなのだ。

　射精後にやってきた虚無感により、キースは女に対する興味と充満した怒りが急激に冷めていく。

「最悪……あんたみんなにそれやってるわけ？」

　疲れきった様子の女はベッドのうつ伏せ気味に倒れて、息切れしながら背中を丸めてキースを睨みつけた。

　目には痛みと悔しさから涙が浮かぶ。

　快楽など一切なく、自分の穴を乱暴に使われただけ。それでも最初はギリアムに嫁げるかもしれないと我慢するつもりだったのだが、今となってはそれもどうでもいい。

　こんな男に嫁入りするくらいなら平民のままでいい。

　こいつは自分をものくらいにしか見ていないと女は気づいた。

「うるさいな……ほら、〈避妊〉」

「あ、最初からそのつもりだったわけ？　──ほんと最低」

「うるさい！　平民のくせにギリアムに入れるとでも本当に思ってたのか？　そんなことあるわけないだろ？　夢見るなよ」

「──呆れた。本当にあの御当主様の息子なの？　平民でも差別しないでしょ、あの人は。少しは見習えば？」

「今はな。僕が当主になればそれも変わるさ」

「はぁ？　アレックス様がいるでしょ？　なんであんたが当主になんのよ」

「なるさ。あんな落ちこぼれが当主になれるわけがない。僕こそ相応しい」

「気持ち悪……なんでそんなに自信あるわけ？　──ギリアムじゃなかったらあんたなんてクソだよ」

「勝手に言ってろ。僕はもう帰る。君の小さな脳みそでもいずれわかるさ」

　キースは二回目をする気にはならなかった。

　怒りの火で心がざわついているからだ。

　こんな女の言うことなどどうでもいい。

　所詮平民。何もわからないし、何もできやしない。

　──それよりもあの女だ。

　分家の分際で僕の誘いを断りやがった。

　安宿から出たキースは大きく息を吐き、小さく吸った。

　外はもうだいぶ暗い。月の明りがない嫌な夜だった。

　ことがことだけに馬車はない。帰りは歩きだ。魔法を使って速く進むこともできるがそれはしない。

　今の自分の頭に血が上っていることはキースにもわかっているのだ。夜風で冷ましながら帰るべき。スマートになんでもこなすのがエリートというもの。

「クロエ・エヴァーグリーン……」

　冷静になるべきだとわかっていても、思い出すと怒りがふつふつとこみ上げてくる。

　古来よりキースの家、ギリアムに仕える分家エヴァーグリーン。

　だというのに主人一族であるキースの命令を聞かなかった。

　以前から気にはなっていた。屋敷にいる人間の中で最も美しく思えるのはクロエだったからだ。誰の目でも引く美貌に、すらりとした均整の取れた体。左右で色の違う両目が妙に神秘的に見える。

　だから屋敷の廊下で見かけたとき、キースは声をかけたのだ。

『今夜僕の部屋へ来てくれないか？』

『──なぜです？　申し訳ありませんが夜は少々用事がありますので、お断りさせていただきます。──それに、私はアレックス様の専属ですので。そういったことはほかの方にお願いしていただけますか』

　一蹴だった。

　キースを見るクロエの顔は冷たく、軽蔑しているようにすら見えた。

　生まれて初めての挫折感を覚えた。

　今までの順風満帆なキースに自分を拒絶するものなどいなかった。

　本心からクロエが欲しかったのかと言われれば、答えは違う。

　確かに美人ではあるが、どちらかといえばもっと年上好みであるキースの好みではないし、美人が抱きたいだけなら選択肢はいろいろある。

　兄が大事にしている女。だから欲しかった。抱いたことはなくても恋愛感情というものはキースも知っている。兄であるアレクはどう見てもクロエを好いていた。

　無能な兄が持っていてキースが持っていないものなどあってはならない。だったら奪うのが正しい。

　それにキースは拒絶されるなど考えもしなかった。兄であるアレクに才能がなくて、弟であるキースが相反して才能に恵まれていることは屋敷にいる人間ならば皆知っていることなのだ。喜ばれこそすれ、嫌がられるなど考えもしない展開だった。

『い、一応聞くが、僕が誰かはわかっているんだよな？　僕の呼びつけより大事な予定があるとでも言うのか』

『ええ、キース様。当然存じておりますよ？　夜はアレックス様に借りた本を読んでしまいたいので。明日の話題のためにも急務です。珍しく大絶賛されていましたから。──それがどうかいたしましたか？』

『く……も、もういい！　さっさとどっかへ行け！　分家の分際で生意気な！』

『老婆心ですが、もう少し言葉をお選びになったほうがよろしいかと。キース様は少々粗暴な面が目立ちますので。──兄上を見習ってはどうです？　彼のように朗らかな人格の方が領民に慕われる良い領主になれますよ』

『なっ……！　あんな落ちこぼれ、誰が当主として認めるって言うんだ！』

『私は認めますよ？　──貴方は人の痛みに鈍感すぎます。そんなことでは誰も貴方を認めないでしょう。悔い改めるのなら今です。でないと未来永劫、貴方の味方などひとりとして現れない』

『お前みたいなのに何がわかる！　僕はギリアムだぞ!?　世界最高の血族の一人だ！』

『──可哀想な人。それしか寄る辺がないなんて』

　くるりと反転しクロエは去っていった。




　──言ってやりましたよ、アレク！

　必死で口元をとじながらクロエは妙な達成感を得ていた。

　アレクに対するキースの日頃の態度に内心腹を立てていたクロエは、ずっといつか言ってやろうと思っていたのだ。単純に自分に対する態度も気に入らなかった。




　──可哀想？　僕が？　なんで？　ギリアムに生まれて、才能もあるのに？

　廊下で立ちすくんだまま、キースはしばらく呆然としていた。

　拒絶されたショックから来る挫折感とは違う、胸に湧いた不思議な感覚。

　泣き出したくなるような気持ち悪さ。胃の内容物が飛び出てきそうだった。

　二度も連続で知らない感情を叩き込まれたことで、キースの頭の中はぐしゃぐしゃになってしまう。

　それからはずっと、クロエに言われた言葉がどこかに引っ掛かり続けていた。

　キースも心の深いところでは自分の感情の答え、クロエの言ったことについて理解している。だが認めるわけにはいかない。だからこそ、その感情がもたらす鬱屈は怒りに変えて発散する。

　ギリアムではない自分自身。本質にある虚無感。空っぽの自分。

　考えたこともなかったことを考えるたびに嫌になる。

　アレクは小さな頃からクロエと添い遂げることを夢見ていた。そのために努力をしてきた。

　確かな渇望があり、能力がなかった分努力を重ね、重ねた分だけ思いも強くなった。

　だがキースには渇望も切望もなかった。欲しいと思ったものはなんでも手に入る。努力をしなくてもできる分、物事を軽く見る癖もついてしまっている。

　幸か不幸かキースの人生は積み重ねのない人生だということをクロエに見抜かれてしまった。

　持っているものが好かれているだけでキース自身を好いている人間など一人もいないのだと、本人すらうっすら思っていたことを看破されてしまった。




　──やっぱり帰ったら誰かを呼びつけよう。よくわからないけど寒い。

　夜風は心地いいくらいの温度だった。しかし、キースは芯から凍るような嫌な寒気を覚える。

　それが人肌恋しいという感覚だということを、愛情を知らない少年はわかっていなかった。







外伝　クロエ・エヴァーグリーン




　私は今、もっとも不幸な幸福の中に生きている。

　心を殺すこと、それが私の特技だ。

　本心は凍える心の扉の奥に押し込んで、顔は長年かけて作った自慢の仮面で覆い隠す。昔の自分がどんなふうに笑っていたのかはもうわからない。

　歳を重ねるごとに自分の中にあった、焼け付く熱にも耐えられるはずだった氷の城が溶け始めていたのには気づいていた。中心部の扉に隠していたものが熱く、大きくなりすぎていたのだ。




　『欲しい』はいつだって、なんだって遠いところにあった。

　叶わない夢は見ない。手に入らないものは欲しがらない。希望なんていうものは私の人生には無縁だ。そう思い込んでいれば心は穏やかでいられる。

　願いは呪いだ。心の中にある切望が人間を別なものに変えてしまう。手に入らないものを追い続けて自分すら焼いてしまうのなら、私は氷に包まれていたい。心の奥底にある熱を完全に冷ませるくらい、厚い厚い氷の下にいたい。

　何も手に入らないけれど、何も失わない。頑張って手に入らないことを理解するくらいならば頑張らないほうがいい。頑張れば頑張った分、それは絶望に変わってしまうのだから。希望と絶望は背中合わせの関係なのだから。

　自らが選択した孤独は私の心を慰めた。

　運命に抗えないのではなく、抗わないことを選択したのだと思うと悲運に少しは納得がいくようになるのだ。




　孤独は、絶望は心地いい。諦めていれば、期待しないでいればいつだって友のように寄り添ってくれる。

　私にとって一番の友達はこういう暗い感情だ。

　年が近いメイド仲間のエイミーもカミラもキャロルも友人というよりは仕事仲間、向こうも私を友人とは認識していないだろう。

　私はどうにも昔から人付き合いが得意ではなかった。何か定型の存在するものは何でもできるのに、形が、答えがないものはできない。魔法も勉強も、メイドの仕事も何もかもが得意だったのに。こんなに中途半端なら何の才能もいらなかった。一番欲しい物を手に入れることができる力があれば、それだけで良かったのに。

　世界は自分の敵だった。私の欲しがるものを目の前にちらつかせるだけちらつかせて、手を伸ばすと、ひょい、と遠ざけられる。

　どれだけ泣き叫んでも祈っても媚びても呪っても、近くからは側に寄ってくれない。

　手を伸ばすだけで届く数十センチが何よりも遠い。明確に存在する生まれの差が高い壁になっていた。

　欲しいものは付かず離れずの距離にいつもあったのに。何度も大きなその背中に触れてみようと思った。拒絶はされないと知っているからだ。醜く汚い、弱みにつけこむような行動。

　物理的には極々至近距離にそれはあった。遠いのは精神と見えない境界線のせい。

　触れてしまうと私の氷の城はあっという間に壊れてしまうとわかっていた。熱風に全て溶かされて、隠してきたものが外に放たれてしまうのだろうと。私の中に確かにある熱を見つけられてしまう。そして、壊れた城はもう元には戻せない。だから今度はその場所を埋めるために熱を求めてしまうだろう。私の愛しい人がくれるぬくもりを欲してしまうのだ。

　何度も考えて、それでも行動はしなかった。染み付いた負け犬根性は冒険をよしとしなかったのである。




　寄り添ってくれる絶望は私をこれ以上傷つけないよう優しく守ってくれていた。──だから、それに甘えた。

　私はどうしようもないほど臆病者で卑怯者だった。

　万が一でも拒絶される可能性があるのなら、受け入れてもらえても継続できないのならば不幸な自分に酔っていたかった。

　現状を変えられる可能性に賭けるより、無理だ無理だと諦めていたほうが楽だったのだ。

　釣り合うはずがない。身分で一線を引かれているうえに、努力を重ねる姿に惹かれておきながら自分は何も努力しない。怠惰の理由を、言い訳を生まれのせいにしている卑怯者。そんな自分が何かを手に入れようなど、欲するなどおこがましいにも程がある。

　わかっている。これすらも諦めるための理由だ。

　そもそもが愚かな考えなのだ。欲してはいけないものを欲しがるなど。

　太陽を直視すれば目が焼かれる。

　明るさに近づこうとすれば翼を焼かれ、その身を焦がす。

　彼はまさしく太陽だった。余りにも熱く、明るい。

　──太陽が欲しいだけ。

　まばゆく輝くその笑顔を自分だけに向けて欲しいだけ。

　たったそれだけのことがどうしてこんなに遠い。

　誰よりもそばにいるのに、誰よりも見ているのに。──誰よりも愛しているはずなのに。

　この思いは一生秘めておくつもりだ。

　私の願いが叶うことはもう望まない。これ以上呪いをこの身に詰め込みたくないから。

　その代わりに、願わくば彼が幸せに生きられますように。誰かに褒めてもらえますように。私ではない誰かに心から愛されますように。

　私はその時にきっといないけれど、どこか遠くの地で祈っているから。

　彼が太陽なら、私は月だ。

　私が輝くためには太陽が必要なのだ。そうでないと誰も私を見つけてくれない。輝いてはいられない。

　太陽と月の関係と同じように、私たちも一定の距離を保って動く。

　この星から見る月と同じように、私は片面しか顔は見せない。裏に隠した本当の顔は見せないのだ。彼にだけは、絶対に。

　身を焦がすだけの熱などいらない。──私は彼を欲しない。

　これでいい。

　太陽が欲しいなどと世迷いごとを言うほど子供じゃない。

　手が届かなくて、手に入らないからこそ煌くものもあるのくらい知っているのだ。

　私の小さな手のひらではあの太陽は余りにも大きすぎる。とても掴めるようなものじゃない。

　灼熱の渇望を隠すために今日も仮面を被る。

　仏頂面で、不機嫌なメイドの仮面を。

　必要以上に好かれないための冷たい氷の仮面を。

　──最高に不幸で幸福な今日を生き抜くために、今日も私は心を殺す。

《つづく》
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　私は底意地の悪い女だ。




　愛する人に私の初めてを捧げた日は、暖かいのに少し寒い日だった。

　そう思ったのは、布団から出ている裸の部分が変に冷えていたからだ。

　アレクの体温の方が外の空気より温かいから、余計にそう思ったのかもしれない。

　固くて大きな体。服を着ているとあまり目立たないけれど、アレクの体は筋肉質で、脂肪の少ないかっこいい体だ。日頃の訓練のせいで、全身に小さな傷がたくさん。治って薄桃色になった部分をひとつずつ舐めてみたいとなんでか思ってしまう。これら一つ一つが私たちの歴史でもあるからかもしれない。傷ついたアレクを癒すのは私の一番大事な仕事だったから。

　一時の気の迷いであっても、『好き』と言ってもらえただけでこれまでのすべてが報われた気がした。それを慰めにするしかない。生きてきた意味は確かにあったのだから。




「ど、どうですか、私の身体……変じゃないですか？」

「思ってたよりずっと綺麗だ。白くて柔らかそうで……見るのもちょっと恥ずかしいけど……」

　アレクが私を見る目が、時々するいやらしい目になっていた。胸が気になるらしい。部屋にいるときもよく見ている。今は裸だから余計に気になるのだろう。──触ってもいいのに。アレクにならいつでも触らせてあげるのに。

「体型維持や肌の管理は気を使ってしていますから。でも、あ、あまり見ないでくださいね。見ていると言われると恥ずかしくなってきました……」

　風呂場でチェックしてきたが、細かいところを見られて私が気づかなかったものを見つけられたくない。アレクに見られる私は完璧でいたいのだ。

「そ、そろそろします？」

「う、うん……どうすればいい？　俺はクロエと一緒に気持ちよくなれたらと思う」

　──優しい。こんなときまで、アレクはアレクのままでいてくれる。でも、その優しさのぶんつらい。ほかの誰かに同じことを言ったりするのを想像できてしまう。

　太陽は眩しくて見えないもの。見つめていると涙ぐんでしまうから、私は目を背けた。

　これから行うのは初夜などではなく、単なる情事。決して結ばれることなどないのだから、性欲に突き動かされた単なる情事。

　──これ一回限り。それでこの関係は終わり。

　旅に出てから曖昧になりつつあった、主人とメイドの関係をはっきりさせなければならない。

　アレクが望もうと望まないと、自分たちが結ばれることはありえないのだから。

　身体的に大人になったあとは、精神的に大人になるのだ。

　覚悟はできている。──つもりだった。




「クロエ……」

　馬乗りになっているアレクが自分を呼ぶ声は、いつものものとは違う。

　軽い調子で幼馴染にかける声から、情念たっぷりに熱を込めたものに変わっているのだ。

　──初めて聞いた。

　これだけ長く一緒にいるのに、まだまだ知らないことがたくさんあったんだ。

「んっ……」

　この短時間で何度もしたキスは、何度味わっても心地よく感じられた。

　口をつけるまでは未だ緊張するけれど、つけてしまえば、体がやり方を知っていた。

　痛みへの恐怖でこわばっていた身体から力が抜ける。

　繋いだ両手から伝わるアレクの熱と力に自分を委ねてしまう。ベッドに押し付けられて、無理やりな感じもするのに嫌な気分じゃない。

　唇だけの接触から、お互いに舌を入れ始めるようになるまでにかかった時間は短い。

　上唇に吸い付いて、下唇に吸い付いて、どちらかが表面を舐めればくすぐったさがやってくる。

　最初こそ違和感とくすぐったさが勝るが、続けているとそれが頭の中を溶かす快感になっていくのがわかる。

　唾液を交換し合うなど汚いのではと思っていたけれど、実際にやってみると体が燃えるように熱くなり、もっとしたくなった。

　──舌のざらざらが気持ちいい……。

　ぬるぬると舌を絡め合い、みっともなく大口を開いてしまう。

　最初こそアレクのもの、自分のもの、と区別できていた唾液も、そのうちに混ざり合い、どちらのものかはやがてわからなくなった。

　初めてでやり方を知らないアレクのために、形だけでも教育を受けた自分がリードしてあげないといけない。わかっているのに、甘い快感がふわふわと現実感を失わせる。




　遠慮がちのぎこちない動きで自分を求めるアレクが可愛らしい。自然と背中に手を回してしまった。

　顔に当たる少し濡れたアレクの髪すらも愛おしい。

　自分の小さな手のひらでは覆えない大きさの肩甲骨に指をなぞらせて、アレクを寄せる。そうしないといつまでも膠着状態が続いてしまいそうな気がした。基本は奥手で、そういうところが私は好きだ。

　いつの間にか、アレクはこんなにかっこよくなった。毎日見ていると、意外と変化には気づけない。──私の方もそんなふうに思ってもらえているのかな。

　好きな人のものだからなのだろうか。唾液はハチミツでも舐めているように甘く、熱い。不快感は微塵もなかった。

　──まるで極上の甘味のよう。

　ふたりのものが混じったからできる味なのだろうか。だとしたら、今日をさかいにもう二度と味わうことはできないのだろう。

　興奮しきった鼻息を互いにぶつけ合うのは、興奮しているのを伝えるようで少々恥ずかしい。アレクも同じことを思ったのか、息が苦しくなると口を離し、顔をあげてしまう。

　こんなに近いのに、口を離すとすごく寂しくなる。別れを連想してしまった。

　上にあるアレクの顔は暗がりだからか陰影が濃く、泣きそうな顔に見えた。きっと自分も同じ顔をしてしまっている。私もずっとずっと泣きそうだったから。




　──痛みを幸せに思う瞬間など、この先の人生にはきっとない。

　聞くのとするのとでは全く違った。秘所を擦り付け合うだけだと思っていたけれど、これはひとつになるための儀式だ。

　我慢していたのに、ぽろりと涙を流してしまう。ずっと我慢してきた涙が痛みを引き金にあふれてしまった。嗚咽すらこぼれてしまいそうだ。

　心臓の音がうるさい。自分の胸の中ではなく、耳元に移動してきているのかと思うくらいうるさい。

　はっ、はっ、と動物じみた短い呼吸をふたりしてあげた。様々な感情がまとめてやってきてしまい、頭がまともに働かなかったからだ。

　全身が焼けているようだ。呼吸も鼓動も体の制動も、何もかもが自由にならない。

　ぐ、っと内蔵をかきわけ奥へ奥へと進もうとする硬く太い熱のかたまりに、大きさのぶんの吐息が体を追い出されて漏れる。

　つーっとお尻を伝って血が流れていったのがわかった。自分の血がこんなに熱いなんて知らなかった。

　痛みでぼやけていてもアレクのカタチがわかる。でっぱりが自分の中でひっかかり、ごりごりと削る。人体とは思えないほど硬い。

　私が落ち着くまでアレクは手を握っていてくれていた。

「ん、ん……ふ、はぁ……ん……」

　アレクに動かれるたびに、恥ずかしい声が出ていく。呼吸に音が乗っているような喘ぎでも、恥ずかしくてたまらなかった。初めての性交で感じてしまっていると思われたくない。実際まだ痛みばかりで、快感という快感はないのだ。

　喘ぐ女など恥ずかしいと思っていたのに、だめだ、勝手に声が出る。

「で、出そう……」

　挿入してすぐに、アレクは険しい顔で恥ずかしそうに言った。

　男の人は早く果ててしまうのを恥ずかしく思うのかもしれない。

　そんなこと気にしなくてもいいのに。むしろ嬉しいくらいなのに。

「はい、くださいっ、アレク様の……」

　──嬉しい。ようやっと繋がれたのだ。

　自分の体でアレクが喜んでくれている。今まで誰にも注がれることのなかった子種を、自分の体内に残してくれようとしている。──許されるのならこのまま妊娠したい。

　情婦としてではなく、彼が愛する者として彼の子供を産みたい。

　──ああ、結婚したいなぁ。このままずっとこうしていたい。この温度から離れたくない。

　何もかも叶わないと思っていた呪われたような自分の人生で、ようやくひとつの願いが叶ったのだ。せめてもう少し、この一晩くらいはつながっていたい。今後の一生をこの一晩の記憶だけで慰めていかなければならないのだ。それくらい、贅沢ではないだろう。

　アレクが自分の中をこじ開けてぐいぐいと奥に入ってくる感覚で、脳みそがとろけ、今まで言えなかったことが自然に口から出ていく。

　どうしようもなく口にしたかった。下賎な者だと笑われても仕方ない。短絡的に、衝動的に、愛欲に導かれて行動してしまう。

　体の芯から焼ける熱がある今のうちに言わないと、この先の人生で言う機会は訪れない。冷たいメイドの顔は、もう自分自身でさえ制御できないほどに心を蝕んでしまっているのだから。

　脳だけが体に先走って絶頂を迎えた瞬間だったのだと思う。

「アレク様っ、──アレクっ！　すきっ、愛していますっ！」

　ひとりのときは何度も言ってきた、好きという気持ちを口にする。

　今までずっと敬称をつけて呼んできた。それが一線だったからだ。アレックスではなくアレクと呼んでいたのは、自分なりの運命への小さな抵抗でもあった。馬鹿げているとは自分でも思う。

　一瞬驚いたような顔をしたあと、じんわりとアレクの顔が切なげに変わり、下腹部でどくんとした大きな衝撃を感じた。

「ん、ん……」

　──奥に届いてる。多分、子宮に……。

　気づくと、下腹部にじんわり不思議な波が立った。力を入れているつもりはないのに、膣内がきゅっきゅとアレクを締め付けているのがわかってしまう。恥ずかしいと思うのに、体のほうが勝手に動いてしまうのだ。

　すると小刻みに動いていた膣内のアレクがぷくっと膨らみ、上下に大きくびくついた。

　呻くような声を上げながらアレクが体にしがみつくので、私のほうも引き寄せて抱きしめる。

　アレクの体が熱くなってる気がする……。

　抱きしめると汗ばんだ全身がふるふると震え、一瞬弛緩すると同時に、びくびくびくっと膣内でアレクが暴れだした。

「うわっ、ああっ」




　どっくん、どっくん！　びゅるるる！　びゅるるる！




「んんん……！」

　濁流に似た勢いで、熱湯のような温度の精液が膣奥に注ぎ込まれるのがわかった。

　本能をむきだしにしてしまっているのか、アレクが必死に腰を押し付けて射精するので膣奥で感じてしまうのだ。

　アレクは私の上に落ちてきて、頬を擦り付けながら何度も何度も名前を呼んでくれた。

「あっ、あっ……アレクのあったかいのが……いっぱい……」

「あっ、うう……クロエっ……！」

　アレクの赤ちゃんの種……出てるっ！

　びゅくびゅくって、あったかい……こ、これすき……ちょっと気持ちいい……。

　熱が込められた液体が、私とアレクの境界を溶かしてくれる気がした。

　痛みと圧迫感の中、アレクの射精に少しの快楽と喜びを得てしまった。これはきっと、クロエという私の人格の下にある、好いた男の子供を産みたい本能からくる喜びだ。

　これで妊娠するかと思うと体の奥が熱くなる。

「大丈夫、大丈夫ですよ。そのまま最後まで私の中に……」

「クロ、エっ、クロエ……」

　苦しそうな声でアレクは長く射精をしていた。

　膣内でとくん、とくん、と動くたびに新しい精液が注ぎ込まれていた。

　自分の子宮がアレクの子供を欲しがっているのがわかる。縮んだり、膨らんだりしている気がするのだ。こんなふうになったのは初めての経験だった。




　長く短い初めてが終わったあとも、一晩中私はアレクの剥き出しの感情を受け止め続けた。

　一生忘れられない思い出と、一生忘れられない呪いを刻み続けるために。

《了》







　あとがき




　　ここまでお付き合い頂きありがとうございます。

　著者の火野あかりと申します。このペンネームですが、由来もこの作品から来ています。そのまま「火のあかり」ということですね。

　この場所をお読みになっているということは、おそらく最後まで作品をお読みいただけたのだという前提でお話させていただきます。作者である私個人はあとがきから読み始めるタイプなのですが、そのような方はそうはいないだろうと思いますので。

　この作品、「うちのメイドと結婚するためなら俺はハーレムを作る」は、私を作家という生き物に変えてくれた恩人であり、また、愛する子供たちのような作品です。

　最初お声がけ頂いたときは嬉しさ半分、「なにか騙されているのではないか」という気持ちが半分ずつ、いや、どちらかといえば後者のほうが強く思った次第でしたが、こうして読者様の目に届いているということは、どうやら本当に作家になれているようであります。

　このあとがきを書いているときはまだ若干の疑いを持ったままではありますが……。




　本題に。

　まず、お読みいただいた方の大半は「ハーレムじゃないじゃん！」というご感想を抱かれたと思います。

　タイトルがそのままといえばそのままなのですが、ヒロインであるクロエと結婚するためならハーレムを作る、という思春期の男子にしてはものすごく控えめな主人公がアレクですから、積極的にハーレム建設をしないわけです。あくまでも手段であって目的ではないわけですね。

　作品のコンセプトとしては、「男の子は好きな女の子のためなら何にでもなれる」という少年漫画じみたものであったりします。




　本書の主人公であるアレクは壮大な運命と、それに伴う苦悩を持ったキャラクターです。

　ですがどれだけの運命を背負っていても、望むものはありふれたもの。

　どんな人間も根の部分はシンプルなのではないか、というところに重点を置いて、この作品とキャラクターたちは生まれました。

　基本的にすべてのキャラクターが何かのシンプルな欲求で動いています。

　本書の段階ではまだ出ていない新ヒロインのイヴリースにしてもそうです。




　アレクの弟であるキースはこの段階ですとヘイトを集めるキャラクターかもしれません。もっとも、この時点ではそう思っていただくのが作者の思惑ではあるのですが。

　すでに更新されているｗｅｂのほうでは、キースはもうひとりの主人公として冒険の旅に出ています。

　メインストーリーにも関わるキャラクターですので、好きになってもらえるよう頑張る次第です。

　ここまでお読みいただきありがとうございました。

　また機会がありましたらお会いできるととても嬉しいです。

　Ｔｗｉｔｔｅｒなどもやっておりますので、お気軽にお声がけできればと思います。

　最後にもう一度、本当にありがとうございました！




火野あかり
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